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開会 午前１０時００分 
〇議長（秋山俊和君） 

 改めまして、おはようございます。 
 平成２１年第１回北杜市議会定例会の開会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 
 今年は例年になく暖冬であるため、花見月とも呼ばれる３月に、いつもより早く桜の便りが

届きそうであります。 
 １００年に一度ともいわれる金融危機は、実体経済に深刻な影響を与えており、景気回復へ

のシナリオは、まだ序章ではありますが、日々に暖かさを増す春のように確実な景気回復と市

民生活の安定を期待したいものであります。 
 提出されました議案につきまして、十分なご審議をいただくとともに、円滑な議会運営をお

願い申し上げ、開会のあいさつといたします。 
 本日の出席議員数は２２人であります。 
 定足数に達しておりますので、平成２１年第１回北杜市議会定例会を開会いたします。 
 これから、本日の会議を開きます。 
 諸報告をいたします。 
 本定例会に提出する議案につき、市長から通知がありました提出議案は報告１件、議案５５件

であります。 
 次に２月２６日に平成２１年２月、山梨県市町村総合事務組合議会定例会が開催され、私が

出席いたしました。一般会計ほか、２つの特別会計の平成２１年度予算等が可決されましたの

で、報告いたします。 
 次に２月２５日付けで、議会運営委員に異動がありました。 
 会派の設立に伴い、渡邊英子君の辞任を許可し、保坂多枝子君を議会運営委員に選任したの

で、ご報告いたします。 
 なお、報道関係者から撮影の申し出があり、これを許可いたしましたので、ご了承願います。 
 以上で、諸報告を終わります。 
 これから、本日の日程に入ります。 
 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議規則第７９条の規定により、 
 １０番議員 中嶋 新君 
 １１番議員 保坂多枝子君 
 １２番議員 利根川昇君 
を本定例会の会議録署名議員に指名いたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 本定例会の会期は、本日３月３日から３月２３日までの２１日間といたしたいと思います。 
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 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、本定例会の会期は２１日間とすることに決定いたしました。 
 なお、定例会でありますので、追加案件もあろうかと思いますが、ご承知おき願いたいと思

います。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第３ 報告第２号 平成１９年度北杜市一般会計継続費精算報告書報告の件から日程第

５８ 議案第５９号 北杜市農業集落排水事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について

までの５６件を一括議題といたします。 
 市長から、所信および提出議案に対する説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 平成２１年第１回北杜市議会定例会の開会にあたり、私の市政の運営に対する所信の一端を

申し述べますとともに、提出いたしました案件につきまして、その概要をご説明申し上げ、議

員各位、ならびに市民の皆さまのご理解とご協力を賜りたいと存じます。 
 本年２月１６日、政府の発表による平成２０年度の国内総生産の実質成長率予測は、マイナ

ス２．７％でありました。また、国の平成２１年度の経済財政運営の基本は、当面は景気対策、

中期的には財政再建、中長期的には改革による経済成長という３段階で、経済財政政策を進め

ることとし、平成２１年度の国内総生産の実質成長率は、マイナス２．８％程度と予測してお

ります。 
 国の平成２１年度予算は、世界的な経済金融危機の中、生活防衛のための大胆な実行予算と

位置づけ、国民生活を守るため、医療確保・救急医療対策、雇用対策、出産・子育て支援など

の施策のほか、財政規律を維持する観点から、引き続き歳出改革の努力を緩めることなく、無

駄の削減を図り、編成されました。 
 公共事業関係については、道路特定財源制度を廃止し、すべて一般財源化するとともに、地

方道路整備臨時交付金を廃止し、新たに地域活力基盤創造交付金が創設され、道路を中心とし

た、インフラ整備などに使えることとなりました。 
 一方、地方財政計画では、歳出改革を継続しつつ、雇用の創出、地域の元気回復と地域の安

全・安心の確保や活性化の財源として、別枠で地方交付税が１兆円増額されました。こうした

国の基本方針を直視して、対応してまいりたいと考えております。 
 市といたしましても、行財政アクションプランに基づき、硬直した財政構造の抜本的な改善

を図るため、公債費の縮減に努力してまいりました。その結果、平成２０年度末の市債残高は

前年度末より約２５億円、ピーク時の１，００９億円より６９億円減少し、９４０億円となる

見込みであります。 
 市税収入でありますが、合併以来、堅実に増加しておりましたが、景気の急速な悪化に伴う

個人所得および企業収益の減少により、平成２０年度の決算見込額で約７１億円となり、前年

度比で約４億円の減収となります。 
 次に、市政の状況について申し上げます。 
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 まず、北杜市地域公共交通総合連携計画についてであります。 
 昨年の８月、市内の公共交通について、創意工夫のある自主的な取り組みを支援するため、

法定協議会である北杜市地域公共交通活性化協議会を設置いたしました。 
 以来、協議会では北杜市地域公共交通総合連携計画策定に向けて、市民バスの現況と課題の

把握、市民意向調査・利用者アンケ－ト等の調査活動や先進事例研究を行ってまいりました。 
 また、昨年の１２月２３日には長坂コミュニティ・ステーションにおいて、交通ジャーナリ

ストの鈴木文彦先生の講演会を開催し、多くの市民の皆さまのご参加をいただきました。この

ような調査研究活動と協議会の開催により、計画の大枠である素案が作成され、市内８地区で

の地区懇談会の開催、パブリックコメントの実施等を経て、３月末には北杜市地域公共交通総

合連携計画が策定される予定であります。 
 この計画をもとにして、新たな市民バス運行形態を定め、今後３年間、国の補助による市民

バスの実証運行に取り組んでまいりたいと考えております。また、デマンドシステム形式での

運行方法についても、適地を選定して試験的に導入していく考えであります。 
 次に、早稲田大学大学院との協働連携についてであります。 
 昨年１０月に北杜市と早稲田大学大学院公共経営研究科との間で、新たな視点で地域の魅力

を引き出すことを目的に締結した連携協定に基づき、大学院生が調査・研究した地域再生シス

テム論の報告会が、２月１７日、高根ふれあい交流ホールで行われました。 
 報告会では、増富地区と台ヶ原地区について、学生による現地調査などをふまえて作成され

た再生計画が発表されました。地域資源を最大限活用するためのＰＲ方法や手段、また地域再

生のための人材育成など、若者の感性が随所に盛り込まれ、幅広い内容の研究成果でありまし

た。 
 なお、平成２１年度は「芸術が地域に貢献できること」をテーマに、東京芸術大学とも連携

してまいりたいと考えております。 
 次に、北杜市ケーブルテレビについてであります。 
 指定管理者 株式会社ネットワーク北杜により進めてまいりました、デジタル化対応への改

修工事が順調に進み、２月２日から放送を開始いたしました。これにより、高根町および大泉

町の北杜市ケーブルテレビ加入者につきましては、テレビ等の機器をデジタル対応にしていた

だくことにより一部のチャンネルを除き、地上デジタル放送の視聴が可能となりました。また、

高根町エリアでは、ケーブルインターネットにつきましても、希望によりサービスが受けられ

ることになりました。 
 次に、介護保険事業についてであります。 
 介護保険事業計画は、介護サービスが円滑に提供できるよう定められ、計画に基づく介護保

険料も３年ごとに見直しが行われます。このほど、平成２１年度から２３年度までの第４期介

護保険事業計画が、北杜市老人福祉計画・介護保険事業計画策定委員会より答申されました。

介護従事者の処遇改善のための介護報酬の改定により、介護保険事業費も増加するため、保険

料をアップせざるを得ない状況であります。今後、高齢者の増加を見据え、介護保険事業の充

実はもとより、介護予防事業に重点を置き、高齢者が住み慣れた地域で、元気に暮らせるよう

努めてまいります。 
 次に特定健康診査、いわゆるメタボ健診についてであります。 
 特定健診・特定保健指導は昨年４月にスタートし、糖尿病等の生活習慣病有病者・予備軍の
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減少に向け、取り組んでいるものであります。平成２０年度の国民健康保険の特定健診受診率

は４９．２％でありました。県内では最も高い受診率でありましたが、国の実施計画における

５年後の目標受診率は６５％となっております。健診は、早期発見による生活習慣病の予防に

有効であるため、制度の周知徹底を図るとともに、受診率アップに努めてまいります。 
 次に、環境対策についてであります。 
 昨年、金峰山・瑞牆山源流が平成の名水百選に認定され、白州・尾白川、八ヶ岳南麓高原湧

水群と併せて全国で唯一３つの名水を有する自治体となり、ミネラルウォーターの生産量と併

せ、名実ともに日本一の名水の里となりました。 
 このため水の大切さを啓発し、自覚と行動を促すことが重要であることから、市民や企業が

名水を守るための保全組織の設立に向けて、準備を進めているところであります。 
 また、平成２２年度には本市において、環境省等の主催による星空の街・あおぞらの街イン

北杜、全国大会を開催する予定であります。平成２１年度は、市内８つの小学校の生徒６０５人

が星空観察を行い、その観察結果を全国大会で発表することになっております。市内にも星空

観測施設が多数ありますので、雄大な空と自然に出会えて、星に一番近い杜として全国に発信

してまいりたいと考えております。 
 私もよくあいさつで言うんですけども、月見里と書いて「ヤマナシ」と読むわけであります。

そんなことも、いいイメージとしてアピールしてみたいなと考えております。 
 次に、大規模電力供給用太陽光発電系統安定化等実証研究についてであります。 
 昨年１１月に着工した第２期のシステム工事により、新たに８００キロワット相当の太陽電

池が設置されました。併せて、本実証研究の主目的である系統安定化対策として開発した、大

容量４００キロワットのパワーコンディショナーも設置されました。今年の秋ごろまでには、

残り４００キロワットの太陽電池が設置され、東京電力株式会社の６６キロボルト特別高圧線

に系統連系し、１，８００キロワットとなる太陽光発電システムで、系統安定化の評価を行う

予定であります。 
 次に、別荘地から発生するゴミ処理についてであります。 
 現在、市内には約１万戸の別荘が広範囲に点在しております。別荘滞在者から排出されるゴ

ミについては、今まで一時的な滞在という位置づけの中で、市の収集対象とはしておらず、各

自の生活圏への持ち帰りか、市の廃棄物収集運搬許可業者への委託、または広域のゴミ処理施

設エコパークたつおかへ自ら持ち込むなどの方法により、処理をお願いしておりました。しか

しながら、近年、別荘利用の多様化が進み、長期滞在者が増大する中、ゴミの焼却や不法投棄

等につながるなどの弊害が生じてまいりました。 
 これらの問題を解消し、市が目指す環境創造都市、ならびに長期滞在型リトリートの杜をさ

らに推進するため、平成２１年度からは、別荘から排出されるゴミについて、市による収集を

開始し、滞在しやすく魅力ある環境づくりを目指してまいりたいと考えております。 
 次に、水道・下水道料金の統一についてであります。 
 料金の統一は、合併後の大きな課題の１つであります。水道料金については、平成２０年６月

１０日に統一に向けた料金改定について、簡易水道運営委員会に諮問をいたしました。委員の

皆さまには大変なご苦労をおかけし、現在継続してご審議をいただいており、５月中には答申

をいただけるものと思っております。 
 一方、下水道料金の統一につきましては、これまで下水道審議会において、下水道事業の現
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状、現行の料金体系などについて説明させていただきましたが、平成２１年度当初には、下水

道使用料金の統一について、同審議会に諮問する考えであります。また、経営の健全化を図る

ため、平成２１年度に下水道事業見直し計画を策定することとしております。 
 次に、観光キャンペーンについてであります。 
 平成２１年度から２年間、市は山梨県および民間団体と連携して、ＪＲ東日本の協力も得る

中、４月から６月まで、花と名水 美し色の山梨キャンペーンを実施いたします。これは春か

ら夏にかけての北杜市の魅力を全国に発信し、多くの方々に訪れていただくため実施するもの

であり、本市の観光資源を広くＰＲする絶好の機会でありますので、全力を挙げて取り組んで

まいります。 
 次に、緊急雇用対策についてであります。 
 １００年に一度といわれる経済危機により、製造業をはじめとする多くの企業が、非正規社

員を主とした雇用調整を実施するなど、大きな社会問題となっております。このため国は、平

成２０年度第２次補正予算により、緊急雇用創出事業等を打ち出しました。これを受け、市で

は失業者等の生活の安定を図るため、２月から緊急地域雇用対策として、４名の臨時職員を雇

用したところであります。しかしながら、経済情勢は好転の兆しが見えず、雇用環境も依然と

して厳しい状況が予想されることから、４月からも引き続き国の事業を導入する中で、緊急的

な雇用対策に取り組んでまいります。 
 当面の目標は、６カ月間の短期雇用を基本とした緊急雇用創出事業で延べ２０名、原則１年

の雇用契約を基本としたふるさと雇用再生特別基金事業で、８名の新規雇用に取り組んでまい

りますが、今後事業の拡大も検討しながら、なお一層の雇用の確保に努めてまいりたいと考え

ております。 
 次に、小中学校適正規模等審議会の審議経過についてであります。 
 一昨年１２月に審議会が発足して以来、本年２月１９日まで計１０回の審議会が開催され、

小中学校の適正規模、適正配置、通学区域について審議されました。 
 適正な規模については、小学校・中学校ともに１学年２学級以上、１学級２０人以上、また

適正配置については、小学校は平成２６年度までの中期的展望に立ち、高根地区は清里小学校

を存続し、他の３校を統合し２校とする。長坂地区は泉小との関係を考慮しつつ、小泉小学校

を存続し、他の３校を統合し２校とする。明野・須玉・大泉・小淵沢・白州・武川地区は現状

を維持しつつ、中期的な整備が完了した時点で、第２次適正規模等審議会を立ち上げ、平成

２９年度を目途にさらに小学校の統合を進め、６校程度に再編するということで意見集約され

たと聞いております。 
 中学校においては、次回に最終の審議会を開催し、適正配置、通学区域についてまとめ、３月

中には答申が出される予定となっております。 
 次に、北杜南学校給食センターについてであります。 
 建築工事が完成し、調理員の研修を兼ねて、試験的な調理の準備に入っております。 
 施設の管理運営でありますが、施設管理・事務処理等については、市職員を充てることとし、

栄養士は県費負担の栄養士２名の配置を予定しております。調理員については、市職員および

臨時職員で対応することとしております。配送業務について清里小学校は、給食センターが直

接行うこととし、他の６校は業者に委託することといたしました。 
 また、同センターに学校給食の管理部門を移行し、他部局との連携により地産地消・食育の
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推進を図ってまいります。 
 次に、北杜市郷土資料館適正化検討委員会についてであります。 
 昨年７月に検討委員会が発足して以来、本年２月１７日までに６回の委員会が開催されまし

た。この間、各郷土資料館の規模・運営状況・展示内容等を視察し、１０館ある郷土資料館の

再編について検討が重ねられ、意見集約がされました。その内容は、郷土資料の歴史・民俗・

美術・映像・文学等の北杜市史全般を扱う資料館。史跡谷戸城跡のガイダンスおよび金生遺跡、

梅ノ木遺跡等の市内遺跡より出土した遺物を展示する資料館。市内出身で、それぞれの分野で

活躍された浅川兄弟を代表とする資料館。国の重要文化財である旧平田家住宅と、県の指定文

化財の建造物である旧津金学校校舎の資料館に再編するという意見であります。３月中には意

見の最終確認と取りまとめを行い、答申が出される予定となっております。 
 次に平成２１年度の主な施策について、総合計画の８つの杜づくりの体系に沿いまして、ご

説明申し上げます。 
 第１に、教育・文化に輝く杜づくりについてであります。 
 夢を持ち、未来を切り拓く心身ともにたくましい、北杜の子どもづくりを目的とする原っぱ

教育を推進するために、原っぱ教育創生事業を実施いたします。 
 学校施設整備事業につきましては、明野小学校屋内運動場の改築工事、甲陵中学・高校の屋

内運動場改築を実施いたします。そのほか、安全で学びやすい環境を確保するため、小学校１校、

中学校３校において、屋内消火栓等の改修工事を実施することとしております。 
 また、児童生徒が情報化の進展に主体的に対応できる能力と、確かな学力を身につけること

を目指し、平成２１年度も引き続き、市内小中学校に情報関係機器の整備や校内ネットワーク

の構築などを進めてまいります。さらにＢ＆Ｇ長坂海洋センタープールを機能変更するため、

プールを屋内多目的運動場に改修します。 
 第２に産業を興し、富める杜づくりについてであります。 
 活力のある農業の振興を図るため、引き続き県営土地改良事業および農山漁村活性化プロ

ジェクト支援交付金事業により、圃場整備、農道・農業用水路の整備、ため池の整備等を進め

ます。 
 また、新規事業としまして、担い手農業者を支援するため、集落営農的法人および組織、認

定農業法人に対し、大型機械の修繕に助成いたします。 
 健全な森林を育成するための里山整備事業につきましては、環境保全基金を活用し、里山の

森林環境を適切に再生・保全するため、補助金の交付対象となる作業種の見直しと、補助率お

よび標準単価の引き上げを行います。 
 鳥獣害対策といたしましては、捕獲活動を行っていただく猟友会を支援するとともに、野生

鳥獣の追い払いや環境整備など、地域が積極的に取り組む活動に助成してまいります。 
 緊急雇用対策としましては、国のふるさと雇用再生特別基金事業を活用し、地域の活性化に

資すると見込まれる事業で、かつ継続的な雇用が見込まれる事業において、地域の求職者を雇

い入れる安定的な雇用機会を創出してまいります。 
 企業誘致につきましては、これまで積極的に取り組んでまいりましたが、引き続き企業のア

ンケート調査や企業への訪問活動に力を注いでまいります。 
 第３に、安全・安心で明るい杜づくりであります。 
 食育推進事業でありますが、市民一人ひとりが生涯を通じた健全な食生活の実現、食文化の
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継承、健康の維持ができるよう、自らの食生活について考える習慣や食に関する様々な知識を

身につけるための、米・大豆の栽培体験や地産地消給食会、子育て世代を中心とした調理実習

の開催などを行ってまいります。 
 少子化対策でありますが、平成２１年度から子育て支援として、第２子以降の保育料を無料

化にします。また入院・通院に関わらず、医療費の窓口無料化を小学校３年生まで拡大し、医

療費負担と併せて助成金請求負担の軽減を図ります。保護者の負担を軽減し、子どもを安心し

て産み育てる環境を整備することにより、出生率の向上につなげたいと考えております。さら

に、周産期医療の充実を図るため、助産師を雇用し、妊産婦ケアサービスの体制を強化します。 
 第４に基盤を整備し、豊かな杜づくりについてであります。 
 計画的な土地利用によるまちづくりを推進するため、都市計画法に基づく都市計画制度の導

入を検討するとともに、まちづくりの基本方針を策定いたします。雇用促進住宅の購入に伴い、

現在管理している公営住宅を含め、建て替え・改修・取り壊し等を計画的に実施するため、公

営住宅ストック総合活用計画を策定します。 
 また、定住人口の増加を図るため、平成２０年度からの継続事業で、高根町の西原団地２期

分２棟、３０戸の建設を進めるとともに、平成２１年度および２２年度の継続事業として、大

泉町の新山崎団地の建設に着手いたします。 
 まちづくり交付金事業の清里駅周辺地区は最終年度となり、清里駅前広場の整備、ならびに

市道の整備を実施いたします。小淵沢駅周辺地区につきましては市道の整備、ならびに巨摩跨

線橋の整備などを進めてまいります。 
 第５に、環境日本一の潤いの杜づくりについてであります。 
 本年度創設した環境保全基金を活用し、市内のボランティア団体などが行う、環境保全活動

に対し助成をいたします。また、市内にある太陽光発電施設、水力発電施設等の環境資源を新

たに観光事業とリンクさせ、交流と地域産業の活性化を図るため、次世代エネルギーパーク構

想を策定いたします。さらに環境保全基金を活用し、明野小学校屋内運動場の改築に伴い、太

陽光発電パネルを設置いたします。 
 第６に交流を深め、躍進の杜づくりについてであります。 
 国際交流を進めておりますアメリカ、ケンタッキー州、マディソングン郡、韓国抱川市、カ

ナダのクロウズネスト・パスと市民レベルで理解と交流を深めるため、平成２１年度も伝統芸

能などの文化交流と、相互の郷土料理を学ぶ食文化交流事業や中学生の国際感覚の醸成と異文

化交流による相互理解を深めるため、中学生を派遣するホームステイ事業を継続してまいりま

す。 
 国内の姉妹・友好都市につきましては、毎年各種イベント等へ参加し、農産物の販売や市内

の団体が伝統芸能を披露するなど、活発な交流が行われておりますので、さらに交流が深まる

よう努めてまいります。 
 第７に、品格の高い感動の杜づくりについてであります。 
 平成の名水百選に認定された金峰山・瑞牆山源流について、観光客等に親しんでもらえるよ

う、瑞牆山自然公園内に案内板および水飲み場を、環境保全基金を活用して整備いたします。 
 リトリートに特化した長期滞在型のまちづくりを進めていくため、受け皿となる地域コン

ソーシアムとコンシェルジュの育成を支援してまいります。また、長期滞在型リトリートの杜

推進委員会が取り組む、ベビーズ・ヴァカンス・タウン・プロジェクトを支援いたします。 
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 老朽化の激しい八ヶ岳権現岳公衆用トイレにつきましては、水のない山頂でも処理できる環

境配慮型のトイレを整備いたします。また、トレッキングコースとして人気があり、主要な山

岳観光スポットでもあります、尾白川渓谷道の吊り橋につきましても、橋脚が腐食するなどの

老朽化が進み、危険な状況であることから、取替工事を実施いたします。 
 多麻トンネルの開通に伴い、市内の環状線である広域農道が接続したことから、観光の主要

幹線道路として位置づけ、沿線へ計画的に誘導サインや観光案内板を整備します。八ヶ岳リゾー

トバスや茅ケ岳・田園バス、さらに４月から運行が開始される清流と甲斐駒ケ岳周遊バスにつ

きましては運営を支援し、観光客の受入基盤の整備充実に努めてまいります。 
 第８に、連帯感のある和の杜づくりについてであります。 
 引き続き、地域住民の連帯強化と地域振興に資するため、まちづくり振興基金を積み増しし、

それを活用して地域の伝統文化の伝承やコミュニティ活動等のソフト事業や、関連するハード

事業の財源に充ててまいりたいと考えております。平成２１年度にインターネットを利用した

入札システムを試行し、平成２２年度には本格導入する予定であります。 
 また、納税者等の利便性と市税等収納率の向上を図るため、コンビニ収納システムにつき、

平成２２年４月の導入に向け、システムの構築に取り組みます。 
 過去に例を見ないほどの厳しい時代であります。交付金・補助金、公共事業などにより、黙っ

ていても国・県が何とかしてくれるだろうという時代は、終わりました。前例がなくてもやる、

新しい発想、大胆な提案が求められています。まさにベンチャー自治体として、北杜市の特徴

を全面に出すこと、失敗を恐れず果敢に挑戦することであり、全力を傾注して市政運営に当たっ

てまいる所存であります。 
 次に提出案件の内容につきまして、ご説明申し上げます。 
 提出いたしました案件は報告案件１件、条例案１７件、補正予算案１４件、平成２１年度当

初予算案２３件、その他案件１件であります。 
 はじめに、平成２１年度当初予算についてであります。 
 平成２１年度当初予算の編成に当たりまして、その基本的な考え方を申し上げます。 
 国の平成２１年度予算は、生活者の暮らしの安心、金融・経済の安定強化および地方の底力

の発揮といった重要課題に予算の重点化が図られ、前年度対比６．６％の増となっております。 
 一方、地方財政計画におきましては、生活防衛のための緊急対策に基づき、地方交付税が１兆

円増額された結果、地方交付税と臨時財政対策債を合わせた実質的な地方交付税の額は、２兆

７千億円程度の増となったものの、地方税が４兆３千億円程度減額するとともに、歳出規模が

縮小する中で、社会保障関係費等が増加するなど、地方財政は逼迫の度を増しております。 
 こうした中で、平成２１年度の本市財政につきましても、非常に厳しい環境下に置かれてお

り、歳入面では、市民２税および固定資産税の落ち込みが激しく、市税総額は６３億９千万円

程度と、本年度当初予算との比較では約５億６千万円もの大幅な減収が見込まれることなどか

ら、徹底的な歳出削減努力を行っても、なお財源不足が生じ、１２億円もの基金の取り崩しを

余儀なくされたところであります。 
 一方、歳出面では介護保険関係経費や国民健康保険、高齢者の医療費など、社会保障関係費

が大きく増加するとともに、過去に発行した市債償還のための公債費が増えるなど、義務的経

費の増加が避けられないことから、歳入歳出の両面において、引き続き厳しい状況にあります。 
 こうした中にありましても、北杜市総合計画の着実な推進を図り、人と自然と文化が躍動す

 １４



る環境創造都市の実現に向け、積極的に施策を展開していく必要があります。 
 このため、平成２１年度予算の編成に当たっては、あらゆる努力と工夫を重ね、限られた財

源の重点的かつ効率的な配分に努めることとし、歳入面では、県の地方税滞納整理機構に参加

するなど、積極的な取り組みを強化する一方、市債については、発行額を当該年度の元金償還

額の範囲内とする行財政改革アクションプランの目標を達成するだけでなく、極力抑制し、市

債の残高を増加させないという方針を堅持しています。 
 また、歳出面では一般行政経費について、一般財源ベースで前年度の９０％以内とする厳し

いシーリングを設定するだけでなく、これまで以上に事業効果や施策の優先度を厳しく精査す

るとともに、行財政改革アクションプランに基づき、経常経費の見直しや公共事業費の削減、

市単独補助金の見直しを行ったところであります。 
 以上のような考えに基づき当初予算を編成したところ、平成２１年度北杜市一般会計予算の

総額を２７６億７，５６５万２千円と定めたところであります。 
 その主なるものにつきまして、ご説明申し上げます。 
 まず、総務関係であります。 
 環境保全基金を利用した市民提案型事業に１千万円、行政評価システム導入事業に２１６万

５千円、電子入札システム導入事業に３４０万９千円、国際交流および国内の姉妹・友好地域

交流事業に７９２万円、地域の特性や個性を確保し、特色ある地域づくりのための地域振興事

業に１億４，３７０万円を計上しております。 
 次に、民生関係であります。 
 次世代育成支援行動計画推進事業に３６４万４千円、乳幼児ひとり親医療費助成事業に１億

３，２５１万２千円、介護用品支給事業に４３２万円、火葬場管理事業に４，５３６万４千円、

訪問入浴サービス事業に４５万円を計上しております。 
 次に、衛生関係であります。 
 妊産婦ケアサービス事業に７１６万８千円、妊婦・乳児一般健康診査事業に２，６８８万６千

円、食育推進事業に１０５万１千円、星空の街・あおぞらの街全国大会準備事業に３５０万円、

明野町浅尾コミュニティ施設建設事業に６，００３万円、次世代エネルギーパークビジョン策

定事業に８８３万８千円を計上しております。 
 次に、農林関係であります。 
 産地づくり対策事業に７，２３７万円、食育推進事業に２００万円、環境循環型農業推進事

業に７００万円、農産漁村活性化プロジェクト支援交付金事業に７，８０７万８千円、音事協

の森整備事業に６５５万２千円、松くい虫防除対策事業に３，３５０万円、鳥獣害対策事業に

１，３１５万１千円、里山整備事業に１，５００万円を計上しております。 
 次に、商工関係であります。 
 商工会への活動支援および実施事業に４，０３８万３千円、リトリートの杜コンソーシアム

支援事業に４９３万３千円、ベビーズ・ヴァカンス・タウン・プロジェクト支援事業に１００万

円、インバウンド誘客推進事業に１３０万円、レインボーライン観光サイン設置事業に１千万

円、尾白川渓谷つり橋修繕事業に１，２００万円、八ヶ岳権現岳トイレ整備事業に２，１００万

円を計上しております。 
 次に、土木関係であります。 
 まちづくり交付金事業に４億６，４０７万６千円、都市計画および景観計画策定事業に１，
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１８８万６千円、市営住宅建設事業に４億４，１４６万円、アスベスト飛散対策事業に１００万

円、公営住宅ストック総合活用計画策定事業に４００万円、市道の整備および補修事業に７億

４，２６６万円、河川改修事業に３千万円を計上しております。 
 次に、消防関係であります。 
 消防施設整備事業に６，４７２万５千円、防災、防犯情報メール配信システム事業に１６３万

８千円、自主防災組織養成事業に９０万円を計上しております。 
 次に、教育関係であります。 
 明野小学校屋内運動場改築事業に４億７，９０７万３千円、明野中学校気象観測システム入

れ替え事業に４２８万３千円、障害児教育サポート事業に４３４万円、小中学校原っぱ教育事

業に３，８６９万６千円、生涯スポーツ振興事業に３，８４６万８千円、生涯学習講座開設事

業に７６０万１千円を計上しております。 
 次に、特別会計予算であります。 
 北杜市国民健康保険特別会計など、２１の特別会計の予算総額は１８２億２，１０６万７千

円であります。 
 主なものは甲陵中・高等学校屋内運動場改築事業として、５億３，３７４万８千円を計上い

たしました。また、病院事業特別会計につきましては、その予算額を収入・支出とも３８億８，

７６７万３千円と定めました。 
 続きまして、報告第２号につきましては、地方自治法施行令第１４５条第２項の規定により、

継続費に係る継続年度が終了しましたので、議会へ報告するものであります。 
 次に補正予算につきまして、ご説明申し上げます。 
 まず、議案第５号の平成２０年度北杜市一般会計補正予算（第８号）につきましては、１億

６，３１０万７千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３０２億２，５５２万

１千円と定めるものであります。 
 主なものは歳入では地方交付税、繰越金などの増額と繰入金や市債などの減額であります。

歳出につきましては、市農業振興公社が明野町の大規模野菜生産団地の農業生産法人を誘致す

るために井戸を整備する事業への追加の助成や、補償金免除による公的資金の繰上償還を行う

ための費用などを計上するとともに、公共事業等の事業費の確定による減額や不用額の整理を

行っております。 
 次に、特別会計補正予算についてであります。 
 北杜市国民健康保険特別会計をはじめ１３の特別会計を合わせまして、４億２，２６５万３千

円を減額し、補正後の予算総額を１７４億２，１０３万２千円と定めるものであります。 
 議案第６号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）につきましては、

老人保健医療費拠出金および保険財政共同安定化事業拠出金などの減額が、主なものでありま

す。 
 議案第７号 平成２０年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第３号）につきましては、老

人医療費の減額に伴うものであります。 
 議案第８号 平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につきまして

は、後期高齢者医療広域連合納付金の減額に伴うものであります。 
 以下、議案第９号 平成２０年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第４号）から議案第

１８号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第２号）までの１０案件につき
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ましては、いずれも事業費の確定に伴うものや、不用額の整理などが主なものであります。 
 次に条例案件等につきまして、ご説明申し上げます。 
 議案第１９号から議案第２３号までについては、条例を全部改正するものであります。 
 北杜市北の杜聖苑条例、北杜市小淵沢町子ども等自然環境知識習得施設条例、北杜市小淵沢

町花と緑のうるおい空間整備事業交流ターミナル施設条例、北杜市大泉レストハウス赤い橋条

例、北杜市清里駐車場条例については、市長または指定管理者のいずれかが管理することがで

きることを明確にするため、条例の全部を改正するものであります。 
 次に議案第２４号 北杜市認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する

条例についてであります。 
 一般社団法人及び一般財団法人に関する法律、および公益社団法人及び公益財団法人の認定

等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律、および地方自治法施行規則の一

部を改正する省令の施行に伴い、所要の改正を行うものです。 
 次に議案第２５号 北杜市職員給与条例の一部を改正する条例についてであります。 
 人事院勧告に伴い、若手および中堅医師の人材確保のため、初任給調整手当の額を改正する

ため、所要の改正を行うものです。 
 次に議案第２６号 北杜市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正

する条例についてであります。 
 平成２１年４月１日から北杜市消防団が再編されることに伴い、消防団員の定員、団員報酬

等を改正するため、所要の改正を行うものです。 
 次に議案第２７号 北杜市印鑑条例の一部を改正する条例についてであります。 
 印鑑登録原票の職権抹消をしたときに、職権抹消の事由によっては、印鑑の登録を受けてい

る者に抹消した旨を通知することになっていますが、抹消した旨を通知する事由から、後見開

始の審判を受けたときを除くため、所要の改正を行うものです。 
 次に議案第２８号 北杜市乳幼児医療費助成金支給条例の一部を改正する条例についてであ

ります。 
 少子化対策の一環として、乳幼児医療費助成金の支給対象年齢を満６歳、就学前から満９歳、

小学校３年生までに拡大し、子どものすこやかな成長に寄与するとともに、保護者負担の軽減

を図るため、所要の改正を行うものです。 
 次に議案第２９号 北杜市ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例につ

いてであります。 
 児童福祉法等の一部を改正する法律の一部が施行されるため、所要の改正を行うものであり

ます。 
 次に議案第３０号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例についてであります。 
 北杜市介護保険事業計画に基づき、介護保険料を改正するため、所要の改正を行うものであ

ります。 
 次に議案第３１号 北杜市風林火山館条例の一部を改正する条例についてであります。 
 北杜市風林火山館の観覧を廃止し、テレビおよび映画等の撮影用施設としての利用に供する

ことに伴い、所要の改正を行うものであります。 
 次に議案第３２号 北杜市へき地教員住宅管理条例および北杜市営単独公共住宅条例の一部

を改正する条例についてであります。 
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 増富小学校へき地教員住宅を北杜市営住宅に用途変更することに伴い、所要の改正を行うも

のです。 
 次に議案第５７号 北杜市簡易水道給水条例の一部を改正する条例についてであります。 
 長坂、大泉、小淵沢および白州の各簡易水道の給水区域における、給水工事の申し込みの際

の住民基本台帳への登録の有無による加入金の区分を、３年以上前から継続して住民基本台帳

に登録している者とその他に、登録期間で明確に区分するため、所要の改正を行うものであり

ます。 
 次に議案第５８号 北杜市下水道事業受益者分担金徴収条例の一部を改正する条例について

であります。 
 高根町、長坂町、大泉町および武川町の各区域における受益者分担金の額について、分担金

の賦課決定の際の住民基本台帳への登録期間により区分し、共同住宅等に対する分担金の額を

共同住宅の１戸当たりにつき徴収することを明確にするため、所要の改正を行うものでありま

す。 
 次に議案第５９号 北杜市農業集落排水事業分担金徴収条例等の一部を改正する条例につい

てであります。 
 高根町および長坂町の各区域における受益者分担金の額について、分担金の賦課決定の際の

住民基本台帳への登録期間により区分し、共同住宅等に対する分担金の額を共同住宅の１戸当

たりにつき、徴収することを明確にするため、所要の改正を行うものであります。 
 最後に指定管理者の指定につきまして、ご説明申し上げます。 
 議案第５６号 北杜市大泉レストハウス赤い橋の指定管理者の指定についてであります。 
 平成２１年４月１日から引き続き指定管理による施設運営を行うため、施設の指定管理者を

指定するものであります。 
 以上、私の所信の一端と提案いたしました案件につきまして、ご説明申し上げました。よろ

しくご審議の上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
 なお、定例会でありますので追加案件もあろうかと思いますが、よろしくご理解をお願い申

し上げます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 市長の説明が終わりました。 
 ここで、暫時休憩といたします。 
 １５分間、休憩をとりまして、再開は午前１１時１５分といたします。 

休憩 午前１０時５８分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時１５分 
〇議長（秋山俊和君） 

 再開いたします。 
 ただいま、議題となっております５６件のうち日程第２３ 議案第２４号 北杜市認可地縁

団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例についてから日程第３０ 議案第

３１号 北杜市風林火山館条例の一部を改正する条例についてまで、日程第３２ 議案第

３３号 平成２１年度北杜市一般会計予算についてから日程第５４ 議案第５５号 平成

２１年度北杜市浅尾原財産区特別会計予算についてまで、および日程第５６ 議案第５７号 北
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杜市簡易水道給水条例の一部を改正する条例についてから日程第５８ 議案第５９号 北杜市

農業集落排水事業分担金徴収条例の一部を改正する条例についてまでの、以上３４件につきま

しては、所管の常任委員会に付託することになっておりますので、ここで、これらの３４件に

つきましての総括質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 つきましては、日程第２３ 議案第２４号から日程第３０ 議案第３１号まで、日程第

３２ 議案第３３号から日程第５４ 議案第５５号まで、および日程第５６ 議案第５７号か

ら日程第５８ 議案第５９号についてまでの３４件につきましては、お手元に配布してありま

す議案付託表のとおり、所管の常任委員会に審査を付託いたします。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第３ 報告第２号 平成１９年度北杜市一般会計継続費精算報告書報告の件について、内容

説明を求めます。 
 小松企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 
 それでは報告第２号 平成１９年度北杜市一般会計継続費精算報告書について、ご説明を申

し上げます。 
 本案につきましては、小淵沢中学校の施設整備事業について、継続費によりまして平成１８年

から実施し、平成１９年度をもって完了いたしましたので、地方自治法施行令第１４５条第２項

の規定に基づきまして、継続費精算報告書を調整しまして、議会に報告するものでございます。 
 １０款の教育費、３項中学校費、事業名 小淵沢中学校改築工事でございますが、平成１８年

から２カ年間で、１２億７，８６８万１千円の継続費の設定に対しまして、実績総額は１２億

７，８６７万９，５００円でございます。 
 財源内訳につきましては、それぞれ記載のとおりとなっておりますので、よろしくお願いい

たします。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 以上で、報告第２号の報告を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第５９ 請願第１号 緑の社会への構造改革を求める意見書の提出を求める請願を議題とい

たします。 
 紹介議員の趣旨説明を求めます。 
 １４番議員、小尾直知君。 
 小尾直知君。 
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〇１４番議員（小尾直知君） 
 請願第１号 
 平成２１年２月２５日 
 北杜市議会議長 秋山俊和殿 

請願者 
山梨県北杜市長坂町大八田４２６５番の３ 

小野敏郎 
紹介議員 小尾直知 
 〃   内田俊彦 

 緑の社会への構造改革を求める意見書の提出を求める請願 
 １００年に一度といわれる経済危機の打開策として、各国政府は今、環境・エネルギー分野

への巨額の集中投資と、それによる雇用創出を目指す、いわゆるグリーン・ニューディールを

選択し始めています。米国のオバマ大統領が提唱し、ドイツ、イギリス、韓国なども矢継ぎ早

に独自策を打ち出しました。世界同時不況の様相を呈する中で、各国は経済危機を脱する道と

して、環境を選んだといえます。 
 こうした世界的な動きの中で、日本政府も環境分野を経済成長の牽引役とする日本版グリー

ン・ニューディールをまとめる方針を固め、具体化に着手しました。 
 わが国は環境分野で最先端の技術を持っており、それを生かすことで、大きな経済効果や雇

用創出が期待されています。また環境保全と経済発展を結びつけ、両立させることは持続可能

な社会を構築していく上でも極めて重要です。 
 経済危機の今こそ、緑の社会へと大転換するチャンスと捉え、日本版グリーン・ニューディー

ルを推進すべきです。そして、わが国が諸外国に先駆けて不況を克服し、低炭素社会・循環型

社会・自然共生社会のモデルとなるような社会を示すべきと考えます。 
 よって、政府におかれては、環境分野へ大胆に投資し、需要を喚起することで産業を振興し、

雇用創出するなど、強く要望いたします。 
 以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、次の関係諸機関への意見書の提出を請願いたし

ます。 
 提出先 
 内閣総理大臣 麻生太郎殿 
 環 境 大 臣 斉藤鉄夫殿 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 請願の趣旨説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本件につきましては、所管である経済環境常任委員会に付託し、審査したいと思いますが、

ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、請願第１号 緑の社会への構造改革を求める意見書の提出を求める請願につき

ましては、経済環境常任委員会に付託し、審査することに決定いたしました。 
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 以上をもちまして、本日の日程はすべて終了いたしました。 
 お諮りいたします。 
 委員会審査等のため、３月４日から３月１２日までの９日間は本会議を休会にしたいと思い

ます。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、３月４日から３月１２日までの９日間は、本会議を休会することに決定いたし

ました。 
 次の会議は３月１３日、午前１０時に開きますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでした。 

 
散会 午前１１時２２分 
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開議 午前１０時００分 
〇議長（秋山俊和君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日もスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 本日の出席議員数は２１人であります。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 なお２２番議員、渡邊陽一君は一身上の都合により、本日、会議を欠席する旨の届け出があ

りました。 
 諸報告をいたします。 
 峡北地域広域水道企業団議会から、ご報告がございます。 
 峡北地域広域水道企業団議会、中嶋新議員、報告をお願いいたします。 
 中嶋新君。 

〇１０番議員（中嶋新君） 
 峡北地域広域水道企業団議会の報告をさせていただきます。 
 平成２１年第１回峡北地域広域水道企業団議会３月定例会が３月４日に、峡北地域広域水道

企業団事務所議場において開催され、中山宏樹議員、清水進議員、小林忠雄議員、千野秀一議

員、小尾直知議員、坂本治年議員と私の７人が出席いたしました。 
 最初に不在となっておりました副議長選挙が行われ、指名推選により、私、中嶋新が副議長

に就任しました。 
 次に議案の概要について、説明いたします。 
 提出されました議案は補正予算案１件、当初予算案件１件、人事案件２件、規則案件１件の

合計５件であります。 
 まず、補正予算案件の平成２０年度峡北地域広域水道企業団水道用水供給事業会計補正予算

（第３号）につきましては、３条予算の水道事業収益を６５３万３千円増額し、１１億５４８万

４千円とするものであります。３条予算の水道事業費用は６５０万１千円を増額し、９億８，

０８３万１千円とするものであります。 
 また４条予算の資本的収入は１３４万２千円を増額し、６億４，９０２万９千円とし、資本

的支出につきまして、１，８４９万円を増額し、９億８，０８３万１千円とするもので、いず

れも事業費の確定によるものであります。 
 次に平成２１年度峡北地域広域水道企業団水道用水供給事業会計予算につきましては、３条

予算の水道事業収益が１０億９，１９５万３千円で、そのうち給水収益が１０億７，３１０万

円であります。３条予算の水道事業費用は８億５，８０７万円で、営業費用が７億７４０万６千

円であり、そのうち浄水場の運営費が４億８，０６４万３千円であります。 
 また４条予算の資本的収入は６，７１４万５千円であり、資本的支出につきまして、４億４，

０８５万４千円であります。その主なるものは、建設改良費が１億５，０５０万円。企業債の

元金償還額が２億９，４７０万４千円であります。 
 次に人事案件でありますが、監査委員の辞任に伴い、北杜市明野町小笠原３８３６番地１、

小泉義徳氏。甲斐市宇津谷３９６番地、有泉庸一郎氏。以上の２人が選任同意されたものであ

ります。 
 次に韮崎市議会選出の山本雄次議員から、議会会議規則の一部を改正する規則について、議
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案が提出されました。 
 以上の各議案につきましては、いずれも原案のとおり可決されました。 
 次に一般質問でありますが、清水進議員から責任水量制について、水質検査結果の公開、周

知についてなどの質問がありました。 
 以上で、峡北地域広域水道企業団議会の報告を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 大変、ご苦労さまでした。 
 以上で、諸報告を終わります。 
 なお、報道関係者から撮影の申し出があり、これを許可いたしましたので、ご了承願います。 
 これから、本日の日程に入ります。 
 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布いたしましたとおりであります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１ 議案第５号 平成２０年度北杜市一般会計補正予算（第８号）を議題といたします。 

 内容説明を求めます。 
 小松企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 

 それでは、議案第５号の平成２０年度北杜市一般会計補正予算（第８号）について、ご説明

を申し上げます。 

 １ページをお願いいたします。 

 本補正予算は事業費の確定による減額や不用額の整理を行っております。歳入歳出予算の総

額から歳入歳出それぞれ１億６，３１０万７千円を減額いたしまして、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ３０２億２，５５２万１千円とするものでございます。 

 ２条の継続費の補正でございますが、継続費の変更は「第２表 継続費補正」によるもので

ございます。 

 第３条の繰越明許費の補正でございますが、繰越明許費の追加は「第３表 繰越明許費補正」

によるものでございます。 

 第４条の地方債の補正でございますが、地方債の変更は「第４表 地方債補正」によるもの

でございます。 

 はじめに、７ページをお願いいたします。 

 第２表の継続費補正でございますが、８款土木費、４項住宅費の西原団地建設事業につきま

しては、事業費の確定に伴いまして、継続費の総額６億３，４０１万６千円を５億９，９８３万

１千円に変更し、記載のように年割額の変更を行うものでございます。 

 次に８ページをお願いいたします。 

 翌年度に繰り越して使用できる経費は、第３表の繰越明許費補正によるものでございます。 

 ３款の民生費、１項の社会福祉費の後期高齢者医療費制度円滑運営事業費では３６１万５千

円。６款農林水産業費、１項農業費の県営土地改良事業負担金では８，９１６万９千円。８款

の土木費、２項道路橋梁費の道路維持補修事業では７４１万３千円。それから１０款の教育費、

４項社会教育費の埋蔵文化財発掘調査事業では、４７４万２千円でございます。 

 以上の４事業につきまして、翌年度に繰り越して使用できる繰越明許とする内容でございま
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す。 

 ９ページをお願いいたします。 

 第４表の地方債補正でございますが、合併特例債事業につきましては、事業費の確定により

まして、９，８１０万円の減額をいたしまして、補正後の限度額を１９億３，５６０万円とす

るものでございます。 

 それから一般公共事業債につきましては、事業費の確定によりまして、５，１２０万円を減

額しまして、補正後の限度額を９，２８０万円とするものでございます。 

 それから市町村振興資金につきましては、交付額が決定したことによりまして、２４０万円

を減額し、補正後の限度額を６，４１０万円とするものでございます。 

 それから公営住宅建設事業につきましては、事業費の確定によりまして、５，０５０万円を

減額いたしまして、補正後の限度額を１億６，８７０万円とするものでございます。 

 それから借換債につきましては、公的資金、補償金免除、繰上償還の財源といたしまして、

当初１億４，３６０万円を計上しておりましたが、借換債でなく、全額、繰上償還を行うもの

でございます。 

 ページを戻っていただきまして、２ページ、３ページをお願いいたします。 

 まず歳入でございますが、１款の市税６，１７２万２千円の追加補正でございます。１項の

市民税から４項の市タバコ税までの補正内容でございますが、個人市民税、固定資産税、軽自

動車税の３税につきましては、３億７，５９０万円の増でございます。一方、景気の低迷によ

りまして、法人市民税は２億９，４１８万円の減。それから、タバコ税の２千万円の減となっ

ております。 

 次に１０款の地方交付税につきましては、普通交付税の確定によりまして、７億３，８３６万

１千円の追加でございます。 

 それから１２款の分担金及び負担金７，１３８万５千円の減額でございますが、主なもので

ございますが、事業費の確定によりまして、県単、それから団体営、県営、土地改良事業費の

分担金の減でございます。 

 次に１３款使用料及び手数料は２，８０６万９千円の減でございまして、主なものは風林火

山館、それから市民バスの使用料の減によるものでございます。 

 続きまして、１４款国庫支出金につきましては、１項の国庫負担金から３項の国庫委託金ま

で２，６５１万１千円の追加でございますが、いずれも事業費の確定によるものでございます。 

 １５款県支出金につきましては、１項の県負担金から３項の委託金まで２，４５６万９千円

の追加でございますが、いずれも事業費の確定によるものでございます。 

 続きまして、１６款の財産収入でございますが、８，５８９万８千円の追加でございますが、

１項の財産運用収入は県貸付収入の予算の組み替えなどによる、１，１１０万２千円の減でご

ざいます。 

 次に２項の財産売り払い収入は、旧若神子保育園や、それから未利用地の売却などによりま

して、９，７００万円の増額となっております。 

 次に１７款の寄附金２９７万４千円の追加でございますが、ふるさと納税給付金が主なもの

でございます。 

 １８款の繰入金につきましては、１６億５，３２１万２千円の減額でございます。 

 １項の特別会計繰入金は、繰入金の精算で８９８万８千円の増額。２項の基金繰入金は、財
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政調整基金、減債基金の取り崩しによるもので、１６億６，２２０万円の減額となっておりま

す。 

 次に１９款の繰越金でございますが、前年度の繰越金を計上し、９億６，８３１万円の追加

でございます。 

 次に２０款の諸収入でございますが、２，７０１万４千円の追加でございます。延滞金、そ

れから雑入などが増額となっております。 

 次に２１款市債につきましては、３億４，５８０万円の減額でありますが、事業費の確定に

よる減額や繰上償還による借換債を活用しないことによる減額でございます。 

 次に５ページ、６ページをお願いいたします。 

 歳出でございますけども、１款の議会費でございますが、不用額の整理を行いまして、

４００万円の減額でございます。 

 ２款の総務費でございますが、１項の総務管理費から５項の統計調査費まで、９，６１１万

４千円の減額であります。主なものでございますが、人件費２，１００万円の減。それから市

長選挙および市議会議員選挙１，６１５万円の減。それから、不用額の整理によるものでござ

います。 

 ３款の民生費は、１項の社会福祉費から３項の生活保護費まで１億１，１１７万７千円の減

額でございますが、主なものにつきましては、人件費３，０５０万円の減。それから事業費の

確定に伴いまして、生活保護費や乳児医療費、ひとり親医療費などの扶助費が３，９００万円

の減および不用額の整理によるものでございます。 

 次に４款の衛生費は、６，５０６万７千円の減額であります。主なものは、峡北広域行政事

務組合の負担金や太陽光発電実証研究所の駐車場およびトイレの工事請負費の減、および不用

額の整理によるものでございます。 

 ５款の労働費につきましては、雇用対策事業費で７０万円の減額でございます。 

 ６款の農林水産業費は、１項の農業費と２項の林業費で８，５１９万６千円の追加でござい

ます。主なものでございますが、大規模野菜生産団地、農業法人誘致支援事業の補助金や事業

費の確定に伴う産地づくり対策補助金の増によるものでございます。 

 ７款の商工費２，９７９万１千円の減額でございますが、主なものにつきましては、白州台ヶ

原宿の公衆トイレ整備事業の減、それから不用額の整理によるものでございます。 

 ８款の土木費は１項の土木管理費から５項の都市計画費まで、２，０６０万４千円の減額で

ございます。いずれも事業費の確定に伴いました減額でございまして、下水道特別会計への繰

出金につきましては、９，１９０万円の増額となっております。 

 ９款の消防費につきましては４３７万１千円の追加でありますが、常備消防費の増でござい

ます。 

 １０款の教育費は、１項の教育総務費から５項の保健体育費まで、７，５３２万６千円の減

額でございます。主なものでございますが、学校給食センター整備費３千万円の減。それから

不用額の整備によるものでございます。 

 １２款の公債費は、８，０８３万８千円の減額でございます。これにつきましては、公的資

金、補償金免除、繰上償還などに伴う減額が主なものでございます。 

 １３款の諸支出金は２億３，１３４万３千円の追加でありまして、主なものは財政調整基金

に２億３千万円を積み増すものでございます。 
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 以上でございますが、よろしくご審議の上、ご議決をいただきますよう、よろしくお願いい

たします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 （ な し ） 

 質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま、議題となっております議案第５号につきましては、会議規則第３７条第３項の規

定により、委員会への付託を省略したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５号 平成２０年度北杜市一般会計補正予算（第８号）につきましては、

委員会への付託を省略することに決定いたしました。 

 これから、討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 （ な し ） 

 討論を終結いたします。 

 これから、議案第５号に対する採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 （異議なし。の声） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５号 平成２０年度北杜市一般会計補正予算（第８号）につきましては、

原案のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇議長（秋山俊和君） 

   日程第２ 議案第６号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

   日程第３ 議案第７号 平成２０年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第３号） 

   日程第４ 議案第８号 平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

   日程第５ 議案第９号 平成２０年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

   日程第６ 議案第１０号 平成２０年度北杜市居宅介護支援事業特別会計補正予算（第２号） 

   日程第１１ 議案第１５号 平成２０年度北杜市辺見診療所特別会計補正予算（第１号） 

 以上６件を一括議題としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第６号から議案第１０号まで、および議案第１５号の６件を一括議題とい

たします。 
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 内容説明を求めます。 
 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 それでは議案第６号から順次、ご説明を申し上げます。 
 議案第６号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算書（第３号）のご説明を申

し上げます。 
 １ページをお願いいたします。 
 平成２０年度北杜市の国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、歳入歳出予算の総額か

ら歳入歳出それぞれ２億２，６４６万２千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ５３億７，４３０万２千円とするものでございます。 
 このたびの補正は、年度末における老人保健医療拠出金、また保険財政共同安定事業拠出金

の確定、ならびに支出の中心となります保険給付費の見込み額の確定などによります会計全般

の最終的な調整を図るものでございます。 
 内容のご説明を申し上げます。２ページをお願いいたします。 
 まず、歳入でございます。 
 １款１項の国民健康保険税は４，６７８万円の減。３款国庫支出金ですが、５億８，９７４万

２千円の減でございます。この内訳につきましては、１項の国庫負担金が４億７，３１０万円

の減。２項の国庫補助金が１億１，６６４万２千円の減となっております。 
 次に４款１項の療養給付費等交付金でございますが、２，４７６万２千円の増でございます。 
 ５款１項の前期高齢者交付金につきましては、４億４，２６８万円の増でございます。 
 ６款県支出金でございますが、１億１，１９３万７千円の減でございます。これにつきまし

ては、１項の県負担金が１８３万７千円の減。２項の県補助金が１億１，０１０万円の減となっ

ております。 
 次に７款１項の共同事業交付金でございますが、１億９，３５７万３千円の減でございます。 
 ８款の財産収入でございますが、１項の財産運用収入として１４５万円の増でございます。 
 ９款１項の他会計繰入金につきましては、３，８５４万２千円の減となりまして、補正合計

は２億８，５２２万円の増となりまして、その歳入合計を５３億７，４３０万２千円とするも

のでございます。 
 ４ページをお願いいたします。歳出でございます。 
 まず１款の総務費でございますが、５５０万円の減でございます。その内容としましては、

１項の総務管理費が４５０万円の減。２項の徴税費が１００万円の減でございます。 
 次に２款１項の療養諸費でございますが、５２６万６千円の増でございます。 
 次に５款１項の老人保健拠出金でございますが、１億８，６４５万円の減でございます。 
 次に６款１項の介護納付金でございますが、９０万６千円の減です。 
 ７款１項の共同事業拠出金につきましては、１億５，１９７万３千円の減でございます。 
 ８款の保健事業費につきましては、１，１００万円の増でございますが、この内訳につきま

しては、１項の特定健康診査等事業費が１，５００万円の増。２項の保健事業費が４００万円

の減となっております。 
 次に９款１項の基金積立金でございますが、１４５万円でございます。 
 １１款の諸支出金でございますが、１億６５万１千円の増でございます。その内訳は、１項

 ３１



の償還金および還付金が９，４４５万３千円。３項の繰出金が６１９万８千円となっておりま

して、その補正合計は２億２，６４６万２千円の減となります。その結果、歳出合計は５３億

７，４３０万２千円となるものでございます。 
 よろしくお願いいたします。 
 次に議案第７号でございます。平成２０年度北杜市老人保健特別会計補正予算書（第３号）

について、ご説明を申し上げます。 
 １ページをお願いいたします。 
 平成２０年度北杜市の老人保健特別会計補正予算（第３号）は、歳入歳出予算の総額から歳

入歳出それぞれ２，９７７万９千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億６，

６５１万２千円とするものでございます。このたびの補正は、年度末における老人医療費の見

込みによるところの補正でございます。 
 老人保健の特別会計は、昨年の４月に後期高齢者医療制度に移行しましたが、平成２２年度

までの３年間で、移行前の平成２０年３月までの医療費を精算することになっております。移

行後、１年目の本年は２０年の３月分の医療費と月遅れの請求の医療分を計上しておりました

が、予定を下回る医療費の請求でありましたので、ここで医療給付費を減額するものでござい

ます。 
 内容について、ご説明をいたします。２ページをお願いいたします。 
 まず、歳入でございます。 
 １款１項の支払い基金納付金でございますが、１，５８１万６千円の減でございます。 
 ２款１項の国庫負担金は２，３７０万３千円の減でございます。 
 ３款１項県負担金は６１７万５千円の減でございます。 
 ４款１項の他会計繰入金は１，４１９万４千円の増でございます。 
 ６款２項の雑入は１７２万１千円の増でございまして、補正額は２，９７７万９千円の減で

ございます。 
 よって、歳入合計を５億６，６５１万２千円とするものでございます。 
 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 
 ２款１項の医療諸費でございますが、３，１５０万円の減でございます。 
 ３款２項の繰出金を１７２万１千円の増でございまして、差し引きして、補正額は２，

９７７万９千円として、歳出合計を５億６，６５１万２千円とするものでございます。 
 よろしくお願いいたします。 
 次に議案第８号でございます。平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算書（第

２号）について、ご説明を申し上げます。 
 １ページをお願いいたします。 
 平成２０年度北杜市の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につきましては、歳入歳

出予算の総額から歳入歳出それぞれ６，４３４万８千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ４億７，４０２万円とするものでございます。 
 このたびの補正は、年度末の事業の確定見込みによる調整であります。昨年４月に発足しま

した後期高齢者医療制度でありますが、軽減措置の対象者となります均等割が２割、５割、７割

の軽減の保険料が確定したこと。あるいは被用者保険の被扶養者が特定されて、やはり減額、

保険料が確定されたこと。また、発足まもない８月に保険料の７割軽減が８．５割軽減になっ
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たことによります軽減が拡大されたことにより、保険料が減額となりました。 
 また、一方、２０年度の予算編成のときに仮算定時に比べて、本算定では低所得者が多くなっ

たことにより、保険基盤の安定繰入金等、一般会計からの繰入金が増額となりましたけれども、

全体としては減額の補正となるものでございます。 
 内容について、ご説明をいたします。２ページをお願いいたします。 
 まず、歳入でございます。 
 １款１項の後期高齢者医療保険料でございますが、８，９４４万４千円の減でございます。 
 ２款１項の手数料は１０万円の増でございます。 
 ３款１項の一般会計繰入金は２，４６０万７千円の増でございます。 
 ５款３項の雑入は３８万９千円の増でございまして、補正額は６，４３４万８千円の減とな

ります。 
 よって、歳入合計は４億７，４０２万円とするものでございます。 
 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 
 １款２項の徴収費でございますが、２６万４千円の増。 
 ２款１項の後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、６，５０９万７千円の減でござ

います。 
 ３款２項の繰出金につきましては、４８万５千円の増でございまして、差し引きしますと、

補正額は６，４３４万８千円の減となりまして、歳出合計を４億７，４０２万円とするもので

ございます。 
 よろしくお願いいたします。 
 次に議案第９号でございます。平成２０年度北杜市介護保険特別会計補正予算書（第４号）

について、ご説明を申し上げます。 
 １ページをお願いいたします。 
 平成２０年度北杜市の介護保険特別会計補正予算（第４号）は、歳入歳出予算の総額に歳入

歳出それぞれ１，９９７万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３２億４，

２３９万８千円とするものでございます。 
 このたびの補正は、年度末における歳入の確定によるもの、あるいは歳出の中心となるとこ

ろの保険給付費および地域支援事業費の確定見込みによる調整でございます。 
 内容をご説明申し上げます。２ページをお願いいたします。 
 まず、歳入でございます。 
 １款１項の介護保険料は、２，６１０万３千円の増でございます。 
 ２款２項の使用料は、６７万円の減でございます。 
 ３款国庫支出金は８８９万２千円の減でございますが、その内訳は１項の国庫負担金が

５１９万５千円の減。２項の国庫補助金が３６９万７千円の減となっております。 
 次に４款１項の支払い基金交付金でございますが、７９５万５千円の増でございます。 
 次に県の支出金でございますけれども、４４０万４千円の減でございます。この内訳は１項

の県負担金が２７７万１千円の減。３項の県補助金が１６３万３千円の減となっております。 
 ７款１項の一般会計繰入金ですが、６８万７千円の増。 
 ８款１項の繰越金は８０万円の減となりまして、補正合計は１，９９７万９千円の増でござ

います。 
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 よって、歳入合計を３２億４，２３９万８千円とするものでございます。 
 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 
 １款の総務費でございます。３３万７千円の減でございます。この内訳につきましては、１項

の総務管理費が１６６万２千円の増。２項の徴収費が１０万円の減。３項の介護認定審査会費

が７２万８千円の減。５項の計画策定費が１１７万１千円の減となるものでございます。 
 次に２款の保険給付費でございますけれども、３，２００万円の増でございます。この内訳

につきましては、１項の介護サービス等諸費が１，２３５万円の増。２項の介護予防サービス

等諸費が１，１００万円の増。４項の高額サービス費が３６５万円の増。６項の特定入所者介

護サービス等費が５００万円の増という内訳になっております。 
 次に５款の地域支援事業費でございますが、１，０８８万４千円の減でございます。この内

訳につきましては、１項の介護予防事業費が４２４万９千円の減。２項の包括的支援事業、任

意事業費が５８４万４千円の減。３項の継続的評価分析支援事業費が７９万１千円の減であり

ます。 
 ８款の１項でございますが、償還金及び還付加算金につきましては、８０万円の減というこ

とで、差し引きしまして、補正額は１，９９７万９千円の増でございます。 
 その結果、歳出合計を３２億４，２３９万８千円とするものでございます。 
 よろしくお願いいたします。 
 次に議案第１０号でございます。平成２０年度北杜市居宅介護支援事業特別会計補正予算書

（第２号）について、ご説明を申し上げます。 
 １ページをお願いいたします。 
 平成２０年度北杜市の居宅介護支援事業特別会計補正予算（第２号）につきましては、歳入

歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１５万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１，５８９万４千円とするものでございます。 
 このたびの補正は、年度末における介護予防サービス計画の確定見込みによるところの調整

でございます。 
 内容のご説明を申し上げます。２ページをお願いいたします。 
 まず、歳入でございます。 
 １款１項の予防給付費収入でございますが、５０万円の減でございます。 
 ３款１項の一般会計繰入金は、２９万２千円の増でございます。 
 ４款１項の繰越金は、３万７千円の増。 
 ５款諸収入、２項の雑入につきましては２万１千円の増ということで、差し引きしまして

１５万円の減でございます。 
 その結果、歳入合計を１，５８９万４千円とするものでございます。 
 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 
 １款１項の施設管理費１５万円の減、これが補正額でございまして、歳出合計を１，５８９万

４千円とするものでございます。 
 よろしくお願いいたします。 
 次に議案第１５号 平成２０年度北杜市辺見診療所特別会計補正予算書（第１号）になりま

す。 
 １ページをお願いいたします。 
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 平成２０年度北杜市の辺見診療所特別会計補正予算書（第１号）は、歳入歳出予算の総額に

歳入歳出それぞれ１，０６０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１，

８５２万７千円とするものでございます。 
 このたびの補正は、年度末における歳入歳出の確定見込みによる調整でありますが、具体的

な内容といたしましては、繰越金の予算化と余剰金を基金に積み立てるものでございます。 
 内容のご説明を申し上げます。２ページをお願いいたします。 
 まず、歳入でございます。 
 １款１項の外来収入９万３千円の増でございます。 
 ５款１項の繰越金ですが、１，０５０万７千円の増でございます。 
 合わせて１，０６０万円の増ということで、歳入歳出合計を１億１，８５２万７千円とする

ものでございます。 
 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 
 １款１項の総務管理費でございますが、１０万円の増でございます。 
 ２款１項の医業費でございますが、１，２５０万円の減でございます。 
 ３款１項の基金積立金でございますが、２，３００万円でございます。 
 合わせて補正額を１，０６０万円とするものでございまして、歳出合計を１億１，８５２万

７千円とするものでございます。 
 以上でございます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第６語から議案第１０号まで、および議案第１５号の

６件につきましては、会議規則第３７条第３項の規定により、委員会への付託を省略したいと

思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第６号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）か

ら議案第１０号 平成２０年度北杜市居宅介護支援事業特別会計補正予算（第２号）まで、お

よび議案第１５号 平成２０年度北杜市辺見診療所特別会計補正予算（第１号）の６件につき

ましては、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 

 これから、討論を行います。 

 討論のある場合は、議案番号と議案名を述べてから討論に入ってください。 

 討論はありませんか。 

 中村隆一君。 
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〇１９番議員（中村隆一君） 

 議案第６号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について、反対

討論をいたします。 

 平成１８年度に合併後、国保税を統一しましたが、このときの値上げは１人平均１万２千円

でした。このときは６５歳以上の高齢者は定率減税の半減、老年者控除廃止、公的年金等控除

の縮小など、各種控除の廃止等が重なり、収入は増えないのに課税所得が増えて、住民税と国

保税がそれぞれ１０万円以上、大幅値上げの人がおおぜい出ました。平成１９年度は定率減税

も全廃となりました。 

 平成１９年度、平成２０年度は国保税の値上げは見送られましたが、高い保険料は続きまし

た。平成１９年度には、歳入歳出差し引き残高が５億８，７００万円生じました。この差し引

き残額が生まれた原因を、私が質問したところ、保険料の値上げ、そしてこの年、平成１８年

度は診療報酬が大幅に引き下がった。そして、受診抑制が起こった。これら３つの要因が重なっ

て、差し引き残額５億８，７００万円が生じた。平成２０年度の今回の補正予算でも、補正後

の繰越金が多額になっています。 

 このような多額の繰越金は、大変な不況で生活が苦しくなっている、保険料が高くて払いた

くても払えない、滞納世帯が増えていることを見れば明らかです。今こそ、少なくとも１世帯

１万円の保険料引き下げに活用すべきです。これを適用しますと約９，４００万円で済みます。 

 以上を述べて、反対討論といたします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 次に、原案に賛成者の発言を許します。 
 内田俊彦君。 

〇１６番議員（内田俊彦君） 
 日程第２ 議案第６号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に賛

成の立場から討論を行います。 
 まずはじめに、この第３号補正にあたっては、平成２０年度の拠出金、また給付金等の確定

に伴う補正でございますので、平成２０年度の出来高の補正ということで理解しておりますの

で、賛成をいたします。 
 また、先ほど反対の理由の中で、保険料の引き下げということでございますが、これについ

ては、次年度についての検討ということで反対されるならば分かるわけでございますが、ほぼ、

ここで確定のときの反対ということは、本来あり得ないことだというふうに思います。 
 以上をもちまして、賛成討論といたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 ほかに討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 これで、討論を終結します。 
 異議がありますので、議案第６号は起立により採決いたします。 
 議案第６号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、原案のとお

り決定することに賛成の方は、起立願います。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数です。 
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 したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 
 これから、議案第７号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第７号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第７号 平成２０年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第３号）につき

ましては、原案のとおり可決されました。 
 これから、議案第８号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第８号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８号 平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

につきましては、原案のとおり可決されました。 
 これから、議案第９号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第９号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９号 平成２０年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第４号）につき

ましては、原案のとおり可決されました。 
 これから、議案第１０号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第１０号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１０号 平成２０年度北杜市居宅介護支援事業特別会計補正予算（第

２号）につきましては、原案のとおり可決されました。 
 これから、議案第１５号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第１５号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１５号 平成２０年度北杜市辺見診療所特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第７ 議案第１１号 平成２０年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 
   日程第８ 議案第１２号 平成２０年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第３号） 
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   日程第９ 議案第１３号 平成２０年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 
 以上３件を一括議題としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１１号から議案第１３号までの３件を一括議題といたします。 
 内容説明を求めます。 
 細川生活環境部長。 

〇生活環境部長（細川清美君） 
 議案第１１号 平成２０年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）について、ご

説明申し上げます。 
 １ページをお開きください。 
 歳入歳出予算の補正でありますが、予算の総額から歳入歳出それぞれ７，６８９万８千円を

減額し、予算の総額を２８億５，８０６万６千円とするものであります。 
 次に地方債の補正でありますが、借り入れ限度額の変更を行うものでございます。 
 ４ページをお開きください。第２表 地方債補正であります。 
 補正前の限度額５億１，５１０万円から２億４，３８０万円を減額し、補正後の限度額を２億

７，１３０万円とするもので、公債費繰上償還のための借換債２億９９０万円。施設整備のた

めの水道事業債３，３９０万円を、それぞれ減額するものでございます。 
 なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては変更ありません。 
 ２ページをお開きください。歳入であります。 
 ３款国県支出金、１項国庫補助金１，１８８万円を減額するものでございます。補助事業費

の確定に伴うものであります。 
 ５款１項ともに、繰入金１億７，５８６万５千円を追加するものであります。一般会計から

の繰入金は公債費繰上償還のため、２億９９０万円の追加。施設管理経費分１，５８９万３千

円の減額。施設整備のための基金繰入金２，０１４万２千円の減額が、主なものでございます。 
 ６款１項ともに、繰越金６６万７千円を追加するものです。 
 ７款諸収入、３項雑入２２５万円の追加であります。県が行う道路整備、それから県営畑総

事業に伴う、水道管移設工事にかかる県からの補償金であります。 
 ８款１項ともに市債２億４，３８０万円の減額であります。公債費繰上償還のための借換債

２億９９０万円。施設整備のための水道事業債３，３９０万円を、それぞれ減額するものであ

ります。 
 ３ページをお願いいたします。歳出であります。 
 １款水道管理費、２項施設管理費１，２４９万９千円の減額と２款水道施設整備費、１項水

道施設建設費５，５６７万２千円の減額でありますが、施設管理維持補修費と事業費の確定、

それから不用額の整理による減額であります。 
 ３款１項ともに公債費８７２万７千円の減額でありますが、繰上償還に伴い利子を減額する

ものでございます。 
 次に議案第１２号 平成２０年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第３号）について、

ご説明申し上げます。 
 １ページをお開きください。 

 ３８



 歳入歳出予算の補正でありますが、予算の総額から歳入歳出それぞれ３，１３１万９千円を

減額し、予算の総額を２９億８５３万８千円とするものであります。 
 次に繰越明許費の補正でありますが、翌年度に繰り越して使用することができる経費を変

更・追加するものであります。 
 次に地方債の補正でありますが、借り入れ限度額の変更を行うものでございます。 
 ４ページをお開きください。第２表 繰越明許費補正であります。 
 まず変更でありますが、２款１項ともに事業費、公共下水道整備事業であります。補正前の

額に２，６００万円を追加し、補正後の額を３，９７６万６千円に変更するものであります。

武川町における管渠布設工事について、翌年度に繰り越すものであります。 
 次に追加でありますが、２款１項ともに事業費、汚水処理施設交付金事業３，７００万円で

あります。大泉町、小淵沢町における管渠布設工事について、翌年度に繰り越すものでござい

ます。 
 ５ページをお願いいたします。第３表 地方債補正であります。 
 補正前の限度額９億６，０３０万円から１億５，０４０万円を減額し、補正後の限度額を８億

９９０万円とするものであります。公債費繰上償還のための借換債１億３，２９０万円。施設

整備のための下水道事業債１，７１０万円を、それぞれ減額するものでございます。 
 ２ページにお戻りをいただきたいと思います。歳入であります。 
 １款分担金及び負担金、１項分担金２，７７９万円の追加であります。下水道への接続に伴

う加入分担金であります。 
 ２款使用料及び手数料４６４万円の追加でありますが、１項使用料２７０万円につきまして

は、下水道の使用料。２項手数料１９４万円につきましては、指定工事店登録のための更新手

数料であります。 
 ６款１項ともに繰入金６，３９５万８千円を追加するものであります。一般会計からの繰入

金が公債費の繰上償還のため、１億１８０万円の追加。施設整備分４，７７７万２千円の減額。

他会計からの繰入金が下水道工事と併せ、水道管布設工事を同時に施工する経費１，２０５万

４千円を簡易水道事業特別会計から繰り入れるものでございます。 
 ７款１項ともに繰越金２，２６９万３千円の追加であります。 
 ９款１項ともに市債１億５，０４０万円の減額であります。繰上償還のための借換債１億３，

２９０万円。施設整備のための下水道事業債１，７１０万円を、それぞれ減額するものでござ

います。 
 ３ページをお願いいたします。歳出であります。 
 １款総務費、１項総務管理費１，１０１万９千円の減額であります。施設管理経費９４０万

円の減額。排水設備設置補助２７０万円の減額。消費税の中間納付２２３万１千円の追加が主

なものでございます。 
 ２款１項ともに事業費２４６万１千円の追加でありますが、小淵沢町内における管渠布設工

事１，０５０万１千円の追加。下水道工事に伴う水道管移設のため、簡易水道事業特別会計へ

の繰出金２００万円の追加。不用額の整備による９１５万円の減額であります。 
 ３款１項ともに公債費２，２７６万１千円の減額でありますが、繰上償還に伴い利子を減額

するものでございます。 
 次に議案第１３号 平成２０年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）につ

 ３９



いて、ご説明申し上げます。 
 １ページをお開きください。 
 歳入歳出予算の補正でありますが、予算の総額から歳入歳出それぞれ２，０１６万９千円を

減額し、予算の総額を１１億１，３５２万９千円とするものであります。 
 次に繰越明許費でありますが、翌年度に繰り越して使用することができる経費を定めるもの

でございます。 
 次に地方債の補正でありますが、借り入れ限度額の変更を行うものでございます。 
 ４ページをお開きください。 
 第２表 繰越明許費であります。２款１項ともに事業費、むらづくり交付金事業６００万円

でありますが、白州町横手地内の県道の舗装工事について、翌年度に繰り越して使用するもの

でございます。 
 ５ページをお願いいたします。 
 第３表 地方債補正であります。補正前の限度額３億１，６５０万円から４，４６０万円を

減額し、補正後の限度額を２億７，１９０万円と定めるものであります。公債費の繰上償還の

ための借換債を減額するものであります。 
 ２ページにお戻りをください。歳入であります。 
 １款分担金及び負担金、１項分担金３３９万８千円の追加であります。施設への接続に伴う

加入分担金であります。 
 ２款使用料及び手数料、１項使用料１１３万８千円の追加であります。農業集落排水使用料

であります。 
 ４款県支出金、１項県補助金３０万円の追加であります。上教来石地区農業集落排水事業費

の確定によるものでございます。 
 ６款１項ともに繰入金７２８万７千円の追加でありますが、一般会計からの繰入金が公債費

の繰上償還のため、３，９０６万５千円の追加と施設管理経費分３，１７７万８千円の減額で

あります。 
 ７款１項ともに繰越金１，２３０万８千円を追加するものであります。 
 ９款１項ともに市債４，４６０万円の減額でありますが、公債費の繰上償還に充てる借換債

を減額するものであります。 
 ３ページをお願いいたします。歳出です。 
 １款総務費、１項総務管理費１，５３０万８千円の減額でありますが、消費税中間納付金

１４９万７千円の追加。施設管理維持補修経費など、不用額の整理による１，５４５万５千円

の減額が主なものでございます。 
 ２款１項ともに事業費６７万４千円の追加でありますが、横手処理区における県道舗装復旧

工事内容の変更に伴うものでございます。 
 ３款１項ともに公債費５５３万５千円の減額につきましては、繰上償還に伴い、利子を減額

するものでございます。 
 以上で、ご説明を終わります。よろしくご審議の上、ご議決いただきますよう、お願い申し

上げます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 説明が終わりました。 
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 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第１１号から議案第１３号までの３件につきましては、

会議規則第３７条第３項の規定により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１１号から議案第１３号までの３件につきましては、委員会への付託を

省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、採決を行います。 
 まず、議案第１１号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第１１号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１１号 平成２０年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

につきましては、原案のとおり可決されました。 
 これから、議案第１２号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第１２号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１２号 平成２０年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第３号）に

つきましては、原案のとおり可決されました。 
 これから、議案第１３号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第１３号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１３号 平成２０年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

２号）につきましては、原案のとおり可決されました。 
 ここで、暫時休憩をいたします。 
 再開は、１１時２０分にしたいと思います。 
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休憩 午前１１時０３分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時２０分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
   日程第１０ 議案第１４号 平成２０年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計補正予算（第２号）

を議題といたします。 
 内容説明を求めます。 
 小林教育次長。 

〇教育次長（小林喜文君） 
 議案第１４号 平成２０年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計補正予算書（第２号）をお願

いいたします。 
 １ページをお願いします。 
 平成２０年度の北杜市の甲陵中・高等学校特別会計補正予算を、歳入歳出それぞれ５０８万

４千円を減額し、歳入歳出予算それぞれ６億１，４３７万５千円とするものでございます。 
 内容については、借換債による繰上償還を予定しておりましたが、繰越金、財政調整基金な

ど取り崩した上で償還したいということで、この償還分を減額するための補正でございます。 
 ４ページをお願いします。地方債の補正でございます。 
 限度額を３，８９０万円とするものですが、補正後ゼロとするものです。これについては、

先ほど申し上げたとおり、財政調整基金１，７８８万３千円。それから１９年度の繰越金１，

４５２万３千円等を充てるものでございます。 
 戻っていただいて、２ページ、３ページをお願いします。 
 歳入、４款１項利子及び配当金でございます。１４１万円でございます。 
 ５款２項基金繰入金、これについては財調よりでございますが、１，７８８万３千円。 
 ６款１項繰越金、平成１９年度分の繰越金１，４５２万３千円でございます。 
 ８款１項市債でございますが、減額の３，８９０万円、借換債の分でございます。合わせて

５０８万４千円の減額。歳入補正後の金額については、６億１，４３７万５千円でございます。 
 ３ページをお願いします。歳出でございます。 
 １款１項総務管理費５４０万円でございますが、精査による不用額でございます。 
 ２款２項高等学校費６０万円の減額でございます。同様、精査による不用額でございます。 
 ３款１項公債費でございますが、ここの部分で財源更正ということで、３，８９０万円の財

源更正をさせていただいております。 
 ４款１項基金積立金、積み立て利子でございますが、９１万６千円。合わせて、補正額５０８万

４千円の減額。合わせて、６億１，４３７万５千円とするものでございます。 
 よろしくご審議をお願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
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 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第１４号につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１４号 平成２０年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計補正予算（第２号）

につきましては、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第１４号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第１４号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１４号 平成２０年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計補正予算（第２号）

につきましては、原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１２ 議案第１６号 平成２０年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算（第１号）を議

題といたします。 
 内容説明を求めます。 
 浅川建設部長。 

〇建設部長（浅川和徳君） 
 議案第１６号 平成２０年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算（第１号）について、ご

説明申し上げます。 
 １ページをお願いします。 
 歳入歳出予算の補正ですが、歳入歳出予算の総額にそれぞれ６７８万２千円を追加し、歳入

歳出予算の総額を７４０万１千円にするものでございます。 
 ２ページ、３ページをお願いします。 
 １款財産収入、１項財産売り払い収入、補正額６７８万２千円。現計予算７４０万１千円と

するものでございます。これは小淵沢町の城山団地、１区画が売却されたものでございます。 
 ３ページ、歳出でございます。 
 １款土地開発費、２項土地開発事業費６７８万２千円の補正であります。これにつきまして

は、小淵沢町の城山団地、１区画が売却された金額を一般会計へ繰り出すものでございます。 
 以上でございます。よろしくご審議をお願いします。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第１６号につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１６号につきましては、委員会への付託を省略することに決定いたしま

した。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第１６号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第１６号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１６号につきましては、原案のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１３ 議案第１７号 平成２０年度北杜市須玉財産区特別会計補正予算（第１号） 
   日程第１４ 議案第１８号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第２号） 

 以上２件を一括議題としたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１７号および議案第１８号の２件を一括議題といたします。 
 最初に、議案第１７号の内容説明を求めます。 
 内藤須玉総合支所長。 

〇須玉総合支所長（内藤歳雄君） 
 議案第１７号 平成２０年度北杜市須玉財産区特別会計補正予算（第１号）につきまして、

ご説明申し上げます。 
 １ページをお開きいただきたいと思います。 
 平成２０年度北杜市須玉財産区特別会計補正予算（第１号）は、歳入歳出予算の総額から歳

入歳出それぞれ３２３万３千円を減額いたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
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２，０８３万５千円とするものでございます。 
 続きまして、２ページ、３ページをお願いいたします。 
 第１表に基づきまして、歳入歳出について、ご説明を申し上げます。 
 ２款財産収入、６項江草財産区収入２６万７千円。 
 ３款繰越金、４項穂足財産区繰越金２００万円。６項江草財産区繰越金２０万円。 
 ６款繰入金、４項の穂足財産区繰入金５５０万円。これにつきましては、加入負担金および

宅内配管補助の確定によるものでございます。６項の江草財産区繰入金、減額の２０万円。 
 補正トータルでございますが、減額の３２３万３千円を減額いたしまして、歳入合計を２，

０８３万５千円とするものでございます。 
 続きまして、歳出について、ご説明申し上げます。 
 ４款穂足財産区、１項管理費、減額２８０万円。２項需用費、減額７０万円。 
 ６款江草財産区、１項管理費、２６万７千円の増額。 
 歳出トータルでございますが、減額の３２３万３千円を減額いたしまして、歳出合計額を２，

０８３万５千円とするものでございます。 
 以上で、説明を終わらせてもらいます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 次に、議案第１８号の内容説明を求めます。 
 八代明野総合支所長。 

〇明野総合支所長（八代忠夫君） 
 議案第１８号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第２号）につきまして、

ご説明いたします。 
 歳入歳出予算の補正でございますけれども、総額から歳入歳出それぞれ２５７万２千円を減

額いたしまして、歳入歳出それぞれ１億６６３万５千円とするものでございます。 
 ２ページ、３ページをお願いいたします。 
 歳入歳出につきまして、ご説明いたします。 
 歳入につきまして、１款財産収入、１項財産運用収入５７万７千円の増でございます。これ

は基金の利息でございます。 
 ３款繰入金、１項基金繰入金１８４万６千円の減額でございます。 
 ５款諸収入、２項雑入３０万円の増額でございます。これは造林に対する補助金でございま

す。 
 ６款寄附金、１項寄附金１６０万３千円の減額でございます。これにつきましては、シーズ

の森の寄附金の減額でございます。 
 歳入合計の補正額が２５７万２千円の減額で、トータルといたしまして、１億６６３万５千

円でございます。 
 続きまして、３ページの歳出につきまして、ご説明いたします。 
 ２款総務費、１項総務管理費４２万８千円の増額でございます。これは光熱水費の不足が生

じたためでございます。 
 ３款事業費、１項計画調査費３００万円の減額でございます。これにつきましては、シーズ

の森の事業の減額でございます。 
 歳出合計でございますけども、補正額が２５７万２千円の減額でございます。合計で１億
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６６３万５千円となります。 
 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第１７号および議案第１８号の２件につきましては、

会議規則第３７条第３項の規定により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１７号 平成２０年度北杜市須玉財産区特別会計補正予算（第１号）お

よび議案第１８号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第２号）の２件につ

きましては、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、採決を行います。 
 まず、議案第１７号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第１７号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１７号 平成２０年度北杜市須玉財産区特別会計補正予算（第１号）に

つきましては、原案のとおり可決されました。 
 これから、議案第１８号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第１８号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１８号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第２号）

につきましては、原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１５ 議案第１９号 北杜市北の杜聖苑条例の全部改正についてを議題といたします。 

 内容説明を求めます。 
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 藤原保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 議案第１９号 北杜市北の杜聖苑条例の全部改正について、ご説明いたします。 
 概要書、ならびに条例案をご覧いただきたいと思います。 
 北杜市北の杜聖苑条例は、平成１７年に施設の供用開始に併せて制定いたしましたが、平成

１８年６月に、平成１９年度からの指定管理制度導入に合わせた内容に改正をいたしました。 
 北の杜聖苑につきましては、昨年９月３０日に指定管理者の指定を取り消し、以後、直営で

管理を行っておりますので、このたび市長、または指定管理者のいずれかが管理することがで

きることを明確にするために、条例の全部を改正するものであります。 
 各条項における主な改正点は、管理主体が市長の場合と指定管理者の場合とで、それぞれ明

確に区分して、規定しているところであります。 
 第１条の設置、第２条の名称および位置、第３条の業務、第４条の休業日、第５条の利用時

間および受付時間を共通の条項とし、第６条の利用の許可から第１１条の使用料の補助までを

直営の条項といたしました。また第１２条、指定管理者による管理から第１５条の利用料の減

免までを指定管理に関する条項とし、１６条の原状回復以下を共通条項といたしました。 
 また第４条の休業日は、従来、年末年始の休業を１２月２９日から１月３日までの６日間を

していたものを、１月１日から１月３日までの３日間といたしました。 
 以上が北杜市北の杜聖苑条例の改正内容でありますが、管理主体による管理方法を明確にし

たこと、休業日を短縮し、市民サービスを拡大したことが大きな改正点であります。 
 なお、施行日は公布の日から施行することとしております。よろしくご審議くださいますよ

う、お願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第１９号につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これに、ご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１９号 北杜市北の杜聖苑条例の全部改正については、委員会への付託

を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第１９号に対する採決を行います。 
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 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１９号 北杜市北の杜聖苑条例の全部改正については、原案のとおり可

決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１６ 議案第２０号 北杜市小淵沢町子ども等自然環境知識習得施設条例の全部改正につ

いてを議題といたします。 
 内容説明を求めます。 
 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 
 北杜市小淵沢町子ども等自然環境知識習得施設条例の全部改正についてを、ご説明申し上げ

ます。 
 概要書の２ページをお開きください。議案第２０号関係でございます。 
 まず改正の趣旨と内容でございますけれども、長い名称でございますが、これはいわゆる昆

虫美術館でございます。この昆虫美術館につきまして、今回、市長、または指定管理者のいず

れかが管理することができることを明確にすることから、条例を全部改正するものでございま

す。 
 主なと言いますか、最も重要な条文でございますけれども、それもちょっと説明したいと思

います。今度、条例案のほうをお願いいたします。 
 ちょっと飛びますけれども、この条例案をまくって、３枚目にいきますと、改正前の北杜市

小淵沢町子ども等自然環境知識習得施設条例が載ってございます。 
 まず、この条例の３条、管理でございます。この３条は、今現在は、北杜市小淵沢町子ども

等自然環境知識習得施設の管理は、地方自治法第２４４条の２第３項の規定に基づき、法人そ

の他の団体であって、市長が指定するもの（以下、指定管理者という）に行わせるものとする

と。この規定でございますけれども、これをまた、もとへ戻りまして、今度は、それから２枚

戻っていただきまして、今度の全部改正の条例案をお願いしたいと思います。 
 すみません、もう１枚まくっていただきまして、新しい改正の第１０条をお開きください。 
 ここに第１０条、指定管理者による管理ということでございます。昆虫美術館の管理は、地

方自治法第２４４条の２第３項の規定により、法人その他の団体であって、市長が指定するも

の（以下、指定管理者という）に行わせることができるというふうに改正するものでございま

す。すなわち、するものとするから、今度はいわゆるできる規定の、できることができるとい

う、できる規定に改正するものでございます。 
 あと、直営と指定管理者の共通条項につきましては、第１条の設置から第４条の開館時間ま

で、それから直営条項が第５条から第９条まで、指定管理者条項が第１０条から第１３条まで、

それからもう１つ、共通事項が第１４条以下ということで、全部改正したものでございます。 
 よろしくご審議の上、ご議決くださいますよう、お願い申し上げます。 
 以上です。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第２０号につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これに、ご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２０号 北杜市小淵沢町子ども等自然環境知識習得施設条例の全部改正

については、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第２０号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２０号 北杜市小淵沢町子ども等自然環境知識習得施設条例の全部改正

については、原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１７ 議案第２１号 北杜市小淵沢町花と緑の潤い空間整備事業交流ターミナル施設条例

の全部改正についてを議題といたします。 
 内容説明を求めます。 
 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 
 それでは、北杜市小淵沢町花と緑の潤い空間整備事業交流ターミナル施設条例の全部改正に

ついてをご説明申し上げたいと思います。 
 これにつきましては、先ほどの昆虫美術館とまったく同じでございまして、市長、または指

定管理者のいずれかが管理することができることを明確にするため、条例を改正するものでご

ざいます。 
 これにつきましては、改正前でございますが、第４条で、同じように指定管理者に行わせる

ものという規定でございます。それを改正後は、第１１条で指定管理者に行わせることができ

るに改正するものでございます。 
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 あと、共通事項は第１条から第５条まで、直営条項につきましては第６条から第１０条、指

定管理者条項につきましては第１１条から第１４条、第１５条以下を共通事項としたものでご

ざいます。 
 よろしくご審議の上、ご議決くださいますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第２１号につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これに、ご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２１号 北杜市小淵沢町花と緑の潤い空間整備事業交流ターミナル施設

条例の全部改正については、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第２１号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２１号 北杜市小淵沢町花と緑の潤い空間整備事業交流ターミナル施設

条例の全部改正については、原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１８ 議案第２２号 北杜市大泉レストハウス赤い橋条例の全部改正についてを議題とい

たします。 
 内容説明を求めます。 
 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 
 それでは、北杜市大泉レストハウス赤い橋条例の全部改正についてをご説明申し上げます。 
 これにつきましても、先ほどの２件と同じ内容でございます。レストハウス赤い橋につきま

して、市長、または指定管理者のいずれかが管理することができることを明確にするために、

改正を行うものでございます。 
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 条例でございますけれども、改正前の条例では第４条で、同じように指定管理者に行わせる

ものとするとなっておりますが、改正後は第６条で、指定管理者に行わせることができるもの

にするものでございます。 
 共通事項につきまして、それから直営事項につきましては、特に直営事項につきましては、

地域特産物の販売をとおしての市の観光振興を図ることから、直営条項はございません。指定

管理者条項が第６条から第７条までにございます。 
 以上で説明は終わりますけれども、よろしくご審議の上、ご議決くださいますよう、お願い

申し上げます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第２２号につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これに、ご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２２号 北杜市大泉レストハウス赤い橋条例の全部改正については、委

員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第２２号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２２号 北杜市大泉レストハウス赤い橋条例の全部改正については、原

案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１９ 議案第２３号 北杜市清里駐車場条例の全部改正についてを議題といたします。 

 内容説明を求めます。 
 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 
 それでは、北杜市清里駐車場条例の全部改正についてをご説明申し上げたいと思います。 
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 これも、先ほどの３件と同じでございます。清里駐車場につきまして、市長、または指定管

理者のいずれかが管理することができることを明確にするため、条例の改正をするものでござ

います。 
 先ほど申しましたように、改正前でございますが、第３条で指定管理者に行わせるものとす

るを、改正後は第１１条で、指定管理者に行わせることができるということに改正するもので

ございます。 
 共通事項につきましては第１条から第４条、直営条項につきましては第６条から第９条、指

定管理者条項につきましては第１０条から第１４条、共通条項は第１５条以下ということで、

全部改正するものでございます。 
 よろしくご審議の上、ご議決くださいますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第２３号につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これに、ご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２３号 北杜市清里駐車場条例の全部改正については、委員会への付託

を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第２３号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２３号 北杜市清里駐車場条例の全部改正については、原案のとおり可

決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第２０ 議案第５６号 北杜市大泉レストハウス赤い橋の指定管理者の指定についてを議題

といたします。 
 内容説明を求めます。 
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 小松企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 それでは議案第５６号の、北杜市大泉レストハウス赤い橋の指定管理者の指定につきまして、

ご説明申し上げます。 
 地方自治法第２４４条の２第３項および、北杜市公の施設に関わる指定管理者の指定手続き

に関する条例第６条第１項の規定によりまして、公の施設の管理について、次に定める指定管

理者を指定するものでございます。 
 公の施設の名称でございますが、大泉レストハウス赤い橋。 
 指定管理者となる団体の名称でございますが、山梨県北杜市高根町上黒澤１６５３番４１。

名称はグループ赤い橋。代表、原智子でございます。 
 指定の期間でございますが、平成２１年４月１日から平成２６年３月３１日まででございま

す。 
 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第５６号につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これに、ご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第５６号 北杜市大泉レストハウス赤い橋の指定管理者の指定については、

委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第５６号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第５６号 北杜市大泉レストハウス赤い橋の指定管理者の指定については、

原案のとおり可決されました。 
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  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第２１ 議員派遣の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議員派遣につきましては、会議規則第１４９条の規定によ

り、お手元に配布したとおり、議員を派遣したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、お手元に配布したとおり、議員を派遣することに決定いたしました。 
 なお、変更が生じた場合は、議長に一任願います。 
 以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 
 お諮りいたします。 
 ３月１４日から３月１５日までの２日間は、本会議を休会にしたいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、３月１４日から３月１５日までの２日間は、本会議を休会することに決定いた

しました。 
 次の会議は３月１６日、午前１０時に開きますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午前１１時５３分 
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開議 午前１０時００分 
〇議長（秋山俊和君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日もスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 ただいまの出席議員数は２１人です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 ２２番議員、渡邊陽一君は一身上の都合により、本日の会議を欠席する旨の届け出がありま

した。 
 諸報告をいたします。 
 本日の代表質問で、北杜クラブの千野秀一君から通告のありました質問の一部について、ご

連絡のとおり取り下げの申し出がありましたので、報告いたします。 
 なお、報道関係者から撮影の申し出があり、これを許可いたしましたので、ご承知願います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１ 会派代表質問を行います。 

 今定例会には、６会派すべてから会派代表質問発言通告がありました。 
 ここで、各会派の質問順位および代表質問、一般質問の割り当て時間をお知らせいたします。 
 １番 北清クラブ、４５分。２番 市民フォーラム、４５分。３番 公明党、３０分。４番 日本

共産党、３０分。５番 北杜クラブ、１０５分。６番 明政クラブ、６０分となります。 
 それでは順次、質問を許します。 
 はじめに、北清クラブの会派代表質問を許します。 
 北清クラブ、８番議員、坂本君。 
 坂本君。 

〇８番議員（坂本君） 
 北清クラブを代表して、質問をいたします。 
 平成２１年度の第１回北杜市議会定例会のトップを切って、質問の機会を与えていただいた

北杜市議会に感謝するとともに、同僚議員諸氏にも敬意を表したいと思います。 
 先の選挙で、市民の大きな期待を得て、見事当選されました北杜市の２期目の舵取りをお願

いすることになった白倉市長には、ご承知のように国内外とも大変厳しい経済状況の中ではあ

りますが、北杜市の発展を願う市民のために、健康に留意され、全身全霊、誠心誠意、市民の

ための市政推進をお願いするところであります。 
 わが会派、北清クラブの基本理念である、執行とは一歩離れて二歩離れずを銘として、常に

市民の目線で市民の福祉向上と、市民が期待するまちづくりに取り組んでいく所存であります。

北杜市においても、これからの市政運営には官民一体となった体制づくりが早急に必要である

と思うところであります。 
 それでは、今回は大きく２つの質問をいたします。 
 まず、２１年度当初予算についてでありますが、はじめに地方交付税、臨時財政対策債につ

いてでありますが、米国の金融危機から始まった世界的景気の冷え込みから、国・地方の財政

を直撃し、税収の柱である法人２税、法人事業税、法人住民税は減少に転じたといわれていま

す。２１年度以降は所得の減少、失業者の増加、固定資産の評価替えなどによる減額、個人住
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民税にも深刻な影響が出ると思われます。景気の回復の糸口も見えない中、私たちの地方も財

政悪化を未然に防ぐ努力をしなければならないと思います。 
 今以上に事業の見直し、効率的な事業体制づくりや行政コストの見直しを行い、地方税の先

食いといわれる臨時財政対策債の発行をいかに少なくして、健全な予算編成を考えるべきだと

思いますが、市長の考えを伺います。 
 次に扶助費の増加への対応でございますが、２１年度の予算編成で人件費６．３％の減少、

物件費の１．５％の減、維持補修費の５．５％の増、扶助費の５．４％の増、公債費の５．９％

の増加などとなります。特に扶助費の伸び率が高く、年々増加することが考えられます。 
 ２１年度より景気悪化による交付税の減少、生活保護家庭の増加、子どもの医療費無料化、

介護保険等、高齢者医療費などの増加が考えられます。 
 社会保障関連の事業の縮小は住民の理解を得にくく、市また市長のマニフェストにある公約

にも国の制度に基づく事業が多いため、市の判断で、この難しい扶助費の増加に対し、どのよ

うに考えて対処するのか、伺います。 
 次に地域活性化・生活対策臨時交付金についてでありますが、国と地方財政の三位一体改革

による交付税の減額、市場主義の導入による格差社会、米国の金融危機に端を発した１００年

に一度といわれる不況の波も押し寄せています。この不況に対して、政府は地域活性化・生活

対策臨時交付金の支給を考え、北杜市にも交付され、先の臨時議会で６事案が提案されました。

可決をし、２１年度の繰越明許をされました。この事業は、地域活性化が主な目的であります。

この取り組みについての考えを伺います。 
 次に、２つ目の大きな質問をいたします。格差の是正についてであります。 
 合併して４年が過ぎ、これからが本当の輝く北杜市の構築を考えていかなければならない正

念場であります。それには、依然として根強い旧町村単位の意識改革による地域格差をどう解

消していくかが、喫緊の課題ではないかと考えます。そこで今、地域に起こりつつある問題な

ど、いくつか質問をしたいと思います。 
 はじめに、上水道における各地域の使用料の統一についてであります。 
 合併当時の最大の課題であった、簡易水道の統合による料金格差はそれぞれの自然条件や地

域による取り決め等でバラバラであり、統一化には相当の時間を要するものと考えておりまし

たが、統一化に向けた市の取り組みは先般２月２４日、議員協議会の折、すでに設置されてい

る簡易水道運営委員会での経過報告で、白州、武川地区と他の６町の２本立てでいくという説

明は受けたところでありますが、その実施時期はいつごろとするのか。また、将来的には全市

均一料金にしていく考えはあるか、伺いたいと思います。 
 次に、下水道の加入推進と未整備地区への対応についてであります。 
 北杜市財政を逼迫させている原因の１つである下水道債の償還は、合併前からそれぞれの旧

町村で実施してきた事業債と、合併してからの事業実施による事業債の償還によるものが主で

あると推測され、整備された地域での加入推進は、施設の維持管理や環境整備の面からも、加

入戸数増加を最優先しなければなりません。市は広報ほくと２月号で、加入推進について掲載

していますが、未加入者全戸に周知するような方法とは思えません。加入率の低い地域には、

各戸訪問を行うなどの未加入者全戸に周知する具体案を示してほしいが、いかがか伺います。 
 下水道には環境浄化面、浄化推進面からも早急な市全体への整備計画が必要であると思いま

すが、未整備地区住民への対応はどのようにしているのか伺うとともに、今後は無理のない整
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備計画を策定した中での推進を望み、その方策を伺います。 
 次にゴミ減量化に伴う分別収集等の住民への周知と、資源ゴミなどによる収入の地域還元に

ついてであります。 
 地域環境やゴミ減量化については、先にわが会派である風間議員から昨年、質問が出ている

資源ゴミの収集に伴う収益の一部を直接、自治体に還元できないかとの質問に検討すると答え

ていましたが、その後、当局ではどのような検討がなされたか、伺います。 
 今、それぞれの地域での分別や収集方法に関して、地域差があるように思われます。ゴミ減

量化に伴う住民への周知はどのようにしているのか伺うとともに、資源ゴミなどによる収益の

還元は、よい意味での地域育成に必要であると思うので、早急に実施できないか伺います。 
 次に、県道および幹線道路等の改修整備についてでございます。 
 道路整備は、地域経済に欠かせない重要な課題であります。特に北杜市は広大な面積と豊か

な自然の中で、集落と集落を結ぶ幹線道路の県道は、その生命線とも言えます。若神子箕輪新

町線、高根長坂線、韮崎茅野線、他にも改修・改善を待つ道路がたくさんあると思われます。

私の出身地である須玉町内でも、若神子新町と日野春駅間は北杜高校生の通学路でもあります

が、歩行者用道路がなく、接続する周辺の道路の整備が進み、大型車の通行量も多くなり、大

変、危険な状態であるため、関係地域で最近、県へ改修を要望したと聞いております。また、

須玉総合支所北側の湯沢東漸寺線の西側にかかる橋梁は、通行止めから２年にもなりますが、

まだ改修されず、地域住民の日常生活に欠かせない道路であるため、大変な不憫を余儀なくさ

れております。このようなことは、各地にあると聞いております。市としては、県に早急に改

善してもらえるような要望をどのようにお願いしているのかとともに、市として単独でしなけ

ればならない個所については、迅速な対応をすることを求め、現況を伺います。 
 次に、保育園の管理と安全対策でございます。 
 最近の世相を反映してか、新聞を開くと殺人や暴行、自殺者の急増といった凶悪な犯罪や事

件の記事が掲載されていない日はなく、園児や小学生の子どもを持つ保護者には通園・通学な

ど気の休まる日はないくらいであります。特に保育園は安全面で、近代施設の整っているとこ

ろと設備の老朽化等により未整備のところも目立ち、安全や防犯面からも各保育園には、大変

な格差があると思います。すぐに近代設備にすることは大変だと思いますが、早急に対応しな

ければならないことだと思います。 
 そこで今、園の統廃合に関しては、どのように考えているのか、伺います。また、今すぐで

きる提案として、青少年育成北杜市市民会議等と連携し、園内外の見回りボランティアを募集

し、不審者などの侵入防止等の協力をお願いし、各保育園の安心・安全を確保する考えがある

か、伺います。 
 次に、小中学校児童生徒の減少に伴う各学校間の教育環境の格差と、今後の統廃合計画につ

いてでございます。 
 最近、近所では、なかなか子どもの遊ぶ声が聞こえなくなりました。高齢化率が上昇して、

子どもの数が極端に減少しているからではないかと思います。当然、小中学校にもその影響が

表れているものと思われます。 
 増富小学校は今年３月に卒業生がなく、４月の新入生もない、在校生７名の学校で、子ども

たちは頑張っております。しかし２年、３年後にはさらに深刻な状況となることが予想され、

考えていかなければならないことがたくさんあると思います。 
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 このように生徒が少ないところも多いところも、それなりに教育現場では考えていると思い

ますが、北杜市全体のそれぞれの学校間には教育環境の格差がどんなところで、どのように出

ているのか、伺います。また併せて、すでに立ち上げられている小中学校適正規模等審議会の

審議経過では、小中学校の統廃合は必要であると示されましたが、それを受けて、市としては

どのように計画推進をしていくか、伺います。 
 最後に旧町村単位で行われている地域イベントの総事業費と、また今後のイベントのあり方

について、お尋ねいたします。 
 夏の夜空を焦がす打ち上げ花火は、日中の暑さから開放されるような清々しい気持ちにさせ

てくれると同時に、その地域の力強さを感じさせてくれ、夏の風物詩としても魅力的でありま

す。しかし、昨年もそうでありましたように、各地域で開催されているイベントに、いまや必

ず花火が付いており、また工夫を凝らした催しも多く、準備などにそれぞれ相当苦労をしてい

るものと思います。 
 しかし、このイベントをもう少し、どうにかまとめることができたら、もっと素晴らしいこ

とではないかと考えるところであります。これには、それぞれの地域エゴを捨てた中での話し

合いができれば、大変よいことだと思います。今、地域委員会を中心に、そのことが進んでい

るやに聞いておりますので、その進捗状況と北杜市としてのイベントを考えているか、お聞か

せください。 
 以上、さまざまな面での格差について伺ってきましたが、白倉市長はふるさとは１つと、よ

く言われております。公平・公正で一体感のある北杜市づくりに向けて、明確な答弁を求めま

す。よろしくお願いいたします。 
 以上、北清クラブの代表質問を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 坂本議員の、北清クラブの代表質問にお答えいたします。 

 一歩離れ二歩離れずの北清クラブの姿勢のもとに激励をいただき、大変ありがたく思います。

全力で頑張ってまいる決意であります。 

 まず平成２１年度当初予算について、いくつかご質問をいただいております。 

 最初に地方交付税、ならびに臨時財政対策債についてであります。 

 国が平成２１年度地方財政計画において、生活防衛のための緊急対策として、地方交付税１兆

円を増額したことから、地方交付税と臨時財政対策債を合わせた実質的な地方交付税の額は約

２１兆円となり、平成２０年度に比べ約２兆７千億円の増となりました。この結果、本市の平

成２１年度当初予算における地方交付税の額は１０６億５千万円で、臨時財政対策債は１３億

円を合わせた実質的な地方交付税の額は１１９億５千万円となり、平成２０年度予算に比べ、

８億７千万円増えております。この臨時財政対策債は、国が財源不足になった場合に、個々の

地方公共団体に市債という形で立て替えさせ、後年度全額を地方交付税として補てんするとい

う仕組みで、地方に新たな負担を生じさせるものではなく、地方交付税の振替措置であること

から、国では実質的な地方交付税としているもので、財政健全化の判断指標である実質公債費

比率などに悪影響を及ぼすことはありません。 
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 しかしながら、景気後退が続く中、市税収入は市民２税の落ち込みが激しく、明年度評価替

えが予定されている固定資産税の減額も加わり、本年度と比べ５億６千万円もの減額が見込ま

れる一方、介護保険関係経費や高齢者医療費などの社会保障関係経費の増額に加え、過去に発

行した市債償還のための公債費などの義務的経費の増加が見込まれていることから、本市の財

政は引き続き厳しい状況となっております。 

 次に扶助費についてであります。 

 平成２１年度当初予算における扶助費は１６億４，３４９万５千円で、乳幼児医療費の窓口

無料化の拡大や障害者福祉サービスの給付費の増加などにより、平成２０年度に比べ１億１，

１２９万１千円、約７．３％の増加となり、歳出を性質別に見ますと、最も大きな増加率となっ

ております。 

 このような扶助費などの事務的経費の増加に対応するため、平成２１年度予算の編成にあ

たっては、歳入・歳出の両面において、あらゆる努力と工夫を重ねるとともに、限られた財源

の重点的かつ効率的な配分に努めましたが、それでもなお、厳しい財政運営を強いられること

となり、基金からの繰り入れを見ますと、本年度に比べ、４億５千万円と大きく減額したもの

の１２億円をも取り崩しを余儀なくされたところであります。 

 次に、地域活性化・生活対策臨時交付金についてであります。 

 地域活性化・生活対策臨時交付金は、国の第２次補正予算によるもので、地方公共団体が生

活対策や地域経済対策のために行う生活支援や地域活性化に資する事業に対し交付され、本市

には７億３千万円余りと、県内他市に比べ、大変、厚く交付されることとなり、大変ありがた

く思っております。 

 なお、特別交付税も平成２０年度、１０億４千万円余と、ありがたい数字の内示がありまし

た。本市におきましては、防災行政無線の統合整備を図るための実施設計費１，５００万円を

はじめとして、市立病院の医療機器の導入や更新に要する費用３億５千万円。雇用促進住宅の

購入費２億７千万円および、地域活性化のための商品券の発行に対する補助金５００万円など

であります。６事業を合わせて８億４，５００万円の補正予算を、本年２月の臨時議会におい

て、ご議決いただいたところであります。一部、年度内執行をしたものを除き、明許繰越を設

定いたしましたので、ほとんどの事業は平成２１年度に執行することになっております。 

 次に格差の是正について、いくつかご質問をいただいております。 

 最初に上下水道における各地域の使用料金を統一するについてでありますが、北杜市の水道

事業は、投資額等により水道料金に大きな差が生じております。合併協定項目では、できる限

り早期に地域的な統一を図るとしております。そのため市民負担の公平性を確保し、水道事業

の安定を図っていくことが重要な課題でありますので、昨年６月、料金統一に向けた水道料金

および水道加入金の改定について、簡易水道運営委員会に諮問したところであります。現在ま

で８回の委員会が開催され、議論が重ねられておりますが、５月末までには答申をいただける

と聞いております。今後、答申の内容を尊重し、慎重に対応してまいりたいと考えております。 

 その他につきましては、教育長および担当部長から、ご答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 

 坂本議員の、北清クラブの代表質問にお答えいたします。 
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 小中学校児童生徒の減少に伴う各学校間の教育環境の格差と、今後の統廃合計画についてで

あります。 

 ２０年度学校基本調査が行われました、平成２０年５月１日における北杜市内の小中学校の

児童数は２，４３３人、中学校の生徒数は１，４９５人となっております。北杜市教育委員会

の推計による平成２９年度の北杜市における児童生徒数は児童数１，６７５人、生徒数１，

０２８人と予想しており、小中学校ともに約３１％減少すると見込まれております。国におけ

る小中学校の適正規模は、小学校１学級４０人以内、１学年２学級から３学級。中学校では１学

級４０人以内、１学年４学級から６学級とされております。また、平成１９年３月に山梨県小

中学校適正規模検討委員会が示した望ましい学校、学級の規模では、小中学校とも１学年２学

級以上、１学級２０人以上となっております。北杜市小中学校適正規模等審議会における学校、

学級規模については、県の検討委員会と同じであります。 

 本市における本年度の小中学校の状況は、小学校においては１５校中、各学年２学級配置で

きるところが２校。一部、２学級のところが２校となっており、ほか１１校は１学級の編成と

なっております。また、中学校においては各学年３学級の学校が２校、２学級が３校、１学級

が４校となっております。本市においては、国の基準を満たす学校は小学校２校のみとなって

おります。 

 小規模校のメリットとしましては、児童生徒一人ひとりに応じた、きめ細かな指導ができる

こと。児童生徒の個々の特性が把握しやすいことなどが挙げられます。デメリットとしまして

は多様な考えや意見を出し合い、学び合う側面が弱くなることや人間関係の固定化や集団生活

における社会性の醸成が図りにくいなどが挙げられると思います。さらに中学校では教科担任

制を採用しており、小規模の学校では十分な教科担任の配置がされない状況であります。 

 部活動においても、ある程度の生徒数がいないと設置できる種目が制限されてしまいます。

このように市内の多くの小中学校は小規模校となっており、児童生徒の活動が十分にできない

状況があります。適正な規模の学校で学んでいる児童生徒と比較すると、社会性を育む側面や

中学校における教科担任といった、教育環境に制約を受ける格差が生まれることも考えられま

す。 

 今後の小中学校の統廃合の計画でありますが、小中学校適正規模等審議会の答申が３月末に

出される予定となっております。地域住民、保護者の皆さんに答申内容をご説明し、ご理解を

得ながら、小中学校の統廃合について推進をしてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 

 柴井総務部長。 

〇総務部長（柴井英記君） 

 坂本議員の、北清クラブの代表質問にお答えいたします。 

 旧町村単位で行われている地域イベントの総事業費と、今後のイベントのあり方についてで

あります。 

 各地域委員会では、市民が市と協働して、よりよい地域づくりを行い、市政が市民の身近に

あることを補償するため設置されております。地域の活性化を図るための方法の１つとして、

地域委員会予算使途提案事業があり、その中で地域活性化イベント計画をしております。 

 旧町村から引き継がれ、平成２０年度に地域委員会予算使途提案事業で実施した主な地域イ
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ベントの総額は７，６１０万５千円となり、使途提案事業の約５５％を占めている状況にあり

ます。 

 市といたしましては、地域のイベントは地域住民の連携や一体感を育む方法として大切なも

のとして捉えておりますが、合併による市としての一体感の醸成を図るため、各地域委員会に

おいてイベントの統廃合など、検討を進めていただくようお願いしてまいりました。 

 その結果、昨年１２月開催の北杜市地域委員会連絡協議会において、高根ふるさとまつりと

長坂町のオオムラサキまつりが、平成２１年度は合同で開催となることが両地域委員会から報

告されました。先行事例として、各地域委員会での合同開催が進むことに期待をしているとこ

ろであります。また、市としてのイベントの考え方につきましては、地域委員会をはじめ多く

のご意見を伺う中で、検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 

 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 坂本議員の、北清クラブの代表質問にお答えいたします。 

 保育園の管理と安全対策についてであります。 

 最初に管理についてでありますが、市内には１５の市立保育園があり、園長を中心に管理を

行っておりまして、園内の清掃は毎日職員が行っております。普段、手のまわらない周辺につ

きましては、保護者による草刈り等を年２回程度実施し、樹木につきましては、消毒や高木の

伐採等を委託して、管理をしております。遊具につきましては年１回、専門業者に点検を委託

し、緊急を要する場合には、その都度、修理を行っております。 

 また衛生面の管理につきましては、感染症対策マニュアル、衛生管理マニュアル等により対

応するとともに、毎日園児の健康状態の確認と報告を受け、不測の事態に対応するよう努めて

おります。 

 次に安全対策についてでありますが、不審者対応マニュアルにより、各園において実践的な

防犯訓練を年数回実施しており、日常から危機管理に努めるとともに、児童に対しても集まり

のときにお話をしたりしております。 

 防犯設備については、全保育園で来園者の確認のためのインターホンやサスマタの設置、夜

間は警備委託による防犯体制がとられております。また火災報知機の設置もされており、避難

訓練は毎月行われ、緊急時通報の体制も整っております。園内の安全については、ボランティ

アによる見回り等、地域の危機管理意識の高揚を図るとともに、関係機関と連携し、安心して

保育ができる環境づくりに努めたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 細川生活環境部長。 

〇生活環境部長（細川清美君） 

 坂本議員の、北清クラブの代表質問にお答えします。 

 格差の是正につきまして、いくつかご質問をいただいております。 

 まず、下水道への加入推進と未整備地区への対応についてであります。 

 市の水洗化率は平成２０年３月末現在で、公共下水道は７１．０％、農業集落排水事業は７３．

５％となっております。下水道事業は、供用開始区域内の市民が下水道に接続することによっ
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て、はじめて公衆衛生の確保、公共水域の環境保全など、下水道の公共的機能が発揮されるも

のであります。したがいまして、供用開始区域内の市民が積極的に下水道へ接続できるような

環境を整えることが重要と考えております。 

 未接続世帯の状況は高齢者世帯、経済的状況などさまざまでありますが、速やかに接続して

もらうためには、市民一人ひとりに対し、下水道の必要性などの理解を得ることが必要と考え、

広報紙やＣＡＴＶ、回覧などで周知を図ってまいりました。今後も市民の理解を得るため、積

極的に周知活動を行ってまいりますが、市民の実情に応じて下水道課のみならず、まちづくり

や住宅、環境などの関係部局と連携した取り組みを検討することも必要であります。引き続き、

未接続世帯の実情を把握するための戸別訪問を実施するとともに、接続促進マニュアルの策定

など、接続促進のための方策を検討し、計画実行してまいりたいと考えております。 

 未整備地区への対応につきましては、地域の実情に即した処理方法の選択、さらには事業認

可計画の見直し、財政状況を考慮する中で、長期的視野に立った事業の実施などの下水道事業

見直し計画を平成２１年度に策定いたしますので、この見直し計画を基本に未整備地区への対

応に努めてまいりたいと考えております。 

 次にゴミ減量化に伴う分別収集等への住民への周知と、資源ゴミ等による収入の地域還元に

ついてであります。 

 現在、ゴミ処理量は減少傾向にあり、平成１９年度には前年対比９７．３％、１８３トンの

減量化が図られ、平成２０年度は本年１月までの実績から前年対比９５．５％、約２９６トン

の減量を見込んでおります。資源化率につきましても、本年度から新たな資源物としてミック

ス紙を導入し、また市内の資源物の分類を統一したことにより、前年対比、約１０６％、１４１ト

ンの増加を見込んでいるところであり、市民の皆さまの取り組みの成果が表れてきているとこ

ろであります。 

 ゴミ減量化に伴う分別収集等の住民への周知につきましては、年度当初に総合支所単位で各

行政区に対し、ゴミの分別についての説明会等を行っております。また、昨年８月から市内の

行政区や団体等を対象に、市の職員が直接出向いて説明を行うゴミ分別出前講座をスタートさ

せたところであり、今後も各行政区への説明と併せて実施してまいりますので、市民の皆さま

にこの制度を大いに活用していただけるよう、お願いしたいと思います。 

 次に、資源ゴミ等による収入の地域還元についてであります。 

 資源物につきましては、現在１４品目について、市民の皆さまに分別の協力をお願いし、年

間約２，２００トンの資源物を処理しているところであります。これらの資源物の中には有償

で売却できるものと、逆に処理費がかかるものがありますが、平成２０年度の資源物売り払い

収入予測として、約１，３００万円を見込んでおります。しかし、同時に資源物の収集、運搬、

処理経費として約７千万円が見込まれるところであり、差し引き約５，７００万円の経費がか

かる状況であります。 

 また、資源物売り払い収入の地域への還元につきましては、市内に点在する約４００カ所の

ステーション回収状況と品目ごとの排出量の把握が非常に困難なことから、回収実績に応じた

適切な地域配分方法が見当たらない状況であります。 

 昨年末から金融危機が本格化し、世界的な景気後退を迎える中、あらゆる資源の需要減によ

り、特に鉄スクラップ、プラスチック等の価格が急落し、北杜市の資源物の売り払い収入も来

年度以降、大幅に減収する見込みであります。このように資源物売り払い収入の地域への還元
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は、その配分方法や経費等の状況から困難であると考えますので、実情を考慮していただき、

ご理解をいただければと考えております。 

 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 

 浅川建設部長。 

〇建設部長（浅川和徳君） 

 坂本議員の、北清クラブの代表質問にお答えします。 

 県道および幹線道路等の改修整備について、いくつかご質問をいただいております。 

 最初に主要地方道、茅野北杜韮崎線の須玉町若神子新町から日野春駅までの歩道設置につい

てでありますが、本年１月に若神子新町区長より市に要望がありましたので、県に要望いたし

ました。この路線は、北杜市地域における主要な骨格道路として、昨年開通しました穴山バイ

パスや現在、通学路である日野春駅前や日野春小学校前の２カ所において、歩道設置の事業が

行われており、重点的に整備が進められています。市では、未歩道区間についても事業化され

るよう、引き続き県に要望してまいりたいと考えております。 

 次に市道湯沢東漸寺線の氏神橋架け替え工事についてでありますが、用地買収が完了しまし

たので、２月下旬に橋梁の下部工を発注したところであります。平成２２年５月までに完成さ

せ、諏訪神社御柱の祭典には供用開始する計画で進めております。 

 次に県の早急に改善する個所の要望の対応についてでありますが、地区から緊急性のある要

望を受ければ、市はその都度、管理者である県と現地確認する中で改修等の必要性を説明し、

地域住民の安全確保のため、早期対応をお願いしているところであります。 

 次に市の幹線道路等の改修個所の対応についてでありますが、市道の側溝、路側、舗装等の

維持・修繕は職員のパトロール、また地区からの連絡を受け、各総合支所と現地を確認する中

で緊急性・重要性などを考慮し、迅速な対応に努めているところであります。 

 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 

 当局の答弁が終わりました。 

 坂本君の再質問を許します。 
〇８番議員（坂本君） 

 はじめに下水道の関係ですけども、今、お答えはるる、いただきましたけれども、未整備地

区がいくつかあると思うんですけども、その未整備地区の場所について、お知らせをいただき

たいなと思います。 
 やはり、北杜市、昨年、３つの素晴らしい源流というようなことで、この釜無川、そして富

士川、それから駿河湾に注ぐ大変、重要な水の源であるというような観点からも、やはり北杜

市としては、一番最上流にある市として、こういうふうな環境面を整える意味で、大いにこう

いう点は推奨して、下流域にもそういうことを反映させるような形で進んでいただければと思

いますので、その未整備地域をお知らせいただきたいと思います。 
 それから道路関係でございますけれども、高根箕輪新町、それから長坂に抜けているふれあ

い支援道路について、これはいよいよ長い間、ブランクがあったんですけども、着工されたよ

うでございます。この未整備地区の完成予定、今の進捗状況と供用開始予定が分かりましたら、

お知らせをいただきたいと思います。 
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 それから小中学校の統廃合の件でございますけれども、先ほど大枠の説明をいただきました。

各学校の教室数、児童数ですね、そういうことは伺ったんですけども、私も質問で述べたよう

に、難しい問題ではございますけれども、わが須玉地内の増富小学校ですね、この学校は先ほ

ど述べたように、この春は動きがないと。そして７名の児童数になっていると。その中で教員

数が６名、それから職員数が８名ということで、これも１つの学校を維持していくためには、

児童数よりも教職員が多いという現象が出ているわけでありまして、これも本当にしっかりと

して、早急に対応しなければならない問題。父兄との、そして子どもたちとの、また地域との

いろいろな相談をする上で、そういうことになろうと思いますけども、これは本当に緊急を要

して、先ほど教育長が述べたように、小学生、非常に発達において重要な時期であるというこ

とを鑑みますと、やはり多くの仲間とまた、多くの地域の人と接触をしながら、子どもが健全

に育つということが大事ではないかなという観点を持ちまして、以上３点ほど再質問をさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 細川生活環境部長。 

〇生活環境部長（細川清美君） 
 下水道の未整備地区はと、具体的にというご質問でありました。 
 整備計画に含まれておりまして、まだ未整備となっている地域の主なところでありますが、

大泉町の石堂地内、それから小淵沢町の篠原の森等が主な未整備地域でございます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 浅川建設部長。 
〇建設部長（浅川和徳君） 

 ふれあい支援農道の進捗状況と完成予定ということでございますけど、平成１９年度までに

国道１４１号主要地方道、北杜長坂八ヶ岳公園線および太陽光発電研究所施設、市道長坂駅渋

沢線付近まで、完成しております。平成２０年度には甲川付近、中央自動車道西側、主要地方

道 茅野北杜韮崎線の接続部分を施行しております。今後、中央自動車道アンダーパス付近の

工事が主体であり、平成２３年度に完成の予定でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 

 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 

 お答えします。 
 増富小学校の件についてでございますけども、議員お尋ねのとおり、現状で申し上げますと

１年生が１人、２年生が１人、３年生２人、４年生２人、５年生１人、全校児童計７人でござ

います。１年生につきましては複式の学級が形成できませんので、１年生が１クラス、２・３年

生３人で複式学級。４年・５年３人で複式学級。全校７人、３クラスという規模でございます。 
 学校長を中心に、熱心に教育活動を行っているわけでございますけども、今後につきまして

は、先ほどの小中学校適正規模等審議会でも議論をしていただいているところでございますけ

ども、その中でも特に小規模校でございます保護者の皆さんのご意見を聞くという意味で、２月

２６日夜、学校関係者、それからご父兄の方も集まりいただきまして、ご意見を伺ったところ
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でございます。その中身および、そのときに出た内容ですね、それにつきましては、次長のほ

うから答えさせていただきます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林教育次長。 
〇教育次長（小林喜文君） 

 今、教育長のほうでご説明したとおり、２月２６日に増富小学校のほうへおうかがいして、

ご家族中、４家族、７人の児童の家族ですが、４家族が集まりまして、今後の状況について、

お話し合いをいたしました。 
 その結果、平成２１年度の子どもの児童の数は７名、平成２２年度８名。ただし、平成２２年

度の１年生に入学する２名のうち１名は、現在、お兄さんが須玉小学校のほうへ通っていると

いうことで、その子どもも須玉小学校のほうへいくというような状況でございます。そんな中

で、平成２３年になりますと、この中の１家族が２名の児童を、この学校に通わせておるわけ

ですが、実は２３年には韮崎のほうに引っ越したいというようなことを、その場で申されまし

た。ついては２３年度になると小学校、６年生が２名のみというような状況も考えられる状況

だということでございます。その中で、審議会の中でもお話したとおり、そういった部分で答

申が出されるのであれば、保護者としても、今後、考えていかなければいけないというような

状況でありました。そのような状況でございます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 坂本君の質問が終わりましたので、これから関連質問を許します。 
 坂本治年君。 

〇１７番議員（坂本治年君） 
 関連質問としまして、臨時財政対策債の件につきまして、お伺いいたします。 
 市長は実質的な交付税と位置づけとする臨時財政対策債は、交付税の足りない部分を自治体

に起債として借金をさせ、将来的にはこの返済時に交付税として全額を国が負担するというこ

とを説明されました。私は、この臨時財政対策債を駄目とか、いいとかということではないん

ですが、この今、１００年に一度の不況というときに、今後２年、３年、４年と、税収が入ら

なければ、もともと交付税というものが地方には配布されないわけなので、そのときに、今ま

でのように交付税の先食いとして、これをどんどんやっていって、これは国のやることなんで、

地方がどうのこうのではないんですが、例えば、これが、交付税全体が増えていかなければ、

地方に、市債として借金したのを、国に返さなければならないというときになって、これが果

たして続くかどうかということを私は懸念して、ある新聞とか、いろいろの国の方たちも、こ

のような先食いのことをやっていていいかというようなことが問題になっておるわけで、北杜

市でも今度、臨時対策債で、１３億円組みましたよね。基金取り崩しも、たしか１２億円、取

り崩したと思います。これをこのままやっていったときに、元利償還金までを返すときの時代

になって、国が、なおかつ景気が回復されないときには、国の借金ではなくて、地方の借金で

すよね、市債は。そのようなときに、予算編成をどういうようにやっていくかと。そのときに、

市税もなおかつ景気が悪いときには、市にも借金がどんどん増えていくわけであります。その

ときには、なおかつ景気が悪ければ、業者、企業には還付金などに対して、それも返さなけれ

ばならないと。なおかつ、市の財政は厳しくなると。そのような点で、どのように今後、予算
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編成をしていくかということをお聞きしたいと思います。 
 それと地域活性化・生活対策臨時交付金の件なんですが、私はこれは地方を活性化するため

の資金でありまして、これを全部、市の業者に早く言えば、指名入札でないんですが、そのよ

うな格好で、市の業者に対策金を使えるようなことの方策を考えたらどうかということを考え

ておりますが、例えば医療機器の３億５千万円というような金になりますと、市にはそのよう

な業者はおりません。そういうときに、その３億５千万円をどういうようにやるかといったと

きに、やはりＪＶを組んで、市の業者も参加をさせて、病院へ納入機器の参加をさせたらどう

かと。そのようなことを私は考えていると思いますが、そのへんもお伺いしたいと思います。 
 次に扶助費の増加の件なんですが、北杜市は７．３％の増ということを今、市長も答えまし

た。なるほど、これは増加するということは、少子化対策に医療の無料化とか、児童手当の増

加とか、国の制度による制度で、なかなかそれを減額するということは難しいわけなんですが、

そのへんのところはしょうがないということなんですが、一方では、病院の医療抑制策の１つ

であります療養病床の削減というものが、今回、出てきました。なるほど、それは医療費を削

減することは、私も認めておるんですが、例えば塩川病院、甲陽病院の療養病床を減らしていっ

たときに、その人たちをどこへ、早く言えば介護施設とか、そういうところへ在宅医療にも入

れなければならないと思います。しかしながら核家族化、老老介護、共働きでそのようなこと

が非常に難しい。現状では、療養介護の難民が出てくるではないかというようなことが考えら

れます。そのへんのところも増加、なおかつ医療費を減らさなければならないではないかとい

う、相反する問題が出てくるわけなんですが、このへんのところも、行政ではどのように考え

ていくか、ご質問いたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小松企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 それでは、坂本議員の関連質問にお答えさせていただきます。 
 まず、臨時財政対策債の関係でございますけども、先ほど市長が答弁したとおり、交付税の

振り替え措置がございます。簡単に言いますと、当然、国のほうで面倒をみてくれるというこ

とで、有利な起債であることは間違いございません。一般の家庭の財布で考えますと、国のほ

うから給料を支払うんだけども、その給料が支払われないということで、とりあえず、自分で

借金してくださいよというふうな考えでございます。その中で、いわゆる、その借金の返済分

については、翌月から支払いますよということで、これは制度でございまして、ほとんどの地

交体で、この臨時対策債を活用しているということでございますので、いずれ有利な起債でご

ざいますので、よろしくご理解いただきたいと思います。 
 それから、次に地域活性化・生活対策臨時交付金の関係でございますけども、これにつきま

しては、国の第２次補正予算で、いわゆる地域の活性化のために使用するということで、いた

だきました。これにつきましては、当然、事業でございますので、指名競争入札で行うわけで

ございますけども、それにつきましては、市の方針とすれば、当然、地産地消の考えでござい

ますので、地域の業者の皆さんに、この事業をしていただきたいと。しかしながら、大きな事

業につきましては、高額な事業でございますね、これにつきましては、市の業者ができない部

分がございますが、ＪＶを組んでまでする事業かどうか検討させていただいて、今後、地域の

業者の皆さんに仕事ができるように検討してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願
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いいたします。 
 すみません。答弁漏れがございました。 
 扶助費につきましては、当然、生活保護や高齢者、障害者等の社会保障の経費でございます

ので、年々増加する傾向でございますが、これを極力、法令関係で定めておりますので、抑え

るわけにもまいりません。しかし、これにつきましては他の、いわゆる経常経費を削減する中

で、シーリングをかける中で、その中で経費を捻出いたしまして、扶助費のほうに、できる限

り、このお金をまわしていきたいというふうな予算編成をしておりますので、よろしくお願い

いたします。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 

 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 扶助費の関連でしょうか、療養病床の削減の、その受け皿はというふうなご質問をいただき

ました。 
 これにつきましては、平成１８年に介護保険法が改正になりました。この介護保険法の改正

の大きなものの中には包括支援センターの設置、あるいは地域密着型施設の建設等が入ってい

ました。これはこういった療養型の病床から地域へ、今、施設利用者が帰ってくる、そういっ

たための受け皿として、そういった方の相談に乗って、そして家庭でということで、住み慣れ

た地域で生活ができ得るようなことで、国のほうでも、１つの方向転換がされたように思って

います。そういった意味で、これからは地域包括センターの職員と一緒に相談をしながら、家

庭の中で、地域の中で生活ができ得るということで、家庭あるいは地域密着型の施設が、その

受け皿になっていくものと考えています。よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 風間利子君。 

〇７番議員（風間利子君） 
 ３つほど、質問させていただきます。 
 まず最初に保育園の管理と安全対策なんですけど、先ほど見回りをボランティアでしている

ということだったんですけど、１５カ所の保育園のうち、何カ所ぐらいがボランティアの方た

ちが見回りしているか、ちょっと参考のために教えていただきたいと思います。 
 それから２つ目に、下水道の接続なんですけど、実はこれ、私も接続を開始と同時にさせて

いただいたんですけど、今、先ほど説明がありましたように、高齢者の方とか、生活保護を受

けている方、それはもちろん理由は分かるんですけど、私が接続したときには、衛生委員さん

が来まして、どうしてこんなに早く接続するんだ、大変お金がかかるんだよという話を聞きま

して、私もたぶんお金が３倍、４倍くらいはかかるんですけど、私が見ている範囲では接続で

きるのにしない方が結構多くいるんですよ。聞きましたら、そんなに慌てることはないという

ようなことを申しますので、先ほど２１年度から、また計画を見直してということもありまし

たが、そういう方たちについては、広報とか回覧でいくら言っても、接続する家庭にはならな

いと思いますので、その件についても質問させていただきます。 
 最後にですけど、ゴミ減量化に伴うことです。 
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 年度当初に役員さんには説明しているようですが、私たちの地域の場合は第３日曜日に毎週、

資源ゴミを出している日なんですけど、私も毎週は行っているんですけど、役員さんがほとん

ど分からなくて迷っている状況なんです。一度、市の職員に来ていただいて、お話をいただい

たんですけど、なかなかゴミ収集は難しくて、日曜日にするたびに、職員に常に来てもらうわ

けにもいきませんので、この出前講座をしているところがあるということなんですけど、それ

は大体、去年の状況で何カ所ぐらいが、その出前講座をしているか。それから各地域に役員さ

んがいると思いますけど、その人たちに徹底した指導をしていただきたいと思うんですが、そ

の件について、答弁をお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 答弁の中で、ボランティアによる見守り等ということを申し上げたんですが、これにつきま

しては、保育所におきましては、小中学校のようなスクールガードというふうな制度はござい

ません。そんなことで、現在、ボランティアをお願いしているというところはございません。

そういう中でお答えしたのは、地域の人たちの連携を図りながら、そういうことをしていきた

いと、こういうふうなことでございます。 
 保育園の場合は、保護者の方が園まで送ってこられるということが基本でございます。そん

なことですから、園の周辺につきましては地域の方々の目配りであるとか、気配りをお願いす

るということを基本にしておりまして、運動会などには保護者の方以外にも、地域の方もお招

きをしながら、保育園のご理解をいただきながら、気配りをしていただいているというのが現

状でございます。そんなふうな対応ですが、ひとつよろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 細川生活環境部長。 
〇生活環境部長（細川清美君） 

 ３点ほど、ご質問をいただきましたが、まず下水道への接続促進についてでありますけども、

先ほどの答弁でもさせていただきましたが、広報紙やＣＡＴＶ、回覧等で周知をしているとこ

ろですが、これと合わせて、今後、未接続世帯への実情把握のための戸別訪問等も進めながら

接続促進を図っていきたいと思います。 
 それから資源ゴミの出し方の中で、出前講座を開催したようだがというご質問でありました。

これまで５回ほど出前講座を実施いたしまして、１３８名の方々が、これに参加をしていただ

きました。地域で、なかなか資源ゴミの分別等がうまくいかないということでありますけども、

今後もそれぞれの地域に環境委員さんがおられますので、環境委員さん方にもそういった周知

をしながら、スムーズな資源ゴミ、あるいは一般廃棄物等の収集運搬ができるよう、していき

たいというふうに考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 坂本治年君。 

〇１７番議員（坂本治年君） 
 先ほど抜けてしまったんですが、地方交付税が１０６億円、臨時対策を１３億円、１１９億
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５千万円で、市の財政２７６億７，５００万円のうちの１１９億５千万円が地方交付税という

ことでありますが、本年度、景気対策で、景気が悪くなった時点で、企業には急激な悪化の関

係で、どのくらい還付金を企業等に返すか。そのへんがどのくらいかお聞きして、なおかつ還

付金にはどのくらいの利息を付けて返すか。そのへんをちょっと、お聞きしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小松企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 坂本議員の質問でございますが、法人税の還付のことだと思います。平成２０年度におきま

しては、いわゆる予定納付で中間申告されますと、決算で、いわゆる業績が悪ければ、法人税

がなくなるということでございますので、その分を還付するということで、１億７千万円余の

金を還付いたしました。その中で、２１年度につきましては、どうかというご質問でございま

すが、まだ未確定の要素がございますので、ここでお答えするわけにもいきませんが、当然、

減ってくることは間違いございませんので、おそらく補正予算の中で還付の対応をしたいとい

うふうな考えでございますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 坂本治年君。 

〇１７番議員（坂本治年君） 
 市では、還付金に付ける利息はどのくらいの金額を、何．何％かは決まっているんですか。

そのへんのところを。 
〇議長（秋山俊和君） 

 柴井総務部長。 
〇総務部長（柴井英記君） 

 還付金の率でございますが、今、手元に数字を持っておりませんので、あとでお答えをさせ

ていただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 ほかにございませんか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで、北清クラブの会派代表質問を終結いたします。 
 ここで、暫時休憩をいたします。 
 再開は１１時２５分。 

休憩 午前１１時１２分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時２５分 
〇議長（秋山俊和君） 

 再開いたします。 
 柴井総務部長から、説明がございます。 
 柴井総務部長。 
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〇総務部長（柴井英記君） 
 先ほど北清クラブ、坂本治年議員の関連質問の中で、還付金の率ということでございます。

還付加算金の率につきましては平成２０年１月１日から、４．７％であります。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 次に、市民フォーラムの会派代表質問を許します。 
 市民フォーラム、９番議員、小林忠雄君。 
 小林忠雄君。 

〇９番議員（小林忠雄君） 
 リーマンショックに端を発した金融恐慌により世界中が不況の波に飲み込まれ、わが国の基

幹産業である自動車や電気など、大企業でとってさえ、その想像をはるかに超えた、過去に例

を見ないほど厳しい時代に突入しています。この影響を受けて、国・県・地方公共団体の歳入

は激減し、財政運営はますます厳しくなっております。 
 多くの人が不安を抱えている先の見えない、この経済情勢の中、平成２１年第１回北杜市議

会定例会の冒頭において、市長より市政全般にわたる所信表明がなされました。極めて厳しい

運営を迫られる中で、締めくくりの部分、黙っていても国、県はなんとかしてくれるだろうと

いう時代は終わったと。前例がなくてもやる、大胆な提案が求められる、まさにベンチャー自

治体として、北杜市の特徴を全面に出し、失敗を恐れず、果敢に挑戦し、全力で市政運営にあ

たると強い表明がなされ、その決意のほどに敬意を表するものであります。 
 本市には、優れた手腕を持つ行政職員がおおぜいおります。知恵と勇気を出して、この難局

に立ち向かうことを願うとともに、将来に希望ある北杜市となるよう、議会もその責務を果た

すべく、また市民フォーラムも決意を新たにしたところであります。 
 私は市民フォーラムを代表して、次の３項目について質問いたします。 
 まずはじめに、財政運営についてであります。 
 本市の財政は冒頭述べましたように、日本経済の急激な悪化の影響を受け、厳しさが増すば

かりであります。本年度の当初予算を見ると、総額２７６億７，５００万円余りと、前年度と

ほとんど同規模となっておりますが、歳入において税収を中心とする自主財源が前年の

１００億円から８９億円と、約１０億円以上の大幅な落ち込みになっております。また歳出に

おいては、公債費が地方債返還のピークを迎えるため大幅に増加し、歳出構成比の２１％を占

めるとともに、扶助費の伸び率が高く、トータルで義務的経費を押し上げるとともに、本市の

財政の硬直化がさらに進む結果となっております。これらを受け、本年度の当初予算も前年同

様、基金の取り崩しによって編成せざるを得ない状況となっております。したがって、財政健

全化に向けては、より一層の財源確保となる歳出削減が求められます。また、これらを実行す

るためには、さらなる市民の理解と協力を仰がなければなりません。この観点で、以下、伺い

ます。 
 １つとして、将来の北杜市にとって重要な事業の財源として、市が発行する公募債、いわゆ

る市民債による資金調達を行う考えはありませんか。このことは財源確保と併せ、市の事業へ

の市民参加につながり、市と市民の協働の実践と考えますが、いかがでしょうか。 
 ２つ目として、北杜市の未来を切り開くため、限られた財源を有効活用することが大事であ

ります。平成２１年度の事業で、少子化対策として導入される第２子以降の保育料無料化は保
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育料の前年度当初予算の比較において、約１億円もの保護者負担減となり、子育て支援として

は対象者にとって、大変魅力ある政策です。この必要性を否定するものではありませんが、子

育て支援は、本来、子どもの成長のさまざまな過程で、公平が確保される中で実施し、トータ

ルとして支援効果が得られ、また市民の理解も得られるものとすべきと考えますが、市長の考

えを伺います。 
 次に教育問題であります。 
 学習指導要領が改定され、小学校は平成２３年度から、中学校は２４年度から全面実施にな

ると聞いております。平成２１年度は移行期間として、実質的には新指導要領に基づく教育が

ほとんど実施されるといわれております。このことに関して、学校や先生方への周知、指導は

どのようになされているのでしょうか。 
 また、新指導要領を実施するにあたって、施設などに問題はないでしょうか。具体例を挙げ

れば、中学校の保健体育で必須化される武道などの施設のことであります。 
 ２つ目、以前から要望が出ている小学校のスクールカウンセラーについては、新年度の県の

事業で特定地域へ配置されると聞いておりますが、本市への配置は予定されているでしょうか。

また市単独の事業として、小学校へのスクールカウンセラーの配置の考えがあるかどうか伺い

ます。 
 ３つ目として、北杜市教育研究会が２０年度に立ち上げられましたが、運用はどのようになっ

ているのでしょうか。また、今後の課題について伺います。 
 ４つ目、放課後の子どもの居場所として学童保育、あるいは放課後児童クラブ、児童館、放

課後子ども教室などがありますが、未設置の地域や庭がない、安全性にかけるなど、施設が十

分でないところへの今後の対応策について、伺います。 
 ４月より、新給食センターでの給食が始まります。地産地消は米、味噌なども含めた重量ベー

スで４０％を目指すとのことですが、野菜など種類別の地産地消の割合について、伺います。 
 新給食センターは須玉保育園に隣接しており、道幅も十分とは言えません。また配送車も出

入りがしにくく、危険でもあります。県道入り口には信号機の設置が必要と考えますが、安全

対策について伺います。 
 ６つ目、学校給食用の食材などの物資に関し、市内納入業者に対する商工業育成のための話

し合いが持たれたと聞いております。その結果について、伺います。商工会を通じて調整を図っ

たと聞いておりますが、問題なく行われたのでしょうか。商工会の連携は図られたのか、伺い

ます。 
 大項目としての３つ目でございます。 
 最後の質問は、地域の弱者の命を守る仕組みづくりについてというタイトルで伺います。 
 福祉や助け合いは、どこで誰が何を必要としているかを把握することから始まります。行政

も、民生委員など公的な役職にある方々も、ボランティアも、それを知ることなしには活動が

できません。限界集落を含めた広い地域を抱え、高齢化が急速に進む北杜市にあっては、これ

らの情報を把握し、行政として必要なサービスを提供していくことは特に必要なことで、差し

迫った課題ではないでしょうか。北杜市の実情に合った、地域の弱者の命を守る仕組みづくり

が必要と考えますが、個人情報保護法によって、今は必要な情報も大変把握しにくい状況となっ

ております。 
 以上のことをふまえて、以下５点、伺います。 
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 １つとして、本年４月以降に北杜市災害要支援者支援制度要綱を制定するとのことですが、

どこに誰が、どのような状態でいるのかを誰がどのように把握するのでしょうか。具体的にお

知らせください。 
 民生委員など地域の福祉を担う役職者の方々は、守秘義務と個人情報保護法によって、１人

で抱えるには重過ぎることも、また相談をしたり、情報を引き継いだりすることが大変難しい

現状になっております。情報を共有する中から解決策が見い出せたり、精神的負担が軽減され

たりすると思いますが、行政として支援はどのように考えられ、行われたのでしょうか。 
 ３点目は事業開始後、２年が経過しようとしている包括支援センターについてであります。 
 高齢者が住み慣れた地域で、安心して生活を送れる環境をつくるためには、高齢者の状況や

変化に応じて、さまざまな支援を継続的に、また包括的に提供する仕組みが必要であります。

また地域で高齢者の生活を守るには、家族はもとより近隣住民や各種専門機関、住民諸氏が連

携し、協力し合うとともに、住宅サービスのみならず、施設サービスとの組み合わせを考慮し

た、さまざまな提供が不可決であります。このような中、大きな役割を担っているのが地域包

括センターであります。 
 地域包括センターは、地域住民の心身の健康保持および生活安定のために、必要な援助を行

うことにより、その保健医療の向上および福祉の増進を包括的に支援することを目的として設

置されております。その運営においては保健師、主任、ケアマネージャー、社会福祉士の３者

がそれぞれの専門知識や技能を生かしながら、高齢者の自立した在宅での生活を支援するため、

各種サービスと住民活動を結びつけるなど、地域でのネットワークを築いたり、個別のサービ

スをコーディネートする役割を果たしております。また、どのようなサービスを利用してよい

か分からない住民に対し、１カ所で、相談から具体的サービスの調整に至るまで、ワンストッ

プサービスが期待されております。言うなれば、高齢者にとっては日々の生活に欠くことので

きない、安心のよりどころでもあります。したがって、急激に高齢化が進む本市にあって、包

括支援センターの役割は、ますます増大しています。 
 このような中、専門職員は連携を含め、一般市民の目に触れない部分を含めて、２４時間、

３６５日、日夜努力されていると承知しております。その活動の重要性に鑑み、業務の実態に

ついて、伺いたいと思います。 
 まず第１として、介護予防マネージメントの中で、要支援１、２の方々に対するケアプラン

は、対象者のニーズに十分応えられているのでしょうか。 
 ２つ目、地域支援事業の中で、要支援、要介護状態の予防、軽減、悪化防止のためのサービ

スを提供する介護予防事業は、計画どおりの成果を挙げているのでしょうか。また、これに対

する課題はなんでしょうか。対象者である特定高齢者や一般高齢者の、この事業に対する理解

は進んでいるのでしょうか。 
 ３つ目として、介護している家族に対する精神的・物理的な支援が必要と思いますが、これ

らの方々へのサービスとして取り組まれている、家族介護支援事業の現状と課題はどのような

ものでしょうか。 
 ４点目は、２１年度の新規事業である助産師雇用による妊婦ケアサービス事業についてであ

ります。 
 市内に住む妊婦が、安心して出産できる環境整備をすることが求められております。市立病

院参加を望む声がさまざまな方面から寄せられておりますが、財政的にもまた、医師の確保に

 ７５



おいても課題が大きく、具体化の道筋は開かれてきませんでした。 
 この間、市では保健師による妊婦指導や妊婦健診無料券などの配布によって、さまざまな支

援を行ってきましたが、来年度からは国の新たな助成制度を活用し、新規事業として助産師を

雇用し、妊婦をサポートする専門窓口を開設する妊婦ケアサービス事業を実施することとして

います。市内の妊婦にとって朗報であるとともに、市内に出産施設ができる道筋等を期待する

向きもありますので、この以下の事業について伺います。 
 まず第１として、北杜市の現状把握のために、出生児数、出生場所等の実績、母子保健事業

の実績を県内市町村平均との比較と合わせて教えてください。 
 ２つ目は、新事業は国が地方の雇用を生み出すために設けた、ふるさと雇用創生再生特別交

付金を活用し、助産師を３年間雇用するものと聞いておりますが、この事業が目指す最終の目

標はなんでしょうか。 
 最後に個人情報保護法下での地域づくりについて、質問いたします。 
 個人情報保護法によって、情報収集ができない、情報の共有ができないなど、基本的な部分

で、さまざまな問題が起きております。一定の方向性を持った解決策が提示されなければ、こ

れらの地域づくりがますます難しくなると思いますが、この問題に対し、行政はどのように取

り組まれているのか、伺います。 
 以上で、市民フォーラムの会派代表質問を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小林忠雄議員の、市民フォーラムの代表質問にお答えいたします。 
 ベンチャー自治体北杜市への思いに激励をいただき、ありがたく思います。職員と一丸となっ

て、積極果敢に意欲を持って仕事をして、北杜市の特色を表へ出す。また、それをつくる、北

杜市の存在を日本中、世界中へと発信してまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜りた

いと思います。 
 まず財政運営のあり方について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、市が発行する公募債についてであります。 
 市民参加につながる公募債は、住民参加型ミニ市場公募地方債、いわゆるミニ公募債といわ

れ、地方分権や財政投融資改革の流れの中で、住民自治推進の観点と資金調達手法の多様化を

図るため導入されたもので、公募にあたって資金の使い方を明らかにし、具体的には住民の生

活に密接に関係する公共施設の整備や、公共サービス提供のための備品購入などに充てられて

います。 
 一方、本市は合併後１０年間、平成２６年度まで、元利金の７０％が交付税に算入される他

の地方債に比べ、極めて有利な合併特例債の発行を認められているとともに、同様な条件の過

疎対策事業債も発行できますので、今のところ、これら有利な起債を他の地方債に優先して活

用しているところであります。また、ミニ公募債の発行状況を見ますと、全国では平成２１年

２月までに１５１の市区町村が発行しているものの、山梨県では都留市が平成１７年度に発行

しただけに留まっております。ミニ公募債は、市の行う事業に市民が積極出資することによっ

て、市の事業や財政状況に対する市民の関心が高まることなどの効果も期待されることから、
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他市等の状況や社会経済情勢、ならびに本市の財政状況などを勘案しながら、その導入につい

て研究したいと考えています。 
 次に、子育て支援についてであります。 
 少子化対策として、子育て家庭への経済的負担の軽減を図り、子どもを安心して産み育てや

すい環境を整備するため、従来の保育料特別軽減措置をより拡大し、本年４月から第２子以降

の保育料無料化を実施いたします。また子育て支援の充実を図るため、医療費助成対象を小学

校３年生まで拡大いたします。現在、北杜市では次世代育成支援行動計画にあります子どもの

声が響くまち北杜の基本理念のもとに、コウノトリ支援事業、妊婦健診の充実、乳幼児医療費

の窓口無料化などの各種事業に取り組んでまいりました。この構造計画も平成２１年度で、前

期５年間が終了し、平成２２年度からの後期５年間の行動計画を、２１年度に見直すことになっ

ております。見直しにあたりましては、本年１月に未満児１３３人、保育園児６２０人、小学

生７００人の保護者にニーズ調査を実施したところです。この調査結果等をもとに、次世代育

成支援構造計画策定協議会において、後期５年間の行動計画を策定いたしますが、第１次北杜

市総合計画にも沿って、前期の行動計画や少子化対策等も含め、保育や医療、福祉、食育など

ニーズに合った総合的な支援策を今後、検討してまいりたいと考えております。 
 次に、放課後児童クラブ等が未設置の地域や施設が十分でないところへの今後の対応につい

てであります。 
 市内には放課後児童クラブが１３カ所、児童館が５カ所、放課後子ども教室が６カ所設置さ

れております。放課後児童クラブについては、現在、高根北小学区内１カ所が未設置でありま

すが、小中学校適正規模等審議会の答申を待って、今後の対応を検討してまいりたいと思いま

すので、現段階では設置する予定はありません。 
 また、５カ所の児童館に関しては他施設との併用で開設しており、現施設以外には児童館と

して利用できる施設もなく、設置する予定はありません。 
 次に施設整備等への対応でありますが、放課後児童クラブに関しては、現在、広さ、内容等

は違いますが、庭のある明野、高根東、白州、武川の４カ所以外は庭の確保ができるような場

所もなく、先ほど申し上げた審議会の答申を待って、今後の対応を検討していきたいと考えて

おりますので、ご理解をお願いいたします。 
 また、安全性については施設内の修繕等を行い、施設周辺の状況を把握しながら、安全の確

保に努めてまいります。 
 次に放課後子どもの教室の未設置地域への対応でありますが、本市では現在、須玉、高根、

小淵沢、武川に各１教室、長坂に２教室の合計６教室を設置しております。未設置地域への対

応につきましては、教室を推進し、定着させるには地域の多くの方々の参加が必要となり、指

導者やボランティアスタッフなど、教育運営に欠かせない人材の確保に努めているところであ

ります。また実施場所につきましても、学校、図書館、公民館等の公共施設を中心に検討して

いるところであります。 
 今後、子どもたちの安全で安心な居場所づくりを目指し、教育関係者、福祉関係者等で構成

する北杜市放課後子どもプラン運営委員会において、さらに協議・検討を進め、未設置地域の

解消に努めてまいりたいと考えております。 
 次に北杜市災害時要援護者支援制度要綱制定にあたり、災害弱者がどこにいるのか、誰が把

握するのかについてであります。 
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 災害発生時に備えて、要援護者台帳を整備し、要援護者への避難情報の伝達や避難誘導およ

び安否確認などを迅速かつ的確に行うために、北杜市災害時要援護者支援制度を制定するもの

であります。 
 災害時要援護者とは高齢者、障害者、難病患者など、災害時等に避難勧告などの災害情報の

入手が困難な人、自力で避難できない人および避難に時間を要する人を言います。要援護者台

帳への登録は、要援護者と地域支援者に対して、その利用目的を明示し、同意を得て申請して

いただくことになります。申請された登録者について、市では要援護者台帳として整備し、行

政区、自主防災組織、消防団、民生委員、児童委員に情報提供を行ってまいりたいと考えてお

ります。 
 災害時の支援は平常時から地域の方々と顔なじみになり、自分の障害を理解してもらうなど、

日ごろからお互いに交流を深め、緊急時に必要な支援をしてもらえるような関係づくりを近所

でつくっておくことが大切であります。 
 次に、地域の役職員の情報把握と個人情報保護法についてであります。 
 平成１５年に施行された個人情報の保護に関する法律により、個人情報を保有するものは、

本人の同意なしに、その情報を利用することに制限が設けられました。これは福祉活動に従事

する場合であっても、例外ではありません。また本市においても、市の保有する個人情報を本

人の同意なしに、その本来の目的以外に利用することは、個人情報保護条例によって制限され

ています。たしかに、市の保有する個人情報を福祉活動等に従事する方々に提供することがで

きれば、非常に効率的であると思います。しかし、個人情報保護法が施行された背景には、個

人情報の共有による、さまざまな弊害があったことも忘れてはなりません。したがいまして、

市といたしましては、個人情報の提供はできませんので、ご理解をいただきたいと思います。 
 次に、個人情報保護と地域づくりにおける情報収集についてであります。 
 市で保有する個人情報の取り扱いにつきましては、北杜市個人情報保護条例に基づき、個人

の権利、利益を保護しておりますが、個人情報を保有するにあたっては、法令、または条例等

の定める所掌事務を遂行するために必要な場合に限り、かつ、その利用の目的をできるだけ特

定しなければならないこととされており、個人情報を取得するときは、あらかじめ、本人に対

して、その利用目的を明示することとされています。 
 このため、市では保有する情報の利用および提供については、法令等に基づく場合に限られ、

利用目的以外のために、みずから利用し、または提供してはならないこととされております。

災害時の高齢者や要援護者等の情報につきましても、個人情報であるため、市で保有する個人

情報については、そのような取り扱いとなりますので、ご理解をいただきたいと思います。 
 なお、市で保有する個人情報につきましても、本人の同意があるときは、利用目的以外のた

めに利用や提供ができるため、本人の同意を得る方法等を検討し、同意を得られた方について

は、地域づくりなどへの情報提供等を行ってまいりたいと考えております。 
 その他につきましては、教育長および担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 

 小林忠雄議員の、市民フォーラムの代表質問にお答えいたします。 
 教育問題について、いくつかご質問をいただいております。 
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 最初に学習指導要領の改定について、学校や先生への周知指導についてでありますが、山梨

県教育委員会、義務教育課指導主事が昨年、６月から１１月までの間、市内全小中学校へ出向

いて、先行実施も含めて、学習指導要領改定内容の説明がされました。改定の内容が分かりや

すくまとめられたＤＶＤも各学校に配布されております。また８月の夏休み中、３日間にわた

り、県内４カ所の教育施設において、山梨県下全小中学校の教科担当教員を集め、教科ごとに

それぞれ説明会を開き、周知徹底を行いました。さらに各学校の校内研究等で、学習会が計画

された場合、要請があれば出向き、説明を行っております。 
 中学校の武道の施設等についてでありますが、選択であった武道、ダンスの運動領域が必須

化され、北杜市の中学校では全校において柔道を選択しております。各学校に必要な柔道畳や

柔道着の購入など、事業に支障のないよう、所要経費を当初予算に計上しております。 
 次に、市内の小学校へのスクールカウンセラーの配置についてであります。 
 悩みを抱えた児童生徒が急増する中で、市内中学校を担当するスクールカウンセラーが配置

されています。しかし、小学校でも当然、必要性がありますので、現在いくつかの事業が活用

されております。 
 １つ目は、要請訪問スクールカウンセラー事業です。学校からの要請に応じ、スクールカウ

ンセラーが派遣されています。 
 ２つ目は、スクールソーシャルワーカー活用事業です。中北教育事務所に３名配置され、学

校からの要請により、ケース会議の開催、関係機関との連携等を行いながら、問題の解決にあ

たっております。 
 ３つ目が、心の相談員派遣事業です。学校からの派遣申請のもとに派遣されています。さら

に北杜市では、各教育センターに配置されている青少年育成カウンセラーとも連携し、子ども

たちの心のケアに努めておるところでございます。 
 次に、北杜市教育研究会の運用と今後の課題についてであります。 
 この研究会は、小中学校教職員の研修や情報交換の機会を確保するとともに、今、行われて

いる事業や新たな事業に組織的・計画的に取り組み、北杜市学校教育の充実、向上に生かすこ

とを目的としております。 
 運用につきましては、定期として年３回の全体会を実施し、ほかに必要があれば、その都度、

部会ごとに開催しております。組織として、事務局のもとに管理職部会、各学年部会のほかに

機能別部会としまして、教務主任部会、養護教員部会、事務職員部会、栄養職員部会、生徒指

導部会、司書部会、特別支援教育部会、ＡＬＴ部会を設置し、情報交換や研修の場として有意

義なものになっております。 
 今後の課題ですが、学校数が多く、教職員も多忙を極めていることもあり、会議日程の調整

が難しく、部会員全員参加がかなわないということが挙げられると思います。 
 次に、野菜など種類別の地産地消の割合についてであります。 
 地産地消は北杜市で、平成２２年度までに重量ベースで４０％を目指しております。野菜の

主要割合についてですが、現在、平成２０年度から月ごとの発注量を各調理施設で集計を出す

ように取り組んでおり、これらをもとに平成２１年度中に野菜における地産地消の主要割合目

標を設定してまいりたいと考えております。 
 また、北杜南学校給食センターの稼働に伴う保育園との隣接、道路幅の広さ等、安全対策で

ありますが、地域住民の皆さんと施設の操業について話し合いを行っており、交通につきまし
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ては、一方向での通行を検討することで、ご了承をいただいております。 
 保育園の送迎につきましては、東側に駐車場がございます。この東側駐車場を利用するよう、

園長にお願いをしております。また、配食車や納入業者の運転手には、一方向での交通を指導

してまいります。地域の皆さんにご迷惑がかからないよう、また交通安全が確保できるように

してまいりたいと思います。 
 なお、県道との交差点でありますが、信号機の移設について、関係機関と協議してまいりた

いと考えております。 
 次に学校給食用物資の市内納入業者との話し合いの結果等、商工会との連携についてであり

ます。 
 新たに北杜南学校給食センターが４月から稼働することに伴い、昨年１０月に市内学校給食

用物資を納入している業者および新規納入希望者に集まっていただき、商工会と合同で全体説

明会を開催いたしました。その後、平成２１年度の、各施設に納入を希望する業者から、食材

納入申し込み書を提出していただいております。また、北杜南学校給食センターについては、

本年１月に納入を希望する業者に集まっていただき、食材納入種類ごとに説明会を開催し、４月

からの発注準備を行っております。この間、常に商工会と連携を取りながら、商工会を通じて

調整を行っているところでございます。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 小林忠雄議員の、市民フォーラムの代表質問にお答えいたします。 
 最初に要支援１、２の方のケアプランについてであります。 
 介護予防ケアマネージメントは、対象の心身の状況のアセスメントを行い、ケアプランを作

成します。その後、利用者家族を含めたサービス担当者会議において検討し、同意を得て、介

護予防サービス支援計画として確定し、サービスの提供を開始します。一定期間後にサービス

が適切に提供されているか、利用者や家族は満足しているかなどを評価し、必要に応じてプラ

ンの見直しを行っております。こうした仕組みの中で、利用者の多様なニーズに応えながら、

個々の高齢者の自立が支援できていると考えております。 
 次に、地域支援事業における介護予防事業についてであります。 
 介護予防事業は高齢者が要支援、要介護状態となることを予防し、活動的で生きがいのある

人生を送ることができることを目的に実施しています。事業実施の成果として、６５歳以上の

高齢者人口が増加する中、要介護認定者数は平成１７年度の１，９８４人をピークに、１８年

度は１，８０３人、１９年度は１，７９９人と減少しており、予防事業の効果と考えておりま

す。 
 また、ふれあい広場筋力アップ事業、体操教室など、事業ごとに実施している評価では、身

体面・精神面での改善傾向が見られ、参加者へのアンケート結果では高い満足度が得られてお

ります。平成２０年度の予防事業につきましても、事業評価を行うため、現在、実績の集計を

行っているところであります。 
 事業に対する理解については徐々に進んでおりますが、まだ十分とは言えず、利用者の固定

化が見られます。今後は新規の参加者を増やしていくこと、そのためには地域での事業のＰＲ
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をどのようにしていくか。さらには、予防意識が事業参加後も継続できるような支援体制を構

築していくことが課題となっております。 
 次に、家族介護支援事業の現状と課題についてであります。 
 家族介護支援事業として、認知症に対する正しい理解と地域の中で見守りができるような地

域づくりを推進するため、認知症予防講演会を年１回、在宅で介護している家族の交流会を年

３回ないし４回開催しております。交流会に参加された家族は、介護方法等の情報交換の場と

して、とても楽しみにしており、開催回数を増やすことを希望されております。 
 ただ、参加される介護者がそれほど多くなく、ケアマネージャー等の関係機関と連携を図り

ながら、より多くの介護者が参加できるようにすること。そして、できれば家族会として、自

主的な活動に移行するよう、どう支援するかが課題となっております。 
 次に、妊婦ケアサービス事業についてであります。 
 市内の出生児数は、平成１２年度以降、横ばいで平成２０年は２６７人の出生でした。出産

場所では９割以上が病院・診療所で、助産所、または自宅分娩が１９件でした。こういった背

景の中で、母子保健事業は妊娠期から小中校生まで、保健師が担っています。平成１８年度か

ら他施設に先駆けて、市独自で実施している不妊治療助成は、延べ２９人が利用しています。

さらに合併後の、平成１７年度からの市単独妊婦一般健康診査費助成事業は６８３人に助成を

してきました。このように妊婦、乳幼児を対象として、きめ細かく支援をしてまいりました。 
 また、北杜市の母子保健事業については、新生児の８５％に保健師が家庭訪問を行い、合わ

せて産後まもない母親へも支援を行っております。これは県平均２２％に比べ、大幅に上回っ

ています。乳幼児は１歳までに、１人につき３回の場を提供しており、年間３６回、延べ７８７人

の乳幼児の健康を確認しつつ、育児相談に対応しています。 
 次に、この事業の最終目標についてのご質問ですが、ふるさと雇用再生特別交付金を活用す

ることで、助産師の発掘と育成を行い、北杜市で安心して妊娠期を過ごし、安全な出産の場の

確保に向けて、取り組んでまいりたいと考えております。 
 以上です。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 小林忠雄君の再質問を許します。 

〇９番議員（小林忠雄君） 
 最初にお尋ねした、いわゆる市民債でございます。これから本市は環境創造都市に向けて、

いろんな事業をしていくわけであります。非常に北杜市は、自然の恵みの多いところでありま

して、太陽光であれ、あるいは水であれ、非常に利用しているわけなんですが、私、前から申

し上げているように、残るは緑ではないかと、木ではないかと、こんなふうに思っているとこ

ろでございます。 
 こういうふうな大きな事業をするときに、先ほど申したように、やはり市民との共同参加と、

市民と行政が一緒になって、そういう事業に参加する。その参加の成果をやはり見守るという

ことが、やはり参加者にとって一番大事なことではないかと。市民と行政が非常に近くなって

くる、こういうふうなところが私は重要ではないかと、こんなふうに思っているところでござ

います。この問題につきましては、今後、研究したいという答弁でございますが、まだ、ここ

で特別な事業をここで挙げておりませんが、ぜひ、そういうときに、積極的にすることによっ
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て、市民が本当に北杜市を思い、また行政も市民を思いという、相互にいい結果が出てくるん

ではないかと、こんなふうに思いますので、研究したいということでございますが、すでに県

内でも、あるいは全国でも、そういう自治体がございますので、少し進めるような形をお願い

できますと、大変、私どもとしては、地域の再生に取り組むものとして、ありがたいことだと

思いますが、いかがでしょうか。 
 それから第２子以降の保育料の無料化というのは、非常に魅力があります。なかなか、こう

いうことはできない、あるいは幼児の、小学校３年までの医療の窓口の無料化と、これも非常

に魅力があるところでございます。ただ、こういう、子どもの本来の成長の過程においては、

生まれるから学校へ行くまでの過程もあります。それから学校へ行って、だんだん成長してい

くわけですけども、私、前からも気になっているところは、今、小中学校の適正規模と同時に、

同時進行みたいな形で、保育園の統廃合の問題も進めているはずでございまして、この保育園

は義務教育でもなんでもありませんから、かもしれませんが、相当、遠距離から、統合したこ

とによって、例をとれば、須玉町の須玉保育園がそうだと思います。遠いところは２０キロも

あるんですね。前にも、その問題を私は提起いたしましたが、保護者が８割、あるいは７割が、

その必要はないと。自分たちで子どもを連れていくからというような、お話がありましたが、

残った２０％、あるいは３０％の人たちが遠距離の方なんですね。今後の保育園の統廃合の問

題についても真剣に考えていかないと、統廃合すれば、当然、そういう遠距離通園も出てくる

と思うんです。このへんは真剣に考えていかないと、将来に、私は子どもの保育園という問題

については、非常に少し、片手落ちになるではないかと、こんなふうに思っておりますので、

この支援の状況を考えておいていただきたい、こんなふうに思います。 
 あと指導要領につきましては、私のほうで、大体、教育長のお話を伺いましたので、大体分

かりましたが、大変、その教育研究会の中で、これは先生方、非常に情報交換が大事だと思う

んです。ただ、忙しいので、先ほどの中にも全員参加ができないような状況でありますよとい

うお話でございましたが、ぜひ、そういうふうな情報交換をして、先生方も悩んでいるところ

もあると思いますので、そういう意味では全員参加ができるような形を教育委員会としても、

各学校にそのような連絡をして、状況をつくってあげるということも大事ではないかと思いま

すので、このへんをお願いしたいと思います。 
 それから、いよいよ新給食センターの供用が始まるわけでございますが、私、非常に心配し

ているのは、南進してくる車は保育園の入り口のところが緩やかなカーブになっております。

上のほうが直線でカーブになりますので、私もときどき、どきっとするときがあります。ここ

では信号機の話が出ておりますから、信号機は本当に３０メートル行けば、またバスの転回所

がありますので、連続して信号機ということもいささかどうかと思いますが、ここを私も、ちょ

うど、お母さんが子どもを送ってくるときの状況を見ますと、出る方、入る方ですね、非常に

輻輳（ふくそう）しております。ちょうど時間も出勤時間に重なりますので、ここだけは何と

か、安全性を考えてやったらどうかなと思います。今のところ大きな事故ということは、私、

聞いておりませんが、それだけに注意しているとは思いますが、ここだけはなんとか、私ども

は信号機の設置が望ましいんではないかとしておりますが、この安全対策にひとつ十分な、ど

んなふうなことがいいか考えていただきたいと、こんなふうに思います。 
 それから学校給食用の食材に関しましては、答弁の中で分かりました。ただ、これは南給食

センターであり、今後、北センターの運用時に、今までは南センターに関わる高根、あるいは
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須玉の納入業者だけでございましたが、今度はもう少し、小淵沢とか長坂とか、いろいろ関わ

りがございますが、商工業の育成、業者の育成という意味からは、これはぜひ、市内の業者の

協力といいますか、指名をしていただいて、円滑な運営をお願いしたいなと、こんなふうに思っ

ております。 
 あと包括支援センターでございますが、私も述べましたように、大変、包括支援センターの

職員は２４時間、３６５日勤務みたいな形をしております。大変、私ども、飛び出す姿を見て、

全域を、ここから飛び出しているわけですから、大変ハードだなと思います。実は、ついこの

間、私の地域の中で、一人暮らしの高齢者の方がいらっしゃいまして、３日ばかり寝込んでし

まったと。ご飯も食べられる状態ではなかったと、なんとかしてくれないかという話が、実は

ありました。これは行政がする、ちょうど要支援でもなければ、要介護でもありません。その

前の段階でございますので、このへんが、実はかなりいると思うんですね。では幾人いるかと

いうと、おそらくつかめないと思いますが、そういう話がございました。これは複数からござ

いまして、これは行政で対応しろというのではなくて、実際は自助、共助、公助の順序でいけ

ば、みずからの子どもに頼むよということで、あるいは近所の方と連携して、ここの高齢者の

方へ幾人か、まわりの方を固めておいていただいて、何かのときにはするんだよということも

必要だと思います。最後に公助ということになると思いますが、そういう中で、なんとかして

くれないかという話がございました。 
 これも支援制度が実はあるんですね、支援制度といいますか、ボランティアで、そういう活

動をしているところがあります。ただ、１時間あたり１千円という報酬を払うことになってお

りますので、そのへんも軽減を図っていただきたいなというような話もございましたので、最

後に求めるのは公助でございますけど、そこまで、今回、申し上げる話ではありませんけども、

そういう地域のコミュニティをつくる中で、どうしたらいいかなということを、これは自主防

災も含めて、していく必要があると思っております。 
 最後に、助産師の話でございます。 
 こういうふうな雇用をするということでございますが、やはりお医者さんもなければという

中で、妊婦さん、非常に日々、心配していると思いますので、これが具体的に言うならば、こ

の市立病院あたりの中に、そういう活動の場を設けていただければ、きっとお訪ねして、いろ

いろ相談に乗ったり、ご指導いただいたりするような機会が得られやすいんではないかと、こ

んなふうに思っておりますので、このへんができるのかどうか、考えられるのかどうか、この

へんを伺います。 
 それから今、これは答弁をいただくところではありませんが、実は個人情報保護法が、地域

のそういう活動に、非常に枷（ませ）になっているんですね。行政からは出しませんよと。だ

けども、一体、どこに誰がいるのか、自主防災組織をつくるにも非常に難しい壁であります。

あるいは福祉の面でも、大変、個人情報保護法によって、情報が得られないというところで、

大変、児童を見守る皆さんも本当に大変だと思っておりますので、このへん、どうしろという

ことは、これは法の中にあるわけですから、いきませんけども、うまく活用しながら、地域の

状況がよく分かり、地域で安心して暮らせるという社会づくりが必要ではないかと思います。 
 以上、いくつか質問いたしましたが、答えられる範囲でお願いしたいと思います。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
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 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 重要な事業の財源として、ミニ公募債をというご質問にお答えしたいと思います。 
 いろんな事業を推進する上において、市民とともにということは、大変重要な姿勢でなけれ

ばならないと思います。そしてまた、時代とともに変わってくるのに、市民に、いろいろな意

味で醸成をしていくというようなときにも、こういった手法は十分、考えられるわけでありま

す。聞きようによっては環境保全協力金だとか、芸術文化スポーツ振興基金も、公募ではあり

ません。協力金ですけども、原点は同じようなものがあろうかと思います。そんな中で、とき

に環境を含めた、緑というようなご指摘もあったわけですけど、ちょっと姿勢は違うかもしれ

ませんが、県が進めた緑のオーナー制度は、なかなか厳しさも出てきたということもご承知の

とおりだと思います。 
 そんな中にありまして、今、当面、北杜市としては有利な財源という意味からすれば、先ほ

ど答弁しましたとおり、合併特例債、過疎債等々は大変有利な財源であることは、たしかであ

りますので、当面はそれらで応えていける、それを中心にと思っています。 
 ご指摘の緑を含めた、環境問題を含めた、市民とともに、いろいろな意味で、事業を進める

ときがあろうかと思います。そのときには、積極的に位置づけていきたいと思っています。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 
 いくつかの関連質問がありましたので、お答えします。 
 １つ目は北杜教育研究会につきまして、効率的な活用というようなご意見でございまして、

今後、立ち上がってまもないものでございますので、中身的には未調整部分もあろうかと思い

ます。研究を深めまして、日程とか開催の日時とか検討しながら、できるだけ多く、全員が参

加できるというような体制、加えて学校だけで支えられないところがあります。図書館のよう

な施設につきましては、小中学生も利用するところでして、図書館協議会のほうからも、そこ

に勤める職員が学校と関連をとりたいという、ご意見も出ていますので、各図書館の司書も交

えたような形が、今後、工夫していく課題かと考えております。 
 次に南センターの交通安全についてでございますけども、ご指摘のように信号が間近にござ

います。信号機の設置につきましては、移設を含めまして、役所の中の関係機関、または公安

委員会等と検討していきたいというふうに考えております。 
 それから食材の件につきまして、商工業の皆さんの育成というようなご意見がありました。

市内の業者の協力と連携をということ、おっしゃるとおりだと思います。今後、そんな形で進

めてまいりたいと思います。 
 なお、南センターが稼働を始めますと教訓になりますので、それを生かしまして、北センター

がふくらんで稼働していく際には、さらに南センターの実績を生かした形で進めていきたいと

いうふうに考えております。よろしくお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 藤原保健福祉部長。 
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〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 保健福祉部関係、いくつかご質問をいただきました。 
 その中で、まず１点目でございますが、子どもの成長に合わせた総合的な支援が必要ではな

いかと、こういったご質問の中で、遠距離の通園について、考えていただけないかというご質

問でございました。 
 市では、昨年の１０月に北杜市の保育園の適正規模等審議会を立ち上げたところでございま

す。１８名の委員さんにお願いをしまして、保育園の適正規模、適正配置、適正運営、こういっ

たことについて、ご審議をいただくべく設置をしたものでございまして、これまでに２回審議

をしてまいりました。そして、本年に入りまして、２月に市内にある１５の保育園の現地を委

員さん方に、それぞれ見ていただきました。そういった中から、私どもがお願いした、この３つ

の視点について、ご審議をいただいているところでございます。 
 審議につきましては、本年度、来年度、２年間でご審議をいただいて、答申をいただく予定

になっております。その中で、運営という面では、この通園のことも大きな要素の１つになっ

ていようかと思いますので、このへんは審議会の中でご審議をいただき、また答申をいただい

た中で、検討してまいりたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 
 次に包括支援センターの職員のことについてですが、大変なご理解をいただいています。あ

りがとうございます。 
 非常に広大な中で、職員も頑張っているところでございます。そんな中で、たまたま、議員

さんが直面した１人の高齢者の状況を述べられましたけれども、地域コミュニティの形成とい

うことは、非常に大切だと思います。これから、そういった方面も含めて検討してまいりたい

と思います。 
 次に妊婦ケアサービス事業についての、ご質問でございます。助産師の活用についてという

ことでございます。 
 国では、すこやか親子２１という中で、妊娠出産期の安全性と快適さの確保という視点から、

周産期の課題を、出産場所が遠かったり、少なかったりする状況の中で、妊婦の方が非常に不

安を抱いている、こういったことを解決するということを示しているところでございます。た

またま北杜市では、この事業を取り入れて、本当に近隣でもないケースだと思います。助産師

を市のほうでもって配置を考えるということは、初めての対応でございます。今、私どもも、

それに向かって検討しているところでございますけれども、この中ではやはり、われわれ行政

が考えることと、妊婦さんがどのように考えることがあるのかということで、まずニーズ調査

をする必要があるのかというふうに考えています。そんなニーズ調査の中から、私たちの進む

べき方向を、この３年間で模索をしていきたいというふうに考えています。この３年間が終わっ

たときに妊婦さんが安心できるような、そういう体制が築ければいいなと、こんなふうな目標

を１つ掲げて、取り組んでいるところです。一生懸命、この問題については、市民の皆さんの

ご意見もいただきながら取り組んでまいりたいと考えております。よろしくお願いいたします。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 ほかに再質問はございませんか。 
 （ な し ） 
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 小林忠雄君の質問が終わりましたので、これから関連質問を許します。 
 野中真理子君。 

〇５番議員（野中真理子君） 
 子育て支援について、長い期間にわたっての支援が必要だという、１つの具体例を挙げて質

問させていただきます。 
 例えば小学校１年生に上の子がいて、２番目に未満児さんで保育園に行っている子がいると

します。近隣、Ｎ市に住んでいれば、その保育料４万２，３００円、一番軽減措置がない部類

ですけども、その額を払わなければいけません。ですから、この北杜市の助成をすれば、４万

いくらも支援が受けられるということで、若い世代が、この子育て支援があるということで入っ

てきてくれる、それは北杜市にとっては、大変プラスになることであると思います。ただ、そ

の子たちは大きくなっていくわけですから、その２番目の子が小学校に行ったときに、では上

の子の乳幼児無料化が、この北杜市にはない、近隣のＮ市にはある、そういったときに、本当

に子どもたちがそこに留まって、若い世代が留まって、この北杜市を支えてくれるのかという、

そういう長い期間の、いろんな世代にわたっての子育て支援がなければ、大変難しいと思いま

す。そういう意味で、この質問をさせていただいているんですけども、今回、保育料の軽減、

１億円近い軽減措置、すでに、かなりの軽減措置がある上に、それだけのものが、ここに集中

したということになるんですけども、そのへんも含めて、市長のお考えを伺えればと思います。

よろしくお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 子どもたちの成長に合わせた、それぞれ各期における支援が必要ではないかというご質問と

思いますが、おっしゃられるように、こういった問題も総合的に考えていかなければならない

と思います。そんな中で、やはり、各期における支援をするわけですけども、やはり、この支

援の仕方も先ほど来、議論になっていますように、扶助費の問題等もありますので、総合した

中で、こういったことも、行政としては考えていかなければならないかなというふうには思っ

ているところでございます。そういう中で、できる限りの支援をさせていただきたいなと、こ

んなふうに思っています。 
 ただ１つ、制度としてあるとすれば、経済的な支援だけではなくて、できれば生活面での支

援であるとか、そういった制度面での支援みたいなものも必要ではないかなという、経済的な、

そこだけではないように、支援の仕方もあります。いろいろ研究してみたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 野中真理子君。 

〇５番議員（野中真理子君） 
 次に教育関係について、ご質問をさせていただきます。 
 １つは、スクールカウンセラーの小学校への配置について、具体的に新年度どうなっている

かを伺いたいと思います。 

 ８６



 もう１つは、給食センターについてですけども、新年度から早速、１，４００食の給食を作っ

て、子どもたちが食べることになると思いますけれども、新しいセンターということで、調理

器具、特にオーブンなどは、その調理の器具に癖があって、それを熟知して使いこなすまでと

いうのは大変な、ある程度の期間が必要だと思いますし、調理員の方たち、それから栄養士の

方たちは、ご苦労されるところだと思います。主婦として、家で４、５人のものの料理を作っ

ているときでさえ、新しい鍋とか、新しいものを使うときは大変気を使いますし、なかなかう

まくできないものです。そういう意味で、本格的な稼働まで、どのようなスケジュールを持た

れているのか。例えば、その１，４００食を新しい年度から食べるとするならば、その１，

４００食の試作が何回くらい行われて、その配送の試験みたいなことがどのように行われるか

について、具体的にお答え願えればと思います。お願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 
 お答えをいたします。 
 スクールカウンセラーの、小学校への２１年度配置についてのご質問だというふうに承りま

した。 
 具体的に市として、スクールカウンセラーを小学校に２１年度設置するという計画はござい

ません。先ほども答弁で申し上げましたように、小学校につきましては、中学校に配置されて

いるカウンセラーを要請によって活用するというのが、現在でも行われています。それに加え

まして、要請訪問のスクールカウンセラー、それからスクールソーシャルワーカーの活用、心

の相談員の活用等を含めまして、小学校の対応をする。加えまして、各８つの教育センターに

は青少年カウンセラーが職員としてございます。その８名が、各関係する小学校とも連携をし

ながら指導にあたっているというのが現状でございます。 
 次に新しく稼働する北杜南の給食センターにつきまして、新しい機材を導入したものをどう

使いこなしていくかということでございますけども、これにつきましては、建設当時も地域の

皆さん、あるいは議会からもというふうに理解していますけども、要望がありました、基準を

下回っている状態ですけども、県のほうに要請をいたしまして、２名の栄養職員が配置される

見通しになっています。それに加えまして、先ほどもご答弁させていただきましたように、調

理員１７人が事前に試食を兼ねまして、機材の稼働をしまして、万全を期すというような計画

でございます。 
 なお、それに向けて、具体的な日程等、あるいは内容等につきまして付け加えが、次長のほ

うから簡単にふれます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林教育次長。 
〇教育次長（小林喜文君） 

 センターの試食ということですが、昨年の夏、実は南センターに行く調理員の方々が分かっ

ておりましたので、南アルプス市のほうに研修に行って、ある程度、イメージ的なトレーニン

グをさせてまいりました。また、今月１９日から学校の給食がなくなりますので、そこに携わ

る職員、または調理員さんについては、そこに集合し、イメージトレーニングをするところで
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ございます。 
 なお、先ほど言った試食については、３月３０日、３１日、４月１日を約１５０食程度の試

食を用意させていただいているということでございます。また３１日には、議員さん方には、

ぜひ試食のほうもお願いしたいなと思っております。 
 以上であります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 野中真理子君。 

〇５番議員（野中真理子君） 
 その試作なんですが、実際は４月何日から学校が始まったら１千何百食というものを作るわ

けですよね。その試作が１５０食を数回やっただけで十分と言えるのかどうか、とても私は、

ある意味で、作り手の立場になると大変不安なんですけども、どのようにお考えか、もう一度、

お願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林教育次長。 
〇教育次長（小林喜文君） 

 その部分については、やはり長年、例え須玉でも２００食、３００食やっておりますし、高

根の給食センターでも、約８００食、９００食のものを現在、実施しております。その方々が

来てやるわけですので、若干、食数は増えるわけですが、その部分については、先ほども言っ

たように、南アルプス市へ行って機械の流れ、自分の身の置き方、そういった部分について、

十分研修したというように理解しております。 
 以上であります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 ほかにございますか。 
 篠原眞清君。 

〇６番議員（篠原眞清君） 
 小林議員の関連質問をさせていただきます。 
 まず、来年の４月から具体化します北杜市の災害時要援護者支援制度、ある意味、待ちに待っ

た制度、地域にとってですね。特にこの北杜市は、ご承知のとおりの状況にありまして、限界

集落が次々に発生してくる、高齢化が急激に進む、そういうことの中で、地域の弱者をどうい

うふうに守っていくかという意味合いから、今回のこの制度はあくまで、災害発生時における

支援ということで、それを目的として、具体的に制度が動き始めるわけでございますが、この

中で２点、大事な部分、まず、この要援護者登録台帳、先ほど来のご説明をいただきますが、

登録の申請をしてもらって、台帳をつくるんだと。この台帳が一番の、それがどういう内容を

網羅できるか。実際に、その地域における弱者、対象者をどのくらい網羅できるかにかかって

いるかというふうに思っております。この部分の進め、なかなか、ご自分で申請ができないケー

スも多分に、私はこれから出てくるんではないかなと。そういうことに対して、行政として、

より確実な、正確な台帳をつくっていくために、どんな方策を考えられるのか。まず第１点、

そこをお伺いしたいと思います。 
 それから、つくられた、この台帳を使って、いよいよ運用に関してでありますが、これを担

うのは行政区、区長会、自主防災組織、あるいは消防団、民生委員等の皆さんがその地域で活
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用して、災害時には当然、フルに連携を図っていくというふうに思いますが、現実、実は私た

ちの地域の行政区でも、２年前にこういう災害時の組織をつくろうということを区で申し合わ

せて、実は市へ相談に、担当部会へ行ったケースがあります。ところがもろもろ、今、市でトー

タル的に、全市に対してトータル的な案を検討しているから待ってくださいということで、な

かなか、それが具体化しなかったわけですが、先ほど申しましたように、今回、こういう形で

要綱ができますと、いよいよ具体的に地域が動き始めるということになると思いますが、この

へんの具体的に担うべき、行政区なり自主防災組織の立ち上げに関して、行政はどんな支援を

具体的に行っていくのか。私があえて、このことをお聞きするのは、待ちに待った組織で、形

ができる、非常にありがたいんですが、実はここの形をつくり、さらに願う運営をしていくの

が非常に難しい。先ほど来の個人情報保護法も含めて、台帳１つをつくるのも大変難しい状況

の中で、しかし、それはつくることを求められていますから、そのへんをふまえて、行政がしっ

かりと地域と連携して指導をしていただかないと、なかなか箱だけできて、中身が整わない形

になるかと思います。ぜひ、その点のご見解をお聞きしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 地域の弱者を守る仕組みづくり、それに関して、北杜市の災害時の要援護者支援制度の要綱

を制定するにあたって、ご質問をいただきました。その中で、要援護者台帳のつくり方という

ふうなことのご質問をいただきました。 
 これにつきましては、大変にやはり、ご指摘のとおり難しくて、一番難しいのは個人情報保

護という法律が、この前にはいつも立ちはだかるわけです。これをどうクリアするかという問

題が、非常に私たちにとってもネックです。そこで、私たちが今、進めようとしている要援護

者登録台帳につきましては、お手上げ式、つまり私をぜひ台帳に載せてくださいという、自分

で意思表示をしていただく。こういうことによって、この台帳をつくろうとしています。たぶ

ん、このお手上げ式で台帳をつくろうとして、市民の方々に情報提供をしてまいるんですが、

数は少ないと思います。よその状況を私たちも調べましたけれども、近隣の町村においても、

この方法でいくと、非常に登録台帳への登録を申請される方は少ないというふうに見ています。

そこで、では、もっとこれを広げて活用できるようにするにはどうしたらいいのかというと、

先ほど来、市長の答弁の中にもございましたように、やはり区の皆さんで、１つにまとまって、

区としてできるのかなと。あるいは防災組織としてできるのかな、民生委員さんの力も借りる

のかなと、でも、そこにはいつでも個人情報という壁が立ちはだかるわけです。そういったも

のをクリアしながらでも、私たちが、それを登録していきたいと思います。さらに、われわれ

ができるとしたならば、これは災害時の弱者ですから、私たち福祉の面では、関係する部署が

それぞれあります。障害者に関するところもあれば、高齢者に関するところもある。そういっ

たところで、保健師がうかがう場合もあります。そういったときに、この制度の説明を申し上

げて、ご理解をいただく、そういう中で、この制度を有効に活用してまいりたいと、このよう

に考えています。よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
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 篠原眞清君。 
〇６番議員（篠原眞清君） 

 今の部分ですが、おっしゃるとおり、大変、現実は難しいと思います。しかし、ぜひ、ここ

はお願いをしたいというか、私たちもともに検討していかなければいけないと思うんですが、

先ほど来、市長の答弁の中で、日ごろからそういう対象者の皆さん、地域の皆さんとの交流を

しっかり図っていただきたいという、お話がありました。まさしく、そのとおりですが、現実、

助けを求める方たちは、それができない人たちなんです。その人たちをどうやって私たちが網

羅をして、地域でしっかりと守っていくか。そのことをするためには、たしかに保護法が非常

にネックになります。目的を絞って、本人の情報提供を求めるわけですが、こここそ、私たち

が知恵を出して、法律を、上位法を超えるわけにはいかないですが、法律を活用する形で、た

だただ、この災害時の支援のための台帳としないで、通常の日常の、福祉の部分を含めた支援

のもとになる台帳というふうな活用ができるような、また別のものを、ぜひ私たちはともにつ

くり上げていかなければ、本当の意味での弱者の命は守れないと思いますから、この点はぜひ、

要望とさせていただきます。 
 それから、もう時間がありませんから、あと１点だけ。 
 助産師の活用の部分で、具体的に１つ、お願いですが、先ほど来、小林議員からもお話があ

りましたが、今回、取り入れた事業の最終目的は、先ほどのご答弁ですと、助産師を育成する

んだというお話ですが、私はぜひ、そこに留まらずに、この地域でニーズ調査をされると、先

ほど部長はおっしゃいましたが、多くのニーズはもう分かっているんですよ。この北杜市に産

まれる場所がほしいんですよ。出産できる場所。だから、財政的な部分もいろいろ、ネックは

あります。しかし助産師の皆さんの知恵と力を借りて、具体的に、手短に言います。塩川病院

の中に、助産師のそういう、助産院的な施設を併合するみたいな、一歩前へ出た、市長が所信

表明でお答えになられていました。一歩前へ踏み出した、この地域の必要とするものに対する

政策を、ぜひ打ち出すようなところへ、今回の新しい事業の終着点を持っていっていただきた

いというふうに思いますが、そこの１点だけ、ご答弁をいただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 このことは、この３年間が交付金をいただいている期間というふうに私も考えていましたの

で、そのような答弁をさせていただきました。この交付金をいただく期間を利用して、今、議

員が言われるような、しっかりとした制度をつくりたいという思いは、たしかに同じだと思い

ます。そういった中で、われわれとすれば、ここに１つの、こういう助産師を設置するための

検討するような組織を、４月から立ち上げたいというふうに思っています。そういう中で、行

政といいますか、こちらに置くべきなのか、病院へ一緒に置いたほうがいいのか、いろいろな、

そういうことを研究したいというふうに考えた、この３年間だというふうに私は考えておりま

す。ご理解いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 篠原眞清君。 
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〇６番議員（篠原眞清君） 
 １点確認ですが、今のご答弁の中で、助産師を設置というお話ですが、助産院を設置という

ふうに理解してよろしいですか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 それにつきましても、現在は制度の中では助産師を雇用するという、子育て雇用制度ですか

ら、雇用という言葉になります。将来的には、医院を開設するなりというふうなことも、その

視野の中に入れていくということでございます。よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで、市民フォーラムの会派代表質問を終結いたします。 
 ここで暫時休憩をいたしまして、昼食の時間をとりたいと思います。 
 再開は、午後２時２０分といたします。 

休憩 午後１２時４９分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ２時２０分 
〇議長（秋山俊和君） 

 再開いたします。 
 次に、公明党の会派代表質問を許します。 
 公明党、１４番議員、小尾直知君。 
 小尾直知君。 

〇１４番議員（小尾直知君） 
 公明党を代表して、質問をいたします。 
 はじめに定額給付金の件ですが、わが党が提案し、実現されましたが、世界各国で導入され

ており、減税と給付を組み合わせた給付付き税額控除の先取りというのがその本質であり、経

済効果は証明済みであります。生活支援か消費拡大のためなのかなどというのは、まさに空論

の極み。低所得者層にとっては支援そのものであり、それは確実に消費に結びつく。生活の現

場からは早く支給してほしいという、悲鳴にも似た声が聞かれる。年収何千万円かのニュース

キャスターには関係ないかもしれないが、私たち庶民にとっては明日にでもほしいお金と、切々

と生活実態を訴える方もいます。減税ならいい、給付はばらまきだという考え方が理解に苦し

む。最近のマスコミはテレビも含めて、どこを切っても金太郎飴のごとくであり、自分たちの

主張がほとんどない。もっと、それぞれの思いや主張をすべきと思います。 
 次に、本題に入ります。 
 定額給付金などの財源を確保する２００８年度第２次補正予算関連法案が４日に成立し、早

くも北海道、青森などでは５日に支給を始める自治体があり、わが市でも一日も早い支給が期

待されます。総務省の調査では、全国１，８０４市区町村の２割に当たる４００市区町村が年

度内支給の予定とされる。この給付金と合わせて、市商工会がプレミアム付き商品券を１割増

しで同時発行されます。私たち公明党が市へ要望し、実現しました。市民の皆さまは定額給付
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金、子育て応援特別手当、高速道路料金の引き下げ、これは春を呼ぶ３点セットといって待ち

望んでいます。政府は給付金が追加的消費にまわれば、実質、国内総生産、ＧＤＰを０．４％

程度押し上げると見込んでおり、市内の経済活性化にも大きく貢献すると期待され、さらにプ

レミアム商品券と合わせて実施されますので、ここにいる全員が商品券を購入して、市内で買

い物をしましょう。 
 なお、定額給付金は非課税所得扱いになるため、所得税や住民税がかからない上、児童手当

の給付決定や公営住宅の入居資格審査などの所得制限においても不利になりません。また生活

保護を受けている人についても、収入認定から除外されます。一方、定額給付金を装った振り

込め詐欺や個人情報を問い合わせる不審電話には、十分な注意が必要です。 
 以上の観点から、５項目の質問をいたします。 
 １．外国人の取り扱いと、その人数は。 
 ２．ＤＶ被害者への対応は。 
 ３．住居を持たない者への対応は。 
 ４．コールセンター、相談窓口の設置は。これは含めて、特別回線の対応などもお願いした

いと思います。 
 ５．振り込め詐欺への対応は。 
 次に、雇用対策について。 
 国内景気は米国に端を発した金融危機が世界的な景気悪化を引き起こし、わが国では全国各

地で大量の期間工の契約打ち切り、派遣社員の雇い止めや中途解雇、さらに新卒者の内定取り

消しが行われるなど雇用情勢は深刻化しており、個人消費は７カ月連続で前年を下回り、生産

面では一段の減産が続き、雇用では有効求人倍率の低下傾向が強まっている。これらの対策と

して、急激な雇用情勢の悪化を受け、国では合計４千億円規模の２つの基金を設立し、再就職

支援の機能強化を打ち出しました。 
 １つは地域ブランドの商品開発など、地域で雇用機会を創出したり、地場産品の開発や高齢

者宅への配食サービスなど、自治体が民間企業などの雇用機会の創出を支援する、ふるさと雇

用再生特別基金事業。 
 ２つ目は、失業した非正規労働者や中高年者を対象に、一時的に雇用機会を創出する緊急雇

用創出事業。 
 この２つの事業は、自治体やシルバー人材センターなどの取り組みを支援する。そこで、市

長所信表明で発表した２点を質問いたします。 
 １．緊急雇用創出事業で２０名の雇用を市長が発表されましたが、その中身と、その後の計

画があるでしょうか、質問をいたします。 
 ２．ふるさと雇用再生特別基金事業での８名の中身と、その後の事業拡大策。 
 次に、中小企業の資金繰り支援について。 
 ２００８年度第１次補正予算で創出された、中小小規模企業の資金繰りを支援する緊急補償

制度の補償枠６兆円が第２次補正で２０兆円まで拡大され、対象業種も７６０まで拡大されま

した。併せて、政府系金融機関などによるセーフティネットの貸付額も１０兆円規模に拡充さ

れた。県でも景気の減速が明確化した今年１月、中小零細企業に対し、運転資金の融資を無担

保、財産保証なしで４千万円まで緊急融資制度を創設し、この９カ月の間に５８１企業、９８億

円が実施されました。また、これ以外でも地域建設業経営強化融資制度などがあります。 
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 以下、３点について質問をいたします。 
 １．現在までの対応数。 
 ２．貸し渋りなどの実態が報告されているか。 
 ３．これは件数次第でありますが、数が多い場合は土日も対応を考えているかどうか。 
 次に雇用促進住宅の購入および、今後の住宅計画について。 
 生産人口を増加させること、若者の北杜市への定住は地域活性化、税収の安定した確保およ

び未来に希望が持てる大きなキーワードになると考えております。結婚し、新たなスタートを

切る若者。北杜市に魅力を感じ、都会から新居を求める若者。生まれ育った北杜市に帰りたい

若者。若者の定義には難しい解釈もありますが、人と自然と文化が躍動する環境創造都市に住

みたい、暮らしたい若者は思いのほか、おおぜいいることと確信いたします。 
 昨年９月定例議会で、公明クラブ、細田議員から質問がありましたが、雇用促進住宅の買い

上げ、市営住宅化は市民にとって朗報でありました。改めて、市長の英断に敬意を表するもの

であります。 
 雇用促進団地は５団地、３２０戸。入居戸数２７３戸、６７４人。入居率８５．３％。購入

予定価格は２億６，５００万円。１０年間で、家賃は約１０億円。改修費用は約７億円との答

弁であり、平成２１年２月２４日、臨時議会において、一般会計補正予算（第７号）のうち２億

７千万円が購入費として可決され、財源の９０％が国の地域活性化・生活対策臨時交付金であ

り、予算および関連法案とも国会において３月４日可決し、いよいよ雇用促進財団との購入契

約が締結されることと思います。 
 雇用促進団地は５団地とも施設の傷みは異なり、改修計画も立てながら入居計画も立ててい

かなければならないと思います。また、雇用促進住宅は市営住宅と入居条件が異なり、家賃の

変動、保証人など、新たに条例制定および細則も必要に迫られると考えます。さらに住宅ストッ

ク計画は雇用促進住宅の購入に伴い、計画の見直しをする必要があります。 
 そこで以下、７点につき質問をいたします。 
 １．入居条件の変更について。賃貸料と保証人、所得制限などです。 
 ２．条例制定の時期について。 
 ３．現在の入居者への説明および意見交換について。 
 ４．入居者の募集および入居時期について。 
 ５．今後の住宅ストック計画の見直しについて。 
 ６．購入価格の算定根拠および購入後の使途条件について。 
 ７．現在、入居されている滞納者の状況把握および対策について。 
 以上、よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小尾直知議員の、公明党の代表質問にお答えいたします。 
 定額給付金の事務手続きについて、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、外国人の取り扱いと人数についてであります。 
 外国人の給付対象者は、２月１日の基準日に外国人登録原票に登録されている者であり、短
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期滞在の在留資格で在留するものは対象となりません。外国人の申請書の送付については、個々

に郵送し、申請をしていただくことが原則でありますが、いろいろなケースも想定されること

から、同一の場所を住所、または居住地として、かつ生計を同一にしている受給者の中で、代

表者がまとめて代理申請するという方法も可能となっております。 
 なお、給付対象者は６４５人であります。 
 次に、ＤＶ被害者への対応についてであります。 
 ＤＶ被害者の方については、警察署等に相談を行った上で、居住する市町村に対して支援措

置の実施を申し出ることにより、加害者が住民基本台帳の一部の写しの閲覧や写しの交付等を

制限できることとしております。したがって、被害者の方については、支援措置の手続きを行っ

た上で、実際に居住する住所において、住民登録を行ったのち、給付金の申請受給を行ってい

ただくこととなります。 
 次に、住居を持たない者への取り扱いについてであります。 
 国でも住居を持たない人に対し、定額給付金の支給ができるようにしたいとの考えでありま

すが、現時点において、その事務処理要綱は示されておりませんので、今後、そのようなケー

スが生じた場合には、国の指示を仰ぎながら適切な事務処理を行ってまいりたいと考えており

ます。 
 次に、特別回線などのコールセンターの設置についてであります。 
 本市でも定額給付金給付事業に対応するため、本庁１０課、各総合支所、地域活性化担当に

よるプロジェクトチームを組織し、制度の説明会等を行っております。また、市役所全職員に

も庁内ＬＡＮの掲示板において、定額給付金の事業内容について周知したところであり、現時

点においては特別回線の相談窓口の設置については、考えておりません。 
 次に、振り込め詐欺への対応についてであります。 
 定額給付金の給付を装った振り込め詐欺等の被害については、大変、心配するところであり

ます。国においても広報等で犯罪防止に努めておりますが、本市においても広報、ＣＡＴＶ、

各戸配布のチラシ等により、市民の皆さんに周知し、被害の防止に努めてまいります。 
 次に、雇用対策についてであります。 
 世界的な金融不安や経済不況の中、製造業を中心に多くの企業において雇用調整が行われて

おり、失業者の増加など大きな社会問題となっております。このような状況をふまえ、市とい

たしましては、国の第２次補正予算により打ち出された緊急雇用創出事業および、ふるさと雇

用再生特別基金事業を４月から導入する中で、雇用の確保に積極的に取り組むこととし、平成

２１年度当初予算に、その事業費を計上したところであります。 
 その内容でありますが、緊急雇用創出事業につきましては、市税収納データや総合検診デー

タ、郷土資料館の資料整理、障害児教育のサポートなどの補助員の直接雇用により１０名。観

光駐車場の整理や遺跡出土品の整理を行う事業の委託により、１０名。合計２０名の新規雇用

の創出を図るものであります。 
 また、ふるさと雇用再生特別基金事業につきましては、妊産婦ケアサービス、地産地消の推

進、担い手育成、滞在型観光の推進などの事業委託により、当面８名の雇用確保を図ってまい

ります。 
 なお、ふるさと雇用再生特別基金事業につきましては、今後、より一層の事業拡大が可能で

ありますので、今後も各部局で十分検討しながら、新たな事業の創出に努め、より多くの雇用
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機会の確保に努めてまいりたいと考えております。 
 次に中小企業の資金繰り支援について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、資金繰り支援にかかる対応状況についてであります。 
 非常に厳しい経済情勢により、中小企業の経営環境は悪化の一途を辿っている状況をふまえ、

市といたしましては、北杜市商工会と連携する中で、昨年１１月、市内の７カ所に緊急経済対

策相談窓口を開設したところであります。開設以来、先月までに寄せられた融資や緊急保証、

セーフティネット貸し付けなどの相談、申請件数は７６６件にのぼっており、不況業種等の認

定件数は１４１件となっております。 
 次に、貸し渋りなどの実態についてであります。 
 昨年秋からの世界的な金融不安に伴い、一部の金融機関による貸し渋りや貸しはがしが行わ

れている旨の報道がされておりますが、市といたしましては、緊急経済対策の一環として、

１２月上旬に市内の３金融機関１０支店に対し、金融の円滑化についての要請を実施したとこ

ろであり、市に対しては今日まで貸し渋り等に関する具体的な情報は、寄せられておりません。 
 次に、窓口相談等の休日対応についてであります。 
 先ほど申し上げましたように、市内７カ所の相談窓口に寄せられました件数は７６６件であ

りますが、１カ所、１日当たりの件数は決して多くはなく、市内中小企業の皆さんからも、特

に休日対応についての要望はいただいておりません。また信用保証協会や各金融機関において

も休日の対応は行っておりませんので、現時点での休日における相談窓口の開設の必要性は低

いものと考えております。 
 その他につきましては、担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 浅川建設部長。 

〇建設部長（浅川和徳君） 
 小尾直知議員の、公明党の代表質問にお答えします。 
 雇用促進住宅関係について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に雇用促進住宅の入居条件の変更についてでありますが、雇用促進住宅の住宅使用料は

現在２万８千円から４万２，３００円に、駐車料金１台当たり２，６２５円でありますが、不

動産鑑定と市営単独住宅の住宅使用料を参考として、家賃は１階から３階までが３万円、４階

は２万８，５００円、５階は２万７千円で、駐車料金は無料とする考えでおります。 
 次に連帯保証人についてでありますが、雇用促進住宅の連帯保証人の要件に勤務先の事業主

でも可能となっています。そのため、今回、購入する雇用促進住宅に限り、勤務先の事業主で

も連帯保証人となることを認めるよう、検討しているところであります。いずれにしましても、

現在の入居者が今後も引き続き、入居できるように考えております。 
 次に所得制限でありますが、現在の雇用促進住宅も所得制限は設定されておりませんが、市

営単独住宅として活用する考えでありますので、所得制限は設定しない方向で考えております。 
 次に条例制定の時期についてでありますが、各団地の入居者の説明会や意見交換会の開催と

雇用能力開発機構との打ち合わせや協議を実施しているところであり、これらのスケジュール

から、条例制定は６月の市議会定例会に議案を提出する予定であります。 
 次に現在の入居者への説明と意見交換についてでありますが、今月中旬から雇用能力開発機

構が各団地の入居者へ説明会を開催していますので、市役所担当課も同席し、意見交換会を同
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時に開催することとしておりますが、その後は市からお願いや打ち合わせ会など、団地ごとに

開催してまいる考えであります。 
 次に、入居者の募集および入居時期についてであります。 
 募集につきましては、現在、雇用振興協会が実施しておりますが、市としての募集開始は８月

１日から、入居時期は市の管理が開始する１０月１日からとすることで、雇用能力開発機構と

協議しているところであります。 
 次に今後の住宅ストック計画の見直しについてでありますが、平成２１年度の当初予算に計

上させていただきましたが、雇用促進住宅５団地、９棟、３２０戸が市営住宅に追加されるこ

とにより、平成２１年度以降の市営住宅ストック計画の見直しを来年度、予定しております。 
 次に購入価格の算定根拠および購入後の使途条件についてでありますが、雇用能力開発機構

により、不動産鑑定を２社により個々に実施してまいりました。その平均価格が市内５団地の

土地と建物価格として、雇用能力開発機構から提示されたところであります。この算定価格を

もとに購入の検討をしたところであります。また、購入後の使途条件についてでありますが、

雇用能力開発機構から譲渡条件は市営住宅として１０年以上、維持管理することとされており

ます。 
 次に現在、入居されている滞納者の状況把握および対策についてでありますが、現在、雇用

促進住宅の入居者名簿を雇用能力開発機構に請求しておりますので、入居者名簿が提出され次

第、市税等の滞納について、調査をしたいと考えております。また、雇用促進住宅使用料の滞

納につきましては、管理主体である雇用振興協会が市の管理開始までに対応いたします。 
 今後は雇用促進住宅の入居者に市税等、滞納がある場合には、個々に市営住宅主要契約の締

結に向けて打ち合わせを実施していく中で、庁内関係各担当課と協議しながら、分納など計画

的に滞納を解消することを検討してまいりたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 小尾直知君の再質問を許します。 

〇１４番議員（小尾直知君） 
 再質問をしたいと思います。 
 まず申請の方法についてですが、これは郵便とか窓口、それから窓口における現金と、この

３つが考えられると思うんですが、市としてはどういう方向で考えているんでしょうか。給付

金の件です。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求ます。 
 小松企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 
 定額給付金の給付の手続きの関係でございますけども、まず申請につきましては、市のほう

から申請書を郵送で送付します。その中に、いわゆる返信用の封筒を入れまして、その方が、

またその封筒に入れて申請をしていただくというふうな方向で行っておりますが、ただ、それ

につきましても、窓口につきましては市役所、それから総合支所で４月１日から受付を開始し

ますので、郵送の方法と、それから窓口の申請方法、２つがございますので、よろしくお願い
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いたします。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 小尾直知君。 

〇１４番議員（小尾直知君） 
 ちょっと、今の給付金の件ですけども、ちょっと細かいようですが、例えば世帯主が亡くな

れた場合、それから代理による申請と、こういうことが考えられると思うんですが、この点に

ついて、おそらく指示があると思うんですが、どのような内容になっているか。お聞きしたい

と思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小松企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 ただいまのご質問でございますけども、世帯主の死亡の場合でございますが、世帯主が死亡

された場合につきましては、その方の親族、いわゆる家族ですね、その方が申請できると。し

かしながら、その世帯が本人しかいない場合につきましては、相続人等が申請できる仕組みに

なっております。 
 それから代理人申請につきましても、世帯主でなく親族、家族であれば申請することができ

ますので、幅広く申請を受け付けておりますので、よろしくお願いいたします。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 小尾直知君。 

〇１４番議員（小尾直知君） 
 もう１点、すみませんが、雇用対策の関係で、これはこの２つの基金は、県に基金が積んで

あるということですが、おそらく相当な金額になると思いますが、このへんの金額について、

少し明確に教えていただきたいなと思います。よろしくお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 植松産業観光部長。 
〇産業観光部長（植松忠君） 

 お尋ねの緊急雇用創出事業と、それからふるさと雇用再生特別基金事業でございますが、ご

質問の県への基金がどのくらいかということでございます。 
 まず、緊急雇用創出事業につきましては、おおむね２０億円。これが国から県へくる基金の

おおよその額。それから、ふるさと雇用再生特別基金事業につきましては、おおむね４６億円

でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 小尾直知君。 

〇１４番議員（小尾直知君） 
 今の雇用対策ですが、その金額については県でということですので、ある意味、これは早い

者勝ちかなという気がするんですが、そこらへんの見解を最後にお願いします。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 
 再質問の早い者勝ちということでございますけども、大丈夫です。なかなか、これだけの

４６億円ですとか２０億円、６６億円もあればなかなか厳しいものがございまして、私ども北

杜市でも今回、新年度予算にはふるさと雇用再生特別基金には２，５００万円、それから緊急

雇用につきましては、約２，１００万円ということでございます。これにつきましては、また、

いろいろな形の中で、各関係各課と相談をしながら考えて、よりよい雇用環境をつくり上げた

いと思っておりますので、ご理解を願いたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 小尾直知君。 

〇１４番議員（小尾直知君） 
 最後に１点だけ。給付金の時期ですが、４月中旬ということで聞いておりますが、国会を通

過するのが、当初の予定よりも、４日に通過したということで早くなっていると思うんですが、

その関係で、もう少し、なんとか早くならないかと。少しでも早く春を呼びたいということで、

どうでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小松企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 給付金の給付の開始の時期でございますけども、やはり膨大な事務量でございまして、その

中で本人申請の中で、口座振替の場合、口座をすべてチェックしなければなりません。それを

入力しまして、それを入力したデータを金融機関に振り込みのテストを１回させていただきま

す。そうしますと、テストの結果で、良好なものであれば、そのまま対応できるということで、

基本的には４月の中旬を第１回目の給付としたいと思っておりますので、順次、早めていきた

いと思っておりますが、いわゆる、そのようなキャッチボールがございますので、よろしくお

願いいたします。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 小尾直知君の質問が終わりましたので、これから関連質問を許します。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで、公明党の会派代表質問を終結いたします。 
 次に、日本共産党の会派代表質問を許します。 
 日本共産党、４番議員、清水進君。 
 清水進君。 

〇４番議員（清水進君） 
 この３月定例会は、今年度の予算が審議されます。経済不況の中で、新年度予算に雇用対策
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や市民の福祉向上を目指し、日本共産党を代表して、３項目の質問を行います。 
 第１点として、安定した雇用確保と失業者の生活、再就職の支援を求めていく対策について

であります。 
 アメリカ発の金融危機に端を発した今回の経済危機の特徴は、景気の悪化そのものが、これ

までの不況と比べて、かつてなく早い上に、これまで経過の悪化により遅れることが多かった

雇用の悪化が急速に進行していることであります。なぜ、このような異常な事態になっている

のか。それは、働くルール規制緩和が行われてきたことに原因があります。１９９９年に労働

者派遣を業種の限定なし、原則重視化してきたこと。さらに２００４年には、製造業にまで広

げてきたからであります。これらは働く人々の多様なニーズに応えるためといった口実で、景

気の調整弁として、使い捨て労働を認めよと、このような財界の強い要望に応えたものであり

ます。企業が好調なときは正職員と同じように働かせ、不況になったら真っ先に首切りが行わ

れている実態であります。非正規労働を拡大してきたことが背景になった、文字どおり政治災

害であります。 
 雇用の悪化を食い止めるためには、国民の暮らしを支え、内需を拡大する対策をとることが

大切であります。雇用を確保することは、内需の６割を占める国民の消費を支えるためにも、

もっとも重要な柱であります。厚労省の調査でも、今年３月末までには１２万５千人、業界団

体の試算では、製造業で働く派遣、請負労働者の４０万人が失業する見通しがあると言われて

います。その多くが違法な中途解約や偽装請負によって、本来なら派遣先企業に直接雇用され

ているはずの労働者への不当解雇であります。これ以上の大量解雇を許してはなりません。 
 厚生労働省、山梨労働局が発表した１月の有効求人倍率は０．５９倍で、過去最低を発表い

たしました。２月には、さらに低下しているといわれています。この大量解雇をやめさせてい

くことが重要であります。労働者派遣法を１９９９年以前の原則自由化以前に戻し、最も不安

定な働かせ方の登録型派遣を原則として禁止することが必要であります。また、県内でも失業

者が増加している中で、市として、以下４点の安定した雇用確保と失業者の生活、再就職の支

援を強めていく対策をとることが、緊急に求められております。市長の見解を伺います。 
 １つとして、固定資産税など減額し、優遇している市内企業に対しての派遣労働者雇用の事

業所に対し、法に従って不当な解雇をやめさせる申し入れを行うこと。 
 ２つに、失業者に対して生活と再就職の支援を行うこと。健康やメンタル面も含めて、総合

的な相談窓口の設置を行うこと。 
 ３つとして、市として直接、間接雇用による緊急の雇用創出事業を行うこと。 
 ４番目には、失業し、義務教育の子どもを養育している家庭では深刻であります。市の準要

保護基準を明確にし、必要な家庭には申し込みができるようにすること。 
 そして大きく２項目として、誰もが安心して利用できる介護保険制度にすることについて、

伺います。 
 介護保険制度は、今年で１０年目を迎えます。この間、介護サービスの総量は増えましたが、

社会保障の切り捨ての構造改革のもとで、負担増や介護の取り上げが進み、家族介護の負担は

今も重く圧し掛かり、１年間に１４万人が家族の介護などのために仕事を辞めております。高

い保険料、利用料を負担できず、制度を利用できない低所得者も少なくありません。介護を苦

にした痛ましい事件も続いております。 
 要介護認定は市町村の調査、コンピューターの１次判定、専門家による２次判定からなりま
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す。結果は自立、要支援１、２、要介護が１から５の８段階で、自立では介護保険は利用でき

ません。介護保険が始まってから、要介護認定を悪用すれば、国民が受けられる介護を国が自

由に制限できます。その改悪が４月より実施されます。実際に認知症の人など、介護が必要な

内容や量が反映されていません。 
 北杜市でも３年前の改正で、国の制度に合わせ、給付の適正化という口実で、電動車イスや

電動ベッドの取り上げが行われます。今回の改悪では、認知症の方の判定がより軽度に判定さ

れる調査項目の削減が行われています。例えば重度の寝たきりのため、移動や移乗されていな

い人の場合、これまでのように能力に着目して全介助と判定するのではなく、介助されていな

いところに着目として、自立と判定されてしまいます。洗髪の項目では、頭髪がなければ自立

であります。このような判定では、重度の人が軽度に判定をされます。要介護認定の仕組みを

使って、政府が介護保険の利用制限を行おうとしております。誰もが安心して利用できる介護

保険制度にするため、以下２点について、市長の見解を求めます。 
 その１つとして、市としてケアマネージャーなど、現場の専門家の判定で適正な介護を提供

することを求めます。 
 ２つとして、介護を最も必要とする所得の少ない人たちが、介護を利用できないのでは法的

介護制度の存在意義に関わります。所得の少ない高齢者は、原則として介護保険料、利用料を

減免して、お金の心配をせずに受けられる仕組みを緊急に設けるべきであります。 
 第３項目として、水道料金の統一を拙速に進めることのないよう、以下、伺いをいたします。 
 今、審議されている簡易水道運営委員会は、水道料金の統一を行うことを目的にしています。

今まで水道料金が低かった明野、大泉、武川の地域が統一することによって、値上げされます。

この地域住民に値上げの根拠をどのように説明を行うのか、まず見解を求めます。 
 また、この間の論議ではダムの水を利用する企業団からの責任割り当て制について、論議が

されていません。山梨県は水不足が急速に起きる峡北地域として、過大な水の供給計画が出さ

れ、大門、塩川の２つのダムが建設をされてきました。そのため、流水の利用を止めてきた経

過があります。企業団の水、すなわちダムの水を利用している現在でも１００％との利用になっ

ておりません。責任買い取り制のもとで、大門系では平成１９年度では６３．３％、平成２０年

度では６３．９％の利用実績であります。平成２１年度、仮に６４％の利用だとすると、１億

６，７００万円は使っていない水の分を、市は負担していることになります。同じく塩川系で

も、明野、須玉の実績は平成２０年度で５０．８％であります。９千万円が利用していない分

であります。大門、塩川の合計では２億５，８００万円を実際に使っていないのに、負担をし

ています。多額ではありませんか。財政危機が叫ばれている今、この責任買い取り制を見直し

ていくことが重要であります。水質の問題、異臭のする問題、砒素を除去する浄化の問題など、

ダムを設置した県の責任は重大であります。にもかかわらず、県の負担はありません。企業団

の運営に関しては、県からの助成が必要であります。北杜市としては企業団からの水は、市が

必要とする自主的な判断による、買い取り制に切り替えていくことが重要であります。市長の

見解を求めます。 
 また、今、検討している簡易水道運営委員会だけでなく、広く各地域で市民への説明会を行

い、市民の意見を求めるべきではありませんか。それぞれの地域の実情に合った簡易水道を運

営してきた歴史があり、結論を拙速に出す必要はないと考えます。 
 以上、市長の見解を求めて、日本共産党の代表質問を終わらせていただきます。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 清水進議員の、日本共産党の代表質問にお答えいたします。 
 まず雇用の確保および失業者の生活、再就職の支援について、いくつかご質問をいただいて

おります。 
 最初に、企業等振興支援指定事業所に対する不当解雇防止に関する申し入れについてであり

ます。 
 現在、企業等振興支援条例に基づく指定事業所は９社でありますが、平成２０年度に固定資

産税の免除を行った事業所は５社で、平成２１年度には７社となる予定であります。これら指

定事業所の２月末における従業員数を調査したところ、昨年の数値と比較して１００人以上が

減少しており、雇用調整が行われていることが伺えるところであります。しかしながら、その

多くが派遣契約の満了等に伴うものであり、不当解雇が行われているという事実はないものと

考えております。 
 こうした状況をふまえ、市といたしましては、支援条例に規定する雇用条件の順守を求めて

いくとともに、今後も緊急雇用安定助成金などの制度を活用した雇用の継続についての要請を

行ってまいります。 
 次に、失業者の再就職支援についてであります。 
 世界的に経済が低迷する中、多くの企業において雇用調整が行われ、今後ますます失業者の

増加が予想されます。このような状況をふまえ、市といたしましては、緊急経済対策の一環と

して相談窓口を開設し、今までに３０件ほどの雇用に関する相談も寄せられております。現在、

市が直接、失業者の雇用を斡旋することは、法律等の制約もあり行っておりませんが、国の就

職安定資金や技能者育成資金の融資制度など、再就職支援にかかる情報提供を行うとともに、

就職相談窓口でありますハローワークへの照会を行っております。 
 次に健康やメンタル面も含めて、総合的な相談窓口の設置についてですが、現在、中北保健

福祉事務所を中心に北杜市、韮崎市、南アルプス市企業、各商工会などが合同で地域における

労働者の心と体の健康づくりの推進体制を整備するため、峡北支所地域セーフティネット連絡

会議が昨年９月末に設立されました。この会議の中で、広域的な労働者の相談対応の実施、事

業所、相談機関、医療機関等のネットワーク化の検討をしてまいりたいと考えております。 
 次に、市による雇用創出事業の実施についてであります。 
 市の雇用対策といたしましては、国の緊急雇用対策に先立ち、２月から市単独で４名の臨時

職員を雇用したところであります。また４月から、先刻申し上げましたように、国が新たに制

度化いたしました緊急雇用創出事業等を十分活用しながら、直接・間接での新規雇用の創出に

向け事業化したところであり、今後も事業の創設を検討しながら、なお一層の事業枠の確保に

向け、要望してまいる所存であります。４月以降の市単独での雇用創出事業の実施につきまし

ては、今後の経済雇用情勢を見極めながら、検討してまいりたいと考えております。 
 次に水道料金の統一について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に水道料金の値上げの根拠についてでありますが、現在、北杜市簡易水道運営委員会に

おいて、水道料金統一に向け協議いただいております。北杜市が１つの料金表に統一された場
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合、あるいは複数となる場合においても、現状の水道料金に差があることから値上げ、また値

下げとなる簡易水道があると考えられます。こうしたことから、急激な負担を避けるための議

論もされていると聞いております。 
 次に水道企業団からの水の買い取り制についてでありますが、現在の責任水量制については、

構成市の議会における議決を受け、また峡北広域水道企業団議会においても議決をいただいた

ものであります。 
 最後に市民説明会についてでありますが、答申をいただいたのち、答申の内容を尊重した上

で、改定に関する事務を行うこととしておりますので、改定案がまとまり次第、市民への説明

会を開催し、理解を求めてまいりたいと考えております。 
 その他につきましては、教育長および担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 
 清水進議員の、日本共産党の代表質問にお答えいたします。 
 失業者家庭への準要保護対策についてであります。 
 経済的理由によって、就学困難と認められる小中学校の児童および生徒の義務教育の円滑な

実施に資するため、就学に要する経費に対し、援助費を支給しています。就学援助の対象とな

るのは、現に生活保護を受けておられる方や経済上、生活保護世帯に準ずる程度にお困りの方

であります。 
 準要保護については平成１７年度から国の補助金がなくなり、地方交付税措置がなされてお

ります。就学援助の対象となる、ひとり親家庭や市民税が非課税となっている保護者が年々増

加傾向にあり、平成２０年度は例年に比べ、年度中途での認定の数が多くなっております。昨

今の社会経済情勢から、今後も申請が増加するものと見込まれます。失業している保護者につ

いては、その家庭状況等を調査する中で、認定することも可能であります。 
 この制度は申請していただかなければ判断できませんので、今後も学校と連携を図り、制度

を周知する中で、児童生徒が経済的理由により就学困難にならないよう、努めていく考えであ

ります。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 清水進議員の、日本共産党の代表質問にお答えいたします。 
 介護保険制度について、いくつかのご質問をいただいております。 
 最初に現場の専門家の判断で、適正な介護を提供することについてです。 
 本年４月から介護認定審査会の審査方法が、一部変わります。訪問調査事項の一部変更と審

査会における要介護１相当の方の判定方法の変更などであります。国が昨年実施した要介護認

定モデル事業の結果においては、認定結果は現行の審査判定と同等であると報告されておりま

す。二次判定における審査会においては、訪問調査で記入された訪問調査記録や医師の意見書

から申請者特有の介護の手間の読み取り、コンピューター判定された介護度でよいのか、審査

を行います。 
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 審査会の委員は、それぞれ現場で医療、看護、介護を実践している方が多く、専門家として

適正な判断がなされると考えております。また、実際にケアプランを作成するケアマネージャー

は自立した生活の継続や要介護状態の軽減や悪化の予防を目指し、適正な介護サービスが提供

されるよう、利用者を支援することができると考えております。 
 市といたしましては、ケアマネージャーへの研修会の開催、相談窓口の開設、事例検討会等

を開催し、ケアマネージャーに対する支援体制を整備し、今後も資質の向上に努めてまいりま

す。 
 次に、低所得者の高齢者へのサービス利用の拡大についてであります。 
 介護保険制度は平成１２年度からスタートした社会保障制度であり、保険料５０％と公費負

担５０％の財源で、市町村が保険者となり、事業を運営しております。 
 ご質問の介護保険の保険料の免除についてでありますが、保険料納付者世帯の課税状況およ

び世帯状況により、基準介護保険料額に対して、軽減措置を行っており、低所得者は基準の半

額の保険料となっています。その方々は６５歳以上の約２０％を占めており、これらの方々の

保険料を免除することは、残り８０％の方々の保険料負担につながります。 
 また保険料の減免についてでありますが、介護保険事業ではサービス利用の１割を利用料と

して事業者にお支払いいただきます。これは受益者負担として応分の負担をしていただくもの

であります。低所得者の方には、一定の利用者負担額を超えたときに支払われる高額介護サー

ビス費や施設サービスや短期入所サービスを利用したとき、食事、居住費について一定の限度

額を超えた場合に支払われる特定入所者介護サービス費の支給、社会福祉法人の運営する事業

を利用した際に、その費用の一部を助成する低所得者補助事業などもあり、また平成２１年度

からは医療・介護の合計が著しく高額になった場合に、一定の限度額を超えた分が支払われる

高額医療・介護合算制度も始まることなどから、それ以上の利用料免除の仕組みづくりは、不

公平感を招き、困難と考えております。 
 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 清水進君の再質問を許します。 

〇４番議員（清水進君） 
 それでは、雇用問題で最初にお伺いをいたします。 
 労働者派遣法では、派遣労働は同一業務で３年までという期間制限があります。請負労働の

場合は受け入れ企業は、その労働者に指示や命令ができないことになっています。しかし、実

際には受け入れ先企業から、ずっと指示・命令されて働いています。これは請負でなく、偽装

請負に当たります。この偽装請負の期間、派遣期間として通算されるのか問題がありましたが、

２月４日の衆議院予算委員会で、舛添厚生労働大臣は偽装期間も通算される、このように回答

をしております。これは同一業務で、３年以上の派遣労働を行わせているのは違法だから、解

雇や雇い止め、契約満了でなく、企業として直接雇用、正社員にすることが当然、求められて

いる、こういう解釈であります。こういう立場で、市内の企業に対しての同一業務で、３年以

上が経過した場合、直接雇用、正社員にする義務が生まれる、こうした立場で、ぜひ企業を指

導すること、このことが重要ではないかと考えます。ぜひ、もう一度、この地元企業への対応

の仕方、お伺いをいたします。 
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 そして２番目には、今年の年末年始、東京で行われました年越し派遣村を運営した方からお

話を伺う機会がありました。解雇されたショックから一時記憶喪失になっている方や３日間か

けて、ほとんど何も食事をとらずに歩いて参加されてきた方、この方々の再就職の相談をして

おりますが、まず必要なのは、食事と精神的に安心できる住まいを紹介することから始めたと

のことです。すぐには働けない体に、こうした失業者はなっています。体はぼろぼろの状況。

韮崎のハローワークでも、幸い、この地域、北杜や韮崎では住居がないという方はほとんどい

ない。しかし、再就職を求めて窓口に来るが、製造業での求人が大幅に減っている。私たちも

この間、生活相談会に取り組んでおりますけれど、１年以上、もう就職先がない、見つからな

い、こうした相談もきています。失業者への親切・丁寧な窓口相談、健康相談、また場合によっ

ては生活保護が必要な場合もあります。こうした相談について、今一度、どういうところが対

応するのか、お伺いをいたします。 
 そして３番目に介護保険でサービスを利用している方、この４月にまた改定になるわけです

けれども、今まで９年間の実績の中で、全身の症状があって、より軽度に判定されるとサービ

スが制限される。そのために、自宅と病院を行ったり来たりしなければならない。症状が安定

しない、こうした報告があります。ですから、この４月からの利用するサービスの制限、かえっ

て認定が低くなると、健康にもその人にもよくない、こうした評価がありますので、ぜひ現場

の意見、そうしたものを大切にしながら、一人ひとり、個別に状況が違いますので、市として

の対応策、もう一度、明確にお答えを願えればと思います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 このような経済状況の中にあって、雇用に対して関心を寄せていただいておるわけですけど

も、私も率直に言って、雇用のあり方として、日本は終身雇用制、年功序列型賃金体系のほう

が自然だろうというふうには思っています。しかし、時代の変化の中にあって、いってみれば

派遣なるものも制度的に位置づけられたことはたしかですけども、こういった経済情勢の中で、

いろいろ反省もありましょう、制度の見直しもありましょう、地方におって期待をしたいとは

思っています。 
 いずれにしましても、二次産業、三次産業だけが産業ではないわけでして、聞くところによ

ると、最近、都会では農に対する若者の目がずいぶん変わってきたと、こんなような話も聞い

ておるわけでありまして、文字どおり、そんな時代の変化も的確に把握しながら、総合的な雇

用対策を行政として、市として応えていきたいと思っております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 介護保険事業の中で、利用するサービスの制限はというふうな、ご質問をいただきました。 
 これにつきましては、先ほど議員のご質問にありましたように、本年４月から認定調査項目

が８２項目から７４項目へと変更になります。これにつきましては、平成１３年度に実施され

ました樹型モデル、これは介護に要する時間を適切に反映しているかどうかということを調べ
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るものですけども、このたび、この樹型モデルの見直しがされたということでございます。 
 その中で調査項目が削減されたために、認知症の方等の判定が軽度になるのではないかとい

うふうなご指摘でございますけれども、これにつきましては、今年度、実際には４月から制度

が始まるということですから、状況を見なければ分かりませんけれども、これは全国一律で、

国が提示するソフトによってサービス料は図られるものですから、市でここで特別にというふ

うに、ここの制度を変えるわけにはまいりませんので、こういった状況をしっかりと見定めな

がら、問題があるようであれば、また国のほうへ要望を出していきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 清水進君。 

〇４番議員（清水進君） 
 水道料金について、最後にお伺いします。 
 合併してから、まだ時期が早いという意見もあります。先ほど、説明会を行うということで

したけれど、どういった規模で、どのような時期に行うのか、最後にお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 細川生活環境部長。 
〇生活環境部長（細川清美君） 

 説明会の時期はどのような形でというご質問でありますが、現在、水道運営委員会で料金の

統一等々、活発に議論をしていただいているところでございます。５月には、答申がいただけ

るものと考えておりますが、その答申をいただいたあと、体系等、十分、検討をする中で、そ

の後、説明会等を開いていくという考えでございます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 再質問はありませんか。 
 （ な し ） 
 清水進君の質問が終わりましたので、これから関連質問を許します。 
 中村隆一君。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 先の、企業の雇用調整の件ですけれども、平成１９年度に北杜市工業誘致条例第５条で、固

定資産税を３年間免税し、さらに北杜市産業立地助成金というのが、武川の三吹にあるＮ工業

に９，１３８万７千円、助成をしています。このＮ工業の雇用調整数は何人か。また、北杜市

としては、このように企業に優遇をしていたにもかかわらず、雇用調整が行われたということ

に対して、どのように対応してきたのか、そのへんをお伺いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 誤解のないようにしてもらいたいと思います。私どもは大企業本位だとか企業本位で、その

ような条例をつくったわけではないと。若者が定住できる、働く場の確保ということが大前提

で企業誘致をしたいと。そして、そのような条例をつくってきたわけです。なんか大企業本位
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のために条例をつくったわけでは、決してない。冒頭ご理解をしていただきながら、再質問し

ていただければと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 中村隆一君。 
〇１９番議員（中村隆一君） 

 誤解をしているんではないかと思うんですがね。このように、企業に多額な税金をつぎ込ん

できたのにもかかわらず、簡単に雇用調整だということに対して、市は労働者を守る立場で対

応すべきではないか、そういうことです。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 誘致企業が着実に雇用を確保して、おおむね半分の皆さんを北杜市民の中から雇用していた

だいているということは、たびたびの議会のご質問にお答えしているところです。今回のこの

ような緊急経済の中にあって、誘致企業の中で、おおむね１００人くらいは、一言で言えば労

働者の雇用が減ったという状況を把握しているわけです。それは先ほど、ご質問にもあった派

遣の中でそのように整理されたと。正規職員ではないと。併せて、企業もこの厳しい経済状況

の中で、生き残りをかけての雇用対策だと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 中村隆一君、よろしいですか。 
〇１９番議員（中村隆一君） 

 残り時間が少ないので、終わりにします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで、日本共産党の会派代表質問を終結いたします。 
 本日の会議時間は、あらかじめ延長いたします。 
 ここで、暫時休憩をいたします。 
 再開は３時４０分でお願いします。 

休憩 午後 ３時２５分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ３時３９分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 次に、北杜クラブの会派代表質問を許します。 
 北杜クラブ、１３番議員、千野秀一君。 
 千野秀一君。 

〇１３番議員（千野秀一君） 
 北杜クラブを代表して、質問をいたします。 
 何事にも果敢に取り組む、前例がなくてもやる、それがベンチャー自治体と市長は所信で、

北杜市づくりの決意を述べました。４年前の新市の幕開けは、合併協の策定した新市建設計画
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に基づいたスタートでありましたが、あまりにも厳しい財政状況が露呈し、市民には大きなフ

ラストレーションが生まれたことも、たしかでありました。旧町村時代に比べて市になってか

らはと、不満と落胆の声も数多く耳にしました。８つの町村の住民が一瞬にして計り知れない

大きな器の市民となったんですから戸惑いも当然でありますが、この４年間の一日一日の積み

重ねにより、旧町・村は今はなく、後戻りすることもできないという自覚を市民に芽生えさせ

てきたこともたしかだと思います。 
 質問に入ります。 
 誰も見たことがない、ほかと比べることもできない北杜市をつくっていくためには、これま

での町・村づくり、町・村の運営のノウハウだけでよいのか、いささか疑問があります。市づ

くりには、それなりの専門家が必要なのではないかと思うものであります。町・村の時代には

考えられなかった自治体の個性づくり、そして競争。本市が取り組んでいる事業も、例えばリ

トリートの杜は、観光と農業の連携。食育、地産地消においては農政による生産。学校社会の

教育体制においては、また保健福祉による指導、それに食生活推進委員さんのように、市民ボ

ランティアのサポートなどもあり、多くの専門家の集まりで推進をしています。そして今、注

目されてきた第６次産業なる産業体系は第１次産業の生産、そして加工、その場で消費をする、

販売もする。いかに付加価値を付けるかという形態などは、個人事業者であったとしても、多

くの行政的部署との関わりが必要になっています。これら新しい事業、産業への対応は、市づ

くりの専門化と同様にスピード感が必要であり、ここにも専門性が求められると思います。 
 前置きが長くなりましたが、以下、質問をいたします。 
 現在、いくつかの部課横断の事業に取り組んでいますが、連携は十分に図られていますか。 
 次に現状の体制で、人事異動などによる支障はありませんか。 
 ３番、政策専門員のような制度の検討、進捗はどのようになっていますか。 
 ４番目、専門的研修は、その研修制度により多くの職員が受けていると思いますが、研修終

了後、その能力の活用は十分に図られていますでしょうか。 
 ５番目、任期付き職員の採用はということです。 
 ふるさと雇用再生特別交付金活用に適しているというふうに思いますが、その取り組みにつ

いては、いかがでしょうか。 
 次に財政について、伺います。 
 法人市民税が２０年度２億９千万円の減、当初予算６億６千万円の４４％の減額となってい

ます。２１年度当初予算では個人・法人市民税ともに落ち込み、加えて固定資産税も見直しの

年にあたり、減税は避けられず、市税全体で２０年度当初の予算と比べ、５億６千万円の減額

となっています。これを地方交付税と起債とで補っているのでありますが、起債４３億３千万

円のうち１３億円は、のちに交付税で措置される臨時財政対策債とはいえ、極めて厳しい状況

であり、近々の景気の回復も期待できないものと思われます。 
 そこで、伺います。 
 １２月議会で、わが会派の利根川議員が代表質問で、平成１８年３月に策定された北杜市公

債費適正計画の実効性を伺ったところでありますが、さらなる厳しい状況、数字が表れた今、

再度、実効性と対策を伺います。 
 財政健全化計画が本年度末に策定されるとのことですが、その内容と２１年度予算に、どの

ように反映されているかを伺います。 
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 ３番目です。平成１８年３月、第１次北杜市総合計画１０カ年と合わせて、前期５カ年の基

本計画が策定され、その年９月に改定されました。そして同時に平成１９年から２１年度まで

の３年間の実施計画が示され、２年間は順調に執行されてきました。来年度、２１年度は次の

実施計画を立てる年度だと思いますが、具体的にはいつ公表されるのでしょうか。 
 次にＰＦＩ事業方式の導入について、伺います。 
 本来、この方式は公共施設の建設などに民間の資本、技術、運営ノウハウを取り入れるもの

でありますが、本市における財政状況等を鑑みますと、新たな水力、太陽光発電、バイオマス、

生ゴミ処理事業などの環境施策事業には可能性が高いと思われますが、お考えをお伺いします。 
 次に地域創造につながる障害者福祉事業の武川町障害者自立支援サポート施設について、お

伺いいたします。 
 作業所と地域交流プラザ機能を併設した複合施設とは、どのような位置づけの施設でありま

しょうか。 
 そして、２番目です。この中の地域交流プラザ機能の内容については、地域の意向をどのよ

うに反映して進めていくものか。また、維持管理等については、どのような方法でやっていく

かもお伺いします。 
 保健福祉に関する質問をします。 
 ふるさと雇用再生特別基金事業の活用による助産師雇用、妊産婦ケア事業でありますが、す

でに何度か質問もされております。ここでは、これまでケア事業を行ってきた保健師、看護師

の仕事と、新たにこの助産師の仕事の分担について伺います。 
 ２番目、妊産婦フルタイムサポート制度の創設について、伺います。 
 この名前は別にあるわけではありませんから、仮称なんですけども、本市においての少子化

対策はほかの自治体との比較でも、かなり手厚くなされていると承知をしていますが、第２子

以降の子育て妊婦のサポートは、決して十分とは言えないと思います。核家族が当たり前となっ

ている中で、この厳しい企業の職場環境も相まって、子育て妊婦の負担、ストレスは計り知れ

ません。障害者支援のフルタイム支援制度のような、何か新しい手助けになるものが必要と思

いますが、お考えをお伺いします。 
 次です。人間ドック特定健診の市立病院での取り組みについて、伺います。 
 本市の健康診断事業への取り組みは、先般の新聞報道にもありましたが、県下一番を続けて

おり、市民の健康への意識の高さを表しております。また、その甲斐あって、北杜市民の健康

状態も良好であり、国保税、介護保険税も県内市町村の中で、大変、低い位置にあり、喜ばし

い限りであります。 
 先般、市立病院の改革プランが示され、山梨県の公立病院再編ネットワーク構想の中、市立

病院は直営で機材の整備を図り、充実させるとのことでありました。安心もいたしました。そ

こで思うのは、市立病院の活用による人間ドック事業、特定健診事業への取り組みです。予防

と治療の持ち場があろうと思いますが、市民からすれば、近くて便利。そして費用も、市の財

政に入ることになりますから、という意見もあります。お考えをお伺いいたします。 
 次に上下水道事業について、お伺いいたします。 
 合併協の計画では、合併後、サービスは高いところに料金は低いところに合わせるとありま

した。しかし、合併して明らかになった各種の格差の是正は、市民の負担を伴うことだけに、

これまでにも国保、介護保険、ＣＡＴＶなど市民からの異論も聞かれました。水道料統一につ
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いては、簡易水道運営委員会の答申が５月末ということになりました。まだまだ真剣な議論が

なされることを望んでおります。 
 しかし、須玉町には２１の簡易水道があり、１３種の料金体系が統一されておらず、他の町

においても、７町それぞれに料金が異なっており、その格差も４．６倍になっているところも

あります。また、現状、市内の一般家庭と営業用大口使用者との比較では、大口使用者は全加

入者の全体の９％であるにもかかわらず、使用料金の割合は全体の５０％を超えており、中で

も小淵沢町においては、８％の使用者で６５％の使用料を占めています。このような状況を考

えたとき、料金改定は一般市民に対する影響もありますが、企業活動、企業誘致活動にも多大

な影響を及ぼし、現下の大不況下においては大変、深刻な問題となると思われます。統一を進

めるにあたっては、十分な経過措置、例えば１０年、１５年をもって見据えた、そんな計画を

すべきと思いますが、その基本的な考え方をお伺いします。併せて、下水道料金の統一につい

ても、基本的な考えを伺っておきます。 
 次に、下水道事業見直し計画という言葉が出てまいりました。この内容はどのようなものか、

伺います。現計画の変更もあり得るのかも併せて、お伺いします。 
 次は農政について、お伺いします。 
 大規模農業施策として、農地集積の取り組み状況について、伺います。 
 次に畑地の総合整備状況と展望について、お伺いします。 
 次、営農団体の育成と法人化の支援について、伺います。 
 次、農業法人等の誘致について、伺います。 
 次、企業の農園への取り組みについて、伺います。 
 次、異業種からの農業参入への対応について、伺います。 
 続きまして、小規模農業という分類が正しいかどうか分かりませんけども、直売所方式の販

売方法の推進について、お伺いをいたします。 
 新規就農者の育成の機会でもあり、新しい地域交流も生まれている、地域力の向上にもつな

がっているようです。また、新品種への取り組みが非常に柔軟であり、そこからのブランド商

品のようなものの創出も考えられます。設置に当たり、設置の手続きの簡素化や助成の考えが

あるかどうかも伺います。 
 第３番目ですけども、政策的農業という言葉が正しいかどうか分かりませんが、観光に資す

る景観作物、耕作放棄地対策作物への取り組みについて、伺います。 
 ヒマワリは、本市を代表する景観作物であると思います。このほか菜の花、コスモス、レン

ゲソウ、そして黒米によるアート、特産品であるソバの花など、積極的な取り組みが必要と思

われますが、市のこれからの考えについて、お伺いします。 
 続いて建設費について、お伺いします。 
 市の中で占める建設費は、合併時の事業がほぼ終了し、着実に減少に向かっています。そし

て、この４年間、新規事業も行ってはきましたが、２２年度以降の事業は、はっきり見えてい

ないような気がします。その取り組み、考え方について、お伺いをいたします。 
 次に教育について、お伺いいたします。 
 体力、学力、不登校など全国調査の結果、山梨県はワーストにランクされています。とにか

く子どもを救わなければなりません。本市の状況と、この全国調査の状況といじめ、不登校の

実態の把握は十分でしょうか、お伺いいたします。 
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 そして原っぱ教育の実効性について、お伺いします。 
 各学校には指導目標があり、市の考え、意向が学校現場において、どれほど浸透しているか。

また、その評価と対応についてもお伺いします。 
 次に、小中学校適正規模配置の検討進捗状況を伺います。 
 すでに質問もされ、答弁も出ておりますけども、多少、目線を変えて質問をいたします。 
 少子化がますます進み、保育園から中学校まで同じ顔ぶれのままの状況では、ときとして順

列の固定化という弊害もあります。そして例え話ですが、玄米を白米にするときは臼と杵を使っ

て米をつきますが、米の量が少なすぎると、ついたとき米は割れてしまいます。適量であれば、

米は互いにこすれ合い、もまれ合って精米されていきます。子どもの教育環境も同様、社会的

粘り強さの醸成のため、適正規模は大人の責任だと思います。郷愁地域での要的施設は理解で

きますが、まず子どもありきの対応が重要と思います。お考えをお伺いします。 
 併せて、小中一貫教育の取り組みが全国各地で行われているようです。山梨県が直面してい

る教育事情の中、ベンチャー北杜市として検討はされたのでしょうか。お伺いをいたします。 
 次です。スポ少、部活動の指導者の民間人登用について伺います。 
 特に中学校の部活動はより専門的であり、教師の指導力だけでは十分とは言えない状況もあ

り、生徒たちの機会、教育効果の面からも一工夫が必要と思います。市として、民間の指導者

と学校等を仲介する指導者バンクのような取り組みについて考えがありましたら、お伺いした

いと思います。 
 給食センター稼働に当たって、いくつかお伺いいたします。 
 すでにあった長坂給食センターが引き合いに出されて、多くの市民が関心を寄せた新給食セ

ンターのオープンであります。最新の機械の設備と細心の心配りで、日本一の給食を作ってい

ただきたいと思っています。 
 安心・安全な食材は当然でありますが、多彩なメニューとおいしさは栄養価と並んで、大変

重要な評価となっています。メニューを増やすことと、おいしさを届けるためには、それを作っ

て入れる食缶が重要な役目を果たすとのことでありますが、それらの配慮は十分になされてい

るかをお伺いします。 
 給食センターの機械の配備はされていても、心のこもった給食作りには、十分な手数が必要

と思います。十分なスタッフが配置されているかどうかをお聞きします。 
 最後になりますけども、長坂、高根、須玉以外の学校の今後の統合計画等、その基準を明確

にして周知を図るべきと思いますが、その対応をお伺いします。そして閉鎖施設に残された備

品、什器類の処分はどのようにするかもお伺いをいたします。 
 以上、盛りだくさんでありますが、ご答弁をよろしくお願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 千野秀一議員の、北杜クラブの代表質問にお答えいたします。盛りたくさんの質問をいただ

きました。 
 最初にリトリートの杜事業や食育と地産地消などにおける、部局間の連携についてでありま

す。 
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 まず組織において、人事異動は不可欠なものと考えております。部局を超えて、連携を図る

必要がある事務事業の執行に限らず、系統的な人事異動により他の部署で得た知識、ノウハウ

等が新たな部署においても、必ず生きるものと考えております。 
 次に専門的研修修了者の能力活用効果についてでありますが、昨年実施した食育関連での福

井県小浜市への研修のほかにも、人材育成基本方針に基づき、毎年、全国市町村職員中央研修

所等に２週間程度の専門研修に積極的に参加させ、職員の意識改革や資質向上を図っており、

より一層の市民へのサービス、情報の提供等に役立たせております。また合併以来、土木研修

として県中北建設事務所、国機関の国土交通省の研修に参加。また税務研修として、県税事務

所などへ職員を派遣させ、専門的な研修を行わせております。研修終了後は、市の関係部署へ

配属、習得した技術および知識を伝授するとともに、自己の職務にも役立たせており、著しい

研修効果を発揮しております。今後も機会があれば、積極的な研修派遣を考えていきたいと考

えております。 
 次に政策専門員および任期付き職員の検討、採用についてであります。 
 これらの職員は職員定数内でありますので、総合計画の進捗状況や新規事業の導入に併せて、

関係部局と協議、調整を行う中で、専門的な知識経験や優れた識見を有する政策専門員、任期

付き職員を平成２２年度予定しております機構改革の中で、検討してまいりたいと考えており

ます。 
 次に財政について、いくつかご質問をいただいております。 
 まず、公債費負担適正化計画についてであります。 
 公債費負担適正化計画は、平成１８年度から地方債の許可制度を廃止し、発行を原則自由と

する協議制度へ移行したことに伴い、実質公債費比率という新しい指標が導入されるとともに、

実質公債費比率が１８％を超える自治体に策定することとされたものです。これにより本市で

は、平成１９年度において、７年後の平成２５年度に実質公債費比率が１８．０％を下回るこ

ととした公債費負担適正化計画を策定いたしました。 
 現状を見ますと、この計画では平成１９年度の単年度実質公債費比率について、１９．０％

と目標を設定したところ１８．３％に、また同じく平成２０年度の目標値を１９．３％とした

ところ、１９．０％となる見込みであるなど、新たな借り入れを極力抑えるとともに、積極的

に繰上償還を行うことなどにより、計画を上回る改善がなされております。実質公債費比率は、

その算定の基礎となる要素に不確定なものが多く、その将来予想は困難でありますが、市債の

償還額などを精査し、公営企業会計への繰出金などを現在と同様と仮定して試算の上、繰上償

還を積極的に行うとともに、資本費平準化債を発行することにより、計画を策定しております。

計画の達成には、事業の延期や廃止などの見直しや公営企業の経営改善、および市税をはじめ

とする一般財源の確保など、各般にわたる行財政改革の実現が不可欠であります。今後も計画

の実現に向けて、着実に取り組んでまいる考えでありますので、議員ならびに市民の皆さんの

ご理解とご協力をお願いいたします。 
 次に本年度策定を予定しております財政健全化計画の、平成２１年度当初予算への反映につ

いてであります。 
 財政健全化計画につきましては、現在、平成２０年度決算見込み、ならびに平成２１年度当

初予算案をベースに将来の中長期にわたる財政収支の見通しを推計しているところですが、簡

易水道料金の改定が本年５月にずれ込むこととなったため、これを見極めて策定することとし、
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６月の議会で報告いたします。 
 このような中、平成２１年度当初予算編成におきましては、非常に厳しい財政状況をふまえ、

行財政改革アクションプランを着実に実施し、歳入の確保と歳出の抑制を図るとともに、限ら

れた財源の重点的、かつ効率的な配分に努めたところであります。 
 歳入につきましては、引き続き滞納処分の強化など、税収等の確保に努める一方、市債の発

行を当該年度の元金償還額の範囲内とし、極力抑制し、市債の残高を増加させない方針を堅持

いたしました。 
 一方、歳出では人件費につき、定員適正化計画に基づく職員数の削減を行うとともに、一般

行政経費については、一般財源ベースで前年度の９０％以内に留めるという、厳しいシーリン

グを実施し、総額を抑制するとともに、これまで以上の事業効果や施策の優先度を厳しく精査

し、また経常経費の見直しや公共事業の削減、各種市単独補助金の見直しなどを行ったところ

であります。 
 このように平成２１年度当初予算編成方針は、現在、策定中の財政健全化計画の基本的な考

え方を反映させており、計画策定後の予算編成におきましても、この基本的な考え方は踏襲す

ることができるものと考えております。 
 次に第１次総合計画に基づいた実施計画の、平成２２年度以降の計画および建設費について

であります。 
 総合計画に基づく実施計画は、基本構想に掲げる北杜市の将来像である人と自然と文化が躍

動する環境創造都市の実現に向けて、基本計画に示す施策を計画的・効果的に進めるため、財

政計画に裏付けられた実行可能なものとし、３カ年間で取り組むべき建設費を含む各種事業を

示しております。 
 なお、本計画の最終年度は平成２１年度であります。平成２２年度以降の実施計画の策定に

あたっては、前期基本計画に盛り込まれた施策等を検証し、その結果等をふまえた中での計画

を策定することとなり、平成２４年度から始まる後期基本計画の策定の状況を見据えての計画

策定となります。厳しく変動する経済・金融情勢、超少子高齢化の同時進行による人口構造の

変化等による価値観の変化やライフスタイルの多様化など、さまざまな変化が起きております。

また、昨年からの世界的な経済金融危機の影響などにより、市の財政は短期的にも中長期的に

も厳しい財政運営が続くことが予想されます。このような状況ではありますが、財源的な裏づ

けを確保するため、財政健全化計画との調整を図り、北杜市の将来像である人と自然と文化が

躍動する環境創造都市の実現に向け、８つの杜づくりを着実に推進していくため、来年度に入

り、平成２２年度から平成２４年度までの建設費を含む実施計画の策定を進めてまいります。 
 次に、ＰＦＩ事業方式の導入についてであります。 
 ＰＦＩ事業は、公共事業を民間事業者に委ね、新たな事業機会の創出と合わせ、事業コスト

の削減など、質の高い公共サービスの実施を期待した制度であります。 
 ＰＦＩ事業方式では、あくまで民間事業者が事業を主導し、資金および経営ノウハウ、技術

能力によって、公共施設の設計、建設、維持管理、運営のすべてを実施し、費用対効果と採算

性を求めて、公共事業を実施していくものであります。みずから担う事業資金の回収および運

営コストにあたっては、公共サービスの提供による対価で支弁することとなります。 
 自治体側は事業許可権を与え、必要なサービスを調達する立場となることから、原則的なリ

スクは民間が負担することとなります。ＰＦＩ事業者は長期的な需要の確保に向け、金融、
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フォーム、技術等、専門的な知識やノウハウが必要となり、将来的な変動リスクの予測ととも

に、十分な創意工夫の中で提案することが重要となります。 
 しかしながら、小規模事業においては採算面の難しさもあり、ＰＦＩの導入目的以外に事業

の確実な履行やリスク配分の手法確立など、多様な課題の検証が多岐にわたることから、現状

では大変厳しい事業であると考えております。 
 次に地域創造・障害者福祉事業、武川町障害者自立支援サポート施設についてであります。 
 作業所と地域交流プラザ機能を併設した複合施設でありますが、障害のある方が地域におい

て自立した生活をしていくためには、行政が行う障害福祉サービスや支援だけではなく、市民

の皆さんの障害への理解と身近で支える支援が不可欠であると考えております。 
 障害者サポート施設を検討するのには、地域の皆さんの要望、意見をいただくことは当然の

ことであり、開所後の管理体制はどのようにしていくのか。また地域住民と障害のある方が、

どのようなことで交流を深めていくことができるのか。そのことにより共有できる部分、設備

等々を平成２１年度から検討してまいりたいと思います。 
 次に、助産師を雇用しての妊産婦ケア事業についてであります。 
 当市における妊産婦をめぐる課題は、身近な地域でお産をする場がないことであります。そ

のためには、産科医のいない今、助産の専門職である助産師の発掘と育成。そして助産という

専門性を発揮できるよう、支援することが必要です。安全な出産の場の確保により、妊婦健診

や出産へのニーズ調査などの、妊産婦ケアサービス事業を実施していく予定であります。 
 次に２４時間の支援体制がとれる妊産婦のフルタイムサポート体制についてでありますが、

関係機関や専門家で構成する検討委員会を立ち上げまして、妊婦を取り巻く社会環境も含めた

ニーズ調査の実施や現状分析を行い、妊産婦のフルタイムサポート体制を視野に入れながら、

検討会で協議していただく予定であります。 
 次に、水道料金統一への基本的な考え方についてであります。 
 水道料金統一につきましては、北清クラブ、坂本議員のご質問でお答えしたところであり

ます。水道事業は、住民生活や企業の経済活動を支える重要な基盤となっていることから、市

民負担の公平性の確保、ならびに水道事業の安定化を図ってまいりたいと考えております。議

員ご指摘の料金の激変緩和も１つの選択肢ではあると考えております。いずれにしましても、

水道料金の統一は難産になろうかと思いますが、市民のご理解を得ながら、簡易水道運営委員

会の答申内容を尊重する中で、慎重に対応してまいります。 

 次に、下水道料金統一への基本的考え方についてであります。 

 下水道料金統一につきましては、合併協議において当面の間、現行のとおりとし、できる限

り、早期に統一を図るとされ、また同じ下水道事業でありながら、公共下水道と農業集落排水

事業との事業別、あるいは地域により格差が生じており、早期に統一を望む声があります。さ

らに現行の、旧町村の料金体系での使用料金収入では財政を圧迫しており、下水道事業会計の

経営健全化を推進するためにも料金統一、および改定は必要であると考えております。 

 国土交通省と総務省とで協議の上、策定した下水道使用料算定の基本的考え方では、下水道

事業の適正な管理・運営を図るために、下水道使用料を適正に算定することがますます重要と

なってきており、費用の実態を反映した適正な下水道使用料を定めるためには、下水道の管理

運営に関する財政計画を策定する必要があるとされています。そのため、今年度は北杜市下水

道事業長期財政計画を策定したところであります。今後は、北杜市下水道事業審議会に下水道
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料金統一について諮問を行い、どのような料金体系を採用していくかなど、審議会において協

議・検討を重ねていただく中で、議会ならびに市民への情報提供を進めてまいりたいと考えて

おります。 

 次に、下水道事業見直し計画についてであります。 

 快適な生活環境の向上と公共水域の環境保全を目的に、旧町村当時から下水道事業を実施し、

平成２３年度終了の予定で整備を進めてまいりました。しかし、下水道事業は膨大な経費がか

かることから、財政状況を考慮の上、事業完了を平成２８年度まで延伸することといたしまし

た。このため、今後の財政状況等を勘案する中で、適切かつ長期的視点に立った事業の実施、

地域の実情に即した処理方法の選択、さらには事業認可計画の見直しなどを行う必要が生じま

したので、今回、下水道事業見直し計画の策定を行うものであります。 

 次に農政関係のご質問について、お答えいたします。 

 最初に、大規模農業における農地集積の取り組み状況についてであります。 

 本市では多岐にわたる担い手を支援する組織として、北杜市担い手育成総合支援協議会を設

置し、その実働組織として農業者が組織する担い手サポート会議、そして県、市、ＪＡ等の担

当者で組織する担い手サポートチームの２つの組織を設置しております。 

 大規模農業への進出や規模拡大のための農地集積は、農業経営を大きく左右する課題であり、

円滑に集積できる体制づくりが必要であります。このため、本市では北杜市担い手協議会を核

組織として、農業振興公社や農業委員会と連携を図りながら、農地流動化を進めているところ

であります。 

 次に、畑地帯総合整備の現状と展望についてであります。 

 市内における畑地帯整備事業では、現在、県営中山間総合整備事業八ヶ岳東部地区で高根町

の五町田工区、小池工区、長原工区の３地区。県営畑地帯総合整備事業で、明野地区を実施し

ております。 

 具体的に申しますと、五町田工区は耕作放棄地となり、鳥獣の住みかとなっていたため、そ

の状況を解消すべく、地元住民が主体となって事業を推進してまいりました。 

 小池地区につきましては圃場区画が悪いこと、飛び地になっていること、道水路の状況が悪

いことから事業を導入し、効率的な営農を目指すため取り組むこととなりました。 

 五町田地区、小池地区ともに地権者の高齢化により自作営農は難しい状況であったことから、

整備計画の段階より担い手候補を選任し、貸し付けることといたしました。 

 長原工区につきましては、後継者不足により耕作放棄地となっておりましたが、近年の飼料

用作物の高騰を受け、地元の畜産農家より地元で飼料用作物を作りたいという強い要望がある

ことから、整備を実施することにいたしました。 

 このように畑地帯の整備にあたっては、貸し農地として提供する地権者と、それを有効に利

用したいとする担い手とのマッチングが事業効果を高めていきます。今後は、地元地区との話

し合いによる貸し手の確保、企業等の参入希望情報の収集により借り手の確保を行い、市が仲

介役を担うことにより、さらなる事業展開が見込まれ、耕作放棄地の解消に展開していくもの

と確信しているところであります。 

 次に、営農団体の育成についてであります。 

 合併以来、営農組織として２０組織、うち１３の法人が設立され、市内農地の１０％を集積、

または受託しているところであり、耕作放棄地の抑止、解消面においても貢献しており、感謝
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しておるところであります。この営農組織の育成として、各組織に対する担当者を設け、その

担当者が組織単位による総合的な窓口となり、円滑な育成体制を整えるとともに、毎月の担い

手サポートチームでの組織育成の議論を重ねているところであります。 

 次に、農業法人等の誘致についてであります。 

 農業法人の誘致に関しましては、代表的なもので明野町永井原地区への村上農園、日本農園

の誘致があります。両法人の参入につきましては、最近の経済状況の悪化から、当初計画の参

入時期より、だいぶ遅れていますが、村上農園につきましては、本年８月ごろを着手予定。日

本農園につきましては、来年４月ごろを着手予定と聞いております。また、これらに追随する

企業参入の動きもあり、現在、候補地、事業導入等を協議しているところであります。 

 次に、企業の農園への取り組みについてであります。 

 企業の市民農園や体験農園の取り組みは、農業経営基盤強化促進法の改正により、特定農地

貸付が規定されたことにより、これまで不可能であった企業による市民農園の開設が可能にな

りました。これまで企業による市民農園開設はありませんが、ＮＰＯ法人 えがおつなげてが

事業展開する関東ツーリズム大学の開校にみられるように、都市住民や企業の需要は今後、加

速していくと考えております。 

 本市の市民農園は高根クラインガルテンがありますが、需要に応じた新たな対応も必要にな

ることから、今後、市農業振興公社やＪＡ梨北や協力企業等を交えて検討を進めてまいります。 

 次に、異業種からの農業参入への取り組みについてであります。 

 自動車産業やＩＴ産業に代表されるように国内経済は未曾有の不況にあり、余剰人員対策、

緊急雇用対策が喫緊の課題であります。本市には、その余剰人員の農業参入や企業みずからが

新たな事業として農業へ参入したい旨の話が寄せられております。本年１月からの２カ月間で

も、首都圏のＩＴ企業による農業参入希望２社、都市住民が組織する農業法人の設立希望２社

があり、今後も増加傾向にあると思われます。市といたしましても、円滑な参入ができるよう

推進体制を整え、積極的な支援を講じてまいります。 

 次に、小規模農業対策としての直売方式の推進についてであります。 

 市内に農産物等の直売所は１５施設あり、新規就農者をはじめ、高齢者や女性の農業経営を

後押ししております。直売所の売り上げも年々増加傾向にあり、消費者が求める安心感と生産

者の顔が見えるという、食の安全志向を満たす要素が直売所にはあるといえます。また、新設

直売所の設置計画もＪＡ梨北が長坂町に進めていると聞いており、地産地消の全市展開が着実

に進んでおります。これに伴いまして、さらなる誘客と農業者の所得向上に向けた方策も必要

になってまいります。これには新たな品種の導入を県、ＪＡの技術指導員と連携した中で検討

してまいる考えであります。 

 次に政策的農業として、観光に資する景観作物、耕作放棄地対策の作物の対応についてであ

ります。 

 まず、観光農業としての景観作物としましては、市の花ヒマワリを推進しているところであ

ります。 

 具体的には、明野サンフラワーフェスの開催による観光資源としての位置づけをしていると

ころであり、今後の展開としては、その種子を搾油し、食用としての利用やＢＤＦ燃料として

の利用を検討しているところでもあります。 

 平成２１年度は転作作物奨励品種として、転作助成金の交付を予定しています。これにより

 １１５



耕作放棄地対策作物としての位置づけも確立できます。また、耕作放棄地対象対策としては、

解消目標を掲げた耕作放棄地解消５カ年計画を策定し、平成２１年度からの５年間で目標達成

できる事業を展開してまいります。 

 具体的に申しますと、担い手集積用地、企業参入用地、新規就農者参入用地等を設定し、解

消事業を計画的に実施することにより、新たな参入需要に応えてまいりたいと考えております。 

 その他につきましては、教育長および担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 

 千野秀一議員の、北杜クラブの代表質問にお答えいたします。 

 最初に学力、体力、いじめ、不登校の実態についてであります。学力については、平成２０年

度全国学力学習状況調査の結果に基づいて、お答えをいたします。 

 全体的な傾向としまして、前年度に引き続いての傾向でありますが、全国や山梨と同様、知

識よりも活用能力が劣る結果となっています。しかし本市においては、平成１９年度に比較し

て、今年度はかなり活用能力についての改善が見られました。それは、本年度各校で活用能力

の向上のため、理由を記述する、資料から読み取る、あるいは説明する、筋道を立てて考える

など、普段の学習の中に取り入れてきた結果ではないかと思われます。 

 体力については、平成２０年度新体力テスト結果に基づいて、お答えをいたします。 

 小学校５年生、中学校２年生が対象ですが、内容は８種目と、その合計点からなります。全

体的な傾向として、走る力、投げる力、跳ねる力は全国や山梨県よりも高いものが、多くの種

目で見られます。男子は合計点で見ると、小学生は山梨県を上回り、中学生も山梨県とほぼ同

様な結果になっています。女子はかなり高い値を示していて、合計点で小学生は全国、山梨県

を上回り、中学生も山梨県を上回っております。 

 また、いじめ、不登校についてであります。 

 いじめの認知については、小学校で平成２０年度、２学期末現在、８件。平成１９年度が２７件

でありましたので、かなりの減少傾向にあります。中学校では平成２０年度、２学期末現在で

１８件。平成１９年度が１８件でありましたので、横ばい状況であります。 

 不登校につきましては、小学校では平成２０年度、２学期末現在で６名。平成１９年度が

１４名であり、中学校では平成２０年度、２学期末現在で１８名。平成１９年度が３６名であ

りましたので、小中学校ともかなりの減少が見込まれます。これは山梨県や北杜市からの未然

防止、早期発見・早期対応の要請に各小中学校で組織的な取り組みを強化し、それぞれのケー

スに応じて、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの活用、専門機関との連携

などを行って、取り組んできた成果ではないかと思われます。 

 次に、原っぱ教育の取り組みの実効性についてであります。 

 これまでも原っぱ教育の提唱のもと、各小中学校で、その内容を学校教育の中で取り組んで

まいりました。各小中学校においての、取り組んでいる実践活動が児童生徒一人ひとりに浸透

してきており、目的意識を持って行動できる子どもたちになってきていると感じております。 

 今年度は、さらに原っぱ教育を推進していくために、教育委員会では学習指導要領および山

梨県教育委員会の教育指導要領等に対応した原っぱ教育の全体計画を作成し、各小中学校に指

導指針として示しました。このことにより、原っぱ教育の指針が各小中学校の学校教育目標と

 １１６



学校経営の方針との整合性が保たれ、より一層、推進していく内容となっております。 

 今後は学校教育のみならず、家庭や地域社会の力を結集して、日常的な活動を継続すること

により、子どもたちがより健全に育つような取り組みをしてまいりたいと考えております。 

 次に小中学校適正規模、配置の検討の進捗についてであります。 

 ２月１９日に、第１０回の審議会が開催されました。この間、広報や市のホームページにお

いて、審議過程を市民の皆さんにお知らせしてまいりました。現在までに意見集約された事項

は、適正規模については小中学校とも１学年２学級以上、１学級２０人以上。小学校の適正配

置につきましては、各学校とも学区が接する地区は複合学区とし、平成２５年度までの中期的

には旧町村１校とし、長坂町内は泉小と小淵沢小、長坂町内の通学区域を考慮しつつ、１校な

いし２校とする。高根町内では高根清里小学校を残し、他の３校を統合する。これが終了した

のち、第２次小中学校適正規模等審議会を設置し、市内６校とする適正配置を決定する。 

 中学校においては、市内３校に統合する。配置については、３月１９日の審議会において、

さらに審議することになっております。 

 観光教育の整備は大人の責任であるという、先ほどの議員のお考えに同感でございます。 

 次に、小中一貫教育の検討についてであります。 

 小中一貫教育は、小学校と中学校とが連携を密にして取り組むものと、小中一貫校において

行うものがあります。この教育方法が生まれてきた背景には、中一ギャップから派生する保健

室登校や不登校、中学校における学習の躓きといった諸問題に効果的に対処できる方策という

ことが認められて、導入する学校が増加してまいりました。 

 本市においては、長坂町、高根町を除いて、各町において小中学校それぞれ１校しかなく、

小中学校間における情報交換は密に行われており、児童生徒の指導についても協力していると

いう実態から、すでに小中一貫教育に類似した教育環境にあったと考えております。 

 今後におきましては、小中適正規模等審議会の答申を得る中で、統廃合を進めながら、新し

い教育環境について、県教育委員会の指導を得ながら、整備してまいりたいと考えております。 

 次にスポ少、部活動指導者の民間人登用推進についてであります。 

 北杜市には現在５１のスポーツ少年団があり、２１２名の指導者が登録されています。団ご

とにボランティアとして民間の指導者が携わっており、地域の子どもたちにそれぞれ主たるス

ポーツを通じて、健全な体と心を育てる指導を行ってくださっています。 

 部活動指導者については、教師数の減少や専門的指導力を持つ教師の確保の困難さなど、現

状から外部指導者の導入も認められるようになってきました。しかし、あくまでも顧問は、そ

の学校に所属する教職員であり、外部指導者には活動の支援をお願いするという形となります。

現在も吹奏楽やテニスなど、外部指導者をお願いしている中学校もございます。学校教育の範

囲内なので、校長が導入の必要を認め、面接などにより総合的に判断し、指導者をお願いして

おります。 

 次に給食センターについて、いくつかのご質問をいただいております。 

 最初に地産食材納入に対して、多彩なメニュー、おいしさなどへの取り組みについてであり

ますが、平成２１年度から地産食材納入体制を整えるため、生産者給食食材納入業者の連携と

組織化を、農政課と連携して取り組んでまいります。おいしさにつきましては、メニューに工

夫を凝らすとともに、センター方式となったため、食缶は保冷・保温食缶で対応しており、教

室まで温かいものは温かく、冷たいものは冷たいまま届けられるよう対応いたしました。 
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 次にスタッフの十分な配置についてでありますが、北杜南学校給食センターでは栄養士２人、

調理師１７人および事務職員を配置する計画であります。 

 調理につきましては、完全ドライ方式となっているため、下処理は野菜、魚肉、タマゴ等、

完全分離で調理されます。また喫食時間を厳守するため、炊飯、揚げ物、焼き物については全

自動調理器を導入し、煮物等については調理器具を多くするなど対応しており、万全な体制で

操業を開始する計画であります。 

 次に、今後の統廃合計画の基準を明確に、該当校に周知することについてでありますが、市

内小中学校の給食につきましては、将来、北杜南学校給食センターと長坂給食センターの２カ

所で調理し、配食していく計画としております。 

 計画では、長坂学校給食センターには平成２４年度までに白州小中学校。２８年度までに小

淵沢小中学校を統合。北杜南学校給食センターには、平成２４年度までに泉小学校。平成２８年

度までに明野小中学校、泉中学校、武川小中学校を統合していくこととしております。この間

に大きな修繕等が必要となった場合は、この限りではないとしております。大きな修繕とは、

建物において躯体の大半を修理するとか、また厨房機器類は１００万円以上の費用がかかる場

合を想定しております。保護者の皆さんと話し合いを重ね、ご理解を得る中で進めてまいりた

いと考えております。 

 次に閉鎖施設の備品、什器の処分についてであります。 

 厨房機器につきましては、老朽化している他の施設のものと交換することとしており、その

ほかのものにつきましては保管しておき、故障時に対応する計画であります。また、什器につ

きましては３０年くらい経過しているものもありますが、他の施設に転用できるものは、極力、

利用していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 

 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 千野秀一議員の、北杜クラブの代表質問にお答えします。 

 人間ドック特定健診の市立病院での取り組みについてであります。 

 現在、市立病院では入院や外来等の日々の診療や救急医療を主に行っております。人間ドッ

クについては、希望者があれば日を限定して行っておりますが、医師、看護師が不足している

中、積極的に推進してはおりません。また特定健診についても、平成２０年度から始まった制

度であり、医療スタッフの確保が課題であります。現状では人間ドックと同様、積極的に推進

することは困難でありますが、地域の医療機関として力を入れていかなければならないと考え

ておりますので、今後、より多くの皆さんの健康管理に取り組んでいけるよう、努めてまいり

ます。 

 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 

 当局の答弁が終わりました。 

 再質問はありませんか。 

 千野秀一君の再質問を許します。 
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〇１３番議員（千野秀一君） 

 質問がちょっと多かったものですから、なんか申し訳なかった気がするんですけども、再質

問もそんなにないかなと思ったんですけども、洗い出してみたら結構あります。よろしくお願

いいたします。 

 まず第１次総合計画に基づいたアクションプラン、１９年から２１年度までというのが示さ

れてから、ちょっと考え方が違っていたのかもしれません。毎年毎年、３年計画のようなもの

が発表されていくのかなというふうな思いをしていたんですけども、どうもそうではなくて、

２１年度に２２年、２３年をくっつけるという、そういうことのようです。そのことによって、

長期的に休まず事業を継続していくためには、２０年度の時点で２３年度の事業が見えている

ほうが、ことがしやすいんではないかなと、そんな気がしたものですから、素朴な疑問として、

そんなふうな質問をさせていただきました。 

 ですから、今度、２１年度には２２年、２３年、２４年度くらいまでのものがつくられると

いうことだと思うんですけども、その方法ですと、例えば県とか国に北杜市がやろうとしてい

る事業について、事前に相談をする。あるいは、要望を出すということができにくいのではな

いかなという気がするんですけど、そのへんの支障はないのでしょうか。まず、それが１つ。 

 もう１つ、武川の地域総合プラザの呼び名というか、地域交流プラザという呼び名なんです

けども、これも総合計画の中に、あるいは５年の事業計画の中だったでしょうか、そこの中に

地域総合プラザというふうな名称が入っているんですよね、呼び方が。それは総合プラザと間

違えやすいような位置づけに書いてあったものですから、武川に今回、造る障害者支援施設の

中の交流プラザが、簡単に言うと、その支所を伴うような総合プラザ、あるいは地域交流プラ

ザのような位置づけなのかという、そんな、ちょっと紛らわしい呼び方だったものですから、

こんな質問をしてみました。そのへんを違うようであれば、そんなふうな答弁をお願いします。 

 あとは環境といいますか、水道、下水道の件なんですけども、一般会計のほうから国の基準

よりも３億２，５００万円多く繰出金を出しているというのが、今の北杜市の水道会計の状況

なんですけども、これは適正ではないという金額なものですから、何年か後にはこれを、なる

べく基準内に抑え込んでいこうということもしれません。そういう意味で、先ほど、僕のほう

から、ちょっとお伺いというか、提案をしました、長期に時間をかけた中での経過措置をお願

いしたいというところが、ここにあるかもしれません。もし、分かっているようでしたら、こ

のへんもお願いいたします。 

 あと、水道料の改定に伴って、先ほども言いましたけども、企業に及ぼす影響は、一般の家

庭よりもかなり大きなダメージが予想されます。そういう意味で企業ですとか、住民に対する

説明については、この５月の答申を受けた以降、市のほうで形を出してもらってから、今まで

にいろんな問題がありましたので、今回の水道料の問題については、市のほうから市民に、で

きるだけ、極力、理解をしていただけるような、説明の機会をつくっていただきたいというこ

とを重ねて要望しておきます。 

 あと下水道の件なんですけども、下水道の整備の見直しをするという計画のようですけども、

大泉は５年、最終、２８年まで工事終了が延びるというふうな説明だったと思うんですけども、

その中で、従来どおりの工法を、５年間先送りというか延期になるのか、それとも工法まで変

えるような、そんな考え方を検討していこうかなというふうにしているのか、そのへんのとこ

ろも説明をお願いします。 
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 ４つだと思いますけども、答弁をお願いします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 

 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 

 いろんな意味で、総合計画が長期的に立っても、時代の変化が激しくて、基本的には３年に

１回、アクションプランの見直し、さらに推進をしろと、こういうことでありまして、今、行

われているのは１９年、２０年、２１年と、こういうことであります。そういう中にありまし

て、財政状況、まもなくでき上がるでありましょう財政健全化計画、あるいはまた国の動向、

あるいはまた市民のニーズも、いろいろ変わってきていることはたしかであります。併せて人

口構造も、政策とは重ねてみなければならないわけでありますので、そのへん等々を考えなが

ら、適切なアクションプランをつくっていく予定であります。 

 それから武川のプラザのお話がありましたけども、私どもは今、北杜市として、障害者自立

支援サポート施設なるものが必要であると、こういうふうに思っています。そのときに、昔で

したならば、つい豊かなときでしたならば、それぞれの施設が独立しているほうが、ある面で

は理想といいましょうか、望ましい姿だと思います。でも、今日的にはいろいろな機能を複合

的に併設するような、より効率的で財政的にもいいだろうと、こんな思いがあります。ですか

ら、障害者自立支援サポート施設が必要な中にありまして、いわばプラザ機能も併設したいと

いう思いで、この２１年度中に研究をしてみたいと、こういうことでありますので、ご理解を

いただきたいと思います。 

 また、上水道につきましては、先ほど答弁したとおりでありまして、合併した北杜市にして

みれば、公共料金の統一は是が否でも超えていかなければならない、統一化を図っていかなけ

ればならない大きな課題であり、それは即、壁であることもたしかであります。ですから、先

ほど答弁いたしましたとおり、いろんな意味で難産になろうかと思いますけども、市民にご理

解をしていただきながら、簡易水道運営委員会の答申の内容を待ち、それを尊重しながら慎重

に、執行としては決断していきたいと思います。下水道事業につきましても、同じ思いであり

ます。 

 ただ、今、議員ご指摘の工法等々については、いろんな意味で、公共下水がいいのか、農業

集落排水事業がいいのか、ある面で言うならば集落事情で単発的にやったほうがいいのかとい

う問題を含めて、見直しの必要性もあろうと、そんな思いで計画を見直し、また推進していき

たいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 

 千野秀一君、再質問はありませんか。 

 （ な し ） 

 千野秀一君の質問が終わりましたので、これから関連質問を許します。 

 利根川昇君。 

〇１２番議員（利根川昇君） 

 細かいことで、ちょっと伺わせていただきます。 
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 教育の中でスポ少、部活動者民間人登用推進というふうな、この分野ですが、現在、５１の

スポーツ少年団で、２００人くらいの指導者がいるというふうに伺いましたけども、この指導

者に対する助成といいますか、補助といいますか、どんなふうな内容でされているのか。完全

にボランティアで、その方たちが了解していただいて、当然、そういった分野でもって協力し

ていただいているとは思うんですが、そのへんでもやはり、子どもたちをいろんなところへ連

れていくとか、そういった部分については、やはり安全確保の意味でも、いろんなバックアッ

プをしていっていただきたいというふうな願いを込めまして、そのへんをちょっと１点、伺い

たいと思います。 

 それと給食センターのことの中で、新しい給食センターに当然、期待をかけているわけです

が、センターというよりも、前々から話は出ておりました各学校におけるランチルーム、その

へんを、また今後、ぜひとも充実させていただきたい。また小中学校の統合の、これも当然、

計画とオーバーラップしてくるとは思いますけども、そういう意味でランチルームはぜひとも

今後、活用していただきたいという思いがありまして、２点伺いたいと思います。 

 参考までにランチルームについては、と申しますのは、要するに教室の中で暴れる子もいま

すし、ある意味の、勉強するところで、ある意味の運動場でもあるし、それからチョークの粉

を吸うのは、すごく抵抗があります。自分には。そんな意味を込めまして、今のランチルーム

のことを、ちょっと伺いたいと思います。 

 以上２点だけ、お願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 

 井出教育長。 
〇教育長（井出武男君） 

 ご質問いただきました、あとのほうのランチルームの件につきまして、お答えをいたします。 

 議員が、おっしゃるとおりだと思います。ただ、現在の構造物ですと、そのランチルームで

全校が一緒に食べるというようなスペースがございませんので、先ほど議員もおっしゃいまし

たように、今後の適正規模の際に、併せてランチルームの設置につきましては、検討していき

たいというふうに思います。 

 スポーツ指導者の件につきましては、次長のほうからお答えをします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 小林教育次長。 

〇教育次長（小林喜文君） 

 スポ少の関係の、指導者でございます。この分については、例えば、先ほど教育長からご説

明があったとおり、吹奏楽とか、そういった部分については当然、講師料というものが、当初

予算の中で組み込まれております。先ほど言った、他のスポーツについても当初的なもので、

分かっている部分については、そういった予算が配当されるということですので、中途的には

若干難しいかなというふうに考えます。 

 以上であります。 

〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 

 ほかに関連質問はございませんか。 
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 清水壽昌君。 

〇２０番議員（清水壽昌君） 

 財政の面で、少し質問をさせていただきます。 

 先ほど、公債費適正計画の実効性のところで、実質公債費比率が目標より下回っているとい

う答弁がございました。非常に厳しい財政の中で、そのような実績が挙げられたということに

対しましては、敬意を表するところでございます。これも経費の節減があってのことでござい

ますけども、市政の伸び、また県下で群を抜いてトップになっている地方交付税、これらによ

るところが大きくて、繰上償還とか、あるいは借換債等が可能であったというふうにも解釈で

きます。しかしながら、今後、市税の伸び等は期待が極めて薄い状況、また他の歳入につきま

しても増額ということは厳しい状況の中で、今後も同様な対応が可能かどうか。数値目標等も

含めた中で、再度お伺いをいたします。 

 また、経費の削減についてでございますけども、下水道事業が終盤にきている現在、建設費

の減額がどのようになっているのか。今までの歳出の削減につきましては、建設費の減額が非

常に大きなシェアを占めていたわけでございますが、今後の削減は非常に難しくなっていくと

思われます。これらにつきましても、この歳出の削減について、先ほど答弁もいただいたわけ

ですけども、数値目標等も含めた中で、再度、お伺いします。 

 また、歳入を見ますと、地方交付税と臨時財政対策債を含めた市債で、他の歳入減を補って

いる状況を見ますと、財源確保が喫緊の課題であるということが見てとれます。この厳しい状

況でありますが、さらなる企業誘致等が必要になると思われます。先ほど、農業法人の誘致に

ついてのご答弁がございましたけども、財源確保という面から、もう少し詳細な内容をお伺い

いたします。 

 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 

 小松企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 

 それでは財政の関係につきまして、清水壽昌議員の関連質問に答弁させていただきます。 

 まず、実質公債費比率の関係でございますけども、いわゆる１８％を下回るということで、

２５年度を目標に設定されます。しかしながら、この実質公債費比率につきましては、決算が

終わらないと、この数値が毎年動くわけでございまして、その決算の数値をもって単年度収支

が決まると、その中で、３年間の平均値が実質公債費率で出てくるということでございますの

で、決算をもって行うということで、今のところ推計しかできませんので、ご理解をいただき

たいと思います。 

 それから財政の健全化でございますけども、歳出の削減は当然でございますが、歳入の確保

に努めるということで、企業誘致の促進をしておりますが、現在のところ、起債残高につきま

しては、１，００９億円のピークであったものが、平成２１年度には９３５億円になるという

ことで、必ず減少していくということがございます。それから公債費につきましては、今、上

がっておりますが、これにつきましては繰上償還を行うための公債費が上がるということで、

繰上償還が今現在、約２０億円程度の繰上償還を見込んでおりますので、これは１９年度から

でございます。これについて、１９年、２０年、２１年については繰上償還の分が入っており
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ますので、公債費の増になっております。それから当然、歳入、余剰金が出ますと、これにつ

いては、将来の負担を軽くするために基金のほうに積み立てておいて、交付税が、いわゆる平

準になったときの対応ということで、今は貯蓄を蓄える時期だと思っておりますので、大変厳

しい財政状況でありますが、今は貯蓄をする時期だと思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 細川生活環境部長。 

〇生活環境部長（細川清美君） 

 下水道事業の建設費の推移はというような、ご質問であります。 

 下水道事業は特定環境保全公共下水道事業と、それから農業集落排水事業で、これまで進め

てまいりました。農業集落排水事業につきましては、来年度、横手地区の整備が進みますと、

施設の整備は完了をする予定であります。公共下水道のほうにつきましては、先ほどの答弁の

中でもさせていただきましたが、平成２３年度完了という予定で進んでまいりましたけども、

事業期間を２８年度まで延伸という中で、来年度、計画の見直しも含めて進めていくわけであ

りますが、建設費につきましては、今後も来年度も同じような金額の中で推移をしていくとい

うことでございます。 

〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 

 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 

 代表の千野秀一議員の、１の部課横断の対応が行われているかということの中の食育推進に

ついて、お尋ねいたします。 

 健康増進課でも食育推進、それから農政課のほうでも食育推進が今回、挙げられているわけ

ですけれども、昨年度、キッズ・キッチンの中で、食生活改善推進委員が、その指導として担っ

てきたわけですけれども、本年は農政課のほうでは５０回を計画している。それから健康増進

課のほうでも、食育推進を進めていくという中で、この連携をどのように図っていくのか。そ

れから指導者を指導する、去年のように食生活改善推進委員を頼っていくのか。そのへんを、

まずお聞きいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 

 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 

 関連質問の関係で、食育関係のご質問でございます。 

 今年度、平成２１年度は食育の関係につきましては農政課、それから健康増進課、それから

教育委員会、この３つでタイアップしながら、また同じような形でやっていきます。ただ、議

員がご指摘しましたように、食生活改善推進委員の方々に、またお願いするのかという、ご質

問でございますけれども、当然それはお願いをしなければならないと思いますので、その節は

何分ともよろしくお願いしたいと思います。 

 ただ、北杜市につきましては、この食育関係、地産地消も含めまして、非常に成果が上がっ

てきています。総務省からのアドバイザー事業でもそうですけれども、国からもダイレクトで、
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いわゆる補助金等もきておりますので、国のほうでも最終的な平成２２年度までの重量ベース

での地産地消率、給食に対して４０％というのは強い関心を持っておりますので、われわれも

部局を横断しまして、市長部局だけでなく、教育委員会部局も横断しながら、これに向けてま

い進していきたいと思っております。 

 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 

 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 

 ただいま、やはり指導のほうは食生活改善推進委員を頼っていかなければならないという答

弁でございましたが、たしかに食生活改善推進委員はボランティアという位置づけの中で、非

常に委員の方たちは地域の食生活水準向上のためとか、それからメタボの改善とか、そんなふ

うなことで、一生懸命働いていることは承知しているんですが、本当に、この位置づけとして、

５０回行う、そしてしっかりとした食育を進めていく中で、ボランティア活動の中で頼っていっ

ていいのかということが１つ、大きな課題になるんではないかと思いますが、そのへんのお考

えをお聞かせください。 

〇議長（秋山俊和君） 

 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 

 ボランティアという要件で、ずっとこのまま継続していくのかという、ご質問でございます。 

 たしかに、本当に皆さんの厚意に甘えていくということでございますけれども、やはり、そ

れなりに、またいろんな形で改善推進委員さんだけではなくて、いろんな形でもまた、手を挙

げるような団体等を発掘といいますか、お願いをしていきたいと思います。 

 ただ、こういった経済情勢でございますので、先ほど実質公債費比率の話も出たわけでござ

いますので、また財政当局ともいろいろ相談をしながらいきたいと思っておりますので、ご了

解願いたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 

 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 

 たしかに食生活改善推進委員の方たちは、ボランティア活動として、非常に自分自身の研鑚

を努めながら、このことについてどうこうということをおっしゃる方たちは少ないんですけれ

ども、やっぱり食育をしっかり進めていく中では、いつまでも、そのボランティア活動、この

経済情勢の中であってもということですけれども、私はしっかりした位置づけをして、この食

育推進をしっかり進めていっていただきたいと思っておりますので、ぜひ指導者の位置づけと

いうようなことも検討をしていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〇議長（秋山俊和君） 

 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 

 推進委員さんの位置づけということでございます。 

 食育を始めまして、本当に去年から始めました。去年というか、平成２０年度から始めまし
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た。実際には１９年度から準備もしてきましたけども、初めてのケースでございましたし、先

ほども何回も、くどいようですけども、部局を横断してやる事業です。いろんな形で困難さも

ありました。いろんな命令系統ですとか、お願い系統だとか、いろいろありまして、非常に皆

さんも苦慮した場面があります。したがいまして、１年やった中で、一応、目安がつきました

ので、これからはまた、ボランティアだけではなくて、推進委員さん以外の方々にも、いろん

な形で、手伝いたいという方々もおりますので、そういった方々にお願いしながら、また先ほ

ども申しましたように、ノーペイではございませんので、ある程度、そういったものをみてい

きたいと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 よろしいでしょうか。 
 （はい。の声） 
 ほかに関連質問はございませんか。 
 清水壽昌君。 

〇２０番議員（清水壽昌君） 

 先ほど私の質問でもって、ちょっと私も聞き落とした点がございますので、再度、申し訳あ

りませんけども、最後のところで農業法人の誘致の方向が示されておりますが、財源確保とい

う面から、現段階で、分かる範囲で、例えば人員の規模とか、あるいは売り上げの目標とかと

いう点からお答えができれば、お尋ねしたいということを、最後にちょっとお尋ねしたんです

けども、答弁がなかったように思いますので、答弁をお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 

 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 

 先ほどのご質問の中で、農業生産法人、もしくは企業の異業種からの農業参入につきまして、

どの程度の、どういう状況であるかというご質問でよろしいでしょうか。 
 これにつきましては、先ほど市長の答弁にもございましたように、今回、特に１月から、今

は３月ですけども、２月までの間に、いわゆる自動車産業、もしくはＩＴ産業からの照会がご

ざいました。それはどういうことかといいますと、首都圏のＩＴ企業、もしくはその自動車関

連産業のほうから農業参入に来たいというところが２社、要望がございました。それから、も

う１つは都市住民が組織するＮＰＯですけども、そのＮＰＯが農業法人の設立をしたいという

ことで、やっぱり、それも２社ございました。ただ、これは今のところ、まだ十分ではないこ

とでありまして、要は今の経済環境が非常に厳しいと。そうした中で、いわゆるワークシェア

リングといいますか、今、抱えている人員をいかにして、つなぎとめていくかという形の中で、

そういう趣旨の中で、農業参入をしたいというところが、今、ございます。ですから、これに

ついては照会があるということでございますので、これが本格的になるかどうか。ちょっと今

のところは不確定要素ではございますけども、ただ、現実としてはそういったところが、ある

程度、出てくるような気配がしております。 
 それから、もう１つは、先ほども市長が答えましたけども、企業の農園への取り組みという

ことでございまして、今、北杜市には高根のクラインガルテンがございます。今回、農業経営
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基盤強化促進法が改正されましたので、特定農地の貸付ができるようになりました。したがい

まして、これがやっぱりＮＰＯ法人でございますけれども、北杜市にございます、法人のＮＰ

Ｏ法人のえがおつなげてですか、これがまた、関東ツーリズム大学を開校するということで、

こちらへ参入して、農地の貸借、いわゆる市民農園というものをやることにはなっております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 ほかに関連質問はございませんか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで、北杜クラブの会派代表質問を終結いたします。 
 ここで、暫時休憩をいたします。 
 再開は、５時３０分でお願いします。 

休憩 午後 ５時１６分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ５時２９分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 井出教育長から発言の申し出がありましたので、発言を許可いたします。 
 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 
 休憩前の千野秀一議員、北杜クラブの代表質問の中で小中一貫方式の検討についてのお答え

をする中で、本市においては長坂町、高根町を除いた各町において小中学校、それぞれ１校し

かというふうなご答弁を申し上げましたけども、この中に長坂町、高根町のあとに須玉町を付

け加えて、お答えとさせていただきます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 次に明政クラブの会派代表質問を許します。 
 明政クラブ、１１番議員、保坂多枝子君。 
 保坂多枝子君。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 だいぶ時間も経過し、お疲れとは思います。一部、質問が重なるところもございますが、な

るべく急いで、またしっかりと質問をしたいと思います。どうぞ、よろしくお願いいたします。 
 私たち明政クラブは２００９年２月２０日に、基本的な政治理念を同じくする４名の議員を

構成メンバーとして発足いたしました。過般の合併後、初めての全市１区の選挙を終え、新た

な視点で議会を再編し、北杜市の明るい未来のために、現場主義をモットーに汗を流していき

ます。市民とともに考え、市民とともに行動する会派として、日々の活動を大切にしながら、

行政や議会が身近に感じる政策と市民から信頼される議会を目指し、政策提言をし、実現に向

け、是々非々で取り組んでまいります。 
 会派設立初めての代表質問ですが、行財政改革、緊急経済雇用対策、少子化対策、地球温暖
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化防止について、４件にわたり質問いたします。 
 １件目、行財政改革の推進について。 
 景気の低迷、経済の減速化の影響により、本市においても法人税、市民税などの収入が大幅

に落ち込んでおり、厳しい行財政運営を余儀なくされております。国内外を問わず、社会全体

に閉塞感が漂う中で、それらを払拭し、地方分権の時代にふさわしい独自の知恵を凝らした行

政サービスの構築を図らなければなりません。平成１８年３月に策定した行政改革大綱には、

改革の基本目標として財政の健全化、施策の再構築と市民との協働による行政運営、市役所の

構造改革と組織のスリム化を３本の柱として、平成１８年から平成２２年度までの５年間で具

体的に計画を推進。その実施や進捗状況を毎年度報告するとともに、変更が生じた場合には、

その都度、見直しを行い、広報やホームページで、市民に公表するものとしています。そうし

た中で、計画は４年目を迎えていますが、現状は計画どおりに進まないものもあるかと思いま

す。特に推進が遅れているものについて、今後の取り組みをお伺いいたします。 
 一方、平成２１年度の当初予算は昨年並みの２７６億円となっていますが、行政改革大綱ア

クションプランに基づき、創意工夫がなされ、行財政に反映されているか。次の３項目につい

て、お伺いいたします。 
 １つ目、平成１８年３月に策定された行財政大綱に沿って、現時点での計画の進捗状況は予

定どおり進んでいるか。 
 ２つ目、数多い市単独補助金、各種補助金の見直しがどうなされているか。交付基準、実績

報告の検証がされた上で、予算措置がされているか。 
 ３つ目、組織機構改革、これはスリム化のことを申しますが、改革への取り組みは。本庁舎

の建設、本庁組織の再編、総合支所等の縮小・廃止に向け、庁内検討はされているか。今後の

見通しについて、伺います。 
 大きく分けて２件目、緊急経済雇用対策について、お伺いいたします。 
 景気の減速に伴い、国内総生産は昨年後期１０月から１２月までの実績がマイナス１３％と

３５年ぶりに、大幅に落ち込んでいます。失業率は増し、戦後最大の経済危機に直面していま

す。国による緊急経済対策として、定額給付金、雇用対策、貧困対策は緊急の課題にもかかわ

らず、審議が遅れ、政局は不透明で混沌とした情勢であります。 
 主体性のない朝令暮改、軽率な発言など、その場しのぎともとれる施策により、地方から国

に対しての怒りや不信感の声が高まる中で、この３月定例議会が開催されています。激動の厳

しい時代だからこそ、今、本市にとってふさわしい、温かい支援策が求められています。 
 中小企業、小規模事業者への支援、雇用の確保、不安に対する総合相談窓口の設置など、市

独自の緊急経済対策について、伺います。 
 １点目、企業誘致が現在までに９社ほどされていますが、市内の在住者の雇用状況。 
 ２つ目、昨年開催された市内企業就職ガイダンスでの市内在住者の雇用状況は。 
 ３つ目、昨今の企業の雇用調整に伴う失業者の実態と、その対応は。 
 ４つ目、失業の急増に伴い、生活資金貸し付けなど生活困窮者に対しての緊急支援は。 
 ５つ目、社会福祉協議会の生活福祉資金制度の利活用の考えは。 
 ６つ目、中小企業支援対策として、相談体制の強化と支援充実に向けての今後の取り組みは。 
 ７つ目、商工会との連携は図られているか。 
 ８つ目としまして、これは先ほどの質問で答弁していただきましたので、省かせていただき

 １２７



ます。金融機関の貸し渋りもあるようだがということでございましたが、よろしくお願いいた

します。 
 ９番目、利子補給以外に、例えば小口金融を設けるなど支援策は考えられるか。 
 以上です。 
 ３つ目、少子化対策について、お伺いいたします。 
 内閣府が２月２６日に発表した、少子化世論調査によると、仕事と家庭や育児の両立支援を

巡り、多少、負担が増えても、保育サービスや育児休業制度の充実など、諸外国並みの手厚い

施策を導入すべきだと答えた人が９０％もあり、出生率低下で日本の将来に危機感を感じてい

る人は８３％にも達しています。 
 内閣府は切実な事態に少子化対策で、ある程度の負担もやむを得ないとの見解で、合意形成

もあるのではとしています。出生率は１．２となり、現在ではわずかに上回ってきてはおりま

すが、少子化に歯止めをかけることは至難の業であり、大変重要な問題であります。 
 少子化対策には結婚、妊娠、子育て、就労、教育など、さまざまな要因を含んでおり、その

環境の整備も重要な課題であります。結婚を例にとってみても、男女を問わず結婚しない人が

増え、就職活動もさることながら婚活、すなわち結婚活動という言葉が使われるようにもなり

ました。婚活には親が一生懸命にならなければ、うまくいかないというようなことも聞き、人

と人との縁を結ぶことの難しさは並大抵なものではなく、結婚相談員の方々のご苦労も、いか

ばりかと思うところであります。 
 若者世代の減少は財政にも大きく影響し、１人の負担は増大する一方であり、年金や健康保

険なども破綻の危機を危惧せざるを得ない状況でございます。国を挙げての取り組みではあり

ますが、解決は簡単にできるものではありません。しかし、市としての対策について、いくつ

かお尋ねいたします。 
 １つ目、助産師の育成について。 
 結婚してから妊娠、出産までの間、女性はさまざまな経験をします。子どもを授かった喜び

と育てていく不安に加え、自分自身の体調の変化に悩まされることも、たくさんあります。核

家族化が進み、親に相談しながら過ごすことも少なくなってきています。ご承知のとおり、全

国で産婦人科や産院は減少する一方であり、出産以外の診療もあり、産婦人科はそのため、ま

すます混雑し、長い間待って、やっと診療を受けられるようになっても、ほんのわずかな時間

で、ゆっくりと相談することもできない状況です。ベッド数にも限りがあって、最初から診療

に関わった患者さんでなければ、出産を受け付けてもらえない。実家に帰って出産したいが、

産むところがないという声を、よく聞きます。 
 最近、身近で自宅出産を経験した人や希望する人の話を聞くことが多くなりました。自宅出

産は、まず母子ともに健康で安産が見込まれること。家族の協力が得られることなどが必要で

すが、温かい家族に囲まれての出産は、何よりも安心であります。しかし、これには病院との

連携を持つ、経験をたくさん積んだ助産師が必要です。 
 今回、ふるさと雇用再生事業の中で助産師を雇用し、妊婦健診・指導など保健師との連携の

中、活動されるようですが、大いに期待するところでございます。 
 本市にも助産師が数名おられるようですが、産科医を確保することは非常に困難になってい

る現状において、助産師の資格を生かし、健診や健康指導ばかりでなく、自宅出産も含め、出

産に立ち会えるような、助産師の育成を望みます。これには、助産所も必要になるとは思いま
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すが、今から空き施設の活用も視野に入れた市のお考えを伺います。 
 ２つ目、幼児期にも原っぱ教育を。 
 現在、北杜市には公立の保育園が１５カ所、私立の保育園が２カ所あります。それぞれ保育

士により、きめの細かい保育により、子どもたちが健全に育成されております。市では財源確

保が厳しい中、市立保育園入所第２子以降の保育料を無料化、また私立幼稚園の就園に対する

補助等、子育て支援に対し積極的に関わっていただき、大変ありがたいことと考えております。

しかし、保育園に預けるためには勤労世帯であるとか、子どもの世話ができない状況等、一定

の条件があり、希望があっても入所できないこともあります。また、家にいて子どもを育てた

いと願う親もいますが、保育園のみであり、市内には幼稚園がありません。子どもたちは集団

生活を経験することで、人との関わり合い方を学び、社会を認識していきます。 
 森の幼稚園は、全国では保育士さんが立ち上げたケースが多く、県内では５カ所、北杜市で

は２カ所あります。そのうち１カ所は１泊２日、１週間というように期間を決めて実施してお

ります。もう１つは、週のうち日を決めて４日ほど実施しております。ここは保育士と保護者

が立ち上げた経緯もあり、自宅を事務所に開放し、保育料と民間の助成金を活用して、事業運

営を行っています。 
 現在３８世帯、約５４名の子どもたちが登録しています。子どもたちは集合して、先生の指

導のもと、野原や森を歩きまわり、花や草、樹木などに触れ、自然の中で遊び、発見し、体験

しています。おもちゃは、木の葉や石ころです。森が園舎であり、遊び場であります。私も何

回か伺ったことがありますが、子どもたちの楽しそうな、きらきらと輝く瞳を忘れることがで

きません。 
 子どもたちにはいろいろな、たくさんな経験が必要です。生き物に触るのが怖いという子と、

その反対に芋虫大好きという子どももいます。この違いは、脳細胞が特に活性化している幼児

期の経験が大きく影響しています。危険を回避しておくことは大切なことです。しかし危険を

認識させること、危険を回避する方法を学ぶこと、それはもっと大切なことだと考えています。 
 無認可であるため市民の自主活動ではありますが、大自然をフィールドとした教育は、自由

な発想や適用する能力の形成など、人として成長していく過程においての大切なものを教えて

くれるように思います。 
 市長の提唱する原っぱ教育は、学童ばかりでなく幼児期にこそ必要であり、その原点はこう

いう活動にあるように思います。市としての、なんらかの支援を考えていただけるのか、お伺

いいたします。 
 ３点目、定着を促せる住宅政策は。 
 若者が定着するためには、住宅の確保は必要不可欠な要件であります。空気がいい、景色が

いい、水がおいしい、素晴らしい環境に恵まれた北杜市に住んでみたいと思ってくれる人がお

おぜいいます。企業誘致に伴い、人口の流入もあり、また農業経営を目指し、新規就農者とし

て無事、研修は終えたものの、農地だけはなんとか借りることができても、住むところがなく、

家探しに苦慮しております。北杜市に魅力を感じて移住したいと思っても、知人もいない人に

は、保証人になってくれる人はもちろん、いるはずもなく、民間の賃貸住宅も何も借りること

ができません。土地を購入し、家を建てるには大変、大きな資金が必要で、定住するのにはな

かなか困難であり、定住を推進していきたいところでありますが、誠に残念なところでござい

ます。 

 １２９



 市内には住む人のいない空き家がたくさんあり、また借りたい人のニーズに応えるため、空

き家バンクを創設しておりますが、貸し手がなかなか見つからないようなことも聞いておりま

す。現状について、お尋ねいたします。また、市営住宅等を借りやすくするための施策につい

て、見解をお伺いいたします。 
 ４点目、食育を推進するには、最近は食事のスタイルも多様化し、和食、洋食、中華など食

材や調理方法も変化してきています。お膳式、ビュッフェ式、バイキング式と形式はいくつも

ありますが、旅に出ると、よくバイキング式の朝食が出されます。好きなものを好きなだけ食

べられるバイキングは無駄が少なく、食事をとる側にとっても楽しく、また効率的な食事のス

タイルです。しかし、このバイキングでどうしていいのか分からないという子どもがいるので

す。料理を持ちにいくことができない、人の真似をして食事をとることもできない、これは朝

ご飯を食べる習慣がないというわけです。これほどまでとは、食育の大切さを痛感したところ

でございました。 
 さて、過日の行政報告の中で、北杜市のコシヒカリが全国で特Ａの評価を受けて、しかも最

高得点であったということでございました。学校給食に使われているお米は１００％地元のも

ので、大変恵まれた食材であります。 
 学校給食は米飯とパン粉があり、地産地消の工夫がされております。過日、米粉を使ったパ

ンを食べる機会がありました。食感もよく、とてもおいしく思いましたが、米粉を県外から取

り寄せたため、また諸物価高騰のあおりを受けたこともあって、米粉が意外に高く、割高にな

るとのことでありました。米の消費が落ち込んで、減反を奨励してきていましたが、農地の荒

廃など、いろいろな問題も発生してきております。米コロッケ、米スパゲッティーなど、調理

次第で、たくさんの利用が考えられます。 
 米粉の使用は地産地消の推進や農地の確保、農業所得の増加にもつながり、農業政策として

も有効であると思われます。米粉の精米機を導入し、消費拡大を図ってはと考えますが、見解

をお伺いいたします。 
 また給食センターが竣工となり、子どもたちの給食を賄う運びとなりましたが、食物アレル

ギーが心配され、アレルギー食品を取り除いて調理するなど、対策が必要となってきています。

保護者の中には自分で作ったお弁当を食べさせたいという声もあり、お弁当にするのか、給食

にするのか。アレルギーを持つ保護者の意思で選択してもらう方法は検討できるのか、お伺い

いたします。 
 大きく分けて４点目、地球温暖化対策は。 
 今年の冬も暖かく、雪もほとんど降らずに終わってしまいそうな、そんな冬を過ごしていま

す。地球の温暖化、ＣＯ２の削減は、いまや地球規模の問題であります。着実に異変を感じる

環境の変化を食い止めるべく、身近なことも含め、質問いたします。 
 １つ目、森林環境整備について、野生生物の種の絶滅など生態系の破壊を食い止めようと、

１９９２年に採択された国際条約である生物多様性条約を受けて、日本でも林野庁において、

人工林の整備について、造林、伐採の効率を高めるだけでなく、生態系の保全と持続的な利用

の具体的方針を決めています。人工林は同一樹種が密集して植えられているため、地表に光が

届きにくく、多様な植物が育ちません。そのため、昆虫や、それをエサにする鳥や動物も減っ

てしまうといった生物連鎖が起こりやすくなります。森林はＣＯ２の削減にもつながり、水資

源の保全、浄化作用など、さまざまな役割を果たしております。サルやイノシシ、シカ、カラ
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スなど有害鳥獣の被害が拡大し、その対策に苦慮されていることは承知しておりますが、動物

たちが、はじめから人に対して害を及ぼすものではなかったはずであります。針葉樹林の一部

に広葉樹を植えたり、草原地帯を設けるなど、野生の生物の保護も観点に取り入れ、人と動物

との共生を視野に入れた森林整備は、今後の施策として重要であると考えます。植林計画や里

山整備をしていく中、ご所見を伺います。 
 最後の質問になります。ＢＤＦのプラントの導入について、お伺いいたします。 
 ゴミの減量化や資源化を目的に、身近にできる取り組みとして、使ったあとの天ぷら油を回

収しています。各支所や地域の回収ステーションで回収した油は、ディーゼル車やトラクター

などの燃料である軽油の代替燃料となるＢＤＦ、バイオ・ディーゼル・フューエルに精製され、

市の公用車６台や民間のユーザーに利用されています。ＢＤＦを使用した車両から排出される

排気ガスは天ぷら油の匂いがし、アトピーや喘息のもとになる硫黄酸化物の含有量が少なく、

黒煙が出ません。出力は軽油と比較してもあまり変わらず、環境にやさしい燃料であるといえ

ます。市内では年間約１千リットルの廃食油を回収しており、県内でも一番の回収量を誇って

おります。これに飲食店やホテルなど、事業系の廃食油を加えると相当な量が見込まれます。 
 現在、廃食油は他市のプラントで精製され、そこから買い上げたＢＤＦを使用しています。

しかし、消防法では２００リットルまでの保管しか認められず、供給量に限界があるため、使

用車両も限定されてしまいます。県内では笛吹市、山梨市など導入を行っている自治体もあり

ます。地球規模で取り組まなければならない温暖化対策として、また北杜市が環境創造都市を

目指す取り組みとして、市内の潜在的な廃食油を確保し、地域型循環システムを構築するため

にもＢＤＦ燃料プラントの建設を推進すべきと考えますが、市長のお考えをお伺いいたします。 
 以上、４件について質問いたしました。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 保坂多枝子議員の、明政クラブの代表質問にお答えいたします。 

 行財政改革の推進状況について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に行政改革大綱の進捗状況についてであります。 
 行政改革大綱および、改革を進めるための実施計画となる行財政改革アクションプランに基

づき、年度ごとの実施スケジュールや目標数値の達成を目指し、取り組んでいるところであり

ます。 
 アクションプランの進捗状況につきましては、実績のある２カ年の達成率は平成１８年度が

６１．９％、１９年度が６３．６％となっており、職員の目標達成に向け、努力している状況

もうかがえる一方、課題が鮮明となってきていることから、今後より一層の努力を行ってまい

ります。 
 次に市単独補助金、各種補助金の見直しについてであります。 
 補助金等整理合理化方針としまして、団体の運営補助金を２０％、事業費補助金に対する奨

励支援金を１０％、イベントに対する補助金を１０％、各種協議会等への参加負担金は団体等

の活動実態等の観点から抜本的に見直しを図り１０％とし、平成２２年度までに平成１７年度

額に対して、それぞれ削減目標を設定しております。また、金額の少ない補助金はできる限り
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廃止、統合、合理化に努めるとともに、新規補助金につきましては内容を精査し、原則３年以

内の終期を設定しております。このほか同種同類の補助事業の整理統合、団体の運営に対する

補助は事業に対する補助への移行を目指し、合併により生じた旧町村ごとの類似補助金の整理

統合および補助単価等の相違の調整を検討しながら、継続的な見直しを図るとともに、行財政

改革アクションプランに補助金の削減目標を掲げ、段階的な削減を進めながら予算へ反映させ

ております。 
 次に本庁舎の建設、本庁組織の再編、総合支所の縮小・廃止に向けた庁内検討と、今後のス

ケジュールについてであります。 
 本庁舎の建設につきましては、現在の建物状況等を見ますと、建設の必要性も高いものと考

えます。一方、市の財政状況は非常に厳しいことや先行き不透明な経済状況等から当面、現在

の仮庁舎の活用を続けていくことも、１つの選択肢であります。また本庁組織の再編、支所の

縮小・廃止に向けた庁内検討とスケジュールにつきましては、職員を削減している中で、現在

の総合支所方式では対応が困難となってきており、業務の効率化を図っていく上で、総合支所

の見直しを行っていく必要があります。また長期的な定員適正化計画に基づき、総合的な組織

のあり方の検討も必要となります。そのため現在、本庁、総合支所の機構改革の検討を進めて

おります。 
 今後のスケジュールにつきましては、議会、区長会、地域委員会および市民の皆さんへの説

明を行い、ご理解とご協力を得ながら、平成２２年度に機構改革を行ってまいりたいと考えて

おります。 
 次に、出産にかかる助産師の育成についてであります。 
 妊産婦のケアサービスは新たな命との出会い、喜びと使命感、自信を持ってお産の介助を行っ

ていただくために重要であります。助産師の育成を考えています。そのために、専門性の追求

や技術の向上を目指して、県や看護協会などが企画する研修への参加、産科医療機関での実施

研修などの導入を検討しております。 
 なお、長期の研修期間に参加できるような支援も併せて検討してまいりたいと思います。 
 次に、新規就農者のための施策についてであります。 
 本市には担い手ワンストップ支援窓口を介して、市外から参入する就農者が多数おります。

その支援策として、その方々のために北杜市担い手支援協議会を中心に、農地の斡旋等を行っ

ているところであります。しかしながら、農地の確保については円滑に進む反面、定住するた

めの住宅については、空き家バンクの確保が困難なこと。そして、市営住宅入居要件に合致し

ないことから、期待に応えられないケースもあります。このため、市営住宅の取り扱いについ

て、市外からの就農者が入居できるような方策を入居要件と併せ、担い手対策の方向からも検

討してまいりました。この課題を解決するため、北杜市農業振興公社が担い手対策を主たる事

業として捉えていることから、市外からの就農者の支援策として、公社が仲介役となり、今度、

購入する雇用促進住宅を含め、市営住宅を借りることができる方策を今後、検討してまいりた

いと考えております。 
 本市に魅力を感じ、農業を通じて移住したい就農者のために、まず住宅問題を含め、関係部

局が連携しながら、今後も対応してまいります。 
 次に地球温暖化対策について、生物多様性を視野に入れた人工林の整備と動植物保護の植林

計画についてであります。 
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 生物多様性のためには、適地適木の観点から、地域に合ったいろいろな形態の森林が存在す

ることと、健全な状態の森林が維持されることが重要であると考えます。このことから、市で

は森林整備計画に基づき、天然生林では更新の補助や改良、補植などの施業を推進し、人工林

においては、間伐の適切な実施や針葉樹と広葉樹が混じった複層状態の森林への誘導など、将

来にわたって多様な森林生態系の保存を積極的に進めることで、個々の森林が有する諸機能の

発揮に配慮することとしております。この森林整備を実現するため、市では里山整備事業によ

り、毎年おおむね２００ヘクタールを超える森林整備を確実に達成しているところであります。 
 森林整備を推進するため、新たに環境保全基金を活用し、事業費の拡充を図ることで、補助

金や補助率を引き上げるとともに、植林、除間伐などの作業種類の見直しを行いました。森林

所有者が多様な森づくりに取り組みやすい環境を整えることで、それぞれの地域に適した森林

整備を推進し、人間と野生生物が共生できる森づくりを進めてまいりたいと思います。 
 次に、バイオ・ディーゼル燃料のプラント建設についてであります。 
 バイオ・ディーゼル燃料は主に植物油から作られた燃料で、軽油の代替燃料として環境問題

やエネルギーの海外依存率など、さまざまな問題解決につながる循環資源として、国内外で注

目されております。特徴といたしましては、硫黄酸化物や窒素酸化物の排出低減につながるこ

とや、バイオマスのための二酸化炭素の排出削減に寄与できることからも、温暖化防止効果が

期待されております。また、使用後の廃食油をリサイクルすることで、可燃廃棄物の排出削減

にもつながっております。 
 北杜市では、平成１８年８月から市内全家庭および給食センターを対象として、市民団体の

皆さんとタイアップする中で、市内３５カ所の回収ステーションを設け、廃食油の回収を進め

てまいりました。年間の回収量は約１万リットルで、現在のところ、市外の民間業者に製油委

託し、うち８千リットル前後を公用車６台に活用しております。 
 現在、回収においては市民の皆さん方のご協力により、安定的に定着してまいりました。ま

た、昨年は北杜市地球温暖化対策クリーンエネルギー推進協議会におきまして、市内の２１４事

業所を対象に排出量調査が行われ、その結果、年間６万５千リットルの排出量に至る報告をい

ただいたところであります。そして、その予測される回収量は年平均約４割前後が見込まれ、

一般家庭回収等と合わせますと、バイオ・ディーゼル燃料の換算量では約３万リットルの製造

量が見込まれるため、独自の精製プラントを通じ、一定量以上のバイオ燃料製造が可能とうか

がいます。さらに、地球温暖化防止における行政の役割や責任を果たすための積極的な取り組

みを行う上で、バイオ・ディーゼル燃料プラントの建設は有効なものであると思われることか

ら、施設整備に必要な条件、規模、運用方法および経済性などを総合的に勘案し、関係機関と

十分な調整を図りながら、進めてまいりたいと考えております。 
 その他につきましては、教育長および担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 
 保坂多枝子議員の、明政クラブの代表質問にお答えいたします。 

 少子化対策について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に原っぱ教育としての森の幼稚園に支援をについてでありますが、森の幼稚園は自然環

境を保育の場とし、特定の建物や囲われた敷地などのない幼稚園のことであり、北欧で発祥し、
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デンマーク、スウェーデン、ドイツ等で盛んに行われている保育と聞いております。子育て支

援として、北杜市では平成２０年度から私立幼稚園就園奨励費の実施や、来年度からは市立保

育園の第２子以降の保育料の無料化を実施することになっております。 
 北杜市内にある森の幼稚園を言われる施設は、幼稚園としての認可を受けず、自主的な熱意

のもとに運営を行っているため、私塾という形として捉えております。今後も市民の幼児教育

のために、ご尽力をいただきたいと考えております。 
 現在は無認可の運営であるため、公的な支援ができない状況にありますが、今後、幼稚園と

して認可された場合は、施設設備等の国庫補助金を受けることも可能になってくると思います。

認可を受けるにあたっては、指導等については、市としても協力をしていきたいと考えており

ます。 
 次に食育を推進するために、給食とお弁当の選択制は考えられるかについてでありますが、

食育を推進するために学校給食の果たす役割は、大きいと思います。忙しい現在、１人で食事、

１人ずつ違う料理、好きなものだけを食することも多くなっています。学校給食は栄養バラン

スの摂れる給食を、仲間と一緒に食べることで配膳や食事マナー等を身につけることができま

す。また、地域で採れた食材を食べることで、生産者、流通、調理等に関わる人に感謝の気持

ちを持つこともできます。 
 子どもの望ましい食習慣の形成や食に関する理解を深めるために、今後もより一層、献立内

容を充実しながら、学校給食業務を推進してまいりたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 柴井総務部長。 

〇総務部長（柴井英記君） 
 保坂多枝子議員の、明政クラブの代表質問にお答えいたします。 

 空き家バンクの登録と利用状況についてであります。 
 空き家バンクは市内の空き家の有効利用を通して、都市住民との交流拡大および定住促進に

よる地域の活性化を図るため、山梨県宅地建物取引業協会を連携し、空き家の賃貸借、または

売却を希望する所有者からの物件を、利用希望者に情報提供する制度であります。 
 当市では北杜市空き家情報登録制度として、平成１９年１０月から運用を開始し、本年３月

１日現在、空き家の利用希望登録者数は１０５人。提供された空き家物件登録件数は３件。う

ち成約済み件数が２件となっております。 
 これまで、地域委員会に調査をお願いするとともに、制度の普及と登録物件の確保のため、

広報への掲載、ＣＡＴＶでの放映、チラシによる全戸回覧などを通して、周知を図っていると

ころでありますが、市内の空き家は所有者の思い出、感情など意識の問題のほか、倉庫や帰省

のために使用しているなどから、物件の登録までには至らないのが現状であります。このため、

平成２０年度には同様な問題を抱え、空き家バンク事業を実施している県内の６市で調査研究

会を立ち上げ、南アルプス市において制度の普及と物件登録に向け、地域住民の理解の促進を

目的としたシンポジウムを開催したところであります。 
 本年４月には登録物件確保のため、固定資産税納税通知の封筒に空き家バンク制度の広告を

掲載し、全国に向け発送する予定であります。引き続き地域委員会にお願いするとともに、地

域に精通している区長さん方にもご協力をいただき、今後も制度の普及に取り組んでまいりた
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いと考えております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 保坂多枝子議員の、明政クラブの代表質問にお答えいたします。 

 緊急雇用経済対策につきまして、いくつかのご質問をいただいております。 
 最初に、生活困窮者の生活支援についてであります。 
 失業者が増加している状況の中、資産や預貯金がなく生活に困窮する方が全国でも数多く見

受けられる昨今であります。この状況による生活不安の中での市内の状況につきましては、年

金、雇用保険等各種制度の活用を受けても、なお自立しがたい生活困窮者に対しては、生活福

祉資金制度や生活保護制度について説明を行い、生活不安を解消するための支援を行っており

ます。 
 さて、生活保護の現状でありますが、県全体における生活保護の申請件数は１２月、４７件

に対して、１月は７０件と倍増しております。北杜市につきましては１２月に２件、１月も２件

で急激な増加には至っておりません。 
 生活保護の具体的な相談内容につきましては、個人情報保護の観点から控えさせていただき

ますが、相談件数を前年度と比較してみますと、平成１９年度の１２月、８件、１月、５件に

対して、本年度は１２月、２件、１月、７件という状況であります。この中で、現在の不況に

よる雇用調整等による生活困窮世帯からと思われるものは、１月に２件という状況であります。 
 いずれにしましても、生活困窮者の生活支援については、失業に限定するものではなく、世

帯員の傷病や障害、母子家庭、高齢者など個々、さまざまな問題を解消できるように、あらゆ

る制度を活用していただくことが必要です。このため関係部局との連携、ハローワークからの

情報提供をもとに助言を行ってまいりたいと考えております。また、個々それぞれの状況を的

確に把握の上で、必要に応じた適切な対応もしてまいりたいと考えております。 
 次に、社会福祉協議会の生活福祉資金制度の利活用についてであります。 
 この制度は低所得者や高齢者、障害者の生活を経済的に支えるとともに、その在宅福祉およ

び社会参加の促進を図ることを目的として、山梨県社会福祉協議会を実施主体として、北杜市

社会福祉協議会が窓口となって、実施しております。貸付は低所得者世帯、障害者世帯、高齢

者世帯、失業者世帯といった世帯を単位に行われております。それぞれの世帯の状況と必要に

合わせた資金、例えば就職に必要な知識、技術等の習得や高校、大学等への就学、介護サービ

スを受けるための費用等を借り受けることができます。また、この制度では生活福祉資金の貸

付による経済的な援助に併せて、資金を借り受けた世帯が安定した生活を取り戻すために、地

域の民生委員が、さまざまなお手伝いをしています。 
 今後も多重債務や生活保護を未然に防止するためにも、生活上の課題を抱えている低所得者

世帯などが活用できる、生活福祉資金貸付制度の利用促進が必要であると考えております。こ

のため実施主体であります山梨県社会福祉協議会および北杜市社会福祉協議会に、制度につい

ての周知を図っていただくとともに、市におきましても広報等を利用した協力を行っていきた

いと考えております。 
 以上でございます。 

 １３５



〇議長（秋山俊和君） 
 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 
 保坂多枝子議員の、明政クラブの代表質問にお答えいたします。 

 緊急経済雇用対策について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、市内誘致企業等の雇用状況についてであります。 
 すでに操業を開始しております８事業所の状況でございますけれども、２月末の常時雇用者

数が４０５人で市内居住者が２０３人となっており、昨年の５月に調査した数値と比較してみ

ますと、総数では１１８人、２２．６％の減少。市内居住者は２３人、１０．２％の減少となっ

ております。 
 次に昨年、開催いたしました就職ガイダンスにおける採用状況についてであります。 
 参加しました求人企業２０社に報告を求めましたところ、参加求職者は１５５人。延べの面

接受験者は２４５人に対し、採用内定は８社、１７人という結果でございました。 
 次に、昨今の企業の雇用調整に伴う失業者の実態と対策についてであります。 
 過日、製造業を中心に市内企業１００社に雇用状況に関するアンケート調査を行い、その結

果、６５社から回答をいただきましたが、すでに雇用調整を実施した、それから、または今後

実施の予定、検討しているという企業が３２社で、半数を占めております。そのうち、すでに

雇用調整を実施した企業は１６社で、対象従業員数は２１８人にのぼり、その６０％を派遣社

員が占めているという結果でありました。 
 こうした状況をふまえ、市の失業対策としましては、国の第２次補正予算により打ち出され

ました緊急雇用創出事業等を４月から導入する中で、雇用の確保に積極的に取り組んでまいり

ますが、２月には市内失業者の生活の安定を図るため、緊急地域雇用対策として４名の臨時職

員を雇用したことに加え、農業生産法人や営農組織等に対する雇用拡大に関する意向調査を実

施するなど、新たな雇用機会の創出を促進する取り組みを進めております。 
 次に中小企業の支援、相談体制の強化および支援充実に向けての今後の取り組みについてで

ございます。 
 昨年１１月６日には、市の緊急経済対策の一環といたしまして、市役所および商工会の本所、

それからサテライトの７カ所に相談窓口を開設しており、２月末までに融資の相談や緊急保証

制度の認定など、７６６件の相談が寄せられております。こういった相談をお受けする中で、

新たな支援策といたしまして、昨年１２月に中小企業者緊急経済対策資金利子補給制度を創設

いたしました。この制度は従来、小規模企業者に限定をしておりました利子補給制度に加えま

して、中小企業者も対象にしました新たな利子補給制度でございます。昨年１２月の借り入れ

は２０件で、合計で２億６千万円に上がっており、この借入金残高に対する利子の一部が新制

度での利子補給の対象となります。 
 次に、商工会との連携についてであります。 
 先ほども述べましたように、緊急経済対策相談窓口を商工会と共同で設置し、連携を密にし

た対応を行っており、利子補給制度につきましても、制度の周知や申請のとりまとめ、利子補

給金の支払いなど、一連の事務を商工会が分担するなど、商工会との連携を密にしながら中小

企業振興対策に取り組んでおります。 
 次に、融資相談に対する貸し渋り対策についてであります。 
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 昨年末の緊急経済対策の一環といたしまして、昨年１２月上旬に市内の金融機関の各支店に

対し、金融の円滑化についての要請活動を実施したところであり、現時点において貸し渋りに

関する具体的な事案が存在するとの情報は、寄せられておりません。 
 次に、利子補給以外の支援策についてであります。 
 中小企業向けの支援策といたしましては、現在、国・県による制度資金の貸付に加え、国の

緊急経済対策に基づく緊急保証制度やセーフティネット貸付制度が創設されており、金額的に

は十分な枠が確保されております。 
 市におきましては、不況業種の認定事務の迅速化を図り、円滑な貸付が実行されるよう努め

るとともに、これらと重複した支援策を講じるのではなく、国や県で行っていない独自の支援

策として、利子補給制度を創設したものであります。 
 今後も支援策を講じていくことが必要であることから、市の財政状況も勘案した中で、前向

きに検討してまいりたいと考えております。 
 次に、米粉の製粉機導入についてであります。 
 米粉が昨今注目されるようになった背景には、パンや麺といった小麦由来の食を好む方々が

増え、さらに小麦の高騰が拍車をかけたものだと考えております。しかし、食育を推し進める

本市といたしましては、食から見る地域文化を見つめ直し、地域の代表的な農作物である米を

ご飯として消費する取り組みを第一に進めるべきと考えております。 
 本市の米は今年度、日本穀物検定協会において、全国で最高得点を受賞し、日本一おいしい

米の産地であることが実証されました。これは関係機関および市内農家の協力により、売れる

米作りをテーマとした減農薬・減化学肥料での栽培努力であります。このことから、日本一の

米を作る生産者への感謝の気持ちや、日本一の米をご飯として食することができる喜びを北杜

市の次世代を担う子どもたちに伝えることこそが本市が目指す食育であり、この努力が地域に

対する郷土愛、そして誇り、文化、歴史を深めるものであると考えております。したがいまし

て、米をご飯として消費する努力をした上で、米粉製粉機導入の必要性を検討していきたいと

考えております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 再質問はありませんか。 
 保坂多枝子君の再質問を許します。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 すみません、遅くなっていまして、申し訳ありません。ちょっと鼻炎がありまして、聞きに

くいこともあるかと思いますが、よろしくお願いいたします。 
 ３件について、質問したいと思います。１件ずつ、何項目かに分けて質問させていただきま

す。 
 まず１件目、緊急雇用対策です。 
 市が企業誘致に努力していただきましても、企業側は即戦力になる、そういった経験者のほ

うをどうしても求める、これは仕方のないことなんですが、未経験者の採用が控えられてしま

うということが出てきます。行政だけで解決できる問題ではないと思いますが、いかに雇用を

確保できるか、市としてのお考えを伺いたいと思います。 
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 それから２点目、この３月末には市内においても製造関係企業の失業者の急増が予想されま

す。これには相談体制の強化や、それから支援体制、こういった横の連携というものが整えて

いかなければ解決ができないと思いますが、その点について、２点お伺いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 

 雇用対策で２点、再質問をいただきましたけれども、いかにして未経験者の人たちを雇用す

るかという、まず１点目はそういう考え方でいいでしょうか。 
 基本的には、緊急雇用対策につきましては、今まで雇用されていた労働者が、いろんな形の

中で離職を余儀なくされたという人たちに対して、その人の生活の安定を図るためにやるもの

が緊急雇用創出事業でございます。したがいまして、今回これにつきましては、約２０人ほど

の雇用確保を市としては新年度の、２１年度予算に計上したところであります。ただ、どうし

ても未経験者といいますか、企業には企業で、また考え方もありますけども、基本的には今回

の２０人につきましては、市が直接雇用できるという形の中で、そういった未経験者に対して

の、いわゆるセーフティネットとして、今回は考えた結果ですから、２０人はそういった面で

は確保できたかなと思っております。 
 それから相談窓口の関係ですけれども、相談窓口につきましては、先ほどお話しましたけれ

ども、７６６件の相談が寄せられました。今のところ、今回の、最終的には７６６件ございま

したけれども、今現在も本人たちが、そういった関係であれば、うちのほうの窓口、本庁の窓

口、もしくはサテライト等へ行っていただいて、そこで相談されたことについては、うちのほ

うではハローワーク等にも通じて、そういったフォローなんかも、今、している状況です。た

だ、今のところ７６６件がありましたけれども、今のところは、あんまりきていないというよ

うな状況でございます。しかし、商工会のサテライトも、それからいわゆる本庁の商工課の窓

口も空いておりますので、ぜひ来ていただきたいと思います。これにつきましては、市の広報

とか、ホームページ等である程度、また啓蒙をしていきたいと思っております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 保坂多枝子君。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 ぜひ、連携をとって頑張っていただきたいと思います。 
 ２件目ですが、少子化対策についてお伺いいたします。 
 助産師の件ですが、この助産師さんの資格を生かして、自宅出産までできるような助産師さ

んの育成をしていただきたいということです。市のほうでも一生懸命、助産師さんを雇用して

いただいたということはありがたく思っていますが、それに対して、また医師の確保というの

が非常に大変です。助産所というものも視野に入れて、先ほど午前中の関連質問で、塩川病院

にということもありましたが、病院の近く、病院と連携のとれるところであれば、助産所とい

うことも可能であります。今からの統合とか、空き施設などを利用して、そんな助産所という

部分の検討もお願いしたいと思います。これが１点目です。 
 それから森の幼稚園についてですが、これは自主事業ということは承知しております。今か
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らは自助、公助、そして共助という関係で、民間の活力を生かしていくということが大切だと

考えています。本当に保護者の方の熱意、すごく熱心な方がたくさんいらして、子どものこと

を、もちろん自分の子どものことですけれど、ほかの一緒にいる仲間のこととか、一生懸命考

えながら、このことに関わっています。大変、いろんなことで、ハードルも高いことがありま

して、また、今のような空き施設、今から統合がありまして、空き施設などもありますので、

ぜひ、市のほうでも温かいご理解をいただいて、なんらかの検討をお願いしたいということで、

２点。 
 それから食育に関してですが、先ほどの米飯のことですが、北杜市、本当に地産地消の食育

を推進していただきまして、本当に素晴らしい取り組みだと思って、私もうれしく思っており

ます。米飯の需要を高めるために、休耕田を今から、つくれるようにしていくと思います。し

かし、いったん休耕田になりますと、なかなかよい米が獲れるまでには時間がかかるというこ

とがあります。ですから、そこで獲れたお米というのを米粉に使用するという方法もあるので

はないかというふうに考えています。それが２点目になります。 
 それからアレルギーの子どもさんの調理なんですが、給食センターになって、非常に調理の

方は気を使われると思います。そのアレルギーになるものが衣服に付いていたり、調理器具に

付いていたというだけでも、そのアレルギーが発生してしまうというようなことがありまして、

非常に気を使っていらっしゃるようです。そういうこともありまして、アレルギーを持ってい

るお子さんの親御さん、保護者の方からお弁当というふうなお話があったような場合に対して、

選択性という意味で質問しておりますので、実態の把握をお願いしたいということです。それ

から米粉も、小麦に対するアレルギーのお子さんもいらっしゃるので、その対策としては有効

ではないかというふうに思います。 
 お弁当の日というのが、全国で広まっている傾向があります。先ほど、なんかすごく極端な

例をお話申し上げましたが、そういう親子の意識というか、食育に対する意識というのを変え

る意味でも、月に１回くらい、お弁当の日というのを設けたらどうかなというふうにも思いま

すので、その点についてもご答弁をいただきたいと思います。 
 以上４点になりますか、お願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 助産師の雇用に併せて自宅出産の推進を、あるいは助産所の開設をというふうなご質問でご

ざいました。 
 ２名の助産師をお願いして、これからふるさと雇用再生特別交付金を利用しながら、その助

産というものについて、市民の皆さんによりよい環境を与えていくような取り組みを始めたい

と、このように考えているところでございます。 
 病院の近くにというふうなお話が先ほどございましたけども、この病院というのも、やはり、

その病院の中に産科があるとか、あるいは小児科があるとか、やはりそういったことが１つは

前提になるのかなというふうに思います。というのは、やはり、助産所を開設しても正常の分

娩であるとよろしいのですが、やはり異常分娩等に対応するということで、そういう意味では

ひとつ、それを支えてくれるような病院とのネットワークづくりというものも必要ではないか
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なというふうに考えています。 
 そんなふうなことで、これから１つの組織をつくって、その中で地域の助産師の活動という

ものについても研究をしながら、将来的には、前、答弁をしたところですけれども、助産院等

の開設というところも視野に入れながら検討してまいりたい、このように考えています。よろ

しくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 井出教育長。 
〇教育長（井出武男君） 

 保坂多枝子議員の再質問にお答えします。森の幼稚園に関する件でございます。 
 小さいころ、五感を使って学んだことは大人になっても忘れないといわれます。五感を使っ

た自然体験、これは環境教育においても最も重要ですし、本市で進める原っぱ教育にもあい通

じるものがあるというふうに考えまして、議員と考えを１つにするところでございます。 
 ご案内のように原っぱ教育の理念は、優れた地域財産を教材としまして、たくましい子ども

を育てるということでございまして、自然、歴史、文化、民俗、風土等、これは学校教育だけ

で行うものではございません。家庭教育、学校教育、社会教育を通じて、心を１つに育てる内

容だというふうに理解をしているところでございます。この今後の進め方につきましては、ま

た、今後も一緒に考えていきたいと考えているところでございます。 
 なお、施設の利用というようなご質問がございました。午前中もお答えしましたように、小

中学校適正規模等の審議が進んでいる段階でございます。小学校の適正規模配置と合わせまし

て、他の施設も空いた施設がありました場合には、庁内で検討を進めまして、これも一緒に考

えていきたいというふうに考えているところでございます。どうぞ、ご理解をお願いしたいと

思います。 
 なお、あと何点かにつきましては、次長からお答えを申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 

 小林教育次長。 

〇教育次長（小林喜文君） 

 先ほど食育についての中で、米粉をどうかというようなことでございます。 
 年に数回は、米のパンを試食として使用している学校もございます。梨北米を利用してのパ

ン食など、今後、製粉機導入を目途として研究開発していく必要かなというように考えている

ところでございます。 
 また、アレルギーの子どもの部分でございますが、今回、建設されています北杜南学校給食

センターについては、アレルギーの調理室が専用に付いてございます。また現在、市内の小中

学校の中で、須玉とか小淵沢、武川等について、若干アレルギーの子の対応をしており、除去

食としての対応をしているところでございます。除去しきれない部分については、保護者との

話し合いの中で対応していくというように考えております。 
 また、お弁当の日ということでございますが、北杜南給食センターが４月から稼働します。

安心・安全な給食を提供してまいります。質問のお弁当の日についてでありますが、当面は給

食での対応をしてまいりたいと考えておりますが、学校での調査、アンケート等を行いまして、

また検討をさせていただくということで、お願いしたいと思います。 
 以上であります。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 保坂多枝子君。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 あと１件、お願いします。すごく、こんな時間になりまして質問しにくいんですが、申し訳

ありません。よろしくお願いいたします。 
 温暖化防止対策についてです。 
 森林環境整備ですが、先ほどのように一生懸命、森林の整備をしていただきましても、今、

シカが食べてしまったり、育たないという状況があります。せっかく植林をしても、そんな状

況になっている例がたくさんありますが、その対策について何かお考えがありますでしょうか。 
 それから、あと１つ。里山整備事業の予算が増えておりますが、内容をちょっと教えていた

だければ、ありがたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 

 再質問でございます。 
 今度の里山整備事業で、まず最初に里山整備事業の中で若干、変更があったということで、

その質問でよろしいですよね。はい。 
 里山整備事業につきましては、今年度から環境保全基金がございますので、それを需用費に

拡充いたしまして、補助体系を一部見直すということでございます。具体的にはまず、今まで

は１ヘクタール、５万円の里山の整備事業費でございましたけれども、これを８万２千円、１ヘ

クタール当たり８万２千円に増額するものであります。これは森林所有者みずからが行う場合

のみ、５万円から８万２千円です。 
 もう１点は、森林の、いわゆる所有者が業者等にお願いする、委託してやる場合でございま

すけれども、その場合の補助率を今までは、昨年度までは１００分の８５でございましたけど

も、今年度から１００分の９５に上げるということでございます。それが主な改正点でもござ

います。 
 それから先ほどの、もう１つの再質問でございますけれども、非常に有害鳥獣の被害がある

ということで、その有害鳥獣の被害を休耕田との絡みの中で、どうしたらいいかということで

ございます。これにつきましては、今年度から５年計画で、いわゆる不耕作地、遊休農地の実

態調査をまず、行います。実態調査を行った中で、いわゆる、これからまた完全に蘇ることが

できる農地であるかどうか、そういったものを勘案しながら、おおむね５年の計画をもって考

えていきたいといいますか、調査をして対応をしたいというふうに考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 保坂多枝子君。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 今ちょっと、私の申し上げ方が悪かったんでしょうか、せっかく植林をしていただきまして

も、シカなどが樹枝を食べてしまうということがあります。植林をしたものが育たないことが
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よくあるんですが、それに対しての何か対策を考えていらっしゃるのかということなんですが。

すみません、お願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 

 植林してもなかなか、鳥獣害によって食べられてしまって、できないということでございま

す。 
 やはり、植林は当然するんですけれども、そのあとの管理、植林しただけでは駄目であって、

やっぱり下草を刈るとか、常にやっぱり、その所有者の方々とか、地域の方々の中で、そういっ

た管理、保全をやっていかなければ駄目だと思います。どうしても植林だけで、あとはもう、

補助金をもらったらおしまいでは、なかなか、そんなふうにはいきませんので、ぜひ、そういっ

た形で、きれいに下草等も刈れば、ある程度、鳥獣害からも保護できるんではないかと思って

います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 ほかに再質問はありますか。 
 （ な し ） 
 保坂多枝子君の質問が終わりましたので、これから関連質問を許します。 
 秋山九一君。 

〇１８番議員（秋山九一君） 
 少子化問題について、関連質問をします。 
 市としては、この支援に対して全力的に努力していただいて、先ほどの会派の質問等々の中

で、ご答弁いただき、ありがとうございます。 
 私から最近、若い方たち、独身者が非常に多いということの中で、全国的に少子化が進んで

おるわけだけれども、以前は国会等でも答弁がありまして、大臣からちょっと失言なのか何な

のか、問題になった等々もあるわけだけれども、北杜市においては少子化が進んで、深刻な問

題となっておって、限界集落とか、こんなような言葉さえ聞けるようになりました。 
 私がちょっと調べたところによると、２０年度の市においての出生は２６４人ということの

中で、町によっては１０人を満たさないという町もあって、一方、亡くなる方が６５３人とい

うようなことで、大変な、このまま推移すると、市の人口等は本当に激変してしまって、市政

にとっても、これは大変な時代になるではないかなと、こんなふうに思うわけでございます。 
 現在、結婚相談員の皆さんにはいろいろな形の中で、一生懸命努力をしていただいておるわ

けだけれども、市において、先ほども言うように保育園、小学校、統合の審議会等も始まって

おり、大変難しいと思うけれども、市として今後、このような企画や方法をどうするか。相談

員等も増やしながら、市の未来をみるということが重要なことではないかなと思います。 
 行政としては、以前ありました青年団とか青年部というようなものが活発に、われわれの時

代はあったわけだけれども、組織づくり等々も考えていただいて、ボランティア活動、青年の

若い方たちに市の観光キャンペーンとか、また姉妹都市であるアメリカのケンタッキーとか、

そういうようなことの中で、若者の出会いの場をともかく、つくってやらなければいけないで
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はないかなと、こんなふうに思うわけでございます。 
 私が先般、ある団体の中で、これは男子の団体ですが、２２人ほどの中で、５人もその中に

男子の方が未婚でいるということで、私が皆さん、どうですか、結婚する意思はといえば、結

婚したいんだけども、なかなか出会う場所がなくてということが、それはその中で聞こえたと

いうことで、私もぜひ、女性を探してくださいと、今、２組ほど取り組んでおるわけだけども、

やはり、そこらへんを、われわれ、この大人の中で、原点へ取り組んでいかなれば、ただ、こ

の時代の流れといって流されていったでは、この人口には結びつかないではないかなと、こん

なふうに思いますので、その点をひとつ、よろしくお願いいたします。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 少子化対策は、私も議会でたびたび申し上げているところでありますけども、北杜市の最大

課題であることだけは間違いありません。秋山議員ご指摘のとおり、文字どおり、ふるさと存

続の危機であるとも思います。限界集落なんていう言葉を待つまでもなく、大変な状況になっ

ていることは、たしかだと思います。そういう意味で、私ども行政としては、子育て支援にも

少しでもケアしていこうという思いで、保育料だとか医療費の問題も、この議会でお願いして

いるところであります。また、併せて議員ご指摘のとおり、未婚者も大変多いと。結婚相談員

も一生懸命頑張っていただいておりますけども、一言で言えば、命をつないでいくという思想

というか、哲学というか、考え方も必要ではないかと、そんな思いで、ぜひひとつ結婚という

問題に対しても、市の大きな課題として取り上げてみたいなとも思っています。併せて、今日

の議論も中心的議論になりましたけども、そうはいっても当面、助産師も必要ではないかとい

うことで、国の施策とも合体するものもありまして、助産師、あるいはまた中期的には助産所、

助産院なるものも位置づけてみたいなと思っています。 
 長期的といいましょうか、緊急といいましょうか、紙一重ですけども、なんといっても産科

医、婦人科医、小児科医の問題があろうかと思います。私も率直に言って、地方分権の議論の

中にあって、地方でできることは地方でという議論がありました。でもやっぱり、この一連の

改革の中で、地方にできないのをどうしてくれるという議論が、非常に薄かったような気がし

ます。その典型がこういった産科医とか小児科医、医療の問題があろうかと思います。したが

いまして、北杜市の抜本的な少子化対策としては、なんとしても産科医とか婦人科医とか小児

科医の確保に向かって、これから、露骨な表現でありますけども、財政支援をどのようにしよ

うとも確保してまいりたいという決意であります。県市長会を通じて、国なり県にも働きかけ

ていきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 秋山九一君。 

〇１８番議員（秋山九一君） 
 ぜひひとつ、頑張っていただきたいと思います。何しろ、次の世代へバトンを渡すわれわれ
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も義務があるということの中で、本当にすぐ、あれから何十年ではなくて、あれから５年くら

いのサイズで、すごくきっちりきておるということを現実に見極めながら、これは取り組まな

ければいけないなということであります。 
 次に、地球温暖化について。 
 太陽光の実証研究施設が現在、急ピッチに第２工事が進んでおるわけだけれども、これは要

望になるかどうか分からないけど、見学者の中より集中管理センターというのが、例えば中ほ

どにあって、見学者の中で、やはり現在、何キロワットですか、それが見えないということの

中で、希望がございます。いずれにしても今後、完成によって見学者も増加してくると、来な

ければ困るけど、一生懸命、まわりの人も努力して、増加してくると思います。ぜひ、そのこ

とがもし、できたら見学者の目の前で、時間が何キロワットどうのこうのと出れば、非常に魅

力的な見学の場所になろうかなと思うけれども、そんなところもぜひ、お聞かせ願いたいと、

こんなふうに思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 いろいろな意味で、市民の皆さんといわず、太陽光に対する理解が深まって、ありがたく思

います。併せて、本当に国事業であるだけに、いろいろな意味で、今日的に環境、クリーンエ

ネルギーは注目されておりますので、議員ご指摘のとおり、これを観光にうんぬんという思い

は、私どもも捉えております。誘客に努め、これを利用して、地域振興に役立つように働きか

けていきたいと思います。 
 とりわけ、平成２２年度までが研究所で、２３年度からは北杜市にたぶん、たびたび言うと

おり無償で移管されて、それを発電所という形になりますので、さらに発電所と観光誘客的に

連携して、位置づけていきたいと思っていますので、ご理解ください。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 ほかに関連質問はございませんか。 
 相吉正一君。 

〇３番議員（相吉正一君） 
 行政改革の推進状況について、行政が大変努力していることは分かりましたけども、例えば

議員定数は今回２０人削減しました。約７，８００万円が削減していますけども、経費の使途

は本来ならば償還金、借金へ返済することが好ましいと思っていますけども、今回、市長の新

しい政策として保育園児の第２子以降の無料化、約８千万円ちょっとだと思いますけども、そ

ういう特別な政策は除いて、節減した分はこれから、６年後を私はすごく危惧しています。６年

後、合併特例債、また優遇された交付税が約３０億円、激変緩和で減ってきますが、今から備

えて、例えば補助金等も４年間でいくら節減した、そういうのは、原則は借金の償還。しかし

緊急的な事業等があれば、それを優先するというような、そういう感じについて、ぜひ今後、

分析、節減効果を把握し、明確にしていくことが大切だと思います。よろしくお願いします。 
 もう１件、緊急雇用対策の関係。今、本当に日本全国、未曾有の経済危機により雇用問題が

大きな社会問題となっています。先ほど保坂代表のほうからも質問しましたけども、３月末に
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は企業の製造業の決算が出ます。市内も製造業の企業は、たくさんあります。やはり企業は倒

産しては、どうにもならないと思います。企業もワークシェアリングとか努力していますが、

それは国、県の問題でもあるわけですが、市としても温かい、やさしい対応、独自性を出して

いただきたいと思います。 
 そして、いろいろの助成制度があります。ハローワークの就業支援とか社協の生活福祉資金

とか利子補給、新しく制度をつくった、そういうのは横の連携を図って、もちろん広報等周知、

ホームページ周知も大事ですが、なかなか、今、申請主義です。なかなか役場へ、市役所へ来

づらいというような方もいらっしゃいます。例えば税を滞納していて、ちょっと入りづらいな

ということで、私にも相談がかなりきていますけども、また、それはそれなりに、私たちも行

政と一緒に汗をかいて、相談にも乗っていきたいと思っていますので、ぜひそのへん、よろし

くお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 小松企画部長。 

〇企画部長（小松正壽君） 

 それでは相吉議員の、ただいまのご質問でございますが、議員定数の削減によりまして、７，

８００万円余の不用額になったということでございますが、これにつきましては、その７，

８００万円を償還金に充てるというふうな意味合いの発言でございますが、あくまでもその不

用額を償還金に充てるということではなくて、一般財源化されますので、議員さんの減った金

額を償還金に充てるというふうな意味合いのことではございませんので、あくまでも一般財源

でございますので、そのへん、充当する場合については、議員の削減も、その一部に入ってい

るというふうな考えでございますので、よろしくご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 

 相吉議員の関連質問でございます。まず最初に、雇用対策でございます。 
 先ほどからも申しておりますけれども、これから今月、３月末になりまして、非常に決裁金

を各事業所等、対応しなければならないということで、非常に厳しい状況が続いていると思い

ます。 
 ちなみに、ちょっと、ここでお話しておきたいと思いますけども、いわゆるセーフティネッ

ト補償、これは中小企業新保険法でいっておりますセーフティネット補償でございます。これ

につきましては、信用保証協会が１００％の担保補償をするということで、今までのものは、

実際には通常は金融機関が２割の負担を担保しなければならないと、そういったことがありま

したので、今回は、今度は信用保証協会も１００％担保補償しますから、ぜひ借りてください

というものもございます。それにつきましては、どういった人が借りられるかといいますと、

最近３カ月の平均売上高が前年の同期の、原価率３％以上の中小企業社に融資をしましょうと

いうことでございます。これが今日現在、３月１６日ですけれども、今日現在、１９０件来て

おります。１９０件来て、３％下がっていますから、ぜひお願いしますよということなんです

けども、これにつきましても、最終的には指定金融機関がこれに申し込みをして、事業者等が

申し込みをして、それに金融機関がＯＫを出し、信用保証協会がまたＯＫを出すという、そう
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いうシステムになってございますが、少なくとも、今までは考えられなかった１９０件という

数でございますので、少なくとも市といたしましては、これだけの件数が来て、なおかつ早い

時期に相談にも乗っておりますので、なんとか３月、４月にかけては乗り切れるようになるの

ではないかなというふうには、考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 ほかにございませんね。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで、明政クラブの会派代表質問を終結いたします。 
 以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 
 次の会議は明日、３月１７日、午前１０時に開きますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午後 ７時０６分 
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開議 午前１０時００分 
〇議長（秋山俊和君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日もスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 ただいまの出席議員数は２１人です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 ２２番議員、渡邊陽一君は一身上の都合により、本日の会議を欠席する旨の届け出がありま

した。 
 諸報告をいたします。 
 本日の一般質問で、北清クラブの風間利子君、北杜クラブの中嶋新君、中山宏樹君から通告

のありました質問の一部について、ご連絡のとおり取り下げの申し出がありましたので、ご報

告いたします。 
 なお、報道関係者から撮影の申し出があり、これを許可いたしましたので、ご承知願います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１ 一般質問を行います。 

 今定例会の一般質問は、１０人の議員が市政について質問いたします。 
 ここで、質問順位および一般質問の割り当て時間をお知らせいたします。 
 最初に北清クラブ、１５分。市民フォーラム、７分。公明党、１６分。日本共産党、１４分。

無会派の小須田稔議員、１５分。北杜クラブ、６９分。次に明政クラブ、１５分となります。 
 申し合わせにより、一般質問の関連質問はできませんので、よろしくお願いいたします。 
 なお、残り時間を議員席左側の掲示板に表示いたしますが、議長からその都度、残り時間を

報告いたします。 
 それでは順次、質問を許します。 
 はじめに北清クラブ、７番議員、風間利子君。 
 風間利子君。 

〇７番議員（風間利子君） 
 地域公共交通活性化協議会とデマンド交通について、質問させていただきます。 
 市民の足の確保については、どこの自治体でも広範囲の合併により、過疎地域では公共交通

だけでは市民の足が確保されず、県内でも身延町に続き、増穂町でも町長の公約により、交通

弱者の移動手段を確保するため、デマンド交通システムを７月ごろより運行したいということ

です。また、南アルプス市でも検討していられるようです。関東運輸局、山梨運営支局では、

１月の交通アドバイザー会議で、たぶん北杜市でも出席されていると思いますが、マイカー普

及や少子高齢化の影響で、路線バスの利用者の激変や営業収入の落ち込みなど厳しい状況で、

現在はピーク時の１４％の利用者に激変している記事が掲載されました。市長も所信表明で、

公共交通について、市内８カ所の地域での地区懇談会、パブリックコメントを経て、３月には

北杜市地域公共交通連携計画が策定され、この計画をもとに新たな市民バス運行形態を定め、

今後３年間、国の補助による市民バス実証運行に取り組んでいく。また、デマンド交通システ

ムの形式での運行方法についても適地を選考し、試験的に導入していくと表明されました。 
 このことに関連して、以下３点について、質問をお願いいたします。 
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 各地域で、懇談会やパブリックコメントは何件くらいあったでしょうか。寄せられました意

見は。 
 ２番目に、デマンド交通システムの運行は、具体的にどのような根拠で場所を選定し、どの

ようなシステムを想定するのか。現段階での考えをお願いいたします。 
 ３番目に、デマンド交通を取り入れている近隣の多くの自治体では、発案者である福島大学

の奥山修司先生の指導を受けております。昨年１２月２３日の鈴木文彦先生の講演の中には、

福島県小高町を引き合いに、デマンド交通は金がかかるとデマンド交通システムに否定的な考

えを示されましたが、市の審議会でも視察しました安曇野市に有志を含む１５名で視察し、実

際にデマンドバスに乗車したようですが、乗ってみてよかった、乗ってみないと分からないこ

とも多くあり、鈴木先生のお話とはだいぶ違ったようです。 
 広大な面積を持つ北杜市では、デマンド交通を取り入れるのには、いろいろな諸問題もあろ

うかと思います。デマンドシステムの導入に積極的な奥山先生の考えも聞いた上で、市民から

のパブリックコメントを求め、判断すべきだと思いますが、市長のお考えは。 
 以上３点、よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ７番、風間利子議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に、北杜市地域公共交通総合連携計画素案にかかるパブリックコメント等についてであ

ります。 
 風間議員には、市民の足の確保には、ことのほか心を寄せていただいているところでありま

す。北杜市地域公共交通総合連携計画については、２月６日開催の北杜市地域公共交通活性化

協議会において、計画の大枠である素案が了承されました。２月１０日から２４日まで、パブ

リックコメントを実施し、６件のご意見が寄せられました。また２月１２日から１８日までの

地区懇談会を開催したところ、約２００名の参加がありました。 
 地区懇談会を含めた主なご意見でありますが、１点目は市民バスのダイヤ編成やＪＲ等との

乗り継ぎの関係、路線新設等の改善要望であります。２点目は、市民バス利用および目的等を

絞り込んだダイヤ編成や路線変更。３番目は、デマンド方式によるバス運行の導入に対する要

望で、４点目は北杜市内を運行しているバスの路線、ダイヤ等に対する積極的な広報を行う必

要性等であります。 
 次に、デマンド方式によるバス運行のシステムおよび試行場所等についてであります。 
 デマンド方式によるバス運行については、平成１４年のバス運行に関する規制緩和以降、全

国各地で注目され、運行されるようになりました。しかしながら、利用者の予約から配車およ

び運行システム等、車両を含めた機材等のハード面と、予約受付のオペレーターをはじめとす

る人材育成等のソフト面などの課題も多くあり、現在ノウハウを蓄積している状況であります。 
 このようにデマンド方式の運行システム導入については、地図情報システム等のコンピュー

ターやデータ通信等を取り入れたＩＴ機能を用いた方式や、地域の交通事業者が持ち合わせて

いるノウハウ等を活用したシステム等を使用する方法があります。利用者の利便性、システム

の柔軟性等、導入および運営経費等のコスト面から今後、検討してまいります。また、デマン
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ド方式の試行場所については、先進事例等の検証および専門家の意見等を参考にし、地形利用

施設等の集積状況、地域の要望、熱意などを総合的に勘案する中で、選定してまいりたいと思

います。 
 議員もご指摘のとおり、北杜市は広いエリアであります。市民の足を確保することは、大変

であります。しかし、高齢化社会を迎えて、大変重要な行政課題であることも承知しておりま

すので、しっかりと応えていきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 風間利子君の再質問を許します。 

〇７番議員（風間利子君） 
 今の、市長の答弁の中には奥山先生を呼んでの講演会というのを答弁いただいてなかったん

ですが、先日、１０日の日の審議会に私も傍聴させていただきました。委員さんの中から、デ

マンド交通の先駆者である奥山先生を、ぜひ呼んで講演してくださいというお話をされたんで

すけど、企画部長は、今後は省略させていただきますというような答弁をされています。 
 ぜひ、先進地の視察はもちろんなんですが、やっぱり、この広い地域でデマンド交通を取り

入れるには、いろいろな問題が出てくると思うので、また、この先生は自治体でないと来てく

れないようなんです。ぜひ、向こう３年間というんですが、一時も早くデマンド交通を試験的

に取り入れていただきたいと思いますので、ぜひ奥山先生を呼んでの講演をお願いしたいと思

いますし、今回の地区懇談会では８地区の参加者が、私も４カ所は行ったんですけど、１７５名

ということが出されました。デマンド交通システムについて、３，５００名の署名が出されて

いるのにもかかわらず、出席者は車がある方が多かったように思いますが、この方たちも来る

に来られない状況もあると思います。それで、デマンド交通を取り入れることによって、高齢

者の外出の支援とか医療介護に関わる社会的なコストも、だいぶ低くなるのではないかという

ことも報道されておりますが、デマンド交通システムについて、理解していない方もおおぜい

いますので、これを進めていく過程におきましては、これは懇談会に出たお話でもありますが、

いかに利用者を多くするかということで、中にはマイカーの規制を１日して、乗らないように

という話も出ましたし、またデマンド交通について分からない方もおおぜいおりますので、各

公民館での説明会や、それから安曇野市のように、懇談会にも講演会にも来られない方が、利

用したくて来られない方が、北杜市も多々、おおぜいいると思いますので、全戸を対象にアン

ケートをとって調査していただきたいと思いますが、その件についてお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 たまたま奥山先生は、分かりやすく言えば推進派、メリットを強調されました。一方、私ど

も北杜市の中では、そういう思惑で呼んだわけではありませんけども、鈴木先生という講演も

聞く機会がありました。この先生は、デメリットとは申しませんけども、短所というか、難し

さもご指摘されたところであります。ですから、私ども一方的に推進だけの意見を聞くという

のも、いかがなものかとは思っています。しかし、先ほど、私、答弁しましたとおり、北杜市
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の地形的な状況やら、客観情勢を見たときに、デマンド交通に対しても、試行的に、前向きに

検討していくということでありますので、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 風間利子君。 

〇７番議員（風間利子君） 
 鈴木先生は、公共交通の未来についてですよね。そのとき、私も傍聴させていただいたんで

すけど、なんか鈴木先生のお話ですと、デマンド交通を否定するような形のお話が多かったと

思いますし、知らない同士が顔を見合わせて、本当に気まずい思いをするとか、そういう話を

聞きましたときに、デマンド交通で、この間、安曇野に行ったときは、皆さん本当にいい感じ

でということもありましたし、私は両方の意見を聞くべきで、それを本当に、北杜市は広いか

ら、本当にこれで全部がしていけるかというのは、私もちょっと無理かなという気持ちは常に

持っています。ですけど、やっぱり両方の意見を聞いて、聞いたから、それを必ずするという

のではなくて、私はぜひ呼んで、お話を聞かせていただきたいと思いますけど無理でしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 私ども行政の姿勢として、いろいろな意見を聞くということは大切だと思いますので、その

ようなことも考えたいと思います。今日、ここで奥山先生、鈴木先生の議論をするつもりもあ

りませんけども、鈴木先生のご意見もデメリットだとかメリットだとか、ある面で言うならば、

今ご指摘のような課題等もご指摘されたわけであります。ある面で言うならば、私どもがもし、

デマンド交通を推進するとすれば、鈴木先生の課題もできるだけクリアする形の中の運行形態

を考えなければならないと、こんな思いでありますので、ご理解いただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 ほかに再質問はございませんか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで７番議員、風間利子君の一般質問を終わります。 
 次に市民フォーラム、６番議員、篠原眞清君。 
 篠原眞清君。 

〇６番議員（篠原眞清君） 
 今回、一般質問におきまして、父子家庭への支援について、質問させていただきたいと思い

ます。 
 最近の急激な経済環境の悪化に伴う雇用の不安定化など、母子・父子家庭を取り巻く環境は

悪化の一途を辿っております。このような中、国の制度不備により母子家庭と父子家庭への行

政の支援に大きな格差が生じております。今、それぞれ、この厳しい経済環境の中で母子・父

子家庭、大変なご苦労をされていることは、私が申し上げるまでもないことであります。 
 特に不備が指摘されている父子家庭におきましては、国の考え方が母子家庭より父子家庭は
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経済的に恵まれているという、その１点を大きく取り上げ、父子家庭への支援がいまだかつて

行われていない状況にあります。このような状況の中で、父子家庭、父親はその社会的理解の

遅れ等の中、また厳しい経済環境、雇用環境の中で、勤務実態は長時間の労働を強いられ、転

職をせざるを得ない人も少なくないというふうな声も耳にしております。また、収入を得るた

めに、わが子を守るために必死に働く、子どもの寝顔しか見られない、あるいは家事は夜中に

音を立てないようにやっているというふうな声も、実情として伝わってきております。非常に、

この厳しい雇用環境の中で、必死に生活防衛をされているという実態が、その声の中に聞き取

れるのかなというふうにも思うところであります。 
 このような現状を打破するために、国の制度に先駆けて、独自の父子家庭支援策、経済的支

援策を導入する自治体が、全国的に増えてきております。直近で、民主党が行いました調査に

よりますと、この３月１３日の時点での調査で、全国で２０２の自治体が父子家庭支援手当な

どの経済支援措置を実施しているということが分かってきております。県内においても、これ

らの取り組みが始まってきております。 
 そこで、私は北杜市においても、ぜひ、この父子家庭の支援策を早期に導入を図っていただ

きたいという思いの中で、市長にもお尋ねをさせていただくわけでございますが、市長は北杜

市の最重要課題として、日ごろから少子化対策、特に子育て支援を最重点政策として取り上げ

られております。そして、さまざまな対応を行ってきておるところは、私どもも承知しており

ます。また、日ごろから市長は政治理念として、弱者救済こそが政治の使命と述べられている。

その姿勢は私たちも大変重要な視点だなというふうに考え、同感の思いを持たせていただいて

いるところであります。これらをふまえまして、ぜひ市長のお考えをお尋ねしたいと思います。 
 まず１点目、昨年１２月定例会において北杜市議会は全会一致で、父子家庭への支援を求め

る請願を採択し、国・県に支援策を求める意見書を提出するとともに、市にも支援策の要望を

行ったところであります。ところが北杜市の２１年度予算には、父子家庭への新たな支援策は

見当たりません。そこで改めて、父子家庭への支援策について、市の取り組みと考え方。特に

今回、採用できなかった、その理由等も含めた考え方をお伺いしたいと思います。 
 ２点目は、具体的に支援を行うとすると、いつごろ、どのような内容になるのかも併せてお

伺いしたいと思います。 
 よろしく、ご答弁をお願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ６番、篠原眞清議員のご質問にお答えいたします。 
 北杜市議会では、昨年１２月の定例会において、父子家庭への支援を求める請願を採択し、

国・県に意見書を提出されたところであります。全国市長会においては、父子家庭にも母子家

庭と同様な支援をするよう国に要望しておりますし、昨年５月１４日には県市長会の要請によ

り、横内知事が国に要望いたしました。また１０月１４日には、県市長会から引き続き国に要

望するよう、県に要請したところでありますが、現在も国においては検討がされていない状況

にあります。 
 父子家庭への支援につきましては、母子家庭と違って、国による経済的な手当の支援制度が
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なく、山梨県においても公費負担制度はありませんが、医療費に代わる助成として、ひとり親

家庭医療費助成において、母子家庭と父子家庭を対象として行っております。県内では、父子

手当の支給を市町村独自で実施している市や予定している市町村がいくつかありますが、内容

については対象年齢、支給額、所得制限等、児童扶養手当に準ずる市町村や独自の制限を設け

るなど、まちまちであります。市といたしましては、当面、県内市町村の動向を見極め、また

国・県への要望等も引き続き行う中で、今後、検討してまいりたいと考えております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 残り時間は、２分１５秒でございます。 
 再質問はございますか。 
 篠原眞清君。 

〇６番議員（篠原眞清君） 
 再質問を行います。 
 今、市長のご答弁で、県内の事情にふれて、これから北杜市も検討していきたいという、ご

答弁がございました。いつもの市長さんらしくないなと、私は思うんですよ。特に、先ほど申

し上げましたように、市長、子育て支援、一生懸命、支援策を打たれている。私は、子育て支

援は、私たちの会派も、昨日の代表質問の中でも述べましたように、その時期時期に応じて、

公平感を持って、なるべく漏れる人のないような支援策を行っていくべきだというふうに、私

どもは考えております。市長もそれを認識されて、政策を打たれているのではないかなという

ふうに思っておりまして、なぜ、この父子家庭の部分だけが漏れてしまうのかなと、私はそこ

のところの理由を、本当は教えていただきたいなと思っております。これは検討していただけ

るということですから、前向きな対応を私は期待しておりますが、１つ情報を提供させていた

だきます。 
 去る１３日の国会の衆議院の内閣委員会の中で、大内少子化担当相が民主党の議員の、この

父子家庭の支援策の質問に対しまして、答弁をされています。父子家庭が、この児童扶養手当

の制度の中で、父子家庭が一律除外されているのは見直す必要があると。早速、舛添厚労相に、

その検討のお願いをしたいという表明をされております。いよいよ国も動き始めるでしょう。

私は、ここでさらに、この事実をふまえて、市長にお願いをしたいんですが、国が政策として

実際に父子家庭に手が届くのには、まだ時間がかかると思います。市長、ご検討をする意思が

あるということでありますれば、ぜひひとつ、早急に、補正ででも対応していただく、そのぐ

らいの意思をぜひ、お見せいただきたいなと思いますが、ご答弁をお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 私もまた議会で、よく申すのでありますけども、少子化の問題は北杜市にとって、ふるさと

存続の危機だと。国にとっても、国家存亡の危機だと。ちょっと大げさかもしれませんけども、

率直に思います。そういう中にあって、国も県も少子化対策を挙げておるわけでありますけど

も、この父子家庭の問題については、篠原議員もお分かりのとおり、基本的には国の制度の問
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題として考えてほしいというのが、基本的なスタンスであります。国もそういう動きがあると

いうことは、大変、前向きな流れで評価はしておりますけども、早く国が制度化でき得るよう

に、国・県にしっかり、私も働きかけてみたいと思いますし、北杜市独自の問題については、

もちろん月並みでありますけども、財源の問題等々も考えながら、考えていきたいと思います

ので、ご理解をいただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 残時間９秒ですが。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで６番議員、篠原眞清君の一般質問を終わります。 
 次に公明党、１６番議員、内田俊彦君。 
 内田俊彦君。 

〇１６番議員（内田俊彦君） 
 私は環境創造都市構築に向けてという題目で、一般質問を行います。 
 人と自然と文化が躍動する環境創造都市 北杜市を目指して、他の自治体に先駆けた事業を

推進してきたことは、厳しい社会情勢にあって、常に挑戦してきた結果が、いよいよ目に見え

る段階となってまいりました。昨今、１００年に一度の世界的な経済不況といわれているとこ

ろでございますが、それは１００年に一度の経済成長のチャンスであるというふうに受け止め

るべきであると、私は思うわけでございます。 
 市長の所信表明の中を見ますと、やはり、その中にはベンチャー自治体ですとか、挑戦であ

るとか、今から本当に躍動感みなぎる北杜市を目指して頑張るという姿勢が、ありありと見え

るわけでございます。 
 国においては、ラジオで聞いたところでございますが、麻生首相も２１年度の、来年度予算

におきましては、地方の意見を取り入れましょうということも言われているところであります。 
 北杜市は、２０年度の景気対策の２次補正の中でも７億３千万円、事業費としては８億４千

万円の事業費の中でも、先に提案をして、その使い道を示し、事業執行、繰り越しで行うわけ

ですが、事業執行に向かったということについては、まさに提案型の自治体を国も目指してお

りますし、地方としても責任を持った提案をしながら、事業執行していくということが必要で

あるということから、高く評価をするものであると思います。 
 国は今後、生活支援、雇用対策、景気対策、そして新規産業の構築ということに力を入れて

いくのではないかというふうに思っているところであります。アメリカのオバマ大統領は新た

な景気浮揚、景気対策、雇用創出においてはグリーンニューディール政策というふうに、今、

北杜市がまさに誕生したときから、一生懸命に働きかけていた事業を、今、世界的な考えの中

で進めようとしているところであります。朝の来ない夜はない、出口のないトンネルはない、

冬は必ず春となる、私はこの確信で、ぜひとも市政の執行にあたっていただきたいというふう

に思うわけでございます。 
 京都議定書の締結以来、ＣＯ２の削減、低炭素社会の構築が叫ばれてまいりましたが、残念

ながら目標の数値には至っておりません。各国も経済成長を第一としてまいりました。１００年
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に一度の不況といわれる中で、再び環境産業、特に自然エネルギーに目が向けられてきたとこ

ろでございます。その中にあって、太陽光パネル、水力・風力蓄電、またハイブリット車など

に注目がされております。政府は今後、環境産業へ力を注ぎ、推進するのは明らかであると思

われます。 
 北杜市といたしましても、自然エネルギー産業の発展に力を注ぐべきであると思うわけでご

ざいます。しかし、現在の北杜市の現状では、自然に簡単に企業や産業が発展していくとは思

いません。そこで、提案も含めながら質問をいたします。 
 まず第１番目といたしまして、太陽光発電、水力発電および北杜市の企業視察研修をビジネ

スにするシステムの構築について、伺います。というのは、北杜市には実証研究施設、また水

力発電。どちらかというと、企業も見たい、自治体も見たい、観光としてもいけるという施設

があるわけでございます。視察研修に来る折には、ぜひとも北杜市に宿泊もしていただきたい

し、また、その折に、いろいろな観光地も見て行っていただきたいわけでございます。そういっ

たことで、それをビジネスにしていきたいと。ただ、自治体が商売というわけにはいきません

ので、それはいろいろな関係各位とのご協力が必要になると思います。 
 ２番目といたしまして、松下幸之助、本田宗一郎といった創業者は、最終的に何を目指した

かというとは、最後は企業は人なりということだったと思います。それならば、北杜市もやっ

ぱり人ありきだと思うわけでございます。北杜市の人材育成、そして、その人材育成をした若

者がまた帰ってくるように、そんな施策を考えていっていただきたいと思うわけでございます。

人材育成のための大学院、特に先生、お医者さんは本当に貴重なわけであります。また、その

研究生等に特待制度を設けて、人材確保の推進をしていったらいかがかという提案でございま

す。 
 ３番目といたしまして、市長はよくベンチャー自治体といわれます。１人でもいいアイデア

を持ち、また１人、２人と仲間を増やし、企業を育てながら、大きくなっていった企業は歴史

の中でも数々あるわけでございます。そういった意味で、これは非常に不公平感を感じるとい

う、そういった指摘も受けるかもしれませんが、企業や個人にこれは非常に難しいわけでござ

いますが、研究費、開発費の援助をしたらどうかという提案でございます。特に今、太陽光パ

ネルは注目を浴びているところでございます。太陽光パネルは今後、おそらく売電やら、いろ

んな補助金が国からやってまいりますので、ますます増えてくるということは予想できるわけ

でございますが、何しろ太陽光パネルは１パネル当たりが高いということで、なかなか、それ

が進まないという現状にあります。安価な太陽光パネルが北杜市のいずこの企業で生産、もし

くは研究が始まれば、これは世界的に普及していくと。世界的な企業が北杜市の地場産業とし

て出るというふうに、私は信じるところでございます。そういった意味で、研究費、開発費の

援助について、お伺いをいたします。 
 ４番目といたしまして、自然環境エネルギーの低炭素事業に関わる窓口の設置についてでご

ざいます。いろんな方々がこういった事業、また推進をするにあたりまして、窓口を設けたら、

セクションを設けたらということで、質問をいたします。 
 ５番目といたしましては、これはどちらかというとＰＲの部分、どちらかというとお金がか

かってマイナスになるような部分でございますが、国はハイブリット車、電気自動車に一生懸

命力を注いでいるところでございます。今、プラグインというような、家庭の電源からも充電

できるような自動車を開発しようという考えもあるところであります。そんなところで、ＰＲ
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にしかならないのかもしれませんが、電気自動車等へ太陽光パネルより充電する設備の検討に

ついて、お伺いいたします。 
 以上５点につきまして、質問をいたしました。よろしくご答弁をお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 １６番、内田俊彦議員の環境創造都市構築に向けて、いくつかのご質問をいただいておりま

す。 
 １００年に一度の厳しさは１００年に一度の経済チャンスだ、ベンチャー自治体北杜市頑張

ろうと激励をいただき、大変ありがたく思います。 
 最初に太陽光発電、水力発電および北杜市の企業視察研修をビジネスにするシステムの構築

についてでありますが、太陽光発電研究施設や村山六ヶ村堰水力発電所には、企業のほか自治

体、各種団体などの多くの皆さんが訪れ、研修の場として、ご利用いただいております。 
 太陽光発電研究施設は国からの委託事業でありますし、水力発電施設は合併特例債を財源と

していることから、施設見学のための費用をいただくことは困難な状況ではありますが、施設

をご覧いただきながら、併せて北杜市内にあります観光施設や宿泊施設等をご利用いただける

よう、現在も働きかけを行っておりますので、継続してまいりたいと考えております。 
 次に、人材育成のための大学生等の特待生制度についてであります。 
 市内における自然エネルギー産業の発展のために、人材を育成することは重要であると考え

ております。企業や地域でリーダーとなる人たちは、地域活性化においても重要であることか

ら、国においても人材育成に関する諸事業が提案されていますし、先月、開催されました早稲

田大学大学院の官学共同地域再生プロジェクト報告会におきましても、定住促進を目的として、

学生を対象にしての奨学金制度導入の提案がありました。内田議員ご提案の特待生制度につき

ましては、事業効果等をふまえながら検討してまいりたいと考えております。 
 次に、企業個人への研究開発費の援助についてであります。 
 現在、北杜市で行われております太陽光発電研究施設や山梨大学が行っております燃料電池

に関する研究のように、企業や大学等は独立行政法人 新エネルギー産業技術総合開発機構等

の委託や助成等により、さまざまな研究開発を行っております。太陽光発電に関する企業は、

現在、市内にはございませんが、今後、これに関係する企業が進出する可能性が出てきた場合

は、特許等の問題もございますので、企業のご意見をお聞きしながら、研究開発等の援助を検

討したいと考えております。 
 次に自然環境エネルギー、低炭素事業に関わる窓口の設置についてであります。 
 市町村や民間企業、ＮＰＯ法人に対して、山梨県企業局内に小水力発電開発支援室が、また

地球温暖化対策については、山梨県地球温暖化防止活動推進センターなどが相談窓口として設

置されております。これらの関係機関と相互に連携しながら、今後も環境課において、市民や

企業等の相談に対応したいと考えております。 
 次に、電気自動車へ太陽光パネルより充電する設備等の検討についてであります。 
 昨年、有限責任中間法人の電動車両普及センターの電気自動車モデルゾーン実証実験事業を

行い、公用車として利用いたしました。自動車業界も電気自動車等に力を入れておりますし、
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国による住宅用太陽光発電システムへの支援制度も始まりましたので、市の補助と併せ、今後

は市内でも一層、太陽光発電システムの設置が増加していくことと思われます。しかしながら、

太陽光発電は天候に左右されやすいシステムであり、電気自動車に太陽電池だけで充電するこ

ととなりますと、夜間は発電しないことや十分な日射量が得られない日もあることから、電気

自動車の使用形態とも関連してまいります。 
 今後、太陽光発電の利活用としての電気自動車等の充電スタンドも含め、さらに電気自動車

の普及状況や技術開発等を見極めながら、有効な電力活用について検討してまいりたいと考え

ております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 再質問はございますか。 
 内田俊彦君の再質問を許します。 

〇１６番議員（内田俊彦君） 
 再質問をいたします。 
 まず１番目といたしまして、太陽光発電、水力発電の視察の受け入れの件についてでござい

ますが、私は過去、ほかの自治体へ研修をお願いしたことがございました。そのときに、うち

へ泊まってくれると受け入れやすいですということを言われまして、これは仕方がないなと思

いながら、では、そこへ泊まりましょうということで交渉した経緯があります。というのは、

どうしても山梨県へ、県外から視察に来られる場合については、どうしても諏訪の温泉があり、

石和の温泉があり、湯村の温泉がありということで、どうしても研修だけして行ってしまうと

いうような経緯が、たくさんあるように見受けられるわけでございます。そういった意味で、

関係部局課においても、そういった、ぜひとも営業をするということになると、自治体は、こ

れはなかなか難しいわけでございますが、それについての働きかけというのには、ある意味、

強気で、ぜひやっていただきたいなというふうに思うわけでございますが、ご答弁をお願いい

たします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 植松産業観光部長。 

〇産業観光部長（植松忠君） 
 内田議員の再質問でございます。 
 これは今、ご指摘のありました、例えば研修に来た場合に、当地へ宿泊することを条件とす

るならば、視察はＯＫですよということは、これはこの前、昨年ですけども、経済環境常任委

員会で、近畿のほうの高島市ですとか、それから名前はちょっと忘れましたけども、自治体へ

研修に行きました。そのときにもやはり、そういった内容のご指摘を受けて、泊まってくれれ

ば、宿泊してくれれば、ぜひ、うちの自治体を検分してくださいということが、たしかにござ

いました。ですから、やはり今は、市長も申しましたように、いわゆるベンチャー自治体とい

うことは、要はそういったことも頭に入れながら、自治体間競争があるわけですから、そういっ

た意味で、観光客を増やすという意味からも、ぜひ、そういった形で、今後は北杜市において

も、地元へ宿泊することを前提とした中で、視察研修を受け入れるように持っていきたいと思っ
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ています。そうすることによって、今、始めておりますリトリートの杜の関係、それからひい

ては、いろんな形の地産地消、食育も含めて、いろんな形で、いろんな面に発展していくし、

観光等の業者についても、それからあとは、旅館業者の方々にも多大な波及効果があり、経済

効果もあると思いますので、今後はそういった形でもって、行いたいと思っております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 内田俊彦君。 

〇１６番議員（内田俊彦君） 
 あと１点、再質問を行いたいと思います。 
 先ほどの市長の答弁の中では、どうしても、この内容については検討していくということで

ございました。なかなか、答えづらい内容だったというふうに私も思うわけでございますが、

ただ１点、気になったことが１つございます。それは国、県とかということの動向の中ではな

くて、北杜市として、これはいろんな面について取り組むべきものは、国や県をまたいででも、

ぜひ取り組んでいっていただきたいというふうに思うわけでございます。それは窓口のことで

あったり、また研究費のことであったり、大学の人材育成のことであったりいたしますが、ぜ

ひとも、そのへんはご検討を、市としての検討ということで、お考えをいただきたいというふ

うに思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 検討していくということは、しっかり位置づけていくということで、ご理解いただきたいと

思います。 
 そうはいっても、前例のないというと大げさですけども、オバマの言うグリーンニューディー

ルではありませんけども、クリーンエネルギーを世界中の人が、また人類の大きな課題として

位置づけているエネルギーチェンジの時代であります。国絡みの問題もあるでしょう。そんな

思いで、先ほど答弁させてもらったわけでありますので、ご理解いただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 ほかに再質問はございますか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１６番議員、内田俊彦君の一般質問を終わります。 
 ここで暫時休憩といたしまして、再開は１１時にいたします。 

休憩 午前１０時４６分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１０時５８分 
〇議長（秋山俊和君） 

 再開いたします。 
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 次に日本共産党、１９番議員、中村隆一君。 
 中村隆一君。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 ３月議会にあたり、日本共産党を代表して、白倉市長に質問いたします。 
 質問の第１は、後期高齢者を無保険にしないことを求めることについてです。 
 ７５歳という年齢を重ねただけで、国保や健保から追い出し、負担増と差別医療を押し付け

る、後期高齢者医療制度の保険料滞納者が全国で、およそ１７万人。山梨県で３，９００人、

北杜市で４６２人（昨年１１月調べ）にのぼることが、全国保険医団体連合会が各都道府県の

保険医協会などを通じての調査で明らかになりました。保険料を滞納しているのは、年金が月

額１万５千円未満で、年金天引きの対象にならない後期高齢者の中でも、特に収入の少ない人

たちです。また、少ない人たちが納付相談に市役所を訪れることができない、制度について理

解することが難しいなど、特別の困難を抱えていると考えられます。普通徴収者の約１割が滞

納していることになります。原則として、滞納が１年間続くと保険証を取り上げられ、医療費

全額自己負担という資格証明書が発行され、事実上、無保険状態になります。滞納があるから

といって、この人たちに保険証を出さない、また取り上げてしまうなどということは、これら

の人の命綱を切ってしまうことを意味します。また、保険の精神にも反します。保険証がない

がゆえに、医療機関にも行けず、命を失ったという悲劇が国保では出ましたが、後期高齢者医

療制度で、そのような悲劇は絶対に起こしてはなりません。そのための最大の保障は、資格証

明書を出さないことです。 
 本市では国保の滞納者に対し、短期証明書を発行し、事実上、無保険になる資格証明書を発

行していません。このように後期高齢者医療制度においても、滞納者についての扱いは国保と

同じ扱いで行うことが望ましいと考えます。 
 こうした立場から、次の３点について質問します。 
 １．山梨県下および北杜市の一番新しい滞納者数はいくらですか。 
 ２．高齢者を無保険にする資格証明書を発行すべきでないことを求めます。 
 ３．滞納者に対して督促状など文書送付だけでなく、個別訪問などを通じた相談活動をし、

生活全般を支援することを求めます。 
 質問の第２は、国保税の引き下げと減免を求めることについてです。 
 国保税は０６年度（平成１８年度）合併して、統一料金に改定し、このとき市民１人当たり

１万２千円もの大幅値上げをいたしました。今、急激な景気悪化が中小零細企業、自営業者な

どを直撃しています。仕事量が昨年の半分以下に減り、自営業者は売り上げが落ちていると聞

きます。また労働者の収入も減り、生活が大変になっています。 
 国保世帯９，３５１世帯の１４．２％に当たる、１，３２９世帯が滞納している現実を見れ

ば、国保税の負担が大変重いことが分かります。０６年度、平成１８年度は国保税の大幅な引

き上げ、診療報酬の引き下げ、受診抑制などの理由で、歳入歳出の差し引き額が約５億８千万

円になりました。これを活用して、高い保険料を引き下げる考えはないか、以下２点について

質問いたします。 
 １．歳入歳出の差額から見て、１世帯１万円の引き下げを求めます。 
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 ２．国保税は前年度の所得が課税対象となるため、現状と合わない場面が出てきます。体が

弱くて働けないとか、自営業での収入が減って国保税が払えない、この場合に市長が認め

る減免はあるのかどうか、伺います。 
 質問の第３は、学校に教師の笑顔を取り戻すことについてです。 
 ２００６年１２月、教育基本法が強行採決によって改正され、子育てと教育の現場では、教

育行政が学校を管理する方向に変えられていると聞きます。本来、義務教育は子どもたちのラ

イフラインであり、セーフティネットの役割を持っていますが、現在、あまりの子どもたちの

困難さに、この役割が危機的な状況に陥っていると聞きます。 
 ある校長先生に一番ほしいものはなんですか、予算ですか、権限ですかと伺ったら、先生方

の笑顔ですと答えられたそうです。今、教師は何に負担を感じているのか、親の生活の崩壊が

教育の現場に持ち込まれていることによる負担、学校評価と教員評価に関わる事務作業の負担、

そして教員免許更新制や全国学力テスト、体育評価（スポーツテスト）の負担、つまり本来、

教師の仕事とは直接関係のないことに負担を感じ、疲れているという結果が見えてきました。 
 教育現場は、今、学習指導要領の改定で、授業時間数や教える内容が増え、さらに小学校に

英語教育が導入され、教師が疲弊し、子どもにのびのびと教えられないという、子どもは勉強

の分からない子、やる気のない子が増えているという、山梨県の小中学校の不登校生徒出現率

日本一、公立高校中退数の増加、自殺率日本一など、不名誉な日本一がいわれています。不登

校の子どもは、学校現場の生きづらさに警鐘を鳴らしています。 
 日本が教育改革の見本として見習ったイギリスでは、ナショナルテスト見直しが検討されて

います。また、日本の教育制度を見習ったフィンランドの教育は、少人数教育で教師も子ども

ものびのびと学びに取り組み、学力世界一と評価されています。 
 私は、子どもと先生方の笑顔を学校に取り戻すために、教育行政は頑張ってほしいと願って

います。その立場から、以下６点について、質問します。 
 １．不登校の子どもの実態はどうなっているのですか。小中学校の学年別に実数を示してく

ださい。 
 ２．不登校の子どもが出てくる背景や、その指導の場、その対策を示してください。 
 ３．学力テスト（全国学力学習状況調査）が今年４月２１日に実施されますが、私は競争が

激化する、本当の学力が身につかない等の理由で不参加を求めるものですが、どんな理由

で今年も参加するのですか。 
 ４．学校評価および教職員評価は、どのように実施しているのですか。 
 ５．教師の健康管理のための労働安全委員会を市の段階で、どう機能させているのですか。 
 ６．いい先生が育つのか、子どもの成長につながるのか、疑問の教員免許更新制実施につい

て、対象年齢および対象者は何人か（県内および北杜市において）。いつ、どこの大学で研

修するのか。市の教育委員会としての支援は、あるのですか。 
 質問の第４は、子どもの細菌性髄膜炎を予防するために、ヒブワクチン接種代に補助を求め

ることについてです。 
 毎年、小さい子どもの命を奪っている、最も怖い感染症が細菌性髄膜炎です。細菌性髄膜炎

は、菌が血液を介して脳を浮かべる髄液の中に侵入し、炎症を起こす病気です。 
 乳幼児の細菌性髄膜炎を起こす細菌はいくつかありますが、原因の半分以上を占めているの

が、インフルエンザ菌Ｂ型という、略してヒブと呼ばれています。ヒブによる細菌性髄膜炎は、
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５歳未満の乳幼児がかかりやすく、特に生後３カ月から２歳になるまでは、かかりやすいので

注意が必要です。ヒブ髄膜炎にかかると、１カ月程度の入院と抗生物質による治療が必要にな

りますが、治療を受けても約５％の乳幼児が死亡し、約２５％に発達障害、知能障害などや聴

力障害、癲癇などの後遺症が残ります。ヒブワクチンの接種は任意で、受けたい方だけが自費

で受けることになっています。ヒブワクチンは１回約７千円から８千円。４回接種で約３万円

かかります。子育て中の若い人たちの負担を減らすために、ワクチン接種代の補助を求めます。 
 以上、述べて質問を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 １９番、中村隆一議員のご質問にお答えいたします。 
 国民健康保険税についてであります。 
 すでにご承知のとおり、北杜市は旧町村ごとに不均一であった国民健康保険税の税率を平成

１８年度に改定・統一し、国保財政の健全化を図ってまいりました。その結果、国保会計の財

政状況は改善し、国保税の税率も平成１９年度は据え置き、今年度も後期高齢者支援金分が新

たに設定されたにもかかわらず、実質的には据え置くことができたところであります。 
 平成１９年度の国保税の調定額は、１人当たり７万６，３８９円。１世帯あたりでは１４万

６，２６６円であり、県平均１人あたりでいいますと、８万５，１９５円。１世帯あたりが１６万

８，０４８円を大きく下回っており、県内１３市の中ではいずれも低いほうから２番目となっ

ております。 
 税率の改定については、医療制度改正や今後の国保会計の状況等を勘案しながら、慎重に取

り組むべきものであると考えております。また、国保税の減免については、国民健康保険税条

例の中に、災害等により生活が著しく困難となった者。その他、市長が特に必要があると認め

る者に対する規定が設けられています。減免の適用にあたっては、納税の公平性について、十

分考慮することが必要であると考えております。 
 次に、ヒブワクチン接種代の補助についてであります。 
 細菌性髄膜炎の中で、インフルエンザ菌Ｂ型による髄膜炎は発生頻度が高く、病気のあとの

状態が大変悪い病気であります。インフルエンザとありますが、冬期に流行するインフルエン

ザとまったく別であり、多くの方がまだ病気を知らない状態であります。このインフルエンザ

菌Ｂ型による髄膜炎の罹患者率は生後２カ月から５歳までの間に、２千人に１人の割合で罹患

していると推測されています。 
 この細菌性髄膜炎を予防するために、ヒブワクチンが昨年１２月から任意接種できるように

なりました。また、世界各国では接種が早くから行われており、病気の発生が抑えられている

状況ですが、わが国はヒブワクチンの接種を任意接種で開始しています。北杜市内では小児科

の医療機関を中心に接種ができることとなりましたが、市内での接種者は数名程度であります。

接種が開始され、まもないこともありまして、ワクチンの供給も十分に間に合ってない状況で

もあります。今後、市内医療機関とも連携しながら、国・県にも働きかけをしてまいります。 
 その他につきましては、教育長および担当部長から答弁いたします。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 
 １９番、中村隆一議員のご質問にお答えします。 
 最初に、不登校の子どもの実態についてであります。学年別ということでございますので、

お答えをします。 
 平成２０年度２学期末現在でありますが、小学校で６人です。内訳は２年生が１人、４年生

が１人、５年生が２人、６年生が２人です。中学校は１８人です。１年生が４人、２年生が７人、

３年生が７人でございます。 
 次に不登校の子どもが出てくる背景と、その指導の場と、その対策についてであります。 
 山梨県教育委員会では、不登校の定義をなんらかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会

的要因・背景により、児童生徒が登校しない、あるいはしたくてもできない状況にあることと

しています。また、これらが複合的に作用する場合もあり、背景がなかなか特定できない場合

も多くございます。 
 指導の場と対策ですが、未然防止、早期発見、早期対応が最も重要となります。そのために

安心で安全、満足感のある学級づくり、分かる、楽しい授業づくり、学年会議や職員会議など、

支援を必要とする児童生徒の事例検討を行うなど、職員の共通理解、また養護教諭やスクール

カウンセラーに気兼ねなく相談できる相談日の設定や雰囲気づくりなど、組織的に連携して取

り組む校内体制づくりを行ってきています。 
 さらに気になる児童生徒の家庭と学校とで普段と違う様子が見られたら、相互にすぐに連絡

を取り合うことや教育相談機関や医療機関など関係機関とも連携するなどして、不登校をなく

す取り組みを進めています。 
 次に、全国学力学習状況調査の実施についてであります。 
 北杜市では児童生徒間、学校間、その他における序列化や過度な競争にならないよう、結果

の公表は行っておりません。しかし、全国、山梨県、北杜市の状況との関連の中で、自校の調

査結果を分析し、当該学級、学年全体としての傾向や課題を明らかにし、改善策が講じられる

とともに、該当児童生徒にかかる調査結果について、個人面談や三者面談等を通じて、調査結

果を提供し、適切な指導助言が行えるなど有効性が認められますので、参加をいたします。 
 次に、学校評価および教職員評価についてであります。 
 学校評価は学校教育法の改正によりまして、実施、公表、報告が義務化されました。各校で

は学校教育目標を設定し、それに基づいて示された指導重点、指導方針により教育課程を組み

ますが、それらについての評価項目を設け、職員が評価するものでございます。学年ごとに行っ

たり、大きな行事などのときには、保護者にアンケートを実施して参考にしたりしながら、内

容によって、すぐ改善が必要なものは改善し、そうでないものにつきましては、学年末に年間

の総括をして、全項目の評価を行い、次年度の教育活動に生かすようにしています。 
 教職員評価は教職員の資質、能力の向上、学校運営、組織の活性化を狙いとし、山梨県の評

価制度の実施要綱に従い、行っています。あくまでも自己申告による目標の設定、自己評価が

基本であり、管理職が指導・助言を与える中で取り組んでいくものでございます。最終的には

管理職が、教職員が自己設定した目標について評価しますが、そのときにはさらに意欲が持て

るような指導・助言を伝えるようにしています。 
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 次に教師の健康管理のための労働安全委員会を、市の段階でどう機能させているかについて

であります。教職員の健康の保持のため、毎学年定期に健康診断の実施や成人病健診、人間ドッ

ク等、各種健診の受診勧奨と事後措置の徹底を行い、教職員の健康管理に留意をしております。

併せて山梨県教育委員会と連携して、教職員の健康の保持増進のため、健康管理体制の充実を

図っております。 
 定期健康診断、または人間ドックの健診結果データを電子化した統一カルテの作成管理、保

健師による巡回健康指導および健康相談の実施、教職員の心身の健康づくりを支援するための

メンタルヘルス研修会等、各種セミナーなどを行い、健康づくりを推進しております。また、

職場の安全と健康の確保をより一層推進するため、労働安全衛生法により策定した過重労働に

よる健康障害防止のための対策実施要綱に基づき、教職員の労働時間の管理や健康診断等の事

後措置の徹底など、安全衛生管理対策を実施しておるところでございます。 
 今後は、これらの教職員の健康の保持・増進をさらに充実させてまいるほか、教職員の安全

で快適な労働環境を確保することにより、教職員が意欲と使命感を持って、教育活動に専念で

きるように労働安全衛生管理体制を整備し、快適な職場環境が形成できるよう努めてまいりた

いと考えています。 
 次に、教員免許更新制の実施についてであります。 
 年齢は平成２１年３月３１日以前に免許状を取得された教員については、初回は平成２３年

度に３５歳、４５歳、５５歳になる教員が対象であります。つまり３３歳、４３歳、５３歳の

ときから２年の間に講習を受けることになります。平成２１年４月以降に免許状を取得した教

員については、これ以降、１０年ごととなります。 
 対象者は３５歳が山梨県で１４６名、そのうち北杜市内３名。４５歳が山梨県２８１名、そ

のうち北杜市内１５名。５５歳が山梨県で１６２名、そのうち北杜市内１７名です。ただし、

このうち管理職等、更新が申請だけで免除される教員もおります。 
 研修場所についてでございますが、文部科学省のホームページと山梨県教育委員会義務教育

課のホームページに随時掲載されるので、それを見て申し込むこととなります。教員免許は個

人の資格でございますので、手続きは基本的にはすべて個人で行うことになります。しかし初

めての導入でありますので、山梨県教育委員会から管理職や各教育委員会に関しても説明が行

われてきています。北杜市教育委員会といたしましても、これまで定時の校長会などで、該当

者への周知の徹底、また学習会等を校内でもつよう指示してきました。また、これからも該当

者の免許が失効することがないよう、機会があるごとに該当者、あるいは管理職に対して周知

をしてまいりたいと考えております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 １９番、中村隆一議員のご質問にお答えいたします。 
 後期高齢者医療制度について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に、山梨県下および北杜市の後期高齢者医療保険料の一番新しい滞納者数についてであ

りますが、まず山梨県下におきましては、昨年１１月末を納期限とする第５期分までの保険料

のうち、１期でも未納されている方は４，４０６人という調査結果が、広域連合より発表され
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ております。また同時点での、本市の保険料未納者は２８５人でありました。また、本市にお

いては、２月末現在で１期から７期までの保険料のうち、１期でも未納保険料がある方は

３３１人であります。１２月の定例議会においてもお答えしましたとおり、国における保険料

の負担軽減拡大措置が行われたことにより、年金からの天引きとなっていた方が普通徴収へと

変わったために、ご自身の納付方法を勘違いされ、保険料納付が滞ってしまっているケースが

多く見られます。このような納め忘れをなくすため、１２月の広報と３月の広報でもお知らせ

をしており、また２月末には未納のお知らせ通知を送付し、納付勧奨を行っているところであ

ります。 
 次に、資格証明書の発行についてであります。 
 資格証明書は、保険料を１年以上滞納した場合に交付するものですが、昨年６月に開催され

た全国広域連合会議において、国による資格証明書の運用についての見直しの方針が示され、

相当な収入があるにもかかわらず、意図的に保険料を払わない人のみを対象とするとされてい

ます。被保険者証の交付事務は県の広域連合でありますが、２月に開催された広域連合議会に

おいては、高齢者が医療を受けられる機会が損なわれることのないよう、機械的、また一方的

に資格証明書を交付することは、考えていないとのことでありました。 
 次に滞納者に対しての個別訪問等を通じての相談活動、生活支援についてであります。 
 ２月末に通知しました未納のお知らせ以降、納付相談や問い合わせなどがあり、そのほとん

どが納め忘れによるものですが、そのほかは未納状況をご説明し、納得をしていただいたうえ

で納付をしていただいている状況であります。中には納めたいが、金融機関まで行くことがで

きないという方もいましたので、このような場合には個別訪問により対応しております。 
 今後も納付相談および個別訪問などを行うとともに、総合支所等の窓口へ出向かずに、保険

料を納付する口座振替を勧めるなど、高齢者の方々の実情に沿った納付勧奨を行ってまいりた

いと考えております。 
 以上です。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 再質問時間は１分４１秒であります。 
 中村隆一君、再質問を許します。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 後期高齢者の資格証明書の発行については、一番新しい情報として、厚生労働省が資格証明

書を発行する場合は、あらかじめ、国に報告を求める通知書を、書式を示して、広域連合に示

す。そういうことで、今、発表がありましたけど、相当な収入というのは、どのくらいの収入

かということが分かりにくいので、そのへんをお願いします。 
 次に国保の滞納者などに短期保険証が発行されているわけですけれども、短期保険証を発行

されると、どうしても受診抑制と。病院へかかるのをやめてしまうということが多いので、北

杜市で資格証明書を発行していなくて、短期保険証を発行しているわけですけれども、その交

付の実情を教えていただきたいと思います。 
 ３番目に就学援助制度について、入学時に保護者の皆さまへということで、就学援助制度を

説明していただきたい。また、給食費が未納である・・・。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 残時間ゼロになりましたが。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 では、終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求ます。 
 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 まず１点目の、後期高齢者におけるところの相当な収入というところでございますが、これ

は国の基準でございまして、今年度から、この制度が実施されるということで、この相当額と

いうものについては、まだ示されておりませんが、これは広域連合のほうに、また確認をして

お知らせを申し上げたいと思います。現時点では、この相当額がどのくらいかということは、

まだ示されておりません。 
 次に国保の短期保険証の実情でございますけれども、私どもはやはり議員ご指摘のとおり、

資格証を発行するのをやめて、少しでも皆さんに安心をしていただけると、こういうところか

ら短期保険証で対応をしているところでございます。この短期保険証を発行するにつきまして

も、やはり納税という観点をひとつ持ちながら、短期保険証でお願いをしているというのが実

情でございます。ご理解いただきますよう、よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 井出教育長。 
〇教育長（井出武男君） 

 お答えします。 
 就学援助についての中身でございますけども、ちょうど中身につきまして、今、整理をして

いるところでございまして、２１年度、新学期にあたりまして、全校生徒、関係者に、その内

容の説明書を渡すというふうになってございます。どうぞ、よろしくお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１９番議員、中村隆一君の一般質問を終わります。 
 次に１番議員、小須田稔君の一般質問を許します。 
 小須田稔君。 

〇１番議員（小須田稔君） 
 議員として初めての一般質問をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 
 戦後、急激な生活環境の変化の影響により、私たちの生活や自然界に住む動物の生態系の崩

れなどが１つの原因で、近年、ニホンジカの急増により農作物や森林への被害が深刻化してお

り、わが北杜市でも生活に及ぼす影響も危惧されております。 
 そこで、貴重な資源でもある鹿肉は地域資源、ジビエ料理として有効に活用し、観光客等に

提供したいという動きが県内でも、北杜市内でも出てきております。これを受け、県では平成

１９年度に山梨県ジビエ活用連絡協議会を設置し、鳥獣害対策および狩猟の対策として捕獲さ

れた野生シカ等のジビエを山梨の地域特産物として活用するため、行政、民間、ＮＰＯ等の関

係者が連携しながら、地域のブランドとして定着させるための課題を協議し、具体的な活用方
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策などを協議していると確認しております。 
 県は平成２０年９月に安全性を担保するため、鹿肉の衛生および品質の確保に関するガイド

ラインを策定し、鹿肉をジビエ料理として活用し、新たなブランド化への取り組みを進めてお

ります。現在、県のジビエ活用連絡協議会の構成メンバーは、次の方々になっております。会

長に山梨大学名誉教授 伊藤洋さん、委員として狩猟関係者、食肉加工流通関係、観光関係、

ＮＰＯ、イベント企画、学識経験者等です。また、行政関係では県、県におきましては福祉保

健部、農政部、観光部、森林環境部、そして各市町村がメンバーとなっております。 
 現在、河口湖町におきましては、この４月から開始されるということを聞いております。お

よび丹波山村がモデル地域として動き始めております。この件は、非常に厳しい観光業界とし

ても、よき起爆剤となるのではないかと、期待している観光業者も多数おられます。北海道、

長野県に続いて３番目のこの動き、市はどう受け止め、取り組んでいけるのか、次の３点を市

長にお伺いいたします。 
 １．県畜産課からの市への事業説明はあったのか。 
 ２．北杜市として、この事業について基本的な考え方は。 
 ３つ目として、市内関係者と検討会などの設置予定はないのか。 
 以上３点を、市長にお伺いいたします。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 １番、小須田稔議員のジビエ活用推進についてのご質問にお答えいたします。 
 最初に山梨県畜産課から、市への事業説明はされているのかについてであります。 
 山梨県が策定した、鹿肉の衛生および品質の確保に関するガイドラインについての市町村を

対象とした説明会は現在のところ実施されておりませんが、ガイドラインの内容につきまして

は、担当職員が畜産課に出向き、直接説明を受けているところであります。 
 次に、市としての基本的な考え方についてであります。 
 本市に生息する野生獣はシカ、イノシシなどが代表的なものであり、個体数把握方法が確立

されているシカは、約７，２００頭と言われております。 
 なお、イノシシにつきましては、個体数把握方法が確立されていないため、生息数は不明で

あります。また、野生獣による農作物被害や林産物被害が恒常的にあり、その対策に追われて

おりますが、毎年、管理捕獲を行うことにより、個体数調整を実施しております。 
 ちなみに、平成２０年度末見込みの管理捕獲頭数はシカ３２７頭、イノシシ９９頭でありま

す。 
 本市では、これまで、この捕獲獣であるシカをジビエとして提供することができないか、検

討してまいりました。この中で問題となる点は、永続的に提供できる個体を確保できるのか。

屠殺、内臓摘出等の解体をどこで行うのか。猟銃捕獲での野生獣の損傷度合いはどうなのかな

どであります。特に食肉としての歩留まりの率が低いとされていることから、採算性が極めて

悪いことが分かりました。 
 今後はシカに加え、イノシシも含めた総合的な観点から、狩猟人口の減少傾向にある中での

永続的な原料確保の可能性、食肉としての品質管理、衛生面の確立方法、提供可能飲食業者の
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意欲等を確認した中で、再度、検討してまいります。 
 次に、地域関係者等の検討会の設立予定についてであります。 
 ジビエに対する可能性を再検討するためには、原料調達者、解体等の加工者、食肉料理提供

者等の関係者に広く呼びかけ、検討協議できる場の設定、体制を整える必要があることから、

まず関係者による検討会を開催したいと考えております。その検討結果に基づき、将来的な展

望計画を描いていきたいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 再質問がありますか。 
 小須田稔君。 

〇１番議員（小須田稔君） 
 大変、前向きな検討でありがとうございます。この問題の裏には、たぶん、観光全般のこと

があるように思われます。観光というのは何か施設を造ったり、何かイベントをすることで、

大きな影響があるというものでは、決してないと思います。この北杜の自然、それから産業、

そこに生きる人たち、すべてがお客さんを呼ぶ中の大きな要因になっております。その基本に

ある人々の生活というのは、やはり、これは、今回の中で特に伝えておきたかったのは、市が

大変、財政が厳しいと。であった場合に、これは年々減るという、非常に消極的な考えも、決

して外せないかもしれないですけども、観光産業が奮い起こって、今現在、非常に厳しいです

けども、頑張っていただくことによっての増収、これは非常に大きいものが見込めると思いま

す。その増収の中から、教育、福祉、そこにぜひ、費用がまわせる、そんな市になってもらい

たい。そんな中で、このジビエという、１つの課題かもしれないですけども、これが大きく北

杜の観光、また生活まで影響してくる可能性が十分あると思います。ですから、今、ここで１点

質問したいのは、これは農政、観光、いろんな分野の課がまたがってのことになります。その

へんは市の中で、今までどのくらい検討されたかは別としまして、今後、各課を越えての話し

合い等をぜひ持っていってもらえる件だと思いますので、そのへんの計画、また予定が、もし

見えるところがありましたら、お聞きしておきたいと思います。よろしくお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小須田議員ご指摘のとおり、北杜市にとりまして、観光振興は大きな目玉であります。私ど

もがいわばエージェントを歩いてみても、食に対する期待というか、位置づけは大変、大なる

ものを肌身で感じております。したがいまして、今回のこういったジビエの活用についても、

ある面では食の部門を含めて大切であると思いますので、検討していきたいと思います。併せ

て、生活を脅かしておるような鳥獣害が多々あります。生産部門においても。そんな鳥獣対策

と食のジビエ対策で位置づけていきたいと思いますので、ご理解いただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 ほかに再質問はございますか。 
 小須田稔君。 

 １６９



〇１番議員（小須田稔君） 
 今後、私自身も一生懸命、観光面を取り組みます。ぜひ市側の方たち、執行のほうでも、多

くの指導をいただく中で、目一杯、いい北杜市をつくりたいと思っていますので、ぜひ共に考

え、進めるようなことを希望しておりますので、最後、それをお伝えして、質問を終わらせて

いただきます。ありがとうございました。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁は求めますか。 
〇１番議員（小須田稔君） 

 結構です。 
〇議長（秋山俊和君） 

 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１番議員、小須田稔君の一般質問を終わります。 
 ここで昼食のため、暫時休憩といたします。 
 再開は１時２０分とします。 

休憩 午前１１時４６分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 １時１９分 
〇議長（秋山俊和君） 

 再開いたします。 
 次に北杜クラブ、１０番議員、中嶋新君。 
 中嶋新君。 

〇１０番議員（中嶋新君） 
 今回、２項目にわたり一般質問をいたします。 
 最初に体育施設の運営と、その利用料金の統一について、お伺いいたします。 
 現在、市民の健康保持と体力増進を図るために使用されております体育施設は、指定管理者

により効率的な運営に任されておるわけですけども、また、さらに多くの市民の利用が望まれ

ております。そこで、現在、指定管理者により管理運営されております体育施設の利用状況に

ついて、以下、伺います。 
 １番目としまして、同種類の施設ですね、体育館および冬季に利用が多くなります屋内のゲー

トボール場につきまして、高根、長坂、大泉、白州の体育館および高根、長坂、大泉の区内の

ゲートボール場の利用の状況について、お伺いいたします。 
 続きまして、この施設の利用料金の統一に向けて、当局のほうでも検討をなさっているとお

聞きしておりますが、その取り組みについてお伺いいたします。 
 また３番目としまして、今後こういった施設の効率的な利用と運営のためにも、利用者、特

に体協など団体等が多いとは思いますが、また指定管理者、管理しております指定管理者等々

の連絡、また調整の会議の開催の状況について、お伺いしたいと思います。 
 以上３点で、お願いいたします。 
 続きまして２項目としまして、市内の交通ネットワークの整備について、お伺いいたします。 
 北杜市総合計画に示されました新市を形成していくうえでも、市民の公共施設等へのアクセ

スの向上と円滑で、効率的な移動を可能とします条件としまして、この市内の交通ネットワー
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クの、さらなる整備が重要であります。また、喫緊の課題だと思います。 
 今定例会にも２１年度の予算、事業としまして、須玉の多麻トンネルの開通に伴いまして、

市内の環状線である広域農道が接続したことから、観光に利用される主要幹線道路として、沿

線への計画的な誘導のサインや観光案内板を整備する事業が予算化されております。こういっ

た市内の経済の活性化、またリトリートの森にあります長期滞在型の体験型の観光プログラム

を今後、作成、また普及するうえでも、この交通ネットワークは重要な要素であると思います。

そこで、市内の交通ネットワークの整備について、２点伺います。 
 まず、現在、国道１４１号線の高根町長沢区域は、国道にもかかわらず歩道の設置もない状

態でございます。市民の安全確保と観光振興のためにも必要な、道路の改良工事を早期に着工

する必要があると考えますが、この点について県、または国との具体的な対応と働きかけにつ

いて、お伺いいたします。 
 ２番目としまして、先ほど申しましたように、多麻トンネルの開通。市内の観光を含め、市

民の移動という中で、ネットワーク化していく中で、この大きく外郭や中核の環状線、また主

要の幹線道路の今後の整備と、さらなる整備と冬季対応が必要な除雪の対応策について、お伺

いいたします。 
 以上２項目について、お伺いいたします。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 １０番、中嶋新議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に、高根町長沢地区を通る国道１４１号の道路改良工事の早期着工の見通しと国・県へ

の具体的な対応についてでありますが、長沢地区は観光地である清里の玄関口であり、道の駅

南清里といった観光施設も存在し、シーズンには観光客の車両等で渋滞も目立つ場所でもあり

ます。しかしながら、当該路線は片側１車線で、歩道等の安全施設も未整備であるため、地域

住民の安全確保が懸念され、特に県道長沢小淵沢線と接続する長沢交差点は見通しも悪く、右

折レーンも未設置であることから、交通事故等が危惧されるものであります。市といたしまし

ては、平成１９年に長沢交差点以北の交差点改良を含めた現道拡幅を道路管理者である県に要

望しており、用地および家屋等の移転について、地元の協力が得られれば、工事の実現に向け

て検討していきたいとの回答をいただいております。 
 今後は地元との連携を密にした中で、現在、施行中である長沢地区南の防災工事に伴う道路

拡幅工事の継続と合わせ、整備事業の早期実現を図ってまいりたいと考えております。 
 次に、冬季の道路の除雪対応についてであります。 
 市では１２月１日から翌年３月３１日までの間、道路の除雪を実施しております。今年度は

７８９路線の市道について、８４３キロメートルの除雪作業を市内７４社、市外６社、計８０社

に委託をしております。この除雪路線については、各総合支所で通勤・通学路および主要な幹

線を設定しており、市道全体の除雪ではございませんので、ご理解をお願いします。また原則

として、積雪が１０センチ以上に達した時点で、各総合支所の指示により除雪作業を開始する

ことになっておりますが、緊急または早朝など、状況により委託業者の判断で実施する場合も

あります。 
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 その他につきましては、教育長から答弁いたしますので、よろしくお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 井出教育長。 
〇教育長（井出武男君） 

 １０番、中嶋新議員のご質問にお答えいたします。 
 指定管理者により管理運営する体育施設の運営と利用料金の統一に向けて、いくつかのご質

問をいただいております。 
 最初に同種類の施設、体育館、運動場等の利用頻度についてでありますが、指定管理者によ

り管理運営している施設には体育館、運動場、テニスコートなど、区分しますと９種類の施設

となります。これらのすべての施設における、平成２０年度１２月末現在の利用状況は１７万

８，６４５人であり、昨年度の同時期と比較しますと１万２，６８４人、利用者が増えている

状況にあります。このうち体育館が１万１，５１９人増と最も利用頻度が高く、次にゲートボー

ル場が１，７７６人の増。続いて、運動場が１，２２１人の増。テニスコートが３６人の増と

なっているなど、体育施設の利用頻度が年々増加している状況であります。今後も市民の健康

増進や交流の場として活用していただければと考えております。 
 次に、利用料金の統一に向けての取り組みについてであります。 
 市内の社会体育施設は合併前の旧８町村、それぞれが施設を運営する中で、利用料金を設定

し、管理運営を行ってまいりました。そのため、現在も旧８町村のままでの料金設定となって

おります。 
 社会体育施設の利用料金の適正化は、行財政改革アクションプランの取り組み項目ともなっ

ており、教育委員会においても取り組んでおります。市内の社会体育施設は体育館や運動場、

ゲートボール場、プールなど、利用料金の検討対象施設が６４種別の料金体系となっておりま

すが、これらすべて、施設規模や施設形態、また施設の設備年度がそれぞれ異なっているため、

利用料金の統一化は困難な状況であります。教育委員会では、担当者による検討会議を行うと

ともに、施設の現状等について把握するため、各施設の現地確認を実施するなど、利用料金の

適正化に向けた取り組みを進めておるところでございます。 
 今後、市民がより一層、気楽に生涯スポーツを楽しむことができるよう、社会体育施設にお

ける利用料金の適正化の協議に向け、審議会等の設置も含め検討し、進めてまいりたいと考え

ております。 
 次に、効率的な利用と運営のための調整会議についてであります。 
 各指定管理者が体育協会や各競技団体、スポーツ少年団、地域のスポーツ愛好会等の利用団

体と必要に応じ、調整会議を開催し、より多くの市民が効率的な利用が図れるよう、努めてお

るところでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 再質問はございますか。 
 中嶋新君の再質問を許します。 

〇１０番議員（中嶋新君） 
 再質問いたします。 
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 最初に質問いたしました体育施設の運営と利用料金の統一について、再質問いたします。 
 先ほど教育長のほうからも、この体育施設の使用料金、利用料金ですけども、旧町村のその

ままを継続していると。６０何体系ほどあるということをお聞きしまして、現在、特に冬季に

利用が増えると思われます、このゲートボール場ですけども、資料といいますか、ちょっと調

べたところ、１時間の使用の料金に換算しまして、高根、また大泉、その他、倍近くの金額の

違いがありましたり、また今回、これも２１年度に予算化されております社会体育施設の長坂

スポーツ公園内にありますＢ＆Ｇセンターのプールを改修して、屋内の多目的な施設に機能変

更するということもありまして、こういった料金の大きな格差は今、利用している使用者にとっ

ても、なかなか不公平感があるのではないかと感じます。また、利用なさっている方にいくつ

かお聞きしましたところ、やはり安い施設のほうに利用が偏っているのではないかと。また、

そういったこともあろうかと思います。たしかに施設の規模とか形態ですね、そういった関係

で、１つに統一するのは難しいかとは思いますが、類似した規模とか、そういった形態の施設

については、早急にこういった料金の統一といいますか、一本化というか、統一に向けて検討

をしていただきたいと思います。先ほども審議会の設置を考えながら、今度、検討していくと

いうことですが、あと１つ、お聞きしたいのは、体育施設というよりも福祉関係かと思います

が、大泉町内でゲートボールが無料で使用できるという施設もあるということを聞いておりま

すが、このことについても、ちょっとお聞きしたいと思います。この料金については、各市の

団体が利用する場合は、特に公民館等は免除の規定も多く、対象になっておりますし、また市

の体育協会も使用する場合は２分の１の減額というような対象になっていまして、なかなか、

そんなに使用料金がすごくかかっているというわけではないと思いますが、こういった点で、

今後、統一に向けて、なるべく低い使用料金を考えているのか。どこか、そういった基準とい

うものが、今、教育委員会のほうにあれば、お聞きしたいと思います。その福祉の関係ですか、

大泉のほうのと、２点お聞きします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 小林教育次長。 

〇教育次長（小林喜文君） 
 特に市内にある体育施設のゲートボール場について、お尋ねだと思います。 
 先ほども教育長から報告したとおり、整備した年度、また整備の内容、例えば屋内、屋外、

そういった部分についてもやはり、町村によって料金が違うというようになっております。そ

こで、昨年から担当者が各、ゲートボール場によらず、体育館、グラウンド等、現地を出向い

て、ある程度、整備の年度、また設備の状況等を勘案した中で、ランク付けをいたしました。

Ａランク、Ｂランク、Ｃランクというようなランク付けをして、今後、料金体系を、そのラン

クによって統一していきましょうというようなことを現在、進行中であります。この部分につ

いては、やはり審議会、検討会等々を開いた中で、広く皆さんの意見を聞きながら、料金を定

めていきたいというように考えております。ぜひ、ご協力をお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 藤原保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（藤原良一君） 

 詳しい資料を、今日は持参しておりませんけれども、たぶん、これは介護予防施設として造
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られた施設であるというふうに認識をしております。こういった施設は、市内に何カ所かある

と思います。例えば、ご指摘の大泉であるとか、あとは武川の湯の裏に複合の体育施設等があ

ります。そういった施設があろうかと思いますが、福祉の施設ということで、１人１時間

１００円です。大泉屋内スポーツ施設は介護予防施設のため、６０歳以上の方には免除規定が

ございます。あくまでも福祉施設というふうな中で、私どもは管理しているところです。よろ

しくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 ほかに再質問はございますか。 
 中嶋新君。 

〇１０番議員（中嶋新君） 
 再質問というよりは、今、教育次長のほうから、この利用料金も施設の形態によってランク

を付けて、その中で検討していくと。また審議会設置といいますか、特に利用者に、現在、利

用者によく周知をしたり、話し合いをした上で、適正な価格、利用料金にすべきだと思います

が、ぜひ、そういったことも、早急にこういったこと、今、資料といいますか、調査が終わっ

ているのであれば周知をして、利用者からすると、同規模なら同額というほうが利用する市民

にとっては、すべての市民にとっては公平感があるかなと思いますので、ぜひ、そういったこ

とは関係者によく周知し、また意見を聞いて、調整をしていただきたいと思います。 
 以上で、質問を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めますか。 

〇１０番議員（中嶋新君） 
 いや、結構です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１０番議員、中嶋新君の一般質問を終わります。 
 次に北杜クラブ、２番議員、中山宏樹君。 
 中山宏樹君。 

〇２番議員（中山宏樹君） 
 ２項目にわたり、ご質問いたします。 
 まず、別荘のゴミ回収開始についてです。 
 北杜市は人と自然と文化が躍動する環境創造都市を目指し、自然を守り、環境を大切にする

ことに大変な努力をしています。ですから自然豊かな環境を見たり、野鳥のささやきを聞いた

りすることができます。この素晴らしい環境に魅せられて、約１万人もの人たちが別荘を建て

たものだと思います。それに伴い、一部ではありますが、既存の住民との軋轢も生じ、特にゴ

ミ問題は喫緊の課題でありました。それに長期滞在型リトリートの杜をさらに推進するために

も、この環境のよい地域で、快適な生活を送るために家庭ゴミをはじめとしたゴミの不法投棄

を減らすためにも、また地域住民との融和のためにも必要かつ不可欠な施策であります。市長

の決断に敬意を表すものでありますが、しかしながら、北杜市は財政状況が厳しく、歳出を厳

しく精査しているところであります。今年より、別荘のゴミ回収を始めます、その考えをお伺
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いいたします。 
 市民のゴミ収集でもなかなか難しいのに、別荘となると、現在の居住自治体との収集方法が

違うと思います。そうなりますと、かなり混乱が予想されます。ゴミ収集はいつから始めて、

仕分けの仕方、その周知方法はどうしますか。ゴミステーションは誰が設置して、誰が管理し

ていきますか。可燃物、不燃物、資源物、あと粗大ゴミ、すべて集めますか。レジ袋等で捨て

られているゴミを別荘でよく見ますけども、生ゴミが入っていますと、犬や野生動物が集まっ

てきます。収集日が守られない、つまり帰る日に出していってしまうと思いますけど、ルール

の守られていないゴミは、どういたしますか。指導員等を配置する必要があると思いますが、

どうですか。この事業にかかる経費は、どのくらいでしょうか。応分の受益負担という住民感

情にはどうお考えですか。このような困難な問題が、解決の方向に進むことを期待しています。 
 次に、道路管理についてです。 
 広い本市において主要幹線である県道、市道の危険個所の把握と改良の取り組みについて、

市の考えをお伺いします。 
 日ごろは道路行政に対し、格段の配慮をいただき、深く感謝しているところでございます。

安心・安全に快適に通行するようにすることは当然でありますが、それでもところどころに危

険な場所、事故多発地帯があります。北杜市内で要望が挙がっているところは、どのように対

処していますか。北部高冷地帯は南側の樹木が道路に覆いかぶさり日陰をつくり、雪によりア

イスバーンとなって、非常に危険です。特に県道茅野北杜韮崎線の小淵沢町松向地内の旧カー

ブのところは交通事故も年に何回か起きています。融雪剤などで対処していただいていますが、

日陰ですと、日中溶けた水が夜間に再び凍って、融雪剤による対処では限界があります。樹木

は、所有者にお願いしても経費が高く、なかなか伐採など進んでいないのが現状です。県道は

県による対策をお願いしていると思いますが、その進捗状況をお伺いいたします。 
 次に小淵沢町篠原地内の広域農道、通称レインボーラインは道も広く、快適にスピードを上

げて走ります。ですがカーブと勾配で、市道西１級９号線との交差点が見にくく、今までに死

亡事故を含む事故が３０数回、起きております。以前より要望し、さらに昨年は篠原区民のほ

とんどであります３７０余名の署名も付けて要望いたしました。ですが、信号機はいまだに設

置されていません。信号機設置できない、その理由、基準を示していただきたい。よろしくお

願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ２番、中山宏樹議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に、別荘ゴミ収集についてのご質問であります。 
 本市から発生する家庭ゴミについては、北杜市一般廃棄物処理基本計画に基づき、各行政区

等で管理するゴミステーションでの拠点回収を行っております。また、収集対象とする廃棄物

は市民が排出する家庭系ゴミとし、事業系一般廃棄物や別荘等から排出される一般廃棄物は収

集対象としておりません。これは事業活動に伴って生じた廃棄物は、みずからの責任により適

正に処理するようお願いしているものであり、別荘についても一般の家庭ゴミとは違ったレ

ジャー施設的な位置づけから、収集対象にはしておりませんでした。しかしながら、別荘は年々
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増加傾向にあり、現在では市内に約１万軒を超えるまでとなりました。これは他市とは違った、

北杜市の特異な状況となっております。 
 また、その利用形態も近年多様化が進み、長期滞在者が増加したため、各自の生活圏への持

ち帰り処理が困難になってきている現状から、別荘から排出される廃棄物の処理について、昨

年度から検討を行ってきたところであります。 
 ご質問の別荘ゴミ収集の開始時期についてでありますが、環境創造都市にふさわしい別荘地

を維持し、ふるさとの環境を守るためにとの思いで、実施に踏み切るものであります。収集は

８月からを予定しておりますが、ゴミステーションの設置および管理については、市のゴミス

テーション設置基準に適合したもので、拠点回収が行われる指定ゴミステーションについては、

それぞれの利用者で管理を行っていただきます。 
 また、さまざまな理由でゴミステーションの設置ができない方の廃棄物につきましては、４カ

所の総合支所に受け入れ個所を設け、管理も市が行う計画であります。この場合、受入日は月

４回を予定し、受け入れ場所に作業員を配置しながら適正な搬出を指導してまいりたいと考え

ております。 
 また、受け入れる廃棄物については、資源物以外のものを収集対象とします。これらの周知

につきましては、毎年６月に全世帯に送付する市民税の通知書にゴミ排出要領を同封し、理解

を求めてまいりたいと考えております。これらの事業にかかる経費として、８月から３月の８カ

月分で、約１，１００万円を見込んでおります。また、処理における受益者負担についてであ

りますが、本収集計画は必要最低限のゴミの受け入れという状況でありますので、特別な負担

金の徴収は難しいと考えております。また、できるだけ既存のゴミステーションへの搬出が望

ましいため、各行政区等に対しても受け入れの協力をお願いしながら、市内における一般廃棄

物の適正な処理を行ってまいりたいと考えております。 
 次に道路管理について、いくつかご質問をいただいております。 
 最初に北杜市内で要望のある地区への対処についてでありますが、県道や１級河川につきま

しては、地区からの要望を受けて、市は管理者である県と現地確認する中で、改修等の必要性

を説明して、県の判断により対応いただいております。市道の改良、維持補修等についての要

望個所も各総合支所と現地確認をする中で、緊急性・重要性などを考慮し、優先順位により計

画的に取り組んでいるところでございます。県道、市道の要望で用地等に影響がある場合は、

用地の承諾と地元のご理解とご協力をお願いしたいと思います。 
 次に小淵沢町地内の県道の樹木伐採要望の進捗状況についてでありますが、主要地方道 茅

野北杜韮崎線の小淵沢町松向地内のカーブは、冬季の降雪時には樹木の日陰による影響でアイ

スバーンとなり、危険な状態であります。この個所は以前から県に要望しており、県では重点

的に除雪、また融雪剤の散布を迅速に対応していただいておりますが、今後は抜本的な改修も

併せて要望してまいりたいと考えております。 
 次に、小淵沢町篠原地内の信号機設置および設置の明確な基準についてであります。 
 信号機等の設置につきましては、県の公安委員会が最終判断を行い、実施しているところで

あります。市は地域等からの要望がありますと、要望書を北杜警察署に提出いたします。北杜

警察署は、その要望書を山梨県警察本部の交通規制課に提出し、同課では現地調査を行い、必

要があると認められるものについて、県の公安委員会に諮り、最終決定がなされることになり

ます。 
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 小淵沢町篠原地内の信号機の設置については、地元からの要望により設置の申請は何度かし

ておりますが、県では道路の構造上から道路改良と併せて、信号機の設置を検討しているとの

ことであります。私も何度かそこを通るわけでありますけども、大変危険な交差点であること

は承知いたしております。レインボーラインとのクロスのところでありまして、交差点改良を

急いでやりながら、信号機もという思いであります。設置基準等については、市に示されてお

りませんのでお答えできませんが、今後も設置の要望等がありましたならば、北杜警察署を通

じて、県の公安委員会に要望してまいりたいと考えております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 再質問はありませんか。 
 中山宏樹君の再質問を許します。 

〇２番議員（中山宏樹君） 
 それでは２点ほど、再質問をいたします。 
 北杜市のゴミ袋は、現在、１枚１５円でございますけども、それにかかる運搬費用、処理費

用は、また別であると思います。１袋あたりの処理費はどのくらいでしょうか。 
 次に道路管理の中で、信号機の設置が難しい、交差点改良をしていただけるということは、

ただいま答弁をいただきましたけども、その前後の道路改良も併せてお願いしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 細川生活環境部長。 

〇生活環境部長（細川清美君） 
 北杜市からの、ゴミの処理費が１袋あたり、どのくらいかかるのかというご質問でございま

すが、北杜市から発生いたします燃えるゴミ、燃えないゴミ等は峡北広域環境衛生センターで

処理をしているわけでありますが、そのゴミ処理量というのは重さで数字が示されているとこ

ろです。平成１９年度、北杜市からは６，６３９トンでありました。また収集運搬であります

とか、広域への負担金など、ゴミ処理の経費は約２億２千万円でありました。昨年２月から５月

の４カ月間、市内１４世帯にお願いしまして、ゴミ排出量のモニタリング調査を実施したとこ

ろです。このモリタリング調査は、それぞれの家庭で排出されるゴミの量、袋の数、重さを４カ

月間、記録をとっていただいたものでありますけども、その結果、１袋あたりの平均重量が３．

２キロというふうな結果が出ました。この調査結果をもとに、１９年度の年間の処理量を袋に

換算してみますと、約２０７万枚のゴミ袋が使用されたというふうに計算されるところです。

これに基づきまして、平成１９年度の２億２千万円を袋数で割り返してみますと、１袋あたり

約１０６円の処理経費がかかっているという試算がされたところでございます。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 浅川建設部長。 

〇建設部長（浅川和徳君） 
 交差点付近の道路改良についてでありますが、平成２０年２月に広域農道と市道 西１級

９号線の交差点につきましては、カーブ内の勾配がきつく見通しが悪い個所で、事故も多く発
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生しているということでありまして、県の農務部が補完工事といたしまして、滑り止めと減速

効果のある薄層舗装および安全標識設置を施工いたしました。今後も交通事故等が危惧される

ことから、道路改良を含め、県の事業として農務部に採択していただけるよう要望してまいり

たいというふうに考えております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 ほかに再質問はございますか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで２番議員、中山宏樹君の一般質問を終わります。 
 次に北杜クラブ、１５番議員、渡邊英子君。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 ３月議会にあたり、いくつか質問させていただきます。 
 まず環境対策の推進について、お尋ねいたします。 
 低迷する経済情勢と逼迫する地方財政の中で、これからはますます、財源の確保や運用の仕

方などについて、地方の力・知恵が試されていくのではないかと考えております。折しも市長

から大胆な発想のもとに、北杜市の特徴を全面に出して、積極果敢な市政運営にあたるとの所

信表明をいただきました。北杜市は市政施行以来、環境都市の創造を掲げて、光、水、緑など

自然資源を生かした諸施策が着実に推進され、中でも平成２０年度に設立された環境保全基金

は、関係者の協力の賜物と高く評価されており、今後の効果的な活用が期待されているところ

であります。 
 そこで、まず平成２１年度における環境保全基金の具体的な活用方法について、お伺いいた

します。 
 次に水資源を守り、活用していく方策について、お尋ねいたします。 
 昨年までに認定された名水百選に、名山を源とする３つの名水を有することになったことは、

すでにご承知のとおりであります。この北杜市が、市長が言う日本一の名水の里として自負す

るには、今後とも水資源や水文化を大切にし、全国に発信する取り組みが欠かせないのではな

いかと考えます。幸い、現在、市では名水を守るための保全組織の設立に向けて、準備を進め

ていると伺っております。熊本市の水守制度のような、異業種と異分野とが有機的に連携した

体制での取り組みが必要だと思っているところであります。そこで、名水の保全の進め方につ

いて、市長のお考えをお伺いいたします。 
 次に環境対策の推進体制について、お尋ねいたします。 
 世界同時不況の打開策として、環境ビジネスが注目されており、二酸化炭素の削減問題はも

とより、新たな企業活動にしても経済の活性化には、いまや環境対策が欠かせません。北杜市

における地域活性化もまた、環境がキーワードではないかと思っています。このような情勢の

中で、北杜市では環境保全や自然エネルギーの活用など、先進的な施策に積極的に取り組まれ

ていることは承知いたしておりますが、私は日照時間日本一、日本一の名水の里、連なる山々

と豊かな自然、これらが連動して環境都市が創造され、地域の活性化が醸し出される、そんな
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北杜市を想定して、環境施策のさらなる充実を期待しているところであります。 
 そのためには、環境の保全や、その活用策が従来の縦割り的な施策だけではなく、横断的に

取り組まれていくことが必要だと思っているところであります。そこで、これからの環境対策

の実施にあたっては、横の連携を密にした体制を整備し、時代の要請に応えていくことが必要

ではないかと考えますが、市長のお考えをお伺いいたします。 
 次に浅川伯教・巧兄弟の映画化に伴う支援体制について、お尋ねいたします。 
 浅川伯教・巧兄弟、特に浅川巧は日本の植民地時代に、林業技師として朝鮮半島に渡り、人々

に博愛の精神で接し、禿山の緑化のために、朝鮮松の難しい育苗方法を考案するなど、多くの

実績を残してこられました。 
 一方、兄の伯教は白磁との出会いから、陶芸の質の高さと美しさに感銘を受け、朝鮮民俗資

料館を設立するなど、浅川兄弟は日韓強制併合後の困難な時代に、朝鮮の人々にこよなく愛さ

れ、今なお、韓国の人々の心の中に生き続けています。高根町出身の、北杜市が生んだ偉人で

あります。しかし、残念なことに、この日韓の架け橋となった浅川兄弟のことを、市民の方々

に深く理解していただいていないのではないかと思っているところであります。 
 このような状況の中で、浅川巧を主人公にした小説「白磁の人」が神山征二郎監督のもとに

映画化されることが決まり、３月１４日に制作発表会が開催されたところですが、多くの人々

の思いが実現されることに、大きな喜びを感じているところであります。 
 この映画化によって、北杜市民はもとより、全国の方々に浅川伯教・巧兄弟の偉業が理解さ

れ、北杜市の誇りとして語り継がれ、今後、日韓の交流がますます深まっていくことを期待し

ながら、以下、質問をさせていただきます。 
 日韓交流の礎ともなる「白磁の人」の映画化にあたっては、韓国との協力体制が欠かせない

と思います。どのような協力体制があるのか、まずお伺いいたします。 
 次に映画化にあたって、多くの人々からの支援体制が必要だと考えております。財政的な支

援も含めて、国や県の支援策があるのか。また浅川伯教・巧基金の活用など、市としての支援

策を考えていらっしゃるのか、併せてお伺いいたします。 
 以上で、私の質問を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 １５番、渡邊英子議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に環境対策の推進について、いくつかご質問をいただいております。 
 環境保全基金につきましては、市民共有の貴重な財産である豊かな自然環境を良好な状態で

次世代に引き継いでいくため、企業をはじめ、多くの方々から協力金をいただき、さらなる環

境保全施策の推進を目的として、平成２０年度に設置し、現在までに約１億円が積み立てられ

ております。平成２１年度における基金の活用につきましては、人と自然と文化が躍動する環

境創造都市の実現に向けて、森を育て水を守るを基本理念とし、北杜市環境保全基金活用検討

委員会にて選定された環境保全事業の財源として、当初予算に計上いたしました。また、環境

保全活動に取り組む市内のボランティア団体、ＮＰＯ団体等から里山整備イベント、環境教育

イベント等の環境保全に向けた事業提案を募集し、活用検討委員会において選定された提案事
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業の実施に対して交付する補助金につきましても、計上したところであります。今後も市民と

行政が一体となった環境保全活動への有意義な活動を図ってまいる考えであります。 
 次に、名水の保全の進め方についてであります。 
 本市は自然環境に恵まれ、３つの名水を有し、ミネラルウォーターの生産量が多いことなど、

水環境に恵まれていることが名実ともに証明されているところであります。私たちは、このこ

とを誇りに思うとともに、恵まれた自然環境を守り育て、次の世代に引き継ぐ責務があること

を重く感じております。 
 そこで市民に水の大切さを啓発し、自覚と行動を促すことが重要であることから、北杜市名

水の里を守る会を新年度に設立するため、現在、準備を進めているところであります。この会

には市民、事業者、各種団体が一丸となって水源や河川などの保全活動を行うことはもちろん

のことでありますが、子どもたちへの環境教育の実践の場を提供することや水資源を観光資源

として活用することで、日本一の名水の里にふさわしい取り組みを全国に向けて発信してまい

りたいと考えております。 
 また、熊本市の水守制度のような異業種と異分野とが有機的に連携した体制の取り組みを参

考事例として掲げていただきましたが、現在、北杜市は県内の７市町村と県内５大学および山

梨県経済同友会や賛同する企業、ＮＰＯなどで構成する山梨水魅力創出研究会議に参加してお

ります。この研究会議の中では、水資源の環境保全や山梨ブランドとしての水の価値を高め、

世界一の良質なおいしい水としてアピールしていくために、水資源保全協定書の締結や水資源

保全基金機構の設立、水ソムリエ協会の設立などをテーマに検討を重ねております。この研究

会議との連携を図りながら、日本一の名水の里として、北杜市の知名度を高め、水に特価した

新しい魅力の再発見と保全や活用などについて、研究・検討してまいりたいと考えております。 
 次に、事業実施にあたっての組織の横断的な取り組みについてであります。 
 少子化対策やリトリートの杜事業、食育などは、従来にはなかった部局間の連携が必要な事

業であり、国における事業採択が提案型に移行していることからも、部局間の連携を必要とす

る事業は、今後ますます増加していくことが予想されます。関係部局で協議・調整を行う中で、

専門的な知識、経験や優れた識見を有する政策専門職員が、これらを包括的に調整する体制の

整備を平成２２年度予定しております機構改革の中で、検討してまいりたいと考えております。 
 次に「白磁の人」の映画化について、いくつかご質問をいただいております。 
 浅川巧は朝鮮の山と民芸を愛し、韓国人の心の中に生きた北杜市出身の日本人、山梨県出身

で日本と韓国の教科書に載る唯一の日本人であります。また、山梨県の中学校社会科副読本「ふ

るさと山梨」にも、山梨の先人として取り上げられております。浅川兄弟に関する事業は、平

成３年に浅川兄弟生誕の地の記念碑を旧高根町が建立したことに始まり、浅川巧が山林緑化の

場とした韓国抱川市との姉妹都市交流へと進んでまいりました。このことにより、文化交流や

中学生のホームステイなどは、次世代を担う子どもたちの人材育成に大きく影響したと考えて

おります。 
 浅川巧を主人公とした映画「白磁の人」の制作発表会が、３月１４日に白磁の人制作委員会

により開催され、いよいよ映画化が実現されることになり大きな喜びと、期待をしているとこ

ろであります。 
 まず、映画化にあたっての韓国との協力体制についてでありますが、白磁の人制作委員会に

よりますと、韓国側の制作委員会や駐日本国大韓民国大使館等と協働して制作されると聞いて

 １８０



おります。 
 次に、映画にあたっての国や県の支援策についてであります。 
 今回の映画化には、文化庁や外務省、山梨県などが協力すると聞いております。文化庁では、

財政的な助成も検討しているとのことでありますし、県では横内知事が制作委員会の最高顧問

に就任するとともに、先の定例県議会一般質問におきまして、県としてはフィルムコミッショ

ンによる支援をはじめ、可能な限り支援を検討していきたいと答弁されているところでありま

す。 
 次に、市としての支援策についてであります。 
 この映画、「白磁の人」が上映されることで、浅川巧が果たした業績を広く知っていただくと

ともに、国際観光の振興はもとより日韓両国の友好親善、北杜市のイメージアップ、青少年等

への教育的効果等が期待されるところであります。広報活動をはじめ、映画化にあたっての資

料提供、北杜市フィルムコミッションによる支援を行ってまいりたいと考えております。 
 財政的な支援といたしましては、浅川伯教・巧兄弟に関する施設の整備と資料収集を行うた

めの財源として、北杜市浅川伯教・巧基金がございます。この基金を活用して、財政的な支援

ができないか、検討してまいりたいと考えております。 
 以上であります。 
 お詫びして、訂正したいと思います。 
 熊本市の水守制度のご説明の中ですけども、北杜市は県内の７市町村と県内４大学および山

梨県が正しいです。先ほど、５と言ったらしいですけども、訂正させていただきます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 当局の答弁が終わりました。 
 再質問はございますか。 
 渡邊英子君の再質問を許します。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 再質問をさせていただきます。 
 「白磁の人」の映画化にあたっての、まず最初に質問をさせていただきますが、３月１４日

の制作発表会に、私も参加させていただきました。映画化にあたっての熱意、期待というもの

が伝わってきて、非常に私も楽しみにしているところですし、このバッチの意味も聞きまして、

これを付けていることに対して誇りを感じているところでありますが、この支援をしていくに

あたって映画化までの過程、先ほど広報活動を十分にしていくということを市長の答弁の中で

おっしゃっておりましたが、どういうふうな広報活動の中で映画化、完成されるまでしていく

のか。１つ、再質問でお聞かせください。ぜひ、していただきたいので、質問させていただき

ます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 先ほど、私の答弁で述べたとおりでありまして、当時の高根の大柴町長をスタートに、いろ

いろな意味で浅川巧の思いを、広く国民にアピールしたところであります。そのための基金も

出ました。そしてまた、映画化にあたっては、募金活動も展開させていただきました。今、渡
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邊議員の胸にも付いていますけども、このバッチにつきましても、「白磁の人」を盛り上げるい

い機会になろうかと思うわけでありまして、聞くところによると、これを１０万個作って、募

金活動にもというお話も聞いておるわけであります。いろんな意味で、行政だけでなくて、市

民発議、そしてまた多くの市民の皆さんのご協力をいただきながら、さらなる映画化を盛り上

げていただき、浅川巧の顕彰、偉大さをそんな思いで、これからも応えていきたいと思います。

よろしくお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 ほかに再質問はございますか。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 環境対策の推進について、いくつか質問させていただきます。 
 まずはじめに、環境保全基金の具体的な活用方法の中で、本年度、水を守る活動をしている

方たちに補助金を出して、その活用を広く進めていってもらいたいという答弁がございました

が、その運用の仕方をまず、お聞きしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 政策秘書課長。 

〇政策秘書課長（名取重幹君） 
 お答えさせていただきます。 
 先ほどご説明いたしましたが、大切な企業等からのご寄附でございます。この基金を活用し

まして、平成２１年度に７，４００万円余の事業を計上いたしました。そのうち１千万円につ

きまして、市民提案型事業への補助をしたいということで、進めております。過日、３月号の

広報、それから市のホームページ等で提案を募っております。事前に、いくつかご照会はあっ

たわけですが、何分にも初年度でございますので、どのような応募があるのかということ。反

面、より多くの応募を期待しております。それには、やはり永続性があるもの。しかも基金の

趣旨でございます、北杜市の自然環境を次世代に引き継ぐということが一番の基本でございま

すので、それにより応募が次年度から、また多くの市内の企業が賛同していただけるような、

手本となるような事業を展開していきたいというふうなことを考えております。それから、や

はり全国に誇れるような事業の立案を期待しております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 それは関連をしてやっていくので、毎年というふうではなくて、基金の集まり具合によって

ということですか。それとも、毎年の事業として取り組んでいくということでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 名取政策秘書課長。 
〇政策秘書課長（名取重幹君） 

 先ほど申しましたように、市としましては永続性のあるもの、それから全国に発信できるも
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のということでございます。それから寄附金でございますから、もちろん、今回の北杜市で取

り組む事業を手本に、やはり参画してもらいたいということでございますので、企業が、この

事業をやはり賛同、参画していただける。ぜひとも長い目で継続していきたいと。ですから、

事業そのものも、やはり継続性、永続性のあるものを期待しているということでございます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 非常に北杜市は水、それから光、森、事業の中でいろいろな名称を付けて検討委員会にしろ、

それからそれぞれの施設にしろ、大変、活発にやっていることは理解しているところですが、

１つの名称に対して、非常に素晴らしい名前を付けるんですが、長くて市民にはなかなか覚え

にくいということもありまして、太陽光発電施設についても、それから水力発電施設にしても、

愛称をということが前の議会の中でも出されているんですけれども、１つの検討委員会とか、

そんなふうな名称にしても、市民の皆さんが理解しやすくて、親しみやすいような名称の中で、

１つ活動をしていくと、多くの方が親しみやすく理解しやすいのではないかということを感じ

ていますが、その愛称を付けていくということに対して、前の議会の中では募集をしてという

こともありましたが、どのような経過でなっているのか、併せて質問させていただきます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 細川生活環境部長。 

〇生活環境部長（細川清美君） 
 施設への愛称をということで、太陽光発電、それから水力発電等々、事例を示されたわけで

すが、太陽光発電につきましては、現在、実証研究中ということで、まだ北杜市ということに

はなっておりませんので、もうしばらくお待ちをいただきたいと思います。また水力発電につ

きましても、現在、準備を進めているところでありまして、まだ募集の段階まで至っておりま

せんが、できるだけ早い時期に、皆さんに親しまれるような愛称を付けていきたいというふう

に考えておりますので、よろしくお願いをしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 先ほど、私が水守制度の話をしたのも、そういうふうに１つの制度の中で、なんとなく親し

みやすくって、自分も参加したくなるような名前が付いたら、もう少し市民の皆さんに関心が

高まるのではないかというようなことで、水守制度という名前も、あえて出させていただいた

ことです。 
 それから昨日、北杜クラブの代表が横断的な施策をということで、私も併せて環境政策の中

で、そのような横断的な取り組みが必要でないかという質問をさせていただきましたが、今の

答弁を聞いていても、それから北杜市の掲げるテーマにしても、環境創造都市ということで、

私は今から、２２年度の機構改革をするという中で、環境ということが大きな軸になって、北

杜市は進んでいくのではないかということを感じました。そういう中で、福祉も、それから農

 １８３



業も観光も、環境という大きい軸をもとにまわる。それが１つの大きなテーマの中で、それぞ

れの政策の中に生かされていくようになっていくときに、１つの横断的な政策が出てくるので

はないかということを、今、答弁を聞きながら感じました。 
 機構改革の中で、そのような考え方をぜひ持っていっていただきたいということと、それか

ら環境をテーマにすると、何がいいのかということは、１つは市民の一人ひとりが環境という

ことに対しては取り組みやすい。長坂町に新しく来た方が、それは６年前に来たんですが、長

坂町のときには、ここへ新しく来て、長坂町のために何ができるだろうかと考えていたが、な

かなか長坂町のためにと思っても動けなかったと。ところが、北杜市の環境創造都市というテー

マを見て、環境だったら北杜市の一人の住民になるために、自分も取り組めるということで、

犬の散歩をしながら、自分がまわりの空き缶や、それからゴミを拾いながら、自分のテーマと

して、自分のまわりの環境を整えよう。そして北杜市民として、ひとつ、環境について役割を

果たそうということをやりながら、市民としてそこに存在感を見い出したというお話を聞きま

した。また、その方は日野春小学校でスクールガードを始めたときにも、子どもの安全・安心

を守る環境づくりのためにということで、犬の散歩を子どもの登下校に併せて、ゴミを拾いな

がら、それから子どもの安心・安全を見守りながら行動をして、北杜市民の一人として何がで

きるか、北杜市民の一人として、存在感がそこにあるということをお話いただきました。 
 新しくできた北杜市が、今から市民も、それから行政も何かできる、市民が何か北杜市のた

めにできるかと考えたときには、環境というのは身近なことから取り組める。だから環境とい

うことは、常々、やっぱり環境創造都市という中で、市長がいつも提案をしているわけですけ

れども、大きな軸にして、それを地域の活性化にまでもっていくことが輪、市民の輪というこ

とを言いますが、存在感、それから市民一人ひとりが何かできるというテーマということに取

りつきやすいのではないかと思いますが、市長のお考えをお伺いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 渡邊議員から環境が大きな軸の時代だという、ご指摘がありました。思えば先輩の町村長も、

合併した北杜市の目指す市像が環境創造都市といったのも、そんなこんなような思いの中で、

きっと北杜市を位置づけていただいたと思っております。２１世紀といいましょうか、これか

らの人類のキーワードで、環境という２字を表す人は少なくない、多いと思います。たしかに

環境という２字は重いし、大きいものがあると私も思います。北杜市もこの環境を、言ってみ

れば行政のシンボル的な、行政として推進したいと思っています。 
 行政に甲乙はないわけですけども、人づくり、教育とか、医療福祉だとか、環境だとかとい

う問題は、大変これからの北杜市の目指す、市政推進の大きなシンボル的思いとして、ご指摘

の機構の見直しのときにも生かしていきたい、そんな思いで応えていきます。ご理解ください。 
〇議長（秋山俊和君） 

 再質問はございませんか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１５番議員、渡邊英子君の一般質問を終わります。 
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 ここで、暫時休憩をいたします。 
 再開は２時４５分。 

休憩 午後 ２時２９分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ２時４４分 
〇議長（秋山俊和君） 

 再開いたします。 
 次に明政クラブ、１８番議員、秋山九一君。 
 秋山九一君。 

〇１８番議員（秋山九一君） 
 皆さま、あまり聞いたことのない会派だと思いますが、今回、定例議会において新会派とし

て結成いたしました。今後とも執行、市民の皆さま、よろしくお願いいたします。 
 まず１点目として、ふれあい支援農道と長坂交差点についての質問をいたします。 
 ふれあい支援農道も定例会の中で、各議員より進捗状況について、何回か質問がありました。

おかげをもちまして、大部分、工事が進んでまいりました。現在、高根町黒沢地区より長坂町

塚川地区の中間付近と、県道に絡む工事が急ピッチで進行しております。今後は中央高速を渡

る工事、新設宮川交差点より小淵沢線につなぐＪＲガードの工事を残しています。 
 私から長坂支所の下のふれあい支援農道と、ここは主要地方道 茅野北杜韮崎線と県道 長

坂高根線の県道の交差するところについて、お伺いしたいと思います。 
 ここは新道と旧道との２カ所の道がそのまま使用される場所で、変則のため危険なところで

はないかと思います。新道の宮川橋北側で交差点になると思いますが、予定ですと、旧ＪＲガー

ド北側へ新ガードをという計画と聞いております。新ＪＲガード建設については、時間等、だ

いぶかかると思いますが、取り分け新設宮川交差点については、現在のＪＲガードに接続と思っ

ておりましたが、未着工のようでございます。一部供用開始になると思いますが、ふれあい支

援農道の開通と同時に車の数も増加し、混雑することは明らかでございます。時間によっては

危険を伴うと思います。県工事でありますが、市としても対応をいただきたいと、こんなふう

に思います。今後の工事予定等について、早急に取り組んでいただきたいと、こんなふうに思

います。 
 ２点目は、松くい虫対策についてを質問いたします。 
 北杜市は山梨県の中でも広大な面積を持ち、その中でも森林の保有はかなりの面積を含めて

おります。近年、温暖化が進む中で、松枯れ被害が大変目立ってきている。現在は海抜８００メー

トルから１千メートルと、被害が北上しております。若い松より成長期にある松に入り、被害

が出ているようです。 
 以前は建築材料として、大変、利用された木材であったが、近年はあんまり使用されなくなっ

ております。松くい虫による松枯れの発覚があれば、早期に対応しなければ、全体に広がり、

大きな被害となってまいります。市民の皆さんにも関心を持っていただくよう、広報と回覧等

でしっかり呼びかけを行い、緑豊かな山林を取り戻すことも必要ではないかと思います。 
 松くい虫対策としては、現在、自己管理において枯れた松に対して伐採等しかなく、これに

関わる経費は年々増加し、対策が追いつかない状態になり、全体が松枯れとなってしまった山

林も見受けられ、山林全体が松枯れになってしまってからでは、伐採や処理費用も大変である
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と思います。山林の持ち主等によって、大規模な樹木転嫁をしているところも各自で見られ、

小淵沢等の企業の事業としても取り組みが始まっておるようでございます。 
 私は対策として、松くい虫が入りだした山林を発見次第、まだ松くい虫が入っていない松の

伐採も早いうちに行い、その中で経費がかからない方法があればと思いまして、しっかりした

松ですね、販売等々の中でということでございます。地主と行政が一体となりながら、考えた

らどうかと思うわけでございます。 
 また、その後、山も本当に裸のような山になっておりますので、ボランティア等に声を掛け

て、東京等の緑のなんとか隊というような形の中で協力を集めて、植林等の樹種転換等の指導

も行い、被害拡大を防除することや、それに伴う補助も必要ではないかと思うわけでございま

す。鳥獣の被害も受け、対策に悩んでいることと思いますが、松くい虫の中でも、一度、被害

が発生した山林は、次から次へと伝染するようでございます。早期に手当をしないと無理とい

うことでございますが、こういったようなことで見解を伺いたいと、こんなふうに思います。 
 以上、２点で質問を終わりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 １８番、秋山九一議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に、ふれあい支援農道と県道の交差点部分についてであります。 
 この交差点は主要地方道、茅野北杜韮崎線に主要地方道、長坂高根線と新設のふれあい支援

農道が接続する交差点で、県が事業を進めております。当初の全体計画では、狭隘で見通しが

悪い交通危険個所の解消および、ふれあい支援農道との接続、円滑化を図るため、ＪＲ立体ガー

ドの新設と関連道路との交差点整備でありましたが、平成１７年度の山梨県公共事業評価によ

り、小淵沢方面への交通量が少ないことや、ＪＲ立体ガードの新設に多額の経費と長期の工期

が必要なことから、ＪＲ立体ガードは今回の計画から除かれることになりました。工事は現在

も施工中で、平成２１年度中には完成し、供用開始予定と聞いております。この交差点ができ

ることにより、変則の危険個所は解消されますが、小淵沢方面に行くには、既存のＪＲ立体ガー

ド手前で現道にすり付けられるため、現状は急カーブとなり、大型車のすれ違い等、通行に不

便を感じると思われます。 
 ＪＲ立体ガード新設は、今までも要望してまいりましたが、この地域の通勤・通学、また生

活道路として住民に最も密接した重要な個所で、ふれあい支援農道が開通しますと交通量も増

加し、歩行者の安全、円滑な交通の確保が困難となることが想定されますので、今後も早期新

設を県に強く要望してまいりたいと考えております。 
 次に、松くい虫対策についてであります。 
 赤松は市の木であり、市民にとって大変、親しみのある木でありますが、赤松を枯らす松く

い虫被害は、深刻な問題となっています。本県の松くい虫被害は、昭和５３年に旧双葉町で確

認されて以来、急速に広がり、本市においても被害が拡大する中、八ヶ岳南麓の標高の高い地

域まで広がっている状況です。 
 松くい虫防除の方法やメカニズムなどは、市のホームページや北の杜づくり講座などを通じ

て情報提供を行っておりますが、今後も被害対応への協力と対策への啓発を行ってまいります。 
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 一方、松くい虫の被害木につきましては、現在、国・県の補助事業として、単独事業により

伐倒薫蒸、伐倒薬剤処理や不良木淘汰、枯損木処理を実施していますが、被害木を処理したあ

との整理は、所有者が行うことになります。 
 手入れが不十分な松林は、松くい虫を媒介するカミキリムシが産卵しやすい衰弱した松が多

いのに比べ、整備された松林には松くい虫の被害が発生しにくいことから、松くい虫の被害拡

大を防ぐには、日ごろから所有者による手入れが欠かせないものとなっています。このことか

ら、山林所有者に手入れの必要性をさらに認識していただくとともに、負担の軽減を図るため、

里山整備事業による不用木の除去や、樹種転換事業などの補助事業を積極的に活用していただ

き、公益性の高い健全な松林を守り、育てる考えであります。 
 また里山整備事業の見直しにより、森林整備を行うボランティアへの補助の拡充やＮＰＯ法

人の参入を促すことで、手入れの促進や資源の有効活用につながるものと期待しております。

市の木である赤松の保全をさらに進めることは、市の環境保全のためには重要であるとの環境

保全基金活用検討委員会のご提案がありましたので、来年度からは企業等からご協力をいただ

きました環境保全基金を活用させていただきまして、市民の負担の軽減を図ってまいりたいと

思います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 再質問はございますか。 
 秋山九一君の再質問を許します。 

〇１８番議員（秋山九一君） 
 再質問をしたいと思います。 
 ただいまの交差点の話ですが、ＪＲのガードは非常に大変な経費等々の中でというお話が出

まして、計画がちょっと、ないということだけでも、以前、合併する前に私たち、あれから２キ

ロ下の日野というところに、ＪＲのガードというか、それが空いたということの中で、そこか

ら比べたときには、こちらのほうが、全然、交通量も多いというようなことでございます。こ

れは折衝してもらえばいいわけだけども、この交差点については、早急に、現在の旧のガード

へ取り付けるか何かをしないと、これは先ほど、私の質問のように、大変だろうと思いますの

で、ぜひ、ここのところは、特急で、急ぐなんてことではなくて、特急でひとつお願いしたい

と、こんなふうに思うわけです。 
 あと、松くい虫のほうは、以前、天然記念物というか、横手の松というか、舞鶴の松という

か、ああいったようなことも、本当に老木で、これはという木に入ってしまうわけだけども、

やはり早期発見、ガン細胞ではないけども、早期発見が何しろ大事ではないかなと。私も舞鶴

の松を見たときに、西のほうの林に、はるか前から松くい虫が入ってきたことを確認しておっ

たわけです。その後も放ったからしでもって、２年くらい経ってしまったんですかね。そした

ら、こっちへ入ってきてしまったということの中で、私もあそこへは、何回も行ったわけだけ

ども、そういったことが、やはり大事なことではないかなと思います。長野県等に聞くと、杉

とかいうような中で、花粉の問題で、花粉症にかからないという新種の杉等々も開発したとい

うことも報道の中で聞いておるわけでございますが、そんなことも考えながら、裸山をもとの

緑の里に戻すように、ひとつ、そんなことも考えていただけたらと、こんなふうに思います。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ご指摘の道路が開通した暁には、さらに小淵沢へ行く茅野北杜韮崎線の解決しなければなら

ない道路改良が、さらに市民の目から惹起されてくると思います。県のほうにも、そのへんを

承知しながら、基本的にはあちらのほうが本流なわけですから、全力で頑張りたいと思います。 
 ただ、今、ご指摘の、たぶん八ヶ岳広域農道だと思いますけども、日野をクロスするところ

も、１３億円か１４億円ぐらいかかりました。今、手掛けている小淵沢の巨摩跨線橋も１１億

円、１２億円と金がかかる。今回の改良をするときには、中央本線を横切るには、同じような、

より以上な金がかかるということが現実にあるわけでありまして、率直に言えば、公共事業、

大変厳しい、予算もないときに多額な改良費用がかかるわけですから、大変でありますけども、

県に全力でお願いしてまいりたいと思います。 
 松くい虫については、なんといっても松は門松から松竹梅から、日本の観光地はなんといっ

ても松がつきものくらいに美しいものであります。北杜市にとりましても、赤松は市の木にも

なっているということであります。大方の日本全土が、お手上げ状態ということだと思います。

しかし標高７００、８００メートルのところには、なかなか集団的に出てこないといわれてい

ましたが、予断を許さない状態ということだと思います。林業関係者の相談を得ながら、なん

とか北杜市のふるさとの松はしっかり守る方向で、なお頑張っていきたいと思いますので、ご

理解ください。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 再質問はございますか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１８番議員、秋山九一君の一般質問を終わります。 
 次に明政クラブ、３番議員、相吉正一君。 
 相吉正一君。 

〇３番議員（相吉正一君） 
 本市の課題解決に向けて、質問をさせていただきます。 
 合併して早４年が経過しましたが、課題事項が多く、行政としても大変苦慮しているのが実

態であります。議会としてもそれらを真剣に受け止め、解決に向けて、行政とともに考えてい

かなくてはならないと思っています。 
 そうした中で、行政が課題解決に向け、取り組んでいる次の３点について、お伺いします。 
 最初に水道料金の統一についてでありますが、合併時の最大課題である水道料金の統一は、

現在、簡易水道運営委員会において検討がなされ、先の協議会でその試案についての説明を受

けました。市民にとっても、その動向に大いに関心があります。料金の統一により、水道料金

が上がるところ、下がるところが出てくることは、当然のことであると認識しています。しか

し、現在の厳しい経済状況や社会情勢を考えますと、急激な料金の変動は市民生活に大きく影
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響します。料金の統一にあたっては、ある程度の期間を定め、激変緩和措置を講ずる必要があ

ると思いますが、市長のお考えは。 
 次に、小水力発電施設の積極的な取り組みについて。 
 地球温暖化対策として、新エネルギー施設の導入は自治体の責務であります。小水力発電施

設の適地調査結果をふまえて、地域との合意形成を経て、平成２１年度に建設に向けての基本

設計等を実施する考えはあるかどうか、お聞きします。 
 最後に、職員の人材育成と人事配置について。 
 先の臨時会で議決された事業の中で、国の地域活性化・生活対策臨時交付事業がありました

が、北杜市は７億３千万円と、国からの交付金が県内で最も多く、甲府市の２倍以上の額であ

りました。言い換えれば、国の雇用促進住宅を国の交付金で購入したことになります。市長の

トップセールスと地域に合った特色ある事業が、国に認められた結果であると思います。 
 そこで今後も国や県に対し、本市から提案型の事業を発信できるよう、長期的な視野に立ち、

職員の人材育成と適正な人事配置が重要であると考えます。課題解決に向け、専門職の育成、

職員の能力、資質の向上への取り組みは、これからのまちづくりの大きなキーワードとなりま

す。市長のお考えは、いかがでしょうか。 
 以上、３点についてお聞きします。よろしくご答弁をお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ３番、相吉正一議員のご質問にお答えいたします。 
 最初に、水道料金の統一にかかる緩和策についてであります。 
 水道料金の統一により、値上げとなる場合、また値下げとなる場合については、市民の負担

および収入の確保を十分考慮した中で、適正な緩和策を講ずる必要があると考えております。

現在、簡易水道運営委員会において、水道料金の統一と併せて、緩和策についても議論されて

いると聞いております。今後、答申の内容を尊重し、慎重に対応してまいりたいと考えており

ます。 
 次に、小水力発電施設の導入についてであります。 
 現在、稼働中の村山六ヶ村堰水力発電所は、身近な地産エネルギー創出の第一歩として、稼

働後、丸２年が過ぎようとしております。先月２月末までの発電量は、２０７万キロワットア

ワーに達し、約１，１００トンのＣＯ２削減となっております。 
 昨年８月から１１月において、市内全域を対象に小水力発電が可能と思われる２０地点の調

査を実施し、１０地点において定量的な発電が可能であるとの結果が得られました。この１０地

点においては、農業用水路を活用した流れ込み式発電、あるいは水路内に開放型水車を設置し

た発電方式が可能であります。３キロワットから２５０キロワットまで、規模は異なるものの

地域特性が生かされたクリーンエネルギーの増加に、大きな期待ができる状況にあると考えて

おります。 
 今後は地域の合意形成をはじめ、水利権の許可要件、運用形態、建設コストおよび運営コス

トなどについて、総合的な検討を重ねながら、第２、第３の水力発電所の建設を計画的に実行

してまいりたいと考えております。 
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 次に、職員の人材育成と適正な人事配置についてであります。 
 北杜市人材育成基本方針では、地方分権の推進や行財政改革に取り組む中で、北杜市の地域

課題や問題点に的確に対応でき、専門的な知識と実務能力を持ち、常に市民の目線で物事を考

え、コスト意識と説明責任意識を持ち、みずから判断できるプロフェッショナル意識を持つ職

員としております。この基本方針に基づき、各種の専門研修については、市町村職員研修所、

全国市町村職員中央研修所などを活用し、また職場研修についても日々の仕事を通じ、日常的

な人材育成を積極的に行っているところであります。 
 研修を日常の業務に生かすことは当然でありますが、学んだものを職員の意思により有効活

用できるよう、人事異動につきましては自己申告制度を取り入れており、適材適所への配置に

心がけております。人材育成、適正配置を行っていくことにより、市民目線での行政運営はも

とより地方分権社会に合った自主、自立した行財政運営に努めてまいりたいと考えております。 
 以上であります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 再質問はありますか。 
 相吉正一君。 

〇３番議員（相吉正一君） 
 再質問をさせていただきます。 
 人材の育成についてですが、ここ数年で団塊の世代の職員が、おおぜい退職します。それら

をふまえ、市民サービスに影響がないよう、将来を見据えた取り組みが求められています。そ

こで人材育成についての提案ですが、職員の採用にあたり、現行の年齢要件を外し、社会人枠、

または臨時職員にも優秀な職員がたくさんいます。職員採用試験について、年齢要件を外し、

優秀な人材を確保することを提案したいが、市長の考えは。 
 また現在、退職勧奨要綱に基づき、管理職は財政が厳しい状況の中で、５８歳での早期退職

をお願いしているところでありますが、今後いつまで続ける予定なのか。参考までに、現在は

６０歳から年金が受給されますが、昭和２８年４月２日以降生まれの、現在５５歳の職員は年

金の支給は６１歳からの支給になります。５９歳に延長する考えはないか、併せてお伺いしま

す。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 柴井総務部長。 

〇総務部長（柴井英記君） 
 相吉議員の質問でございますが、職員の採用試験について、年齢の枠をとってはというよう

なことかと思いますが、平成２０年度につきましては、上級行政職、土木職および栄養士につ

きましては２７歳、また保育士については２５歳、初級行政職２３歳、看護師職につきまして

は、４０歳を上限に募集をしたところでございます。 
 先ほど議員が提案するような豊富な知識、経験を備えた人材の採用というようなことでござ

いますが、職種によっては必要になる場合もあろうかと思いますが、今後、募集および採用方

法につきましては、検討をしてまいりたいと思います。 
 また、もう１点の退職勧奨の実施要綱の見直しというようなことでございますが、現在、合
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併後の職員数削減のため、定員適正化計画に基づいて、行政職の管理職、職員は５８歳。それ

から、その他の職員については、５９歳で勧奨をしている状況でございます。６０歳の定年年

齢より、早くの退職ということで、職員に理解をいただいているところでございますが、先ほ

ど議員ご指摘のように、年金の支給年齢も段階的に引き上げられるというようなことも考慮し

つつ、職員の定員適正化計画の進捗状況も見ながら、検討してまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 残時間２分３０秒ですが、再質問はございますか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで３番議員、相吉正一君の一般質問を終わります。 
 以上をもちまして、本日の日程はすべて終了いたしました。 
 次の会議は３月２３日、午前１０時に開きますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午後 ３時１３分 
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開議 午前１０時００分 
〇議長（秋山俊和君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日も慎重なご審議をいただき、なおスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしく

お願い申し上げます。 
 本日の出席議員数は２１人であります。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 ２２番議員、渡邊陽一君は一身上の都合により、本日の会議を欠席する旨の届け出がありま

した。 
 なお、報道関係者から撮影の申し出があり、これを許可いたしましたので、ご了承願います。 
 日程に入る前に、保健福祉部長から発言の訂正を求められておりますので、これを許します。 
 藤原保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（藤原良一君） 
 １点、ご訂正をお願いいたします。 
 去る３月１７日の一般質問の際に、北杜クラブ、１０番 中嶋新議員の体育施設の運営と利

用料金の統一はというご質問の中で、保健福祉部の所管するゲートボール場について、ご質問

がございました。 
 大泉町にあります、町内スポーツ施設および武川多目的屋内運動施設の利用料金を、いずれ

も半日１００円とお答えしましたが、正しくは１名、１時間１００円でございます。 
 なお、大泉屋内スポーツ施設は介護予防施設ということもあって、６０歳以上の方には免除

規定がございます。 
 お詫びして、訂正を申し上げます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 本日の議事日程は、お手元に配布しましたとおりであります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１ 議案第３２号 北杜市へき地教員住宅管理条例及び北杜市営単独公共住宅条例の一部

を改正する条例についてを議題といたします。 
 内容説明を求めます。 
 小林教育次長。 

〇教育次長（小林喜文君） 
 議案第３２号関係をお願いします。３２号関係の概要書で、ご説明を申し上げます。 
 題名については、北杜市へき地教員住宅管理条例及び北杜市営単独公共住宅条例の一部を改

正する条例であります。 
 内容については、須玉町増富地区の過疎対策として、定住者の促進を図るため、現在、使用

されていない増富小学校のへき地教員住宅を市営住宅に用途変更することに伴う、条例の改正

でございます。 
 新旧対照表、３ページ、４ページをお願いいたします。 
 第１条関係について、「増富小学校」を新では削除する。 
 第９条中、（１）「増富小学校、高根北小学校、」を「高根北小学校または」に改正します。 
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 それから、附則であります。その中の経過措置で須玉町へき地教員宿舎管理規則を削除する。 
 第４条関係の別表、「須玉へき地教員住宅、清里へき地教員住宅、長沢へき地教員住宅」を「須

玉へき地教員住宅」を削除し、「および住宅名」を「高根北小学校へき地教員住宅および高根清

里小学校へき地教員住宅」に改正するものであります。 
 なお、建設部分については、建設部長のほうから、ご説明をいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 浅川建設部長。 

〇建設部長（浅川和徳君） 
 それでは、北杜市へき地教員住宅を北杜市営単独住宅に用途変更するものに伴い、北杜市営

単独住宅の一部を改正するものでございます。 
 ５ページ、６ページをお願いします。 
 ２条関係でございますけど、旧で「施設の一部である」を新で「または増富小学校の施設の

一部であった」に改正します。 
 ３条の名称および位置ですけども、旧で一番下の「みずがき住宅」、位置でございますけども、

「北杜市須玉町小尾１４３３番地の１」を「みずがき住宅 小尾団地、北杜市須玉町小尾

１４３３番地の１。比志団地、北杜市須玉町比志３６０６番地の６」に改正するものでござい

ます。 
 ６ページでございますけど、別表、第７条関係で、旧で「みずがき住宅 家賃７千円」を「み

ずがき住宅 小尾団地 家賃７千円、比志団地 家賃１万円」に改正するものでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第３２号は、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３２号 北杜市へき地教員住宅管理条例及び北杜市営単独公共住宅条例

の一部を改正する条例については、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第３２号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
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 議案第３２号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３２号 北杜市へき地教員住宅管理条例および北杜市営単独公共住宅条

例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第２ 議案第６０号 北杜市武川町地域資源総合管理施設、武川町農畜産物処理加工施設等

の指定管理者の名称変更等についてを議題といたします。 
 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 議案第６０号 北杜市武川町地域資源総合管理施設、武川町農畜産物処理加工施設等の指定

管理者の名称変更等につきまして、ご説明申し上げます。 
 北杜市武川町地域資源総合管理施設、武川町農畜産物処理加工施設等の指定管理者の指定に

ついて、指定管理者の名称変更等に伴い、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、指

定の変更の議決を求めるものであります。 
 内容につきましては企画部長から説明いたしますので、よろしくご審議の上、ご議決のほど

をお願い申し上げます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小松企画部長。 
〇企画部長（小松正壽君） 

 それでは議案第６０号 北杜市武川町地域資源総合管理施設、武川町農畜産物処理加工施設

等の指定管理者の名称変更について、ご説明申し上げます。 
 これにつきましては、平成２０年１２月２２日に平成２０年第４回北杜市議会定例会におき

まして、指定管理者として指定議決された団体の名称等の変更に伴いまして、指定の変更を行

うもので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるものでござい

ます。 
 公の施設の名称でございますが、武川町農畜産物処理加工施設、武川町農産物直売センター、

武川町無人精米所低温保冷庫でございまして、変更はございません。 
 指定管理者となる団体の変更前の名称でございますが、山梨県北杜市武川町牧原６８８番地

１、有限会社 キングフィッシャー、代表取締役 加藤賢。 
 指定管理者となる団体の変更後の名称でございますが、山梨県北杜市武川町牧原７８１番地

の１、株式会社 オアシス。代表取締役 加藤賢でございます。 
 指定管理につきましては、平成２１年４月から平成２６年３月３１日でございまして、変更

はございません。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第６０号につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第６０号 北杜市武川町地域資源総合管理施設、武川町農畜産物処理加工

施設等の指定管理者の名称変更等につきましては、委員会への付託を省略することに決定いた

しました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第６０号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第６０号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第６０号 北杜市武川町地域資源総合管理施設、武川町農畜産物処理加工

施設等の指定管理者の名称変更等については、原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第３ 議案第２４号 北杜市認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正す

る条例についてから日程第３７ 議案第５５号 北杜市浅尾原財産区特別会計予算についてま

での３４件を一括議題といたします。 
 本件につきましては、各常任委員会に付託しておりますので、各常任委員長から審査の経過

と結果について、報告を求めます。 
 はじめに総務常任委員会から議案第２４号から議案第２６号まで、および議案第３３号につ

いて、報告を求めます。 
 総務常任委員長、利根川昇君。 
 利根川昇君。 

〇総務常任委員長（利根川昇君） 
 平成２１年３月２３日 
 北杜市議会議長 秋山俊和様 

北杜市議会総務常任委員会委員長 利根川昇 
 北杜市議会総務常任委員会委員長報告書 
 総務常任委員会は、３月３日の本会議において付託されました事件の審査を、３月１０日に
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議員協議会室において慎重に審査をいたしましたので、その経過ならびに結果について、ご報

告いたします。 
 付託された事件 
 議案第２４号 北杜市認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

について 
 議案第２５号 北杜市職員給与条例の一部を改正する条例について 
 議案第２６号 北杜市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する

条例について 
 議案第３３号 平成２１年度北杜市一般会計予算（所管分） 
 以上、４件であります。 
 審査結果 
 この審査過程における、主な質疑を申し上げます。 
 まず議案第３３号 平成２１年度北杜市一般会計予算（所管分）であります。 
 環境保全協力金を活用した事業提案の吸い上げと進め方はとの質疑に対し、３月の広報で公

募し、検討会で審査し選定された提案に対し補助金を交付する。啓蒙と併せ、事業執行したい

との答弁がありました。 
 北杜市の基準財政需要額はとの質疑に対し、すべての地方自治体が等しく行政運営を行うた

めに必要な額であり、現在は旧８町村分を合わせて計算され、１８２億５，９００万円である。

これが合併後の一本算定になると、１４３億８，４００万円となるとの答弁がありました。 
 行政評価事業の本格的実施はいつからかとの質疑に対し、１９年、２０年度は事後評価を試

行で行った。２１年度から事前評価、政策評価を加え、本格的に行うとの答弁がありました。 
 電子入札の本格実施は２２年度から行うようだが、今年の予定は。また、小さい会社は電子

入札に入りにくいと思われるが対応はとの質疑に対し、甲府市、南アルプス市、北杜市が同一

歩調で、今年の１０月過ぎから試行できるように準備を進めたい。また、本格実施後も１００％

電子入札にできるとは考えていないとの答弁がありました。 
 防災防犯メールは市民へも配信するのかとの質疑に対し、今年度は教育関係の安否情報を配

信するとの答弁がありました。 
 市では道路の不備等で賠償しているが、保険の内容はとの質疑に対し、市道、農道、林道に

ついては担当部局で保険に加入し、総務課では、市が管理する施設に瑕疵等があった場合に対

象となる市民総合賠償保険に加入している。掛金は、人口５万人掛ける１６円４３銭で８２万

１，５００円であるとの答弁がありました。 
 市民税の滞納の主な理由は、また滞納の増加が見込まれるが、その対応はとの質疑に対し、

営業の不振が一番多い事案であり、現時点でも分納相談が８００件程度ある。また徴収部門検

討委員会で、徴収方法の効率化と人的体制の強化など検討を重ねており、コンビニ収納を含め

収納環境について、今後、整備に努めるとの答弁がありました。 
 長坂総合支所付近の土地購入の経緯と必要性はとの質疑に対し、昨年、相手方から建物、地

下タンクなど、すべて撤去し、更地にして売りたいとの話があった。長坂総合支所は長坂コミュ

ニティ・ステーションと駐車場を共有しているため、駐車場が不足しており、これを購入し駐

車場として利用したい。駐車場の利用状況としては、土・日はほぼ満杯の状態であり、利用者

から駐車場をなんとかしてほしいとの声が多いとの答弁がありました。 
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 質疑終結後、討論はなく、起立採決の結果、賛成多数により原案のとおり可決すべきものと

決定いたしました。 
 なお、委員から指定管理について、所管が明確でないために問題がある。企画課はしっかり

統括してほしいとの要望がありました。 
 次に議案第２４号 北杜市認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する

条例についてであります。 
 認可地縁団体とはとの質疑に対し、自治法の改正により団体名で登記できるようになり、権

利もその団体に帰属することになったとの答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第２５号 北杜市職員給与条例の一部を改正する条例についてであります。 
 アップすることにより、他市と比較して医師が確保しやすくなるかとの質疑に対し、市は国

の基準で行っている。他市との比較は分からないとの答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第２６号 北杜市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正

する条例についてであります。 
 消防団の再編が行われたが、まだ体制等の変更が必要だと思うが。また実際の指揮、命令系

統はとの質疑に対し、２年前の申し合せにより再編した。また出動等については、それぞれの

部の決めによるとの答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 以上で、委員長報告を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 総務常任委員長の報告が終わりました。 
 これから、総務常任委員長報告に対する質疑を一括で行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 ないようですので、これをもって総務常任委員長報告に対する質疑を終結いたします。 
 次に文教厚生常任委員会から議案第２７号から議案第３０号まで、議案第３３号から議案第

３８号まで、および議案第４２号から議案第４５号までの審査の経過と結果について、報告を

求めます。 
 文教厚生常任委員長、千野秀一君。 
 千野秀一君。 

〇文教厚生常任委員長（千野秀一君） 
 平成２１年３月２３日 
 北杜市議会議長 秋山俊和様 

北杜市議会文教厚生常任委員会委員長 千野秀一 
 北杜市議会文教厚生常任委員会委員長報告書 
 文教厚生常任委員会は、３月３日の本会議において付託されました事件の審査を、３月９日

に議員協議会室において慎重に審査をいたしました。その経過、ならびに結果につきまして、

報告いたします。 
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 １．付託された事件 
 議案第２７号 北杜市印鑑条例の一部を改正する条例について 
 議案第２８号 北杜市乳幼児医療費助成金支給条例の一部を改正する条例について 
 議案第２９号 北杜市ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例について 
 議案第３０号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例について 
 議案第３３号 平成２１年度北杜市一般会計予算（所管分） 
 議案第３４号 平成２１年度北杜市国民健康保険特別会計予算 
 議案第３５号 平成２１年度北杜市老人保健特別会計予算 
 議案第３６号 平成２１年度北杜市後期高齢者医療特別会計予算 
 議案第３７号 平成２１年度北杜市介護保険特別会計予算 
 議案第３８号 平成２１年度北杜市居宅介護支援事業特別会計予算 
 議案第４２号 平成２１年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計予算 
 議案第４３号 平成２１年度北杜市病院事業特別会計予算 
 議案第４４号 平成２１年度北杜市辺見診療所特別会計予算 
 議案第４５号 平成２１年度北杜市白州診療所特別会計予算 
 以上、１４件であります。 
 審査結果 
 この審査過程における、主な質疑を申し上げます。 
 まず議案第３３号 平成２１年度北杜市一般会計予算であります。 
 ふれあいペンダント事業のシステムはとの質疑に対し、ペンダントのボタンを押すと、電話

回線で韮崎の消防本部へ通報され、本部から通報者の近所の方へ連絡して見てもらい、出動が

必要との判定が出ると、最寄りの救急車が出動するシステムであるとの答弁がありました。 
 保育所費の賃金２億８３万円の内訳はとの質疑に対し、臨時の保育士、調理員７７人分の賃

金と通勤手当であるとの答弁がありました。 
 扶助費の負担が多いが、障害者としての認定はどこで行うのかとの質疑に対し、認定には病

院の先生の意見書が必要で、県の専門医が認定して、はじめて障害者手帳が交付されるとの答

弁がありました。 
 子育て支援事業、つどいの広場事業ともに予算が減った理由はとの質疑に対し、子育て支援

事業については出産・結婚祝い金の減であり、つどいの広場事業については、登録人数での見

込みであるとの答弁がありました。 
 おたのしみ給食のサービスは、年４回では少なくないかとの質疑に対し、年４回のサービス

では少ないかもしれないが、高齢者宅を訪問する安否確認としては長寿者クラブにお願いし、

月１回訪問している。また訪問について、ボランティア制度などを考えたいとの答弁がありま

した。 
 学校管理費で学校により、ずいぶん差があるが理由はとの質疑に対し、学級数の違いで、学

級数の多いところは経費が増えるとの答弁がありました。 
 要保護、準要保護の違いはとの質疑に対し、要保護は生活保護を受けている方。準要保護は、

それに準じる程度にお困りで、住民税が非課税等の方であるとの答弁がありました。 
 明野小学校体育館の工事計画はとの質疑に対し、来年度早々に取り壊し、来年２月末までに

完成を目指す予定であるとの答弁がありました。 
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 給食の配送を外部に委託する理由はとの質疑に対し、配送車を４台購入し、１台は清里小専

用にして職員が配送する。他の３系統は外部委託する予定である。配送時間が午前１１時から

午後３時のため、臨時職員と外部委託についての経費を比較したとき、外部委託のほうが安価

であったとの答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、起立採決の結果、賛成多数により原案のとおり可決すべきものと

決定いたしました。 
 次に議案第４２号 平成２１年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計予算であります。 
 財政厳しい折に、起債を起こして体育館を造ることは必要かとの質疑に対し、体育館の必要

性を財政当局とも論議し、耐震強度不足であり建設することになった。また中学校には体育館

がないので、補助金が充当でき、合併特例債を充てながら建設したいとの答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、起立採決の結果、賛成多数により原案のとおり可決すべきものと

決定いたしました。 
 次に議案第３４号 平成２１年度北杜市国民健康保険特別会計予算であります。 
 高額医療と高額介護合算制度の一定限度額はとの質疑に対し、自己負担合算後の限度額は、

加入する医療保険や所得区分に応じ、きめ細かく設定されているとの答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第３５号 平成２１年度北杜市老人保健特別会計予算、議案第３６号 平成２１年

度北杜市後期高齢者医療特別会計予算、議案第３７号 平成２１年度北杜市介護保険特別会計

予算、議案第３８号 平成２１年度北杜市居宅介護支援事業特別会計予算の４件については質

疑、討論ともになく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第４３号 平成２１年度北杜市病院事業特別会計予算であります。 
 未収金の中身はとの質疑に対し、診療報酬の未収金であるとの答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第４４号 平成２１年度北杜市辺見診療所特別会計予算、議案第４５号 平成

２１年度北杜市白州診療所特別会計予算、議案第２７号 北杜市印鑑条例の一部を改正する条

例について、議案第２８号 北杜市乳幼児医療費助成金支給条例の一部を改正する条例につい

て、議案第２９号 北杜市ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例につい

ての５件については質疑、討論ともになく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定

いたしました。 
 次に議案第３０号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例についてであります。 
 改正率はどれくらいかとの質疑に対し、１１３％であるとの答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、起立採決の結果、賛成多数により原案のとおり可決すべきものと

決定いたしました。 
 なお、委員から介護保険料の値上げについて、市民に十分周知してほしいとの要望がありま

した 
 以上で、委員長報告を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 文教厚生常任委員長の報告が終わりました。 
 これから、文教厚生常任委員長報告に対する質疑を一括して行います。 
 質疑はございませんか。 
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 （ な し ） 
 ないようですので、これをもって文教厚生常任委員長報告に対する質疑を終結いたします。 
 次に経済環境常任委員会から議案第３１号、議案第５７号から議案第５９号まで、請願第１号、

議案第３９号から議案第４１号まで、および議案第４６号から議案第５５号までについて、報

告を求めます。 
 経済環境常任委員長、渡邊英子君。 
 渡邊英子君。 

〇経済環境常任委員長（渡邊英子君） 
 平成２１年３月２３日 
 北杜市議会議長 秋山俊和様 

北杜市議会経済環境常任委員会委員長 渡邊英子 
 北杜市議会経済環境常任委員会委員長報告書 
 経済環境常任委員会は、３月３日の本会議において付託されました事件の審査を、３月６日

に議員協議会室において慎重に審査をいたしましたので、その経過と結果について、ご報告い

たします。 
 付託された事件 
 議案第３１号 北杜市風林火山館条例の一部を改正する条例について 
 議案第３３号 平成２１年度北杜市一般会計予算（所管分） 
 議案第３９号 平成２１年度北杜市簡易水道事業特別会計予算 
 議案第４０号 平成２１年度北杜市下水道事業特別会計予算 
 議案第４１号 平成２１年度北杜市農業集落排水事業特別会計予算 
 議案第４６号 平成２１年度北杜市土地開発事業特別会計予算 
 議案第４７号 平成２１年度北杜市明野財産区特別会計予算 
 議案第４８号 平成２１年度北杜市須玉財産区特別会計予算 
 議案第４９号 平成２１年度北杜市高根財産区特別会計予算 
 議案第５０号 平成２１年度北杜市長坂財産区特別会計予算 
 議案第５１号 平成２１年度北杜市大泉財産区特別会計予算 
 議案第５２号 平成２１年度北杜市小淵沢財産区特別会計予算 
 議案第５３号 平成２１年度北杜市白州財産区特別会計予算 
 議案第５４号 平成２１年度北杜市武川財産区特別会計予算 
 議案第５５号 平成２１年度北杜市浅尾原財産区特別会計予算 
 議案第５７号 北杜市簡易水道給水条例の一部を改正する条例について 
 議案第５８号 北杜市下水道事業受益者分担金徴収条例の一部を改正する条例について 
 議案第５９号 北杜市農業集落排水事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について 
 請願第１号 「緑の社会」への構造改革を求める意見書の提出を求める請願 
 以上、１９件であります。 
 審査結果 
 この審査過程における、主なる質疑を申し上げます。 
 まず議案第３３号 平成２１年度北杜市一般会計予算（所管分）であります。 
 エネルギーパーク構想の内容はとの質疑に対し、構想策定委託料７００万円、報告書印刷
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８０万円、策定委員の手当等１０３万８千円で、１００％ＮＥＤＯの補助である。事業の概要

は、環境資源を新たな観光にリンクさせ、市全体の公園化を目指すものであるとの答弁があり

ました。 
 別荘のゴミの回収はとの質疑に対し、周知期間を設け、８月１日からゴミの回収を始める予

定である。ゴミステーションの設置には２分の１補助し、また４カ所の総合支所にゴミの集積

を行う予定であるとの答弁がありました。 
 有害鳥獣捕獲活動支援事業の予算減の原因と、特定鳥獣適正管理事業でニホンジカを

３００頭に増やした理由はとの質疑に対し、有害鳥獣捕獲事業は、農林産物や人的な被害など

実害が発生して捕獲の許可が下される制度に対し、特定鳥獣適正管理事業の管理捕獲は、被害

の発生の有無にかかわらず、県の保護管理計画に基づき管理捕獲数量が指示される制度であり、

３００頭は管理捕獲の数量である。平成１９年度の中途までは、ニホンザル、ニホンジカ、イ

ノシシの特定鳥獣は、有害鳥獣による駆除を行っていたが、農林産物等の被害軽減が図られな

かったことから、管理捕獲による個体数の調整を行うこととしたため、有害鳥獣捕獲事業の予

算が減額になったとの答弁がありました。 
 緊急雇用創出事業で２０人を雇用する予定だが、その内訳はとの質疑に対し、７つの事業で

予定しており、市税等収納促進事業に４人、総合健診結果異動システム構築事業に２人、障害

児教育サポート事業に２人、郷土資料館資料整理事業に１人、郷土資料館特別展示開催事業に

１人、観光駐車場安全対策事業に２人、遺跡出土品整理事業に８人の計２０人である。また、

ふるさと雇用再生特別交付金事業で、８人雇用予定であるとの答弁がありました。 
 畜産と観光の違いはあるが、馬への予防接種の補助はとの質疑に対し、リトリートと連携し

た乗馬に人気があり、管理している方もいるので、今後検討したいとの答弁がありました。 
 雇用促進住宅の入居に所得等の制限を加えるのかとの質疑に対し、会社勤めの方を優先しな

がら、公営住宅に入れなかった方も入居できるようにし、所得制限は行わないように考えてい

るとの答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第３９号 平成２１年度北杜市簡易水道事業特別会計予算であります。 
 本来、独立採算であるべきなのに、事業費の予算額３２億円のうち、約１０億円が公債費の

元金と利子であるが、返済計画の考え方はとの質疑に対し、起債の返済のピークは平成２５、

２６年となる見込みである。起債は５年据え置き、２５年で償還する。試算料金の約３５％程

度、料金を値上げしないと基準外繰入を解消できないとの答弁がありました。 
 一般会計からの繰入金の８億８，３００万円のうち、基準外繰入の額はどのくらいかとの質

疑に対し、３億９，６００万円余であるとの答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第４０号 平成２１年度北杜市下水道事業特別会計予算であります。 
 公共下水道事業の進捗状況はとの質疑に対し、２０年度末で９０．６％の見込みであるとの

答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第４１号 平成２１年度北杜市農業集落排水事業特別会計予算であります。 
 農業集落排水事業の進捗状況はとの質疑に対し、２０年度末で９８．０％の見込みであると

の答弁がありました。 
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 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第４６号 平成２１年度北杜市土地開発事業特別会計予算、議案第４７号 平成

２１年度北杜市明野財産区特別会計予算、議案第５５号 平成２１年度北杜市浅尾原財産区特

別会計予算、議案第４８号 平成２１年度北杜市須玉財産区特別会計予算、議案第４９号 平

成２１年度北杜市高根財産区特別会計予算、議案第５０号 平成２１年度北杜市長坂財産区特

別会計予算、議案第５１号 平成２１年度北杜市大泉財産区特別会計予算、議案第５２号 平

成２１年度北杜市小淵沢財産区特別会計予算、議案第５３号 平成２１年度北杜市白州財産区

特別会計予算、議案第５４号 平成２１年度北杜市武川財産区特別会計予算、議案第３１号 北

杜市風林火山館条例の一部を改正する条例について、議案第５７号 北杜市簡易水道給水条例

の一部を改正する条例について、議案第５８号 北杜市下水道事業受益者分担金徴収条例の一

部を改正する条例について、議案第５９号 北杜市農業集落排水事業分担金徴収条例の一部を

改正する条例についての１４件については質疑、討論ともになく、全員異議なく、原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 
 次に請願第１号 「緑の社会」への構造改革を求める意見書の提出を求める請願であります。 
 紹介議員から補足説明を受け、審査を行いました。 
 日本のみならず、全世界で取り組むべき問題であるなどの意見が出され、全員異議なく、採

択すべきものと決定いたしました。 
 以上で、委員長報告を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 経済環境常任委員長の報告が終わりました。 
 これから、経済環境常任委員長報告に対する質疑を一括して行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 ないようですので、これをもって経済環境常任委員長報告に対する質疑を終結いたします。 
 以上で、各常任委員長の報告に対する質疑が終了しました。 
 これから、議案第２４号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第２４号を採決いたします。 
 議案第２４号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第２４号は、総務常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２４号は、総務常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第２５号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
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 これから、議案第２５号を採決いたします。 
 議案第２５号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第２５号は、総務常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２５号は、総務常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第２６号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第２６号を採決いたします。 
 議案第２６号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第２６号は、総務常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２６号は、総務常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第２７号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第２７号を採決いたします。 
 議案第２７号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第２７号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２７号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第２８号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第２８号を採決いたします。 
 議案第２８号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第２８号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２８号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
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 次に、議案第２９号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第２９号を採決いたします。 
 議案第２９号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第２９号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第２９号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第３０号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 中村隆一君。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 議案第３０号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例について、反対いたします。 
 今回の改正で、第１号被保険者、６５歳以上の高齢者の保険料は月額、平均３，１７０円か

ら３，５９５円となり、月額４２５円もの値上げになります。年額に直すと５，４００円にな

ります。市の担当者の説明によれば、値上げの理由の１つは高齢者が増えて、介護保険を利用

する人が増えると予想されること。２つは、地域密着サービスの拠点をつくることの２点を挙

げて、介護給付費支払い準備基金の半分、７，６００万円を取り崩して、保険料の値上げを抑

えているといいます。今まで、給付の適正化の名のもとに、厳しい認定基準、重い利用料負担、

低い職員の賃金などで、国の負担を抑えるために利用抑制を図ってきました。今回の要介護認

定方式の変更で、状態が変わらないのに、要介護度を下げて支給限度額を引き下げることで、

介護サービスの利用制限を、さらに進めようとしているのです。 
 もともと介護保険は、アメリカの民間医療保険の手法を取り入れた制度です。患者を選別し、

医療サービスも上限があります。日本の介護保険も要介護認定で対象者を選別し、要介護度ご

との支給限度額でサービス利用の上限を決めています。コンピューターによる機械的な利用制

限の仕組みをやめて、要介護者と家族のことを一番よく知るケアマネージャーが、その人に必

要な介護サービス計画をつくり、審査会で認定していくべきです。 
 この問題の根っこには、毎年２，２００億円もの社会保障予算の削減があります。この削減

路線をきっぱり改めることこそ、必要です。今回の新認定方式は介護の切り捨てとなり、介護

の社会化という、介護保険の建前との矛盾を一層強めます。高齢者の年金収入は目減りして、

毎年減っています。こんな状況のとき、北杜市の１万４千人余の高齢者に、さらなるサービス

の切り下げ、保険料負担を強いる値上げを認めることはできません。 
 以上を述べて、反対討論といたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 次に、原案に賛成者の発言を許します。 
 清水壽昌君。 
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〇２０番議員（清水壽昌君） 
 私は、原案に賛成の立場で討論をいたします。 
 かつては、高齢者介護は家族介護がほとんどでありました。少子化、核家族化等、社会生活

基盤の変化により、それが困難となり、社会全体で支えていくこととなり、この介護保険制度

が策定されたことは、周知のとおりであります。 
 どのような制度も自助、共助、公助が基本であります。この制度も例外ではなく、共助の面

から保険料が設定されております。高齢化率は、今後も上昇を続け、特に平成２４年度からは

急激に上昇します。それとともに、要支援、要介護認定者の増加が予測され、同時に甲陽病院

の介護療養病床が２３年度末には廃止となり、小規模多機能型介護保険施設の指定を行わなけ

ればならないというふうな状況をふまえまして、給付費をはじめ、経費の増加は必至でありま

す。早め早めの対応が必要であり、今回の改定になったとのことであります。 
 保険料の急激な上昇を避けるため、支払い準備金等を取り崩し、保険料に繰り入れて活用す

るなどの対策も講じられており、現在の保険料基準値３，１７０円は、県下１４市の中で最も

低く設定されています。介護保険策定委員会でも検討され、この内容で答申がされているとの

ことであります。文教厚生常任委員会でも慎重に審査した結果、介護保険制度を維持し、活用

して、サービスを行っていくために、保険料の値上げはやむなしの結論であります。 
 よって、私はこの原案に賛成をいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 ほかに討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 以上で、討論を終結します。 
 これから、議案第３０号を採決いたします。 
 この採決は、起立によって行います。 
 本案に対する委員長の報告は、可決です。 
 本案は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数です。 
 したがって、議案第３０号は文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第３１号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第３１号を採決いたします。 
 議案第３１号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第３１号は、経済環境常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３１号は、経済環境常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第５７号に対する討論を行います。 
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 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第５７号を採決いたします。 
 議案第５７号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第５７号は、経済環境常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第５７号は、経済環境常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第５８号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第５８号を採決いたします。 
 議案第５８号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第５８号は、経済環境常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第５８号は、経済環境常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第５９号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第５９号を採決いたします。 
 議案第５９号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第５９号は、経済環境常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第５９号は、経済環境常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に請願第１号 「緑の社会」への構造改革を求める意見書の提出を求める請願に対する討

論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、請願第１号を採決いたします。 
 請願第１号に対する委員長の報告は、採択です。 
 お諮りいたします。 
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 請願第１号は、経済環境常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、請願第１号は、経済環境常任委員長の報告のとおり採択することに決定いたし

ました。 
 ここで、暫時休憩いたします。 
 再開は１１時１５分といたします。 

休憩 午前１０時５８分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時１３分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、再開いたします。 
 次に、議案第３３号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 清水進君。 

〇４番議員（清水進君） 
 議案第３３号 平成２１年度北杜市一般会計予算に反対の立場から、討論を行います。 
 日本経済は急速に悪化し、深刻な落ち込みを見せています。昨年１０月から１２月の国内総

生産は１２．７％の、大幅に落ち込みました。この間の構造改革路線が内需や家計をないがし

ろにし、日本の経済を極端な外需頼みの構造にしてきたことによって、アメリカ発の金融危機

という津波から、国民の暮らしと経済を守る防波堤を崩してしまいました。新年度、市税の前

年との比較では、個人、法人合わせて３億４千万円の減額になっています。市民の営業や暮ら

しが一層厳しくなっている事態であります。 
 格差社会といわれる現在、貧困と生活苦を打開し、市民の命と健康を守るためにも、身近な

自治体の役割は重要であります。社会保障の充実は、市民の暮らしを直接暖め、将来不安を取

り除き、医療、介護、福祉などの各分野で新たな雇用を生み出すという一石三鳥の経済効果が

あり、内需主導の回復にも大きな力となります。 
 今年度の予算では、高齢者祝金の縮小が行われます。国保税や介護保険料の重たい負担を軽

減する一般会計からの繰り出しがされていません。畜産、酪農、養鶏の各農家は資材や飼料の

高騰で経営が一層厳しい中、農家への所得補償などが必要であります。また、非正規労働者を

はじめ、正職員まで雇用不安が広がっています。自治体として、十分な雇用確保することが求

められています。 
 全世界の人々が願う、核兵器廃絶の平和事業推進費が盛り込まれていません。また、平成

１５年から稼働し、今年６年目となるゴミ焼却炉は契約当時と条件が大きく異なっています。

新年度、三井造船より保守点検、修繕費用として約３億６００万円が必要と要求されています。

要求額が加算されると、新年度ゴミ処理費用は大幅に増加し、市の負担も増加します。市民の

不利益にもなります。不要不急の事業の点検、先送り、そして無駄な経費の削減は重要であり

ます。市民の暮らしや福祉費を向上させることを具体事業として取り組むべきと考え、北杜市

一般会計予算に反対を表明するものであります。 
 以上です。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 次に、原案に賛成者の発言を許します。 
 内田俊彦君。 

〇１６番議員（内田俊彦君） 
 平成２１年度北杜市一般会計予算、原案に賛成の立場で討論をさせていただきます。 
 まずもって、所管委員会３委員会の報告は可決でございます。それをもって理由になるわけ

でございますが、今回の北杜市の予算案を見てみますと、２７６億円もの予算の中から住宅の

建設、また耐震が厳しいという形の中で、体育館等の施設の建築、はたまた雇用の創出、緊急

雇用を何人もされているという現状もございます。 
 また、今回においては、各部署におきまして、１０％の減額のシーリングをして、身を削り

ながらの予算を計上しております。国は今回、臨時対策債などの措置もありました。いろいろ

な措置の中で、知恵を絞りながら、この予算を執行していくことについて、賛成をいたします。 
 また、平成１５年からのゴミ焼却場の件ですが、これは広域の処理場のことだと思いますが、

これについては、各構成市が負担を、事務費等が３分の１、あとはゴミ処理のトン数、人口と

いうような割合に則って計算されているものであります。 
 以上をもって、賛成といたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 ほかに討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 以上で、討論を終結いたします。 
 これから、議案第３３号を採決いたします。 
 この採決は、起立によって行います。 
 本案に対する各常任委員長の報告は、可決です。 
 本案は、各常任委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数です。 
 したがって、議案第３３号は各常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第３４号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第３４号を採決いたします。 
 議案第３４号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第３４号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３４号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第３５号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
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 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第３５号を採決いたします。 
 議案第３５号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第３５号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３５号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第３６号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第３６号を採決いたします。 
 議案第３６号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第３６号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３６号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第３７号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第３７号を採決いたします。 
 議案第３７号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第３７号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３７号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第３８号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第３８号を採決いたします。 
 議案第３８号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第３８号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
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 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３８号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第４２号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第４２号を採決いたします。 
 議案第４２号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第４２号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第４２号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第４３号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第４３号を採決いたします。 
 議案第４３号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第４３号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第４３号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第４４号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第４４号を採決いたします。 
 議案第４４号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第４４号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第４４号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第４５号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第４５号を採決いたします。 
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 議案第４５号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第４５号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第４５号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第３９号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第３９号を採決いたします。 
 議案第３９号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第３９号は、経済環境常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第３９号は、経済環境常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第４０号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第４０号を採決いたします。 
 議案第４０号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第４０号は、経済環境常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第４０号は、経済環境常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第４１号に対する討論を行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第４１号を採決いたします。 
 議案第４１号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第４１号は、経済環境常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第４１号は、経済環境常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第４６号に対する討論を行います。 
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 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第４６号を採決いたします。 
 議案第４６号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第４６号は、経済環境常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第４６号は、経済環境常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第４７号から議案第５５号までの討論を一括して行います。 
 討論はありますか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第４７号から議案第５５号までの９件を一括して採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第４７号から議案第５５号までは、経済環境常任委員長の報告のとおり決定することに

ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第４７号から議案第５５号までは、経済環境常任委員長の報告のとおり可

決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第３８ 発議第１号 「緑の社会」への構造改革を求める意見書の提出についてを議題とい

たします。 
 提出者であります経済環境常任委員長、渡邊英子君から提案理由の説明を求めます。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 発議第１号 
 平成２１年３月２３日 
 北杜市議会議長 秋山俊和様 

北杜市議会経済環境常任委員会委員長 渡邊英子 
 「緑の社会」への構造改革を求める意見書の提出について 
 上記意見書を地方自治法第１０９条第７項および北杜市議会会議規則第１４条第２項の規定

により、別案のとおり提出する。 
 提案理由 
 日本版グリーン・ニューディールを推進するため、政府は環境分野へ大胆に投資し、需要を

喚起することで産業を振興し、雇用創出する必要があるため、この案を提出する。 
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 「緑の社会」への構造改革を求める意見書（案） 
 １００年に一度といわれる経済危機の打開策として、各国政府は今、環境、エネルギー分野

への巨額の集中投資と、それによる雇用創出を目指す、いわゆるグリーン・ニューディールを

選択し始めています。米国のオバマ大統領が提唱し、ドイツ、イギリス、韓国なども矢継ぎ早

に独自策を打ち出しました。世界同時不況の様相を呈する中で、各国は経済危機を脱する道と

して、環境を選んだといえます。 
 こうした世界的な動きの中で、日本政府も環境分野を経済成長の牽引役とする日本版グリー

ン・ニューディールをまとめる方針を固め、具体化に着手しました。わが国は環境分野で最先

端の技術を持っており、それを生かすことで大きな経済効果や雇用創出が期待されています。

また、環境保全と経済発展を結びつけ、両立させることは、持続可能な社会を構築していく上

でも、極めて重要です。経済危機の今こそ、緑の社会へと大転換するチャンスと捉え、日本版

グリーン・ニューディールを推進すべきです。そして、わが国が諸外国に先駆けて不況を克服

し、低炭素社会、循環型社会、自然共生社会のモデルとなるような社会を示すべきと考えます。 
 よって、政府におかれては環境分野へ大胆に投資し、需要を喚起することで産業を振興し、

雇用創出するなど、下記の項目を実現するよう、要望いたします。 
 １．日本の誇る環境技術を駆使して、環境産業の活性化を促すこと。そのために、３年間で

１０兆円規模の投資を行い、今後５年間で１００兆円の市場規模、２００万人超の雇用を

実現すること。 
 １．２０２０年には、太陽光発電などの再生エネルギーの一次エネルギー構成率２０％を目

指す。特に太陽光発電については、２０２０年までに１０倍とする政府の導入量目標の倍

増を検討し、例えば全小中学校への設置など、大胆な取り組みをすること。 
 １．電気自動車、プラグインハイブリット車など次世代自動車の普及を急ぎ、５年後に

１００万台。２０２０年に新車販売の７０％超を目指すとともに、温室効果ガス排出削減

に資する観点から、公共交通機関の活性化に対する支援を大幅に拡充すること。 
 １．省エネ住宅、ビル等の建設を大規模に促進するとともに、環境モデル都市の対象都市を

拡大するなど、さらなる国の支援を拡充すること。 
 １．森林吸収量の目標として掲げる温室効果ガス排出削減、３．８％の実現に向けて、林業

と建設業の協働も行いつつ、間伐、植林などの森林整備を進めること。さらに、これによ

る林業、造園、建設業など、関連業種で新たな雇用を創出すること。 
 １．バイオ燃料事業を拡大・強化し、その利活用によって、地域の特性を生かした活性化を

図り、バイオマスタウン３００地区を早期に実現すること。 
 １．エコポイント事業、温暖化対策行動等に対して、ポイントを発行するものを拡充させる

など、国民生活部門における温室効果ガス排出削減のための活動を支援すること。 
 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 

北杜市議会議長 秋山俊和 
 提出先 
 内閣総理大臣 
 環 境 大 臣 
 以上です。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案については質疑・討論を省略し、採決をしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、発議第１号 「緑の社会」への構造改革を求める意見書の提出については、原

案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第３９ 議員政治倫理規程の制定に関する調査特別委員会の中間報告を求めます。 

 議員政治倫理規程の制定に関する調査特別委員長、千野秀一君。 
 千野秀一君。 

〇議員政治倫理規程の制定に関する調査特別委員長（千野秀一君） 
 平成２１年３月２３日 
 北杜市議会議長 秋山俊和様 

議員政治倫理規程の制定に関する調査特別委員会委員長 千野秀一 
 委員会調査中間報告書 
 本委員会に付託された調査事件について、会議規則第４５条第２項の規定により、次のとお

り中間報告いたします。 
 １．調査事件 議員政治倫理規程の制定に関すること 
 ２．調査の経過 本委員会は、講師を招いての研修会を実施し、共通の理解を持ちながら、

試案を持ち寄り、７回の委員会を開催し、検討してまいりました。しかし

なお一層、慎重に検討する必要があるため、今後、継続して調査をいたし

ます。 
 以上、報告いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 議員政治倫理規程の制定に関する調査特別委員長の報告が終わりました。 
 大変、ご苦労さまでした。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第４０ 同意第１号 北杜市副市長の選任について、議会の同意を求める件を議題といたし

ます。 
 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 
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〇市長（白倉政司君） 
 同意第１号 北杜市副市長の選任について、議会の同意を求める件について、ご説明申し上

げます。 
 北杜市副市長の任期が満了するため、新たに副市長を選任する必要があるので、地方自治法

第１６２条の規定により、甲府市里吉１丁目２番１９号、三井弘之、昭和２０年５月２８日生

まれにつきまして、議会の同意を求めるものであります。 
 よろしくご審議の上、ご同意のほどをお願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本件は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本件は、これに同意することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、同意第１号 北杜市副市長の選任について、議会の同意を求める件は同意する

ことに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第４１ 閉会中の継続審査の件を議題といたします。 

 総務常任委員会、文教厚生常任委員会、経済環境常任委員会、議会運営委員会および議員政

治倫理規程の制定に関する調査特別委員会の各委員長から、会議規則第１０１条の規定により、

お手元に配布いたしました申出書のとおり、所管事項の審査につき、閉会中の継続審査の申し

出がありました。 
 お諮りいたします。 
 各委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、各委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。 
 以上で、本定例会に付議されました議案審査は、すべて終了いたしました。 
 平成２１年第１回北杜市議会定例会を閉会といたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 

閉会 午前１１時３８分 
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本会議録の作成にあたった者の氏名は、次のとおりである。 
 

議会事務局長 赤 岡 繁 生 
議 会 書 記 岩 波 信 司 
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